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第
三

章
植

第
一
節

鳴
沢
村
の

植
物

1
鳴
沢
村
の
地
形
、

地
質

甲
府
盆
地
と
富
士
山
と
の
間
に
は
御
坂
山
脈
が
あ
る
。
こ
の
山
脈
を
つ
く
っ
て
い
る
地
質
は
御
坂
層
と
呼
ば
れ
て
い
て
、
今
か
ら
二
千
万

年
も
前
の

第
三

紀
中
新
生
の
時
代
に
海
底
火
山
と
し
て
噴
出
堆
積
し
た
も
の
で
あ
り
、
化
石
も
御
坂
山
脈
中
か
ら
た
く
さ
ん
出
て
い
る
。

こ
の
御
坂
山
脈
や
、
八
ヶ
岳
、
茅
ヶ

岳、
富
士
山
等
は
長
野
県
側
の
糸
魚
川
か
ら
太
平
洋
岸
の
静
岡
市
方
面
に
い
た
る
と
思
わ
れ
る
古

い
地
質
構
造
線
に
そ
っ
て
い
る
。

植
物
分
布
を
考
え
る
場
合
に
は
、
一
般
的
に
は
地
質
時
代
と
か
、

年
数
等
に
関
し
て
ま
で
は
そ
れ
ほ
ど
厳
密
な
考
え
方
を
す
る
必
要
は

な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
新
し
い
植
物
種
の
分
化
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
や
、

た
と
え
新
し
く
分
化
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
分
布

拡
大
と
そ
の
同
化
、
消
滅
が
お
こ
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

鳴
沢
村
の
行
政
区
画
は
北
側
が
足
和
田
山
塊
の
東
西
の
稜
線
と
な
り
、

南
側
は
富
士
山
頂
の
金
明
水
付
近
に
な
っ
て
い
る
。

足
和
田
山
塊
は
東
側
の
大
田
和

(
九
二
二
が
)
、
集
落
か
ら
魔
王
神
社
、
五
湖
台
(
一三

五
五

)
を
経
て
東
海
自
然
歩
道
を
た
ど
り
、

紅
葉
台
(
一
一
六
四
・
七
梵
)
か
ら
鳴
沢
水
穴
入
口
付
近
の
国
道
一
三
九
号
線
に
合
流
す
る
。

富
士
山
の
北
側
に
は
山
中
湖
・
河
口
湖
・
西
湖
・
精
進
湖
・
本
栖
湖
の
富
士
五
湖
が
あ
り
、

富
士
山
を
背
に
し
て
横
た
わ
る
こ
れ
ら
の
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湖
水
は
美
し
い
。

こ
れ
ら
の
富
士
五
湖
の
成
因
は
、

今
か
ら
二
千
万
年
前
に
御
坂
山
脈
が
で
き
あ
が
っ
て
い

た
。
そ
こ
へ
富
士
山
の
噴
出
が
あ
っ
て
、
富
士
山
、
御
坂
山
脈
と

裾
野
に
三
ヶ
月
型
の
湖
水

が
で
き
、
こ
の
水
は
富
士
の
北
麓
を
と
お
っ
て
駿
河
湾
に
流
れ
こ
ん
で
い
た
と
い
う

(
『
富
士

を
め
ぐ
る
地
質
』・
昭
和
三
十
一
・
九
・
五
)
。こ

の
三
ヶ
月
型
の
湖
水
は
新
し
い
噴
出
溶
岩
で
あ
る

富
士
山
の
猿
橋
溶
岩
流
、

鷹
丸
尾
溶
岩

流
、
三

島
大
宮
溶
岩

流、
青
木
ヶ
原
溶
岩
流
等
に
よ

っ
て
現
在
の
富
士
五
湖
が
出
現
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

火
山
地
域
で
鳴
沢
村
領
に
な
っ
て
い
る
の
は
富
士
山
々
頂
の
(
白
山
岳
)
、
金
明
水
か
ら
大

沢
崩
を
へ
て
大
沢
休
泊
所

跡、
こ
こ
か
ら

北
西
な
ら
び
に
北
側
に
ま
が
っ
て
塒
塚
と

富
士
ヶ

嶺
の
東
側
を
と
お
っ
て
北
側
に
す
す
み
、
片
蓋
山
の
山
頂
付
近
か
ら
大
室
山
(
一
四
六
八

)

の
東
側
に
は
神
座
風
穴
付
蒲
鉾
穴
及
び
眼
鏡
穴
な
ど
が
あ
る
。
つ
づ
い
て
大
室
洞
穴
、
本
栖

風
穴
、
大
室
洞
穴
、
富
土
風
穴
付
近
を
通
過
し
て
鳴
沢
氷
穴
、
富
岳
風
穴
付
近
で
国
道
に
連
な
る

。

二
鳴
沢
村
の
気
候

そ
の
地
域
の
気
候
は
、
そ
こ
の
緯
度
、
海
抜
、
季
節
風
、
地
形
、
水
陸
の
分
布
な
ど
に
よ
っ
て
異
な
る
。

気
候
を
そ
の
特
徴
に
よ
っ
て

分
類
型
を
つ
く
っ
て
み
る
と
鳴
沢
村
の
場
合
は
大
局
的
に
み
る
と
表
日
本
型
の
中
央
高
原
性
の
気
候
地
域
に
属
し
て
い
る
。

本
県
の
周
囲
は
南
ア
ル
プ
ス
・
八
ヶ
岳
・
秩
父
山
塊
・
富
士
山
等
の
高
山
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
裏
日
本
と
は
異

な
り
、
冬
に
お
け
る
積
雪
量
は
少
な
い
。
夏
は
高
温
と
な
り
暑
さ
が
厳
し
く
、
冬
は
寒
さ
が
強
く
、
空
気
は
乾
燥
し
、
降
水
量
は
一
般
的

に
は
少
な
い
。
風
は
冬
の
北
西
か
ら
の
季
節
風
が
強
い
。
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鳴
沢
に
近
い
精
進
で
の
年
平
均
気
温
は
十
・
六
度
C
、
最
高
年
平
均
気
温
は
十
五
・
四
度
C
、
年
平
均
最
低
気
温
五
・
八
度
C
で
年
降

水
量
は
概
略
一
九
七
一
ミ
リ
と
な
っ
て
い
る
。
河
口
湖
で
は
年
平
均
気
温
一
〇
・
七
度
C
、

年
降
水
量
一
五
五
七 " "

で
あ
る
。

精
進
で
は
年
平
均
気
温
一
〇
・
六

度
C
と
上
九
一
色
や
河
口
湖
よ
り
多
少
低
く
、

最
高
平
均
気
温
は
一
五
・
〇

度
C
、

最
低
平
均
気
温

五
・
八
度
C
、

年
降
水
量
は
約
一
九
八
一
”
りと

な
っ
て
い
る
。

精
進
、

富
士
ヶ
嶺
の
方
が
上
九
一
色
よ
り
も
低
温
で
あ
り
、

年
降
水
量
は

精
進
や
富
士
ヶ
嶺
の
方
が
朝
霧
高
原
と
い
う
名
が
示
す
よ
う
に
雨
量
が
多
い
。

富
士
ヶ
嶺
地
域
は
太
平
洋
岸
の

温
暖
で
湿
度
の
高
い
気
流
が
富
士
山
側
の
冷
涼
気
象
に
接
し
て
水
滴
と
な
り
、
上
九
一
色
側
で

は
朝

夕
、

雲
や
霧
を
生
じ
や
す
く
、

上
九
一
色
側
で
は
鳴
沢
村
に
比
較
し
て
天
気
が
悪
い
こ
と
が
多
い
。

三
鳴
沢
村
の
植
物
分
布

鳴
沢
村
は
、
そ
の
占
め
る
面
積
は
富
士
山
頂
の
高
山
帯
に
ま
で
わ
た
っ
て
い
て
気
候
・
地
形
・
地
質
・
土
壌
な
ど
の
植
物
に
と
っ
て
の

環
境
条
件
は
多
様
で
、

変
化
に
富
ん
で
い
る
。

前
記
し
た
よ
う
に
、

鳴
沢
村
は
一
般
的
に
内
陸
性
の
気
候
を
示
し
て
い
る
が
、

本
県
の
南
部
地
域
同
様
湿
度
が
や
や
高
く
、

表
日
本
型

の
気
候
を
示
し
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
、
そ
こ
の
環
境
に
適
応
し
た
植
物
の
分
布
が
見
ら
れ
る
。

こ
こ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
気
温
、

降
水
量
な
ど
の
気
候
的
条
件
に
関
連
を
も
っ
て
、

分
布
し
て
い
る
植
物
を
気
候
的
要
素
と
呼
ぶ
。

現
在
の
日
本
列
島

は、
第
三
紀
時
代
を
は
じ
め
と
し
て
、
何
回
か
、
大
陸
か
ら
の
半
島
状
態
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

る

e。

r現
在
の
日
本
列
島
上
の
植
物
分
布
が
で
き
あ
が
る
ま
で
に
は
、
こ
の
よ
う
な
地
史
的
条
件
も
影
響
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

a
)

s
a

中
央
構
造
線
と
か
、
フ
ォ
ッ
サ
・
マ
グ
ナ F o s

(
aa g nM

)
な
ど
の
、
こ
こ
の
地
史
に
関
連
が
あ
っ
て
分
布
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る

植
物
を
、
こ
こ
で
は
地
史
的
要
素
と
呼
ぶ
。
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富
士
山
を
中
心
に
し
た
火
山
地
域
は
、

生
育
植
物
に
と
っ
て
、

新
し
い
火
山
性
裸
地
を
提
供
し
、
他
と
異
な
っ
た
一
つ
の
物
理
化
学
的

環
境
を
提
供
し
、
種
の
分
化
、
す
な
わ
ち
、
新
し
い
植
物
の
出
現
に
と
っ
て
、
一
つ
の
刺
激
的
役
割
を
果
た
し
た
。
こ
の
よ
う
な
、
火
山

地
域
に
関
連
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
植
物
は
、
火
山
性
の
土
壌
的
要
因
の
影
響
を
う
け
た
植
物
で
、
こ
れ
を
石
灰
岩
土
壌
地
域
の
植
物
な
ど

と
あ
わ
せ
て
こ
こ
で
は
土
壌
的
要
素
と
呼
ぶ
。

以
上
の
よ
う
な
気
候

的
、
地
史
的
、
土
壌
的
各
要
素
の
ほ
か
に
、
帰
化
植
物
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
も
の
の
、
そ
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れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
以
下
多
少
詳
し
く
ふ
れ
て
み
た
い
。

ci
)s

)
t
t

a
n

気
候
的
要
素 i m

(
C

l
c m eE

l
e

(山
梨
県
は
、
最
北
端
が
八
ヶ
岳
の
主
峯
赤
岳
(
二
八
九
九
州
)
、

南
の
端
は
富
士
川
沿
い
の

静
岡
県
境
に
あ
た
る
富
沢
町
で

あ
り
、

気

温
や
降
水
量
な
ど
は
、
本
県
の
北
と
南
の
両
地
域
で
は
だ
い
ぶ
異
な
る
。

一
方
、
鳴
沢
村
で
は
北
部
の
五
湖
台
が
海
抜
一
三
五
五
折
南
方
で
は
富
士
山
頂
が
三
七
七
六
材
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
気
候
の

と
こ
ろ
で
も
ふ
れ
た
よ
う
に
気
候
環
境
は
村
の
南
北
に
よ
っ
て
も
海
抜
差
が
大
き
い
の
で
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

甲
府
地
方
気
象
台
(
一
九
七
〇
・
『
山
梨
県
の
気
象
』
)
の
資
料
に
よ
る
と
上
九
一
色
村
・
鳴
沢
村
で
は
前
記
の
よ
う
に
内
陸
型
の
気
候
を

示
し
て
い
る
。

年
平
均
気
温
一
五
度
C
に
近
い
地
域
で
は
タ
ブ
、
ク
ス
ノ
キ
な
ど
の
暖
帯
林
が
神
社
や
仏
閣
の
境
内
な
ど
に
見
う
け
ら
れ
る
が
、

鳴
沢

1

村
で
は
そ
れ
ら
の
林
は
め
だ
た
な
い
。

ま
た
、
本
県
の
年
平
均
気
温
一
三
度
C
付
近
で
は
、
シ
ラ
カ
シ
、
ア
ラ
カ
シ
、
ウ
ラ
ジ

ロ

ガ
シ
な
ど
の
常
緑
広
葉
樹
の
カ
シ
林
が
見
ら
れ
る
が
、

年
平
均
気
温
八
度
C
以
下
の

地
域
で

は
ブ
ナ
林
が
形
成
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
り
鳴
沢
村
内
に
関
係
す
る
片
蓋
山
、
大
室
山
、

弓

射
塚
、

長
尾
山
等
で
は
ブ
ナ
が
見
ら
れ
る

。

吉
岡
邦
二
博
士
の
言
に
よ
る
と
、
こ
の
ブ
ナ
林
の
形
成
地
域
の
限
界
は
、ブ

ナ
の
若
芽
が
、

晩
霜
に
よ
っ
て
い
た
み
や
す
い
こ
と
に
関
係
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
い
わ
れ

て
み
れ
ば
、
本
県
北
部
の
八
ヶ
岳
や
金
峯
山
甲
斐
駒
な
ど
の
内
陸
地
で
は
、
こ
の
晩
霜
が
あ

る
た
め
か
、
ブ
ナ
林
の
形
成
は
少
な
く
、
か
わ
っ
て
そ
こ
に
晩
霜
に
強
い
ウ
ラ
ジ
ロ
モ
ミ
や



第三章 動植物

富士スバルライン工事中の景観

五合目のカラマツ 林

秩父のブナ帯

1-27ー

ツ
ガ
等
が
め
だ
っ
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。
晩

霜
の
少
な
い
青
木
ヶ
原
の
大
室
山
、
片
蓋
山
、
弓
射
塚
、

長
尾
山
な
ど
に
は
立
派
な
ブ
ナ

林
が
め
だ
っ
て
い
る
。

海
抜
二
〇
〇
〇
～
二
三
〇
〇
げ
の
小
御
岳
神
社
、
御
庭
、
奥
庭
等
の
場
所
を
中
心
に
し
て
、
コ
メ
ツ
ガ
・
カ
ラ
マ
ツ
等
の
分
布
が
見
う

け
ら
れ
る
。
低
海
抜
地
の
鳴
沢
村
に
は
そ
れ
が
少
な
い
が
カ
ラ
マ
ツ
の
植
林
は
目
立
つ
。

ツ
ガ
は
、

岩
石
地
に
お
い
て
は
、
適
応
力
が
強
く
、

他
の
樹
種
に
優
先
し
て
、

そ
の
分
布
頻
度
が
多
く
な
っ
て
い
て
、

青
木
ヶ
原
溶
岩

流
上
に
は
こ
の
林
が
め
だ
つ
。
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一
般
的
に
は
二
〇
〇
〇
が
付
近
で
め
だ
つ
コ
メ
ツ
ガ
も
二
三
二〇
〇
～
二
五
〇
〇

が
付
近
で
は
少
な
く
な
り
、
シ
ラ
ベ
～
オ
オ
シ
ラ
ビ
ソ
林
が
め
だ
つ
よ
う
に
な
る
。

山
梨
県
内
の
二
五
〇
〇
～
三
〇
〇
〇

の
富
士
山
を
除
く
高
山
頂
に
は
、
ハ
イ
マ

ッ
と
小
型
の
高
山
草
木
本
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
コ
メ
ツ
ガ
や

シ
ラ
ベ
、
オ
オ
シ
ラ
ビ
ソ、

ハ
イ
マ
ツ
な
ど
の
林
が
鳴
沢
村
に
も
見
ら
れ
る
が
ハ

イ
マ
ツ
は
分
布
し
な
い
。
こ
の
よ
う
な
植
物
の
垂
直
分
布
的
変
化
は
必
ず
し
も

、

標
高
だ
け
に
し
た
が
う
も
の
で
は
な
く
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
や
山
岳
に
お
け
る

他
の
条
件
に
よ
っ
て
も
そ
の
特
徴
が
み
ら
れ
る
。

暖
帯

林
な
ど

も
海
沿
い
の

地
域
で
あ
れ
ば
、
ク
ス
ノ
キ
、

シ
イ
ノ
キ
、

ク
ロ
マ

ツ、
ウ
バ
メ
ガ
シ
と
か
イ
ブ
キ
な
ど
が
、
一
般
的
に
は
め
だ
つ
よ
う
に
な
る
。

伊
豆
半
島
の
真
鶴
岬
(
ま
な
づ
る
み
さ
き
)
の
ク
ス
ノ
キ
や
ク
ロ
マ
ツ
を
主
と
す
る
原
生
林
、

伊
豆
下
田
の

ウ
バ

メ
ガ
シ

林
、

同
じ
く
下

田
町
白
浜
の
イ
ブ
キ
林
な
ど
は
そ
の
よ
い
例
で
あ
る
。

シ
イ
の
分
布
に
関
し
て
は
吉
岡
邦
二
博
士
は
、
仙
台
付
近
の
シ
イ
林
を
調
査
し
た
結
果
、

年
平
均
気
温
一
二
度
C
、
一
月
の
平
均
気
温

二
度
C
を
少
し
超
し
、
寒
量
指
数
で
マ
イ
ナ
ス
五
度
C
の
場
所
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
本
県
の
場
合
は
、
寒
量
指
数
が
影
響
し
て
、
寒
い

た
め
、
シ
イ
の
分
布
が
少
な
く
、
富
沢
町
な
ど
の
一
部
に
の
み
そ
の
分
布
が
限
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

山
梨
県
に
分
布
す
る
カ
シ
属
や
冬
で
も
葉
を
落
と
さ
な
い
常
緑
の
も
の
と
し
て
は
、
平
地
で
は
、
シ
ラ
カ
シ
、
各
河
川
の
沿
岸
な
ど
で

は
、
ア
ラ
カ
シ
、

ウ
ラ
ジ
ロ
ガ
シ
、

神
社
や
人
家
の
周
辺
な
ど
で
は
、
ツ
ク
バ

ネ
ガ
シ
や
ア
カ
ガ
シ
、
シ
ラ
カ
シ
な
ど
が
あ
ら

わ
れ
る

が
、
鳴
沢
村
で
は
ほ
と
ん
ど
カ
シ
属
を
は
じ
め
と
す
る
常
緑
の
も
の
の
林
は
少
な
い
。
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①
ラ
カ
シ

シ
ラ
カ
シ
林
の
、

山
梨
県
に
お
け
る
半
自
生
分
布
地
は
、

茅
ヶ
岳
山
麓
の
須
玉
町
正
覚
寺
付
近
以
南
で
お
も
な
所
在
地
と
し
て
は
甲
府

北
山
山

麓
、

須
玉
町
若
神
子
、

韮
崎
市
武
田
八
幡
、

櫛
形
山
山
麓
の
増
穂
町
最
勝
寺
境
内
、
身
延
山
妙
石
坊
境
内
、

大
月
市
岩
殿
山
麓
浅

利
、

福
士
川
七
ッ
釜
、

市
川
大
門
町
弓
削
(
ゆ
げ
)
神

社、
三
珠
町
熊
野
神

社、
境
川
村
滝
戸
山
麓
や
長
坂
町
竜
岸
寺
な
ど
に
、

そ
の
著

し
い
シ
ラ
カ
シ
の
自
然
林
や
植
栽
林
が
あ
る
。

こ
の
シ
ラ
カ
シ
は
、
カ
シ
の
中
で
も
一
番
耐
寒
性
が
あ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
年
平
均
気
温
一
三
度
C
、
海
抜
で
五
〇
〇

付
近
の
場

所
に
ま
で
こ
の
自
然
分
布
が
見
う
け
ら
れ
る
。

鳴
沢
村
で
は
カ
シ
属
の
常
緑
の
も
の
は
見
う
け
ら
れ
な
い
。

自
然
植
生
で
の
シ
ラ
カ
シ
林

は
中
道
町
側
に
は
見
受
け
ら
れ
る
が
鳴
沢
村
に
は
ほ
と
ん
ど
そ
れ
が
見
ら
れ
な
い
。

②
ラ
カ
シ

山
梨
県
内
に
お
け
る
ア
ラ
カ
シ
林
は
、
シ
ラ
カ
シ
が
平
坦
の
肥
沃
地
に
多
い
の
に
対
し
て
、

岩
石
地
や
崩
壊
性
の
各
河
川
の
沿
岸
等
に

め
だ
ち
、
山
梨
県
内
の
お
も
な
分
布
地
と
し
て
は
、
富
士
川
の
下
流
域
な
ど
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

相
模
川
の
上
流
域
で
の
分
布
を
、
も
っ
と
細
か
く
記
す
と
道
志
山
脈
の
東
西
に
流
れ
こ
ん
で
い
る
道
志
川
、
秋
山
川
や
桂
川
な
ど
の
沿

岸
や
、
大
月
地
域
な
ど
に
め
だ
っ
て
多
い
。
国
指
定
の
文
化
財
と
し
て
有
名
な
猿
橋
(
さ
る
は
し
)
付
近
や
、

富
士
川
流
域
で
は
そ
の

支

流
で
あ
る
福
士
川
の
七
ッ
釜
と
か
下
部
温
泉
、

韮
崎
市
の
穂
坂
町
日
の
城
(
ひ
の
し
ろ
)
な
ど
に
こ
の
著
し
い
林
が
見
う
け
ら
れ
る
。

ア
ラ
カ
シ
の
分
布
地
の
年
平
均
気
温
は
、
シ
ラ
カ
シ
同

様
、

ほ
ぼ
一
三
度
C
程
度
で
、
シ
ラ
カ
シ
と
異
な
る
の
は
ア
ラ
カ
シ
が
各
河
川

沿
岸
の
崩
壊
地
に
め
だ
つ
こ
と
で
あ
る
。

3
ブ
ナ
林
と
ウ
ラ
ジ
ロ
モ
ミ
林

ブ
ナ
は
、
イ
ヌ
ブ
ナ
、
イ
ヌ
シ
デ
、
シ
ラ
カ
ン
バ
、
ク
マ
シ
デ
、
ク
リ
、
サ
ワ
シ
バ
な
ど
と
と
も
に
温
帯
林
で
の
代
表
樹
種
で
あ
る
。
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山
梨
県
内
で
の
ブ
ナ
林
は
南
ア
ル
プ
ス
夜
叉
神

峠、
ド
ノ
コ
ヤ
峠
、
富
士
見
山
、
足
馴

峠、
十
枚
山
、

月
夜
の

段
、

貫
ヶ

岳、
富
士
山
麓
精

進
登
山
道
、
山
中
湖
畔
、
不
動
坂
、
平
野
、
み
さ
き
、
長
池
、
三
国
山
、
都
留
市
の
御
正
体
山
(
み
し
ょ
う
た
い
さ
ん
)
、
大
菩
薩
峠
な
ど
に

こ
の
著
し
い
林
が
あ
る
。
秩
父
側
の
金
峰
山
麓
な
ど
や
南
ア
ル
プ
ス
北
部
な
ど
に
も
ブ
ナ
は
見
う
け
ら
れ
る
が
、
こ
の
場
合
に
は
、
ま
れ

で
著
し
い
林
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
秩
父
側
や
南
ア
ル
プ
ス
北
部
な
ど
の
ブ
ナ
帯
で
は
ブ
ナ
に
か
わ
っ
て
ウ
ラ
ジ
ロ
モ
ミ
が
海
抜
一

五
〇
〇
～
二
〇
〇
〇

程
度
の
地
域
に
目
立
っ
て
く
る
。
こ
の
ウ
ラ
ジ
ロ
モ
ミ
林
は
内
陸
性
気
候
地
域
で
ブ
ナ
と
お
き
か
わ
っ
て
分
布
し

て
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

ブ
ナ
林
、
カ
ラ
マ
ツ
林
は
鳴
沢
村
の
場

合、
富
士
山
麓
、

富
士
山
裾
野
、
富
士
ヶ

嶺、
片
蓋
山
、
大
室
山
、

竜
ヶ

岳
、

精
進
登
山
道
等

に
め
だ
ち
、
そ
の
海
抜
は
一
〇
〇
〇
～
一
七
〇
〇
話
に
か
け
て
分
布
し
て
い
て
、
こ
の
林
に
は
ウ
ス
ゲ
タ
マ
ブ

キ
、

カ
ニ
コ
ウ
モ
リ
、
テ

バ
コ
モ
ミ
ジ
ガ
サ
、

コ
メ
ツ
ガ
、

ツ
ガ
、

カ
ラ
マ
ツ
、
シ
ラ
カ
ン
バ
、
ブ
ナ
、
ベ

ニ
バ
ナ
ツ
ク
バ

ネ
ウ
ツ
ギ
、

オ
オ
カ
メ
ノ
キ
、

ト
ウ
ゴ

ク
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
、
サ
ラ
サ
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
、
ウ
ス
バ
サ
イ
シ
ン
、
フ
タ
バ
ア
オ
イ
、
ク
マ
シ
デ
、
ヨ
グ
ソ
ミ
ネ
バ
リ
、
ミ
ヤ
マ
エ
ン

レ
イ
ソ
ウ
、
ツ
ク
バ

ネ
、
ツ

バ
メ
オ
モ
ト
、
ス
ズ
タ
ケ
、

ウ
ラ
ジ
ロ
モ
ミ
、
ニ
シ
キ
ウ

ツ
ギ
、

フ
ジ

サ
ン
シ

キ
ウ
ツ

*
ギク

、サ
タ ヒ

チ メ

バ マ

ナ イ

、 ズ

ツ ル

ル ソ

シ ウ

キ 、

ミ
な
ど
が
見
う
け
ら
れ
る
。

ま
た
、
ブ
ナ
林
に
出
て
く
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る
林
に
は

、二
次
林
で
シ
ラ
カ
ン
バ
ー
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
群
落
、
渓
谷
沿
い
に
シ
オ
ジ
ー
ミ
ヤ
マ
ク
マ
ワ
ラ
ビ
林
、
岩
石
地
で
は
ツ
ガ
ー
ミ
ツ

バ
ツ
ツ
ジ
林
、
裏
日
本
の
ブ
ナ
ー
チ
シ
マ
ザ
サ
林
に
対
応
し
て
、
表
日
本
型
の
ブ
ナ
ー
ス
ズ
タ
ケ
林
を
は
じ
め
と
す
る
も
の
が
見
ら
れ
る
。

(
1
)
地
史
的
要
素

(
G
e
o
l
o
g
i
c
a
l
H
i
s
t
o
r
y

E
l
e
m
e
n
t
s
)

山
梨
県
は
、
フ
ォ
ッ
サ
・
マ
グ
ナ
の
通
過
地
域
に
あ
た
り
、

地
質
が
四
万
十
層
群
で
古
く
、
西
側
に
は
、

海
抜
三
〇
〇
〇
が
以
上
の
海

抜
を
も
つ
北
岳
、

仙
丈
ヶ
岳
、

農
鳥
岳
、
西
農
鳥
岳
や
花
崗
岩
か
ら
な
る
高
海
抜
の
駒
ヶ
岳
、

鳳
凰
山
な
ど
の
南
ア
ル
プ
ス
地
域
が
横
た

わ
っ
て
い
る

。

東
側
に
は
、
同
じ
よ
う
に
古
い
地
質
や
花
崗
岩
か
ら
な
る
甲
武
信
岳
、
国
師
岳
、
朝
日
岳
や
、
花
崗
岩
か
ら
で
き
て
い
る
金
峰
山
、
瑞

牆
山
(
み
づ
が
き
や
ま
)
等
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
地
域
が
秩
父
山
塊
地
域
で
あ
る
。

こ
の
両
者
は
、

東
西
に
対
立
し
て
い
る
が
、
こ
の
二
つ
の
地
域
の
間
に
フ
ォ
ッ
サ
・
マ
グ
ナ
地
域
が
あ
る
。

こ
の
南
ア
ル
プ
ス
と
秩
父
、
す
な
わ
ち
赤
石
山
脈
と
関
東
山
地
と
は
、

元
来
は
一
連
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
第
三
紀
時
代
に
お
こ
っ
た

フ
ォ
ッ
サ
・
マ
グ
ナ
に
よ
っ
て

東

西
の
二
つ
に
分
け
ら

れ
、
そ
の
中

間
の
地
域
は
、
大
き
な
海
峡
に
な

っ
た
も
の
で
あ
る
。

南
ア
ル
プ
ス
と
秩
父
の
山
並
み

と
の

中
間
地
帯
は
、
フ
ォ
ッ
サ
・

マ
グ
ナ
断
層
の
通
過
地
域
で
あ
る

た
め
地
殻
が
弱
く
、
い
く
つ
か
の
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現
存
す
る
よ
う
な
火
山
の
噴
出
を
み
た
。
そ
れ
が
八
ヶ

岳、
茅
ヶ
岳
、
甲
府
北
山
、

富
士
山
や
、

県
外
で

は
愛
鷹
山
(
あ
し
た
か
や
ま
)
、

天
城
山
、

大
島
を
は
じ
め
と
す
る
伊
豆
七
島
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
地
球
の
歴
史
に
か
か
わ
り
つ
つ
形
成
さ
れ
た
本
県
の
地
域
や
山

岳
は
、
そ
れ
な
り
の
特
徴
の
あ
る
植
物
分
布
を
形
成
し
て
い
る
。

中
央
構
造
線
に
そ
う
古
い
地
質
か
ら
な
る
南
ア
ル
プ
ス
や
秩
父
の
山
な
み
を
中
心
に
し
て
、

テ
バ
コ
モ
ミ
ジ
ガ
サ
、

イ
ワ
ユ

キ
ノ
シ

タ
、
ヒ
メ
シ
ャ
ラ
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
一
群
の
植
物
が
、
九
州
・
四
国
方
面
か
ら
、
本
州
中
部
へ
と
続
い
た
分
布
を
し
て
い
る
。
こ
の

分
布
型
を
す
る
も
の
を
テ
バ
コ
モ
ミ
ジ
型
と
呼
ぶ
。

鳳
凰
山
麓
と
か
、
八
ヶ
岳
山
麓
な
ど
に
は
、
ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
を
は
じ
め
と
す
る
ア
ジ
ア
大
陸
北
部
系
の
も
の
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
を
ザ
ゼ

ン
ソ
ウ
型
と
呼
ぶ
。

フ
ォ
ッ
サ
・
マ
グ
ナ
の
溝
は
、
植
物
に
と
っ
て
、
異
質
の
生
態
環
境
を
提
供
し
、
主
と
し
て
、
こ
の
溝
だ
け
に
そ
っ
て
分
布
し
て
い
る

植
物
が
あ
る
。
そ
の
好
例
が
、
ヒ
メ
ス
ミ
レ
サ
イ
シ
ン
と
か
、
ハ
コ
ネ
コ
メ
ツ
ツ
ジ
等
で
あ
り
、
こ
れ
を
ヒ
メ
ス
ミ
レ
サ
イ
シ
ン
型
と
呼

$
0高
山
頂
は
、
第
四
紀
氷
期
を
は
じ
め
と
す
る
寒
冷
時
代
に
は
、
北
方
系
の
植
物
が
旺
盛
な
分
布
を
し
め
し
た
。
そ
の
生
き
残
り
、
す
な

わ
ち
名
ご
り
と
し
て
の
、
遺
存
植
物
の
宝
庫
に
、
高
山
頂
は
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
よ
う
な
遺
存
的
性
格
を
も
つ
も
の
に
ク
モ

イ
カ
グ
マ
、
キ
タ
ダ
ケ
ソ
ウ
、
チ
ン
グ
ル
マ
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
を
キ
タ
ダ
ケ
ソ
ウ
型
と
呼
ぶ
。
以
下
そ
れ
等
を
は
じ
め
と
す
る
も
の
に

つ
い
て
簡
単
に
ふ
れ
る
。

1
テ
バ
コ
モ
ミ
ジ
ガ
サ
型

九
州
、
四
国
か
ら
南
ア
ル
プ
ス
に
ま
で
、

続
い
て
い
る
中
央
構
造
線
に
そ
っ
て
日
本
列
島
の
表
日
本
側
に
興
味
深
い
分
布
を
す
る
も
の
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に
、
テ
バ
コ
モ
ミ
ジ

ガ

サ
、
イ

ワ
ユ
キ
ノ
シ
タ
、

イ
ワ

ナ
ン

テ
ン
、

ヨ
コ
グ

ラ
ノ

キ
を
は
じ
め
と
す
る

一
群
の
も
の
が
あ
る
。
こ

の
分
布
型
が
、
テ
バ
コ
モ

ミ
ジ

ガ
サ
型
で
あ
る
。

テ
バ

コ
モ
ミ
ジ
ガ
サ
の

日
本
列
島
上
で
の
お
も
な

分
布
地
は
、

九
州
岩
戸

村
、

犬
ヶ
岳
、

四
国
手
箱
山
、
石
槌
山
、

筒
上
山
、

紀
伊
半
島
大
台
ヶ
原
山
、

本
州
中
部
伊
豆
天
城
山
、

遠
笠
山
、

浄
蓮
の
滝
付
近
、

段

戸
山
、
三
ッ
峠
、

富
士
山
、

樽
峠、

国
師
岳
、
雁
坂
峠
、

雲
取
山
な
ど
で
、
日
本
列
島
上
で
割
合
に
古
い
地
層
と
さ
れ
て
い
る
中
央
構
造

線
の
地
域
に
沿
っ
て
テ
バ
コ
モ
ミ
ジ
ガ
サ
の
分
布
は
見
ら
れ
る
。

小
泉
源
一
博
士
は
、
こ
の
よ
う
な
分
布
型
を
す
る
も
の
と
、
襲
速
紀
山
系

(
そ
は
や
き
さ
ん
け
い
)
に
め
だ
っ
て
分
布
す
る
と
こ
ろ
か

ら
、
前
原
勘
次
郎
の
『
南
肥
植
物
誌
』
(
一
九
三

一)
の
前
言
中
で
襲
速
紀
要
素
と
呼
ん
だ
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
要
素
に
入
る
も
の
と
し
て
、
テ
バ
コ
モ
ミ
ジ
ガ
サ
、
イ
ワ
ザ
ク
ラ
、
モ
チ
ツ
ツ
ジ
、
ヒ
コ
サ
ン
ヒ
メ
シ
ャ
ラ
、
イ
ヨ
フ

ウ
ロ
、
コ
ハ
ク
ウ
ン
ボ
ク
、
マ
ル
バ
ノ
キ
な
ど
を
中
部
支
那
要
素
や
玖
摩
関
東
要
素

(
く
ま
か
ん
と
う
よ
う
そ
)
な
ど
と
対
立
さ
せ
て
記
録

し
て
い
る
。
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小
泉
源
一
博
士
の
い
う
襲
速
紀
要
素
の
も
の
に
は
、
そ
の
分
布
の
東
限
が
、
ほ
ぼ
フ
ォ
ッ
サ
・
マ
グ
ナ
の
溝
で
あ
る
山
梨
県
の
地
域
で

終
わ
っ
て
い
る
植
物
が
め
だ
つ
。

テ
バ

コ
モ
ミ
ジ
ガ
サ
は
、

南
ア
ル
プ
ス
に
見
う
け
ら
れ
る
し
、
そ
れ
が
、
フ
ォ
ッ
サ
・
マ
グ
ナ
に
よ
っ
て
き
ら
れ
、
し
か
も
、
か
つ
て

一
連
の
地
域
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
秩
父
側
の
国
師
岳
、
雁
坂
峠
、
小
金
沢
な
ど
に
も
、
こ
の
分
布
は
見
う
け
ら
れ
る
。

こ
の
秩
父
側
に
も
、
南
ア
ル
プ
ス
と
ほ
ぼ
同
一
の
四
万
十
層
群
と
い
う
古
い
地
質
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
地
域
が
目
に
つ
く
。

西
南
方
か
ら
分
布
が
連
続
し
て
い
る
ハ
ク
ロ
バ
イ

は
、

四
国
の
剣
山
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
に
分
布
す
る
が
、
そ
れ
が
、

鳳
凰
山
、

北

岳
等
の
岩
壁
に
も
そ
の
分
布
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
例
は
、
西
南
日
本
に
多
い
コ
イ
ワ
ザ
ク
ラ
か
ら
の
本
県
地
域
で
の
新
し
い
分
化

と
想
定
で
き
る
ク
モ
イ
コ
ザ
ク
ラ
が
、
南
ア
ル
プ
ス
や
秩
父
側
の
乾
徳
山
な
ど
に
、
そ
の
分
布
が
見
ら
れ
る
の
も
同
様
の
分
布
型
で
あ

り
、
こ
れ
ら
の
も
の
も
テ
バ
コ
モ
ミ
ジ
ガ
サ
型
に
入
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
、
西
南
方
か
ら
中
央
構
造
線
に
そ
っ
て
分
布
し
て
き
て
い
る
も
の
は
、
考
え
方
に
よ
っ
て
は
、
裏
日
本
型
の
分
布
を
す
る

も
の
に
対
し
て
、

太
平
洋
側
に
多
い
と
こ
ろ
か
ら
、

単
に
表
日
本
型
だ
と
し
て
扱
う
こ
と
も
で
き
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
の
植
物
が
フ

オ
ッ
サ
・
マ
グ
ナ
以
南
の
表
日
本
に
だ
け
分
布
す
る
こ
と
に
着
目
し
て
、
地
史
的
要
素
と
し
て
扱
う
。
こ
の
中
央
構
造
線
の
地
域
が
、
か

つ
て
は
、

陸
地
化
し
て
い
た
東
支
那
海
を
経
て
、
中
国
内
部
と
陸
続
き
で
あ
っ
た
こ
と

や
、
中
国
内
部
に
テ
バ
コ
モ
ミ
ジ
ガ
サ
型
の
も
の

と
の
近
縁
植
物
が
見
う
け
ら
れ
る
こ
と

な
ど

は
、

地
史
的
要
因
と
も
関
係
が
あ
り
つ
つ
、
分
布
を
東
へ
と
拡
大
し
て
い
る
植
物
群
で
あ
る

と
予
想
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
裏
日
本
型
の
も
の
に
は
ミ

ズ
バ
シ
ョ
ウ
、
ト
ガ
ク
シ
シ
ョ
ウ
マ
、
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
、
リ
ュ
ウ
キ
ン
カ

(
北
巨
摩
郡
大
泉
村
産
)
、
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
を
は
じ
め
と
す
る
も
の
が
多
い
。

2
ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
型

秩
父
側
の
本
県
と
長
野
県
と
の
県
境
に
信
州
峠
が
あ
る
。
こ
こ
に
は
第
二

次
世
界
大
戦
直
後
に
お
け
る
筆
者
の
調
査
に
よ
る
と
、

大
陸
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系
の
ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
型
の
代
表
で
あ
る
ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
の
分
布
が
見
う
け
ら
れ
た
。
し
か
し
、

残
念
な
こ
と
に
道
路
拡
幅
の
た
め
峠
頂
上
の
も

の
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
筆
者
は
鳳
凰
山
麓
の
鳥
居
峠
、
八
ヶ
岳
山
麓
美
し
森
、
長
坂
町
深
沢
と
長
野
県
と
の
県
境
で
あ

る
白
州
町
国
界
付
近
や
塩
山
市
等
で
も
、
こ
の
ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
の
群
落
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
の
分
布
地
は
、
日
本
で
は
、

北
海
道
と
本
州
に
、

国
外
で
は
ア
ム
ー
ル
と
樺
太
と
か
ら
報
告
が
あ
る
。
日
本
で
の
分

布
の
「
本
州
」
と
い
う
の
は
、
主
と
し
て
そ
の
分
布
地
が
日
本
海
側
の
雪
の
多
い
地
域
で
あ
る
。

本
県
の
周
辺
で
は
、

長
野
県
側
か
ら
多
く
の
分
布
地
が
報
告
さ
れ
て
い
る
し
、

前
記
の

信
州
峠
を
こ
し
た
長
野
県
側
の
川
上
村
や
野
辺

山
方
面
に
も
、
こ
の
大
き
な
群
落
が
見
ら
れ
る
。

ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
に
類
似
の
も
の
に
は
本
県
の
櫛
形
町
穂
見
神
社
に
分
布
す
る
ヒ
メ
ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
が
あ
り
、
こ
れ
は
、
長
野
県
の
富
士
見
峠

付
近
に
も
分
布
す
る
が
、
こ
れ
は
国
外
で
は
北
朝
鮮
に
だ
け
分
布
し
て
い
て
、

日
本
で
の
ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
か
ら
の
新
し
い
分
化
種
で
あ
る
と

み
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
の
分
布
し
て
い
る
よ
う
な
場
所
で
は
、
鳳
凰
山
麓
の
鳥
居
峠
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
同
時
に
オ
オ
ヤ
マ
カ
タ
バ
ミ
、

ハ
シ
ド
イ
、
チ
ョ
ウ
セ
ン
ゴ
ミ
シ
な
ど
の
分
布
も
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
秩
父
側
の
増
富
ラ
ジ
ュ
ウ
ム
鉱
泉
奥
の
金
山
沢
や

木
賊
峠
な
ど
で
も
見
ら
れ
る
が
こ
こ
に
は
ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
の
分
布
は
見
ら
れ
な
い
。

3
(

)
ヒ
メ
ス
ミ
レ
サ
イ
シ
ン
型

ス
ミ
レ
の
一
種
で
あ
る
ヒ
メ
ス
ミ
レ
サ
イ
シ
ン
は
、
裏
日
本
側
に
分
布
す
る
ス
ミ
レ
サ
イ
シ
ン
に
類
縁
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で

あ
る
。

本
種
の
分
布
を
み
る
と
、
興
味
深
い
こ
と
に
過
去
に
存
在
し
た
フ
ォ
ッ
サ
・
マ
グ
ナ
の
溝
に
沿
っ
て
だ
け
分
布
し
て
い
る
。
筆
者
の
採

集
記
録
で
は
、
ヒ
メ
ス
ミ
レ
サ
イ
シ
ン
は
、
そ
の
分
布
地
と
し
て
戸
隠
山
、
燕
山
、
三
才
山
、
八
ヶ
岳
、
美
ヶ
原
、
釜
無
山
、
北
岳
、
御
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坂
山
脈
の
三
ツ
峠
、
黒
岳
や
秩
父
側
の
十
文
字
峠
、
増
富
ラ
ジ
ュ
ウ
ム
峡
等
を
あ
げ
う
る
(
植
松
春
雄
一
九
五
一
・
一
九
六
七
)。
こ
の
よ
う

な
フ
ォ
ッ
サ
・
マ
グ
ナ
の
地
域
を
分
布
本
拠
と
す
る
も
の
を
、
前
記
の
よ
う
に
、
ヒ
メ
ス
ミ
レ
サ
イ
シ
ン
型
と
呼
び
、
こ
の
型
の
も
の
は
、

フ
ォ
ッ
サ
・
マ
グ
ナ
の
地
域
に
発
生
起
源
を
も
つ
と
考
え
得
る
植
物
群
で
あ
る
。

参
考
ま
で
に
、
研
究
機
関
で
の
ヒ
メ
ス
ミ
レ
サ
イ
シ
ン
の
所
蔵
品
を
あ
げ
て
み
る
と
、
東
京
大
学
に
は
、
八
ヶ
岳
、
毛
無
山
、
北
岳

、

増
富
金
山
、
鬼
ヶ
岳
、
御
坂
山
、
京
都
大
学
に
は
、
神
宮
寺
山
、
八
ヶ

岳、
東
京
科
学
博
物
館
に
は
、
武
石
峠
の
も
の
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
事
実
は
、
ヒ
メ
ス
ミ
レ
サ
イ
シ
ン
が
こ
の
フ
ォ
ッ
サ
・
マ
グ
ナ
の
地
域
に
お
い
て
、
そ
の
発
生
の
起
源
を
も
っ
た
で
あ
ろ

う
こ
と
が
想
定
で
き
る
。
前
川
文
夫
博
士
(
一
九
四
九
)
は
、
フ
ォ
ッ
サ
・
マ
グ
ナ
は
一
種
の
種
形
成
能
力
の
あ
っ
た
こ
と
に
ふ
れ
て

、

こ
こ
の
フ
ロ
ラ
地
域
を
フ
ォ
ッ
サ
・
マ
グ
ナ
地
域
と
呼
ん
で
一
つ
の
植
物
区
を
も
う
け
て
い
る
。
こ
の
フ
ォ
ッ
サ
・

eマ
グ
ナ
地
域
の
西
側

は
「
南
ア
ル
プ
ス
地
域
」、
東
側
は
「
秩
父
山
塊
地
域
」
と
な
る
。
筆
者
は
、
こ
の
過
去
の
地
史
と
の
関
係
が
あ
る
と
考
え
得
る
植
物
を
、

フ
ォ
ッ
サ
・
マ
グ
ナ
要
素
と
呼
ん
だ
(
植
松
春
雄
一
九
五
一
) 。

こ
の
フ
ォ
ッ
サ
・
マ
グ
ナ
地
域
の
植
物
研
究
の
材
料
と
し
て
、

前
川
文
夫
博
士
(
一
九
四
九
)
は
カ
ン
ア
オ
イ
属
を
対
象
と
し
て
、
そ

の
よ
い
例
を
指
摘
し
つ
つ
、
そ
の
研
究
を
す
す
め
て
き
た
。
筆
者
は
ヒ
メ
ス
ミ
レ
サ
イ
シ
ン
を
フ
ォ
ッ
サ
・
マ
グ
ナ
の
地
史
に
関
係
の
あ

る
も
の
と
し
て
と
り
あ
げ
報
告
し
た
(
一
九
五
一
) 。

こ
の
ヒ
メ
ス
ミ
レ
サ
イ
シ
ン
型
に
入
る
も
の
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
、
数
多
く
の
も
の
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
発
生
起
源
地

域

が
、
お
よ
そ
南
北
に
わ
た
る
せ
ま
い
帯
状
の
地
域
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
現
在
で
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
の
も
の
の
分
布
は
、
そ
の
周
辺
へ
と
ひ

ろ
が
る
か
、
近
縁
種
と
交
雑
し
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
想
像
で
き
、
そ
の
明
確
な
指
摘
は
む
ず
か
し
い
。

フ
ォ
ッ
サ
・
マ
グ
ナ
の
溝
を
中
心
に
し
て
、
そ
の
分
布
を
拡
大
し
つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
え
る
も
の
に
、

オ
ク
ヤ
マ
コ
ウ
モ
リ
を
は
じ
め

と
す
る
い
く
つ
か
の
も
の
が
あ
る
が
、
前
記
の
ご
と
く
そ
の
明
確
な
指
摘
が
む
ず
か
し
い
の
で
こ
こ
で
は
、
ヒ
メ
ス
ミ
レ
サ
イ
シ
ン
型
に
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関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
を
記
す
に
と
ど
め
て
お
く
。

4

H

キ
タ
ダ
ケ
ソ

ウ
型

キ
タ
ダ
ケ
ソ
ウ
は
山
梨
県
の
北
岳

(三
一
九
二
話
)
に
だ
け
分
布
す
る
遺
存
種
で
あ
る

(
植
松
春
雄

一
九
六
三
)
。
キ
タ
ダ
ケ
ソ
ウ
属
は
世
界
で
は
、
ア
ル
タ
イ
ル
か
ら
、
東
シ
ベ
リ
ア
の
高
山
に

か
け

て
数
種
が
分
布
し
て
い
る
。

旧
日
本
領
(
一
九
四
五
)
を
も
含
め
て
の
地
域
の
種
で
は
、

樺
太
に
カ
ラ
フ
ト
ミ
ヤ
マ
イ
チ
ゲ
、

北
海
道
日
高
に
ヒ
ダ
カ
ソ

ウ
、

朝
鮮
白
頭
山
に
ヒ
ダ
カ
ソ
ウ
と

同
種
に
も
さ
れ
た
こ
と
の
あ
る
ウ
メ

ザ
キ
サ
バ
ノ
オ
を
産
す
る
と
い
う
よ
う
に
、

空
間
的
に
か
け
離
れ
た
地
域
に
お
け
る
、

高
山
で
の
類

縁
種
の
分
布
が
知
ら
れ
て
い
る
。

キ
タ
ダ
ケ
ソ
ウ
は
、
日
本
列
島
が
、
ア
ジ
ア
大
陸
と
陸
続
き
で
あ
っ
た
寒
冷
な
時
代
に
南
下
し
て

遺
存
し
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、

そ
の
点
で
は
、

す
で
に
ふ
れ
た
前
川
文
夫
博
士

(
一
九
四

九)
の
い
わ
れ
る
「
マ
キ
ネ
シ
ア
」

と
い
う
考
え
方
と
も
関
係
の
あ
る
地
史
型
の
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
広
い
意
味
で
は
、

前
記
の
ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
型
に
入
る
と

も
い

え
る

が
、
そ
れ
と
異
な
る
点
は
、
ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
型
の
も
の
は
ブ
ナ
帯
や
ク
リ
帯
上
部
の
湿
地
性
の
低
海
拔
地
に
分
布
し
、
し
か
も
日
本
列
島
上

に
広
く
分
布
す
る
の
に
対
し
て
、
キ
タ
ダ
ケ
ソ
ウ
型
の
も
の
は
、
ハ
イ
マ
ツ
帯
に
生
じ
、
し
か
も
北
岳
を
は
じ
め
と
す
る
狭
い
地
域
に
だ

け
に
固
有
分
布
し
て
い
て
、
同
属
の
も
の
と
の
分
布
が
、

空
間
的
に
北
海
道
、

樺
太
、

北
朝
鮮
、
シ
ベ
リ
ア
と
い
う
よ
う
に
遠
く
と
ん
で

い
る

。

キ
タ
ダ
ケ
ソ
ウ
属
の
そ
れ
ぞ
れ
は
、
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
形
質
が
、
相
互
に
よ
く
似
て
い
て
系
統
学
上
そ
れ
ほ
ど
か
け
は
な

れ
た
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
キ
タ
ダ
ケ
ソ
ウ
属
の
も
の
は
、
割
合
に
新
し
い
第
三
紀
も
し
く
は
第
四
紀
に
か
け
て
の
日
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本
列
島
が
大
陸
と
陸
続
き
の
寒
冷
気
候
時
代

(
氷
河
時
代
)
に
、
大
陸
か
ら
分
布
を
拡
大
し
た
も
の
の
遺
存
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

キ
タ
ダ
ケ
ソ
ウ
属
の
も
の
が
、

前
記
の
よ
う
に
現
在
隔
離
分
布
状
態
に
お
か
れ
て
い
る
の
は
、
第
三
紀
末
以
降
、

何
回
か
の
氷
期
な
ら

び
に
間
氷
期
が
く
り
か
え
さ
れ
て
い
る
う
ち
に
、
他
地
域
ま
で
に
分
布
し
て
い
た
も
の
は
、

消
滅
し
、

暖
気
候
に
な
っ
た
現
在
で
は
、

特

定
の
高
山
頂
や
寒
冷
地
域
に
だ
け
遺
存
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

キ
タ
ダ
ケ
ソ
ウ
型
に
入
る
も
の
の
好
例
と
し
て
は
、
こ
の
ほ
か
に
タ
カ
ネ
マ
ン
テ
マ
、
キ
タ
ダ
ケ
ヨ
モ
ギ
、
ハ
ゴ
ロ
モ
グ

サ
、
セ
ン
ジ

ヨ
ウ
ス
ゲ
、
コ
マ
ク
サ
、
ハ
イ
マ
ツ
、
キ
バ
ナ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
、
タ
カ
ネ
ヨ
モ
ギ
、
ク
モ
イ
カ
グ
マ
や
八
ヶ
岳
の
主
峰
赤
岳
に
も
分
布
す
る

ク
ロ
ユ
リ
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
ク
ロ
ユ
リ
は
、
日
本
で
は
、
裏
日
本
の
高
山
の
深
雪
地
に
多
い
が
、
こ
れ
は
東
ア
ジ
ア
だ
け
で
な

く
、

北
ア
メ
リ
カ
に
も
そ
の
分
布
が
知
ら
れ
て
い
る

点
、
他
の
も
の
と
異
な
る
。

5
ホ
ザ
キ
ツ
キ
ヌ
キ
ソ
ウ
型

ケ
シ
ョ
ウ
ヤ
ナ
ギ
は
、
日
本
で
は
北
ア
ル
プ
ス
の
上
高
地
と
北
海
道
の
日
高
を
は
じ
め
と
す
る
一
部
に
だ
け
分
布
し
、
国
外
で
は
、
東

シ
ベ
リ
ア
、

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
沿
岸
と

樺
太
に
も
分
布
す
る
も
の
で
、

国
外
の
こ
れ
ら
の
も
の

は
、

日
本
の
も
の
と
同
一
種
で
あ
る
。

筆
者
は
、
山
梨
県
に
も
深
山
が
富
士
山
を
は
じ
め
と
し
て
、
南
ア
ル
プ
ス
、
秩
父
な
ど
に
多
い
の
で
、
こ
の
ケ
シ
ョ
ウ
ヤ
ナ
ギ
が
分
布

し
て
い
な
い
か
と
、
長
い
間
、
調
査
を
す
す
め
て
み
た
が
、
そ
れ
が
見
当
た
ら
ず
む
だ
で
あ
っ
た
。

こ
の
ケ
シ
ョ
ウ
ヤ
ナ
ギ
は
、

富
士
山
五
合
目
と
か
、

浅
間
山
や
北
海
道
太
平
山
な
ど
に
分
布
す
る
ム
ラ
サ
キ
モ
メ
ン
ズ
ル
や
、

櫛
形
山

や
秩
父
の
笛
吹
川
沿
岸
な
ど
で
、
丸
山
尚
敏
氏
や
大
菅
文
雄
氏
と
か
筆
者
植
松
ら
が
確
認
し
た
ホ
ザ
キ
ッ
キ
ヌ
キ
ソ
ウ
な
ど
と
と
も
に

、

ア
ジ
ア
大
陸
よ
り
洪
積
世
か
ら
現
在
へ
か
け
て
の
新
し
い
時
代
に
な
っ
て
か
ら
渡
来
分
布
し
た
も
の
の
一
群
で
あ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
、

こ
の
分
布
型
を
も
つ
も
の
が
、

ホ
ザ
キ
ツ
キ
ヌ
キ
ソ
ウ
型
で
あ
る
。

ム
ラ
サ
キ
モ
メ
ン
ズ
ル
は
、

生
存
競
争
の
少
な
い
火
山
の
裸
地
へ
、

ま
た
ホ
ザ
キ
ツ
キ
ヌ
キ
ソ
ウ
は
こ
れ
ま
た
、

裸
地
の
め
だ
つ
牧
場
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跡
な
ど
に
そ
の
分
布
が
見
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
も
の
が
、
ど
ん
な
要
因
で
渡
来
分
布
し
て
き
た
の
か
明
言
す
る
こ
と
は
難
し
い
問
題
で
あ
る
が
、
し
い
て
そ
れ
を
推
測
し
て

み
れ
ば
、
日
本
列
島
が
大
陸
か
ら
の
陸
続
き
も
し
く
は
、
こ
の
両
地
域
が
、

極
め
て
狭
い
海
を
も
っ
て
接
近
し
て
い
た
新
し
い
時
代
に
分

布
を
拡
大
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ホ
ザ
キ
ッ
キ
ヌ
キ
ソ
ウ
は
、

形
質
上
、

長
野
県
菅
平
方
面
に
分
布
す
る
ッ
キ
ヌ
キ
ソ
ウ
に
近
縁
の
も
の
で
あ
る
。

ケ
シ
ョ
ウ
ヤ
ナ
ギ
は
日
本
列
島
上
で
の
分
布
が
、

キ
タ
ダ
ケ
ソ
ウ
属
の
分
布
に
類
似
し
た
地
域
に
限
定
さ
れ
て
い
る
が
、

北
岳
に
は
こ

の
分
布
が
見
ら
れ
な
い
。

(
三 )

土
壤
的
要
素

植
物
の
環
境
条
件
と
し
て

は
、

前
記
し
た
地
史
的
変
化
、
気
候
変
化
の
ほ
か
に
、
生
育
地
に
お
け
る
土
壌
の
も
つ
物
理
化
学
的
相
異
に

も
と
ず
く
条
件
も
、
大
き
く
取
り
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

火
山
性
裸
地
に
お
け
る
溶
岩
、
も
し
く
は
そ
の
風
化
し
た
砂
礫
地
に
は
、
植
物
の
生
育
し
て
い
な
い
裸
の
土
地
が
多
い
。
そ
の
た
め
太

陽
光
線
の
受
給
量
が
多
く
、

夏
季
に
は
高
温
と
な
る
こ
と
が
多
い
し
、
水
は
け
も
よ
す
ぎ
て
乾
燥
気
味
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
火
山
性
裸

地
に
適
応
し
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
、
富
士
山
や
そ
の
周
辺
に
多
い
フ
ジ
ザ
ク
ラ
を
は
じ
め
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
フ
ジ
ザ
ク

ラ
型
と
呼
ぶ
。
こ
の
型
の
も
の
は
鳴
沢
村
の
植
物
に
も
大
き
く
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、

山
梨
県
と
長
野
県
の
県
境
付
近
に
は
石
灰
岩
の
地
域
が
見
う
け
ら
れ
る
が
、
そ
の
大
部
分
は
長
野
県
側
で
あ
る
。

白
州
町
の
国

界
橋
付
近
で
は
、

珍
し
く
本
県
側
の
大
武
川
地
区
に
石
灰
岩
の
露
頭
が
見
ら
れ
る
。

石
灰
岩
地
域
は
、
岩
石
と
し
て
の
物
理
、
化
学
的
性
質
を
植
物
に
提
供
す
る
。
そ
の
著
し
い
例
と
し
て
水
に
と
け
て
ア
ル
カ
リ
性
と
な

る
と
い
う
点
な
ど
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
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清
水
建
美
博
士
の
(
一
九
六
二
‒
一
九
六
三
)
研
究
で
は
、
こ
の
よ
う
な
石
灰
岩
の
地
域
で
は
好
塩
基
性
植
物
、
も
し
く
は
好
石
灰
岩
植

物
と
呼
ば
れ
る
も
の
の
分
布
が
見
ら
れ
る
と
報
告
し
て
い
る
。

前
記
し
た
大
武
川
地
区
は
、
富
士
川
の
上
流
で
あ
る
釜
無
川
に
沿
う
地
域
で
、
こ
こ
の
河
原
に
は
、
ト
ダ
イ
ア
カ
バ
ナ
の
分
布
が
見
ら

れ
る
し
、
ま
た
石
灰
岩
壁
に
は
イ
チ
ョ
ウ
シ
ダ
の
分
布
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
そ
の
周
辺
に
は
ヤ
マ
ブ
キ
ソ
ウ
の
分
布
も
見
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
も
の
は
、

筆
者
が
好
石
灰
岩
植
物
も
し
く
は
石
灰
岩
固
有
植
物
と
呼
称
し
て
き
た
も
の
で
、
日
本
列
島
も
し
く
は
台
湾
に
お

い
て
の
分
布
地
が
主
と
し
て
石
灰
岩
地
域
だ
け
に
限
ら
れ
て
い
る
も
の
に
ト
ダ
イ
カ
ア
バ
ナ
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
も
の
を
ト
ダ
イ
ア
カ

バ
ナ
型
と
呼
ぶ
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
二
つ
の
型
の
も
の
に
つ
い
て
ふ
れ
る
。

1
フ
ジ
ザ
ク
ラ
型

フ
ジ
ザ
ク
ラ
は
、

富
士
山
、
三
ッ

峠、
夜
叉
神
峠
、

鳳
凰
山
、
七
面
山
と
か
八
ヶ
岳
な
ど
の
富
士
山
を
中
心
に
し
た

地
域
に
め
だ
っ
て

い
て
、
本
来
は
富
士
火
山
の
地
域
で
生
ま
れ
た
か
、
も
し
く
は
そ
の
地
域
に
適
応
分
化
し
、
そ
こ
か
ら
周
辺
地
域
に
向
か
っ
て
分
布
を
拡

大
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

本
県
の
地
域
は
、
フ
ォ
ッ
サ
・
マ
グ
ナ
の
溝
の
中
に
あ
り
、
そ
こ
は
地
殻
が
弱
い
た
め
北
か
ら
戸
隠
山
、

浅
間
山
、
八
ヶ
岳
、
富
士

山
、

受
鷹
山
、

天
城
山
、

伊
豆
大

島、
八
丈
島
ほ
か
伊
豆
諸
島
な
ど
の
火
山
の
噴
出
を
み
た
。

こ
の
よ
う
な
火
山
地
域
は
、
植
物
に
と
っ
て
の
生
態
的
環
境
が
特
殊
で
、
種
の
分
化
に
当
た
っ
て
大
き
い
意
味
を
も
っ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

特
に
富
士
山
や
浅
間
山
な
ど
の
よ
う
な
新
し
い
火
山
の
場
合
は
、
溶
岩
を
は
じ
め
と
す
る
噴
出
物
に
よ
っ
て
い
っ
た
ん
従
来
か
ら
あ
っ

た
植
物
は
な
く
な
り
、
そ
の
裸
の
土
地
の
上
に
周
辺
か
ら
新
し
い
植
物
が
侵
入
分
布
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
裸
地
で
の

土
壌
は
、
一
般
に
乾
燥
し
て
い
る
し
、
太
陽
光
線
の
吸
収
量
も
大
き
い
の
で
、
夏
は
高
温
と
な
り
普
通
の
植
物
で
は
生
育
で
き
な
か
っ
た
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と
も
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
よ
う
な
場
所
に
、

適
応
変
型
し
て
分
布
し
て
い
る
植
物
は
、
火
山
性
土
壌
に
お
い
て

適
応
分
化
し
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
分
化
の

時
間
ぶが
、

あ
ま
り
経
過
し
て
い

な
い
場
合
に
は
、
こ
の
よ
う
な
植
物
は
火
山
地
域
を
中
心
に
し
て
割
合
に
狭
い
分
布
の
ひ
ろ

が
り
方
を
し
て
い
る
の
が
普
通
で
あ
る
。

分
化
し
て
か
ら
長
い
時
間
を
経
過
し
て
い
る
場
合
に
は
、
近
似
の
も
の
と
の
交
雑
に
よ
っ

て
変
化
し
て
し
ま
い
そ
の
指
摘
が
む
ず
か
し
く
な
る
。
こ
の
よ
う
な
火
山
性
土
壌
的
要
素
の

代
表
的
な
も
の
が
フ
ジ
ザ
ク
ラ
(
マ
メ
ザ
ク
ラ
)
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
に
フ
ジ
ザ
ク
ラ
型
に
入
る
も
の
と
し
て
は
、
前
記
し
て
き
た
フ
ジ
オ
ト
ギ
リ
、

グ
ン
ナ
イ
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
、
フ
ジ
ア
カ
シ
ョ
ウ
マ
、
ハ
コ
ネ
コ
メ
ツ
ツ
ジ
、
オ
オ
サ
ワ
ト
リ
カ

ブ
ト
な
ど
が
そ
れ
に
入
る
。

フ
ジ
オ
ト
ギ
リ
は
オ
ト
ギ
リ
ソ
ウ
に
近
縁
の
も
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
よ
り
も
丈
が

低
く
て
高
さ
三
十
～
四
十
秒
で
叢
生
し
、

葉
が
細
く
て
ひ
針
型
な
い
し
線
型
を
帯
び

た
楕
円
形
で
、
そ
の
長
さ
は
二
～
四
形
で
先
が
や
や
と
が
り
、
黒
点
が
散
在
し
、
花

柱
は
子
房
よ
り
長
い
と
い
う
特
徴
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。

フ
ジ
オ
ト
ギ
リ
の
分
布
は
富
士
山
地
域
の
ほ
か
、
三
ツ
峠
、
国
師
岳
等
か
ら
も
そ

の
分
布
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
主
な
る
分
布
地
は
、

富
士
山
な
ら
び
に
そ
の
周

辺
で
、
オ
ト
ギ
リ
ソ
ウ
と
の
形
質
の
差
異
が
極
め
て
微
妙
な
相
異
に
も
と
ず
く
も
の
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で
あ
る
。

富
士
山
の
噴
出
が
新
し
い
だ
け
に
、
こ
の
よ
う
な
土
壌
条
件
の
場
所
で
新
し
く
分
化
し
た
と
思
わ
れ
る
も
の
は
、
そ
の
分
化
時
期
が
新

し
く
し
か
も
短
い
期
間
し
か
経
過
し
て
い
な
い
だ
け
に
、
フ
ジ
オ
ト
ギ
リ
は
そ
の
母

種
と
考
え
う
る
オ
ト
ギ
リ
ソ
ウ
か
ら

は
、

微
妙
な
形

質
の
相
違
に
よ
っ
て
し
か
区
別
で
き
な
い
。

こ
の
よ
う
な
点
は
、
フ
ジ
ア
カ
シ
ョ
ウ
マ
、
ハ
コ
ネ
コ
メ
ツ
ツ
ジ
な
ど
に
つ
い
て
も
お
よ
そ
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
い
え
る
。

@
ト
ダ
イ
ア

カ
バ
ナ

型

日
本
列
島
の
各
地
に
は
、
石
灰
岩
か
ら
で
き
あ
が
っ
て
い
る
地
域
が
あ
る
。
そ
れ
は
九
州
か
ら
本
県
の
南
ア
ル
プ
ス
に
ま
で
わ
た
る
中

央
構
造
線
に
沿
う
地
域
が
そ
の
主
体
と
な
る
。
そ
れ
に
つ
い
で
こ
の
中
央
構
造
線
に
か
つ
て
接
続
し
て
い
た
も
の
が
フ
ォ
ッ
サ
・
マ
グ
ナ

に
よ
っ
て
切
断
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
本
県
の
秩
父
側
の
地
域
と
東
北
日
本
の
北
上
山
地
な
ど
に
も
石
灰
岩
地
域
が
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
本
県
の
場
合
は
南
ア
ル
プ
ス
北
部
白
州
町
の
大
武
川
地
区
と
秩
父
側
の
丹
波
山
村
の
青
岩
・
小
袖
両
鍾
乳
洞
付
近

に
石
灰
岩
の
露
頭
や
岩
脈
が
見
う
け
ら
れ
る
。

前
記
し
た
大
武
川
地
域
(
八
〇
〇
㎡
)
は
、
富
士
川
の
上
流
域
に
あ
た
り
こ
こ
に
は

石
灰
岩
の
著
し
い
露
頭
が
あ
る
。

石
灰
岩
は
水
に
と
け
る
と
塩
基
性
を
示
し
、
か
た
く
て
風
化
が
行
わ
れ
に
く
く
、
た

と
え
風
化
し
た
場
合
で
も
岩
塊
状
と
な
る
こ
と
が
多
い
。
し
た
が
っ
て
石
灰
岩
地
域
は

一
般
的
に
は
岩
壁
を
な
し
た
裸
地
を
形
成
し
植
物
が
侵
入
す
る
に
し
て
も
石
灰
岩
の
割

れ
目
や
、
わ
ず
か
な
土
壌
上
だ
け
に
限
ら
れ
て
い
る
。
特
に
斜
面
に
な
っ
た
場
所
で
は

水
に
よ
っ
て
洗
わ
れ
る
た
め
に
こ
の
傾
向
が
強
い
。
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石
灰
岩
地
域
植
物
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
清
水
建
美
博
士
(
一
九
六
二
～
一
九
六
三
)

が
く
わ
し
く
報
告
を
し
て
い
る
が
、
筆
者
は
そ
れ
と
違
っ
た
独
自
の
立
場
か
ら
石
灰
岩
地
域
植

物
群
を
ま
と
め
て
い
る
。

鳴
沢
村
地
域
で
は
石
灰
岩
が
見
受
け
ら
れ
な
い
の
で
ト
ダ
イ
ア
カ
バ
ナ
に
つ
い
て
は
こ
こ
で

は
ふ
れ
な
い
。

( 1 9回
帰
化
植
物

久
内
清
孝
氏
に
よ
る
と
帰
化
植
物
と
は
、
「
何
ら
か
の
人
為
的
原
因
に
よ
り

渡
来
し
て
分
布

を
拡
大
、
も
し
く
は
土
着
し
、
永
続
的
も
し
く
は
、
一
時
的
に
野
生
し
た
も
の
を
い
う
。
(
一
九
四

五
)」

と
記
し
て
い
る
が
、

ど
ん
な
植
物
を
帰
化
植
物
と
い
う
か
は
む
ず
か
し
い
問
題
の
よ
う

で
あ

る
。

前
川
文
夫
博
士
に
よ
る
と
、
「
内
地
へ
の
帰
化
植
物
の
問
題
は
、
有
史
時
代
は
も
と
よ
り
遠
く
石
器
時
代
に
も
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き

で
あ
る
。
」と

し
て
、
こ
う
し
た
有
史
以
前
に
国
外
か
ら
入
っ
て
き
た
植
物
を
史
前
帰
化
植
物
と
呼
ん
で
い
る
(
一
九
四
三
)
。

こ
こ
で
は
主
と
し
て
、
江
戸
時
代
も
し
く
は
、
明
治
以
降
人
為
的
に
帰
化
し
て
あ
た
か
も
本
来
土
着
の
植
物
で
あ
る
が
ご
と
く
野
生
し

て
い
る
も
の
を
帰
化
植
物
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

こ
の
好
例
と
し
て
は
、
ア
オ
ユ
ビ
、
ア
メ
リ
カ
ア
リ
タ
ソ
ウ
、
ア
メ
リ
カ
セ
ン
ダ
ン
グ
サ
、
ア
メ
リ
カ
フ
ウ
ロ
、

セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ

ポ
、

ア
レ
チ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ
、

ウ
マ
ゴ
ヤ
シ
、

オ
オ
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ
、

オ
オ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ
、

オ
オ
ニ
シ
キ
ソ
ウ
、
オ
ニ
ノ
ゲ
シ
、

オ
ラ

ン
ダ
ミ
ミ
ナ
グ
サ
、
ゴ
ウ
シ
ュ
ウ
ア
リ
タ
ソ
ウ
、
コ
ニ
シ
キ
ソ
ウ
、
ソ
バ
カ
ズ
ラ
、
タ
チ
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ
、
ツ
メ
ク
サ
、
ノ
ゲ
イ
ト
ウ
、

ハ
キ
ダ
メ
ギ
ク
、
ブ
タ
ク
サ
、
オ
オ
ブ
タ
ク
サ
、
ヒ
メ
ス
イ
バ
、
ヒ
メ
ム
カ
シ
ヨ
モ
ギ
、

ヘ
ラ
オ
オ
バ
コ
、

マ
メ
グ

ン
バ
イ
ナ
ズ
ナ
、

ダ
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ン
ド
ボ
ロ
ギ
ク
、
ベ
ニ
バ
ナ
ボ
ロ
ギ
ク
、

ハ
ル
ジ
ョ
オ
ン
、

ム
シ
ト
リ
ナ
デ
シ

ュ
等
々
が
あ
り
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
も
の
の
多
く
は
、
一
般
的
に
は
低
地
に
多
い
わ
け
で
あ
る
が
、

近
ご
ろ
各
山
岳
に
入
る
登
山
人
口
が
急
増
し
た
た
め
、

シ
ロ
ツ
メ
ク
サ
、

オ
オ
バ
コ
、

ヒ
メ
ス
イ
バ
や
ヒ
メ
ジ
ョ
ン

属
等
を
は
じ
め
と

す
る
帰
化
植
物
が
、

各
山
岳
の
山
麓
や

中
腹
か
ら
亜
高
山
帯
へ
か
け
て
多
数
見
う
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

こ
れ
ら
の
も
の
は
、
長
い
間
に
は
そ
の
本
来
の
も
の
か
ら
変
化
し
て
し
ま
っ
た
り
、

あ
る
い
は
ず
っ
と

長
い
過
去
か
ら

分
布
し
て
い
る

植
物
で
あ
る
と
誤
認
さ
れ
た
り
も
し

や f
す f or
い
。

そ
れ
だ
け
に
こ
う
し
た
も
の
の
お
お
よ
そ
の
帰
化
年
月
日
を
記
録
し
て
お
く
と
い
う
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

各
地
域
の

植
物

鳴
沢
村
の
フ
ロ
ラ
を
い
く
つ
か
の
植
物
地
域
に
区
分
す
る
こ
と
は
、
多
少
無
理
で
あ
る
の
で
、
こ

こ
で
は
主
だ
っ
た
地
域
の
植
物
を
出
現
す
る
順
に
記
し
て
み
る
。

①
精
進
登
山
道
付
近

精
進
湖
登
山
道
の
鳴
沢
村
分
の
コ
ー
ス
付
近
で
は
ヒ
ノ
キ
、
ア
カ
マ
ツ
や
ミ
ズ
ナ
ラ
の
ほ
か
シ

ロ

ツ
メ
ク
サ
、
ヒ
メ
ジ
ョ
オ
ン
、
ウ
ツ
ギ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
ヒ
ロ
ハ
ツ
リ
バ
ナ
、
オ
オ
バ
コ
、
ク
ロ
モ
ジ
、

シ
シ
ガ
シ
ラ
、
ホ
ソ
エ
ノ
ウ
リ
ハ
ダ
カ
エ
デ
、
フ
ジ
ザ
ク
ラ
、
ウ
リ
カ
エ
デ
、
リ
ョ
ウ
ブ
、
コ
ハ
ウ

チ
ワ
カ
エ
デ
、
コ
バ
ノ
ハ
ナ
イ
カ
ダ
、
ナ
ン
キ
ン
ナ
ナ
カ
マ
ド
、
ツ
ガ
、
ミ
ツ
バ

ア
ケ
ビ
、
ノ
イ
バ

ラ
、
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コ
マ
ユ
ミ
、
モ
ミ
ジ
イ
チ
ゴ
、
シ
モ
ツ
ケ
、
ア
ズ
サ
、
ウ
リ
カ
エ
デ
、
タ
マ
ア
ジ
サ
イ
、
ソ
ヨ
ゴ
、
サ
ワ
ラ
、
ヤ
マ
ウ
ル
シ
、
ア
セ

ビ
、
ト

ウ
ゴ
ク
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
、
ク
ガ
イ
ソ
ウ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
マ
ツ
ハ
ダ
、
フ
ジ
サ
ン
シ
キ
ウ
ツ
ギ
、
ニ
シ
キ
ウ
ツ
ギ
、
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
、
コ
ウ
モ

リ
ソ
ウ
、
コ
メ
ツ
ガ
、
ミ
ヤ
マ
ワ
ラ
ビ
、
テ
バ
コ
モ
ミ
ジ
ガ
サ
、
マ
イ
ズ
ヘ
ル
ソ
ウ
、
ヒ
メ
マ
イ
ズ
ル
ソ
ウ
、
ホ
タ
ル
ブ
ク
ロ
、
ギ
ン
リ
ョ
ウ

ソ
ウ
、
ツ
ガ
、
ハ
リ
ブ
キ
、
イ
ワ
デ
ン
ダ
、
オ
シ
ダ
、
オ
オ
カ
メ
ノ
キ
、
オ
ク
モ
ミ
ジ
ハ
グ
マ
、
ト
ウ
ヒ
、
ヒ
メ
コ
マ
ツ
な
ど
が
目
立
っ
た
。

こ
の
ほ
か
、
青
木
ヶ
原
で
は
、
リ
ュ
ウ
ノ
ウ
ギ
ク
、

ヤ
ク
シ
ソ
ウ
、
ノ
コ
ン
ギ
ク
、
フ
ジ
セ
ン
ニ
ン
ソ
ウ
、

ア
メ
リ
カ
セ
ン
ダ
ン
グ

サ
、
タ
マ
ア
ジ
サ
イ
、
キ
ン
エ
ノ
コ
ロ
、
コ
オ
ニ
ュ
リ
、
ム
ラ
サ
キ
エ
ノ
コ
ロ
、
ア
キ
ノ
キ
リ
ン
ソ
ウ
、
ア
ケ
ビ
、
ミ
ツ
バ
ア
ケ
ビ
、
ツ

ガ
の
ほ
か
、
こ
こ
で
は
ヒ
ロ
ハ
ツ
リ
バ
ナ
、
サ
ル
ナ
シ
、
ウ
リ
カ
エ
デ
、
ホ
ウ
ノ
キ
、
ヒ
ノ
キ
、
ア
カ
シ
デ
、
イ
ヌ
シ
デ
、
サ
ラ
シ
ナ
シ

ヨ
ウ
マ
、
ノ
リ
ウ
ツ
ギ
、
ヤ
マ
ウ
ル
シ
、
タ
ラ
、
ミ
ヤ
マ
ガ
マ
ズ
ミ
、
ヤ
マ
ブ

ド
ウ
、

ミ
ズ

キ
、
ナ
ン
テ
ン
ハ
ギ
、
ユ
ウ
ガ
ギ
ク
、
オ
ト
コ
ヨ
ウ
ジ
メ
、
ア
セ
ビ
、

コ
マ
ユ
ミ
、

イ
ヌ
シ

511

デ
、
サ
ル
ナ
シ
な
ど
が
見
う
け
ら
れ
た
。

青
木
ヶ
原
を
東
西
に
横
切
る
国
道
一
三
九
号
線
は
こ
の
よ
う
に
ヒ
ノ
キ
を
主
と
す
る

林
で
あ

w
w

.

る
が
、
途
中
に
着
生
木
も
あ
る
。
こ
の
親
木
は
ミ
ズ
ナ
ラ
で
、
こ
の
一
本
の
木
に
対
し
て
ヒ
ノ

h
t

e
r

e
w

S

キ、
コ
バ
ノ
ト
ネ
リ
コ
、
ヒ
メ
コ
マ
ツ
、
カ
ス
ミ
ザ
ク
ラ
、
ソ
ヨ
ゴ
、

ヒ
ロ
ハ
ツ
リ
バ
ナ
、
ノ

w

コ
ン
ギ
ク
、
ホ
ソ
エ
ノ
ア
ザ
ミ
、
ナ
ギ
ナ
タ
コ
ウ
ジ
ュ
な
ど
の
着
生
し
て
い
る
の
が
見
う
け
ら

れ
る
。

し
か
し
、
こ
の
着
生
木
は
上
九
一
色
村
と
の
村
境
付
近
に
存
在
す
る
も
の
で
鳴
沢
村
分
と
い

N
o

9
*
*
*

う
こ
と
で
は
な
い
。

②
国
道
一
三
九
号
線
沿
い
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こ
こ
で
は
ツ
ガ
、
ヒ
ノ
キ
、
エ
ン
コ
ウ
カ
エ
デ
、
カ
ラ
マ
ツ
、
ク
リ
、
ウ
ツ
ギ
、
マ
サ
キ
、
ク
ロ
ソ
ヨ
ゴ
、
ヒ
ト
ツ
バ
カ
エ
デ
、
モ
ミ

ジ
ハ
グ
マ
、

カ
メ
バ

ヒ
キ
オ
コ
シ
、

セ
イ
ヨ
ウ
ノ
コ
ギ
リ
ソ
ウ
、
ミ
ヤ
マ
ウ
ラ
ボ
シ
、
キ
ン
レ
イ
カ
、
マ
ツ
ム
シ
ソ
ウ
、
オ
オ
バ
ギ
ボ
ウ
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シ
、
ミ

ズ
ナ
ラ
、
シ
シ
ウ
ド
、
オ
ヒ
ョ
ウ
、
チ
シ
マ
ザ
ク
ラ
、
レ
イ
ジ
ン
ソ
ウ
、
ミ

ツ
バ

ツ
ツ
ジ
、

サ
ラ
サ
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
、

ト
チ
バ
ニ
ン
ジ
ン
、

シ
ャ
ク
ジ
ョ
ウ
ソ

ウ
、

ホ
ツ
ツ
ジ
、
レ
ン
ゲ
シ
ョ
ウ
マ
、
ツ
ガ
、
ヒ
ノ
キ
、
ウ
ス
バ
サ
イ
シ
ン
、
ア
セ

ビ
、
ハ
ク
サ
ン
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
、
ミ
ヤ
マ
マ
タ
タ
ビ
、
シ
シ
ガ
シ
ラ
、
イ
ヌ
ヤ
マ
ハ
ッ

カ
、

ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
、

ス
ギ
、

イ
モ
ノ

キ
、

ネ
ジ
キ
、

ト
ウ
ゴ
ク
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
、

ハ
ウ
チ
ワ
カ
エ
デ
、
キ
ハ
ギ
、
ヒ
メ
ノ
ガ
ク
ヤ
ス
、
ノ
コ
ン
ギ
ク
、
ツ
リ
ガ
ネ
ニ
ン

ジ
ン
、
エ
ゾ
タ
ン
ポ
ポ
、
ツ
ガ
林
、
サ
ワ
ラ
、
コ
ミ
ネ
カ
エ
デ
、

タ
チ
ツ
ボ

ス
ミ

レ
、
マ
イ
ズ
ル
ソ
ウ
、
ヒ
メ
マ
イ
ズ
ル
ソ
ウ
、
イ
ヌ
ツ
ゲ
、
ヒ
ノ
キ
、
イ
ワ
セ
ン
ト

ウ
ソ
ウ
、
ア
サ
ノ
ハ
カ
エ
デ
、
ウ
ラ
ゲ
ハ
ク
サ
ン
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
、

カ
ク
ミ

ノ
ス

ノ

キ
、
ツ
ル
シ
キ
ミ
、

カ
ナ
ム
グ
ラ
、
タ
マ
ア
ジ
サ
イ
、
ベ
ニ
バ
ナ
ボ
ロ
ギ
ク
、
フ
ジ

ツ
リ

ガ
ネ
ツ
ツ
ジ
、

ク
ロ
ソ
ヨ
ゴ
、

ア
カ
マ
ツ
、
コ
ナ
ラ
、

ソ
ョ
ゴ
、

ヒ
ト
ツ
バ

カ

エ
デ
、
コ
ミ
ネ
カ
エ
デ
、
ヤ
マ
ウ
ル
シ
、
ア
セ
ビ
、
ヒ
メ
コ
、
イ
ヌ
エ
ン
ジ
ュ
、
ク

マ
シ
デ
、

ダ
ン
コ
ウ
バ
イ
、
ソ
ヨ
ゴ
、
イ
ワ
イ
タ
チ
シ
ダ
、
カ
ス
ミ
ザ
ク
ラ
、
イ
タ

ド
リ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
な
ど
が
見
ら
れ
る
。

③
大
室
山
付
近

大
室
山
付
近
の
東
側
は
鳴
沢
分
に
入
る
。
こ
こ
で
は
テ
リ
ハ
ノ
イ
バ

ラ
、

カ
シ
ワ
、

カ
ラ
マ
ツ
、
ホ
ウ
ノ
キ
、
オ
ニ
ウ
シ
ノ
ケ
グ
サ、

ズ
ミ
、
ニ
シ
キ
ウ
ツ
ギ
、
フ
ジ
サ
ン
シ
キ
ウ
ツ
ギ
、
ア
カ
マ
ツ
、
ヤ
ブ
デ
マ
リ
、

モ
ミ
、

ガ
マ
ズ
ミ

(
方
言
ヨ
シ
ズ
)
ア
カ
ソ
、
ク
リ
、

ス
ス
キ
、
カ
モ
ガ
ヤ
、
ウ
シ
ノ
ケ
グ
サ
、
イ
タ
ド
リ
、
キ
シ
ョ
ウ
ブ
(
逸
出
)、

フ
ラ
ン
ス
ギ
ク
、
フ
ジ
ザ
ク
ラ
、
フ
ジ
イ
ボ
タ
、
ス
ズ
タ
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ケ
、

ヒ
メ
ジ
ョ
ン
、

ヒ
メ
マ
イ
ヅ
ル
ソ
ウ
、
ヒ
ノ
キ
、

ヒ
ロ
ハ
ツ
リ
バ
ナ
、
ツ
ガ
、
ヤ
ブ
デ
マ
リ
、

ウ
リ
ハ
ダ
カ
エ
デ
、
ア

セ
ビ
、
バ
ッ

コ
ヤ
ナ
ギ
、
ヒ
ヨ
ド
リ
バ
ナ
、
バ
ラ
イ
チ
ゴ
、
ク
マ
イ
チ
ゴ
、
ミ
ヤ
マ
ア
オ
ダ
モ
、
コ
ハ
ウ
チ
ワ
カ
エ
デ
、
コ
ミ
ネ
カ
エ
デ
、
ア
オ
ハ
ダ

(方
言
ホ
ン
フ
ジ

)、
ブ
ナ
(
方
言
シ
ロ
ブ
ナ
)、
イ
ヌ
ブ
ナ
(
方
言
ク
ロ
ブ
ナ
)
、
ミ
ズ
キ
(
方
言
ミ
ズ
ク
サ
)、

イ
モ
ノ
キ

(方
言
イ
モ
ツ
キ
)
、
ミ
ズ
メ

(方
言
ミ

ネ
バ
リ
)
、
リ
ョ
ウ
ブ
(
ギ
ョ
ウ
ブ
)
、
オ
オ
カ
メ
ノ
キ
(
方
言
ヨ
ス
ズ
)
、
ウ
ド
、
ホ
タ
ル
ブ
ク
ロ
(
方
言
ツ
リ
ガ
ネ
ソ
ウ

)、
ミ
ヤ
マ
ガ
マ

ズ
ミ
(
方
言
ヨ
ス
ズ
)
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
モ
ミ
ジ
イ
チ
ゴ
、
ミ
ヤ
マ
ベ
ニ
シ
ダ
、
ナ
ン
キ
ン
ナ
ナ
カ
マ
ド

(方
言
ラ
イ
デ
ン
)、

ツ
ル
シ
キ
ミ

(方
言

シ
キ
ビ
)、

ク
ロ
モ
ジ
(
方
言
ク
ロ
モ
ゾ
)
、
ク
ロ
ソ
ヨ
ゴ
(
方
言
サ
カ
キ
)
、
イ
モ
ノ
キ
、
コ
シ
ア
ブ
ラ
、
コ
ミ
ネ
カ
エ
デ
、
イ
ワ
デ
ン

ダ
、
フ

ジ
ザ
ク
ラ
、
ヒ
ノ
キ
、
ア
セ
ビ
、
イ
ワ
セ
ン
ト
ウ
ソ
ウ
、
イ
ワ
ガ
ラ
ミ
、
キ

ヌ
タ
ソ
ウ
、

ス
ノ
キ
(
方
言
ナ
ニ
ハ
ゼ
、
ス
イ
コ
キ
)、

ハ
ナ
ニ

ガ
ナ
な
ど
が
精
進
登
山
道
の
鳴
沢
分
に
は
あ
る
。

大
室
山
麓
で
は
ス
ズ
タ
ケ
、
ア

カ
マ
ツ
、

フ
ジ
ザ
ク
ラ
、

オ
オ
バ

ギ
ボ
ウ
シ
、

コ
ブ
シ
、
ニ
シ
キ
ウ
ツ
ギ
、
フ
サ
ザ
ク
ラ
、

カ
ラ
マ
ツ

08
(
植
林
)、

大
室
山
の
山
麓
の
北
側
に
は
溶
岩
の
露
出
し
て
い
る
部
分
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
あ
た
り
で
は
ウ
ツ
ギ
、
フ
ジ
サ
ン
ベ
ニ
ウ
ツ

ギ
、
ミ
ヤ
マ
ガ
マ
ズ
ミ
、
タ
ラ
ノ
キ
、
フ
ジ
イ
ボ
タ
、
ホ
ソ
バ
ト
リ
カ
ブ
ト
、
ミ
ヤ
マ
ク
マ
ワ
ラ
ビ
、
ミ
ズ
ヒ
キ
、
バ
イ
カ
ウ
ツ
ギ
、
ミ

ヤ
マ
エ
ン
レ
イ
ソ
ウ
、
ミ
ヤ
マ
イ
タ
チ
シ
ダ
、
な
ど
が
あ
り
、
第
二
、
第
三
の
本
栖
風
穴
の
あ
る
場
所
に
出
る
。

こ
の
あ
た
り
で
は
ウ
ツ
ギ

、
オ
オ
カ
メ
ノ
キ
、
ハ
ン
シ
ョ
ウ
ズ
ル
、
ト
ウ
キ
、
ヒ
メ
マ
イ
ジ
ル
ソ
ウ
、
ヒ
ノ
キ
、
ミ
ヤ
マ
ア
オ
ダ
モ
、

ク
マ
シ
デ
、
ウ
ス
ギ
ョ
ウ
ラ
ク
ツ
ツ
ジ
、
ミ
ヤ
マ
ガ
マ
ズ
ミ
、
サ
ワ
シ
バ
、
タ
ニ
ギ
キ
ョ
ウ
、
マ
イ
ズ
ル
ソ
ウ
、
タ
チ
ツ
ボ
ス
ミ
レ
、
ア
セ

ビ
、
ア
ク
シ
バ
、
ツ
ク
バ
ネ
ソ
ウ
、
ツ
ル
シ
キ
ミ
、
キ
ッ
コ
ウ
ハ
グ
マ
、
ベ
ニ
バ
ナ
イ
チ
ャ
ク
ソ
ウ
、
ム
ラ
サ
キ
ハ
ン
シ
ョ
ウ
ズ
ル
な
ど
が

あ
り
、

や
が
て
立
派
な
ブ
ナ
林
の
あ
る
場
所
と
な
る
。
こ
の
林
の
中
の
植
生
と
し
て
は
、

オ
オ
キ
ヌ
タ
ソ
ウ
、

ギ
ン
リ
ョ
ウ
ソ
ウ
、
ヤ

マ
タ
イ
ミ
ン
ガ
サ
、
ツ
ル
ア
リ
ド
ウ
シ
、
ツ
ル
シ
キ
ミ
、
テ
バ
コ
モ
ミ
ジ
ガ
サ
、
シ

ュ
ク
ス
ミ
レ
、
イ
ワ
ガ
ラ
ミ
、
サ
ワ
グ
ル
ミ
、
ブ
ナ

(
目
通
り
幹
囲
約
三

が
)、

タダ
ニ
ギ
キ
ョ
ウ
、

オ
シ
ダ
、
イ
ヌ
ガ
ン
ソ
ク
、
タ
ケ
シ
マ
ラ
ン
、
ミ
ヤ
マ
ク
ロ
モ
ジ

、
キ

ョヨ
タ
キ
シ
ダ
、

ヤ
マ
ダ
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イ
ミ
ン
ガ
サ
、
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
、
ト
ウ
ヒ
、
マ
ユ
ミ
、
ス
ズ
タ
ケ
、
フ
ジ
イ
ボ
タ
、
ウ
ワ
ミ
ズ
ザ
ク
ラ
、
イ
タ
ド
リ
、
ヤ
マ
ハ
タ
ザ
オ
、
ヤ

マ
ブ
ド
ウ
、
ソ
ヨ
ゴ
、
ク
ロ
ソ
ヨ
ゴ
、
ミ
ヤ
マ
ベ
ニ
シ
ダ
、
ホ
ソ
バ
ト
リ
カ
ブ
ト
、
ツ
ガ
、
ア
セ
ビ
、
ア
ヤ
メ
、
サ
ン
シ
ョ
ウ
バ
ラ
、
ア

カ
マ
ツ
な
ど
が
目
立
っ
た
。

④
国
道
一
三
九
号
線
の
西
湖
入
口
付
近

ア
カ
マ
ツ
、
リ
ョ
ウ
ブ
、
ツ
ガ
、
ミ
ズ
キ
、
ム
ラ
サ
キ
ツ
メ
ク
サ
、
コ
シ
ア
ブ
ラ
、
イ
タ
ド
リ
、
ミ
ツ
バ

ウ
ツ
ギ
、
リ
ョ
ウ
ブ
、
ヒ
ト

ツ
バ

カ
エ
デ
、
ミ

ズ
ナ
ラ
、

ハ
リ
モ
ミ
、

ヒ
ロ
ハ
ツ
リ
バ
ナ
、
ヒ
メ
ヤ
ブ
タ
バ
コ
、
ホ
ソ
バ

コ
ケ
シ
ノ
ブ
、

コ
ウ
ヤ
コ
ケ
シ
ノ
ブ
、
ヤ

ハ

ズ
ハ
ン
ノ
キ
、

モ
ミ
な
ど
が
見
ら

れ
る
。

⑤
片
蓋
山

片
蓋
山
(
か
た
ふ
た
や
ま
)
で
は
ミ
ヤ
マ
ト
リ
カ
ブ
ト
、
ク
リ
、
ミ
ズ
キ
、
サ
ワ
グ
ル
ミ
、

カ
ラ
マ
ツ
、

ア
カ
マ
ツ

、
ヒ
ノ
キ
、

ガ
マ

ズ
ミ
、
ア
ヤ
メ
(
多
)、
シ
ラ
カ
ン
バ
、
キ
ブ
シ
な
ど
が
目
立
つ
。

⑥
長
尾
山
付
近
一
四
二
四
材

長
尾
山
方
面
で
は
フ
ジ
イ
バ
ラ
、

エ
ゾ
イ
ボ
タ
、
キ
リ
ン
ソ
ウ
、
シ
モ
ツ
ケ
、
イ
タ
ド
リ
、
ジ
ン
ョ

ウ
イ
チ
ヤ
ク
ソ
ウ
、
ツ
バ
メ
オ
モ
ト
、
ヒ
メ
ノ
ガ
リ
ヤ
ス
、
カ
ニ
コ
ウ
モ
リ
、
ミ
ヤ
マ
ワ
ラ
ビ
、
シ
ラ

べ (
林
、
ヒ
メ
コ
マ
ツ
、
ア
セ
ビ
ス
ズ
タ
ケ
、

サ
ビ
ハ
ナ
ナ
カ
マ
ド
、

イ
ボ
タ
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
ボ
ク
、

シ

ロ
バ
ナ
ノ
ヘ
ビ
イ
チ
ゴ
、
ギ
ン
リ
ョ
ウ
ソ
ウ
、
イ
ワ
セ
ン
ト
ウ
ソ
ウ
、
マ
ル
バ
ダ
ケ
ブ
キ
、
ミ
ヤ
マ
ウ

ズ
ラ
、
キ
ソ
チ
ド
リ
、
ホ
ザ
キ
イ
チ
ョ
ウ
ラ
ン
、
カ
モ
メ
ラ
ン
、
ウ
ラ
ジ

ロ
ノ
キ
、
コ
フ
タ
バ
ラ
ン
、

ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ
、
ノ
ビ
ネ
チ
ド
リ
、
ク
モ
キ
リ
ソ

ウ
、

エ
ゾ
ス
ズ
ラ
ン
、

ギ
ン
ラ
ン
、

サ
サ
バ
ギ
ン
ラ

ン
、

グ
ン
ナ
イ
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
な
ど
が
目
に
と

ま
る
。



ホタルブクロ

フ キ

チョウジザクラ

テリハノイバラ
-150-

以
上
、
鳴
沢
村
を
中
心
に
し
た
植
物
を
芦
川
、

精
進
湖
、
本
栖
湖
、
富
士
ヶ
嶺
の
各
地
域
に
ま
で
拡
げ
て
そ
の
植
物
に
つ
い
て
ふ
れ
て

み
た
。
た
だ
し
、
こ
の
内
容
は
、
春
夏
秋
冬
の
各
季
節
に
つ
い
て
調
査
し
た
の
で
、
文
中
に
各
地
域
が
二
重
に
報
告
さ
れ
て
い
る
場
合
も

あ
る
し
、
ま
た
、
鳴
沢
村
以
外
の
隣
接
地
植
物
に
ま
で
関
連
し
て
ふ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
こ
と
を
お
こ
と
わ
り
し
て
お
く
。

⑦
鳴
沢
村
西
部
の
魔
王
天
神
社
付
近

承
和
三
年
に
開
か
れ
た
と
い
う
こ
の
神
社
付
近
で
は
ノ
ブ
キ
、
ツ
リ
バ
ナ
、
コ
ク
サ
ギ
、
サ
ラ
シ
ナ
シ
ョ
ウ
マ
、
イ
タ
ド
リ
、
ク
マ
ワ

ラ
ビ
、
チ
ョ
ウ
ジ
ザ
ク
ラ
、
ス
ズ
タ
ケ
(
方
言
、
ク
マ
ザ
サ
)、

テ
リ
ハ
ノ
イ
バ
ラ
、

ヒ
ノ
キ
、
モ
ミ
、
ツ
ガ
、
ア
キ
ノ
キ
リ
ン
ソ
ウ
、
ホ

タ
ル
ブ
ク
ロ
な
ど
が
あ
り
、
そ
の
中
で
も
こ
の
付
近
に
は
モ
ミ
の
目
通
り
三
・
五
材
大
の
も
の
が
目
に
と
ま
る
。
ヒ
ノ
キ
で
は
二
・
四
が

大
の
も
の
を
中
心
に
し
て
十
本
ほ
ど
の
大
木
が
見
う
け
ら
れ
る
。

こ
の
ほ
か
エ
ン
レ
イ
ソ
ウ
、
ヤ
ブ
レ
ガ
サ
、
ヒ
ナ
ス
ミ
レ
な
ど
も
見
う
け
ら
れ
る
。
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二
八
が
ほ
ど
の
石
段
の
上
に
は
小
御
岳
権
現
が
こ
こ
に
は
あ
り
、
そ
こ
に
は
目
通
り
二
・
一
緒
に
達
す
る
ハ
リ
ギ
リ
が
見
う
け
ら
れ
る
。

⑧
通
玄
寺
(
鳴
沢
部
落
)

水
上

(み
ず
か
み
)
地
区
で
は
コ
ヒ
ガ
ン
(
栽
植
)、

フ
ジ
ザ
ク
ラ
、
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
な
ど
が
成
沢
山
通
玄
寺
付
近
に
見
う
け
ら
れ
る
。

こ
の
寺
は
臨
済
宗
妙
心
寺
派
で
あ
り
寺
の
紋
は
九
旺
紋
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
周
辺
の
植
物
で
は
目
通
り
二
・
一
緒
の
イ
チ
イ
の
ほ
か
栽
培

し
た
も
の
も
多
く
、

鉢
植
え
の
も
の
も
含
め
て
こ
こ
で
は
記
し
て
み
る
。
ノ
キ
シ
ノ
ブ
、
ヒ
メ
ノ
キ
シ
ノ
ブ
、
シ
ラ
カ
ン
バ
、
ア
セ
ビ
、
シ

キ
ミ
、
チ
チ
ブ
ド
ウ
ダ
ン
(
栽
植
)
な
ど
が
あ
る
。
特
に
鉢
植
え
と
し
て
栽
培
し
て
い
る
も
の
に
イ
ワ
シ
ャ
ジ
ン
(
栽
植
)、
フ
ジ
ゴ
ヨ
ウ
、

ツ
ガ
、
キ
ン
ロ
バ
イ
(
栽
植
)、

イ
ワ
ヒ
バ
、
ナ
ツ
ツ
バ
キ
、
ニ
リ
ン
ソ
ウ
、
ホ
ソ
バ
ト
リ
カ
ブ
ト
、
ウ
シ
ハ
コ
ペ
、
ク
サ
ボ
タ
ン
、
ス
ギ

ナ
、

タ
ン
ポ
ポ
、

イ
ボ
タ
ノ
キ
、

ツ
ボ
ス
ミ
レ
、

オ
オ
ビ
ラ
ン
ジ

(
栽
植

)、
ヨ
ウ
ラ
ク
ツ
ツ
ジ
、
ハ
ウ
チ
ワ
カ
エ
デ
、
イ
ワ
チ
ド
リ

(
栽

植
)、

ウ
チ
ョ
ウ
ラ
ン
、
ヒ
メ
ジ
ョ
ン
、
エ
ビ
ネ
、
エ
ゾ
ア
オ
イ
ス
ミ
レ
、
ミ
ヤ
マ
カ
ラ
マ
ツ
、
キ
リ
ン
ソ
ウ
、

ニ
ガ
イ
チ
ゴ
、

コ
バ
ノ



ウシハコベ ソバ(植栽)

クサボタン ヒイラギ

スギナとタン ポポ コバノガマズミ

イボタノキ オオイヌノフグリ
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ガ
マ
ズ
ミ
、
イ
カ
リ
ソ
ウ
、
シ
ュ
ン
ラ
ン
、
シ
ロ
バ
ナ
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
、
ウ
メ
モ
ド
キ
、
ソ
バ
(
栽
植
)、

ヒ
イ
ラ
ギ
(
栽
植
)、
ナ
ッ
ハ

ゼ、
ユ
キ
ザ
サ
、
レ
ン
ゲ
シ
ョ
ウ
マ
、
イ
ヌ
シ
ョ
ウ
マ
、
イ
ヌ
ブ
ナ
、
キ
ブ
シ
、
ホ
ウ
ノ
キ
、
イ
ヌ
シ

ダ
、
ツ
リ
バ
ナ
、
ツ
ル
マ
サ
キ
、

ヤ
ブ
レ
ガ
サ
、
マ
イ
ジ
ル
ソ
ウ
、
ヒ
メ
マ
イ
ジ
ル
ソ
ウ
、
モ
ミ
ジ
ガ
サ
、
ア
カ
シ
ョ
ウ
マ
や
イ
チ
イ
(
目
通
り
二
～
三

)、
ケ
ヤ
キ

(
目

通
り
二
～
四
・
五
材
)
の
大
木
が
目
に
つ
く
。
ま
た
、
ケ
ヤ
キ
に
は
ヤ
ド
リ
ギ
が
着
生
し
て
い
た
(
一
九
八
五

)。

⑨
春
日
神
社
(
鳴
沢
部
落
)

こ
の
神
社
は
足
和
田
山
の
西
南
山
麓
に
位
置
し
、
こ
こ
の
祭
神
は
天
児
屋
根
命
(
あ
め
の
こ
や
ね
の
み
こ
と
)
で
祭
り
は
四
月
十
五
日
で

02
あ
る

。

こ
こ
は
こ
ま
か
く
は
水
上

(
み
ず
か
み
)
地
区
で
あ
る
が
、
源
頼
朝
に
か
か
わ
る
伝
説
が
あ
る
。

こ
こ
の
境
内
林
の
中
に
は
ス
ギ
(
目
通
り
二
・
四
別
)、

ヒ
ノ
キ
(
目
通
り
二
・
七
が

)、
モ
ミ

(
目
通
り
二
・
八
材

)、
ウ
バ
ユ
リ
、
ヤ
マ
ネ
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コ
ノ
メ
ソ
ウ
、
ツ

ガ
、
ホ
ツッ
ツ
ジ
、
ア
ケ
ビ
、
ウ
メ
(
栽
植
)
な
ど
が
見

ら
れ
る
。

小
林
孝
敏
氏
宅
に
は
目
通
り
約
四
五
秒
ほ
ど
の
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
が
見

ら
れ
る

。

⑩
鳴
沢
村
総
合
セ
ン
タ
ー
(
鳴
沢
字
境
野
)

ö

こ
の
付
近
の
各
戸
に
は
ほ
と
ん
ど
の
家
に
イ
チ
イ
の
栽
植
が
見
う
け

ら
れ
、
こ
の
植
物
が
元
来
鳴
沢
部
落
に
自
然
分
布
し
て
い
た
も
の
か
ど

�

う
か
は
栽
植
が
多
い
だ
け
で
明
確
に
記
録
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。

多
少
の
自
然
分
布
の
あ
っ
た
も
の
を
寒
気
候
や
岩
盤
地
域
に
も
適
応

力
の
あ
る
こ
の
イ
チ
イ
が
順
に
増
殖
さ
れ
植
樹
す
る
よ
う
に
な
り
現
在

に
い
た
っ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
イ
チ
イ
は
現
在
で
は
宅

地
、

耕
作
地
の
境
界
や
防
風
林
と
も
な
り
、

ま
た
一
面
屋
敷
林
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
い
。

こ
の
付
近
に
は
コ
デ
マ
リ
、
ヤ
マ
グ
ル
マ
、
レ
ン
ギ
ョ
ウ
、
イ
チ
イ
、
バ
ラ
イ
チ
ゴ
、
ヒ
メ
コ
マ
ツ
、
ブ
ナ
、
カ
シ
ワ
、
オ
オ
モ
ミ

ジ
、

ヒ
ノ
キ
、

モ
ミ
な
ど
も
見
う
け
ら
れ
る
。

⑩
八
幡
神
社
(
大
田
和
部
落
)

こ
の
神
社
は
大
田
和
部
落
の
西
側
に
あ
り
、
植
物
と
し
て
は
コ
ブ
シ
、
ヒ
ノ
キ
、
ス
ギ
、
オ
オ
モ
ミ
ジ
、
キ
サ
サ
ゲ
(
目
通
り
九
〇
秒
)
、

ク
ロ
マ
ツ
(
目
通
り
二
・
四
材
)
や
、
ト
チ
ノ
キ
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
ト
チ
ノ
キ
は
根
回
り
三
・
五
三
材
、
目
通
り
二
・
七
六
材
、
樹
高
二

十
五
材
に
達
す
る
割
合
に
大
き
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
タ
チ
ツ
ボ
ス
ミ

レ
、
ヒ
ナ
ス
ミ
レ
、
ト
チ
バ
ニ
ン
ジ
ン
、
ミ
ズ
ナ
ラ
な
ど
も



ゲ

ミツバウツギ
ヒ

レイジンソウ
トチバニンジン

オオバギボウシ サラサドウダンツツジ

ミズナラ シシガシラ
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見
う
け
ら
れ
る
。

⑩
的
場
(
ま
と
ば
大
田
和
部
落
)

こ
こ
は
新
生
代
第
三

紀
の
御
坂

層
の
地
域
で
あ
る
が
こ
の
付
近
で

は
栽

植
し
た
も
の
も
含
め
て
レ
ン

ギ
ョ
ウ
(
栽

植
)
、

コ
ブ
シ
、
キ
ス

ゲ
、

ケ
ヤ
キ
、
ノ
コ
ン
ギ
ク
、

ヒ

ノ
キ
、
フ
キ
、

カ
キ
ド
ウ
シ
、

ナ

ズ
ナ
、

サ
ラ
サ
ド
ウ
ダ
ン
、

シ
シ

)
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ガ
シ
ラ
、
ミ
ツ
バ
ウ
ツ
ギ
、
レ
イ
ジ
ン
ソ
ウ
、
ヤ
マ
ブ
キ
、
コ
ナ
ラ
、
ゲ
ン
ノ
シ
ョ
ウ
コ
、
オ
オ
バ
ギ
ボ
ウ
シ
、
ハ
ル
ジ
ョ
オ
ン
、
ア
ケ

ビ
、
ケ
ヤ
キ
(
約
十
本
、
目
通
り
一
・
二
〇
単
大
)
な
ど
が
見
ら
れ
る
。

1 5
大
田
和
部
落

鳴
沢
村
大
田
和
公
民
館
の
あ
た
り
で
は
赤
花
で
八
重
の
サ
ト
ザ
ク
ラ
の
一
種
が
あ
り
、
こ
れ
は
目
通
り
で
一
・
五
が
大
の
規
模
が

あ

り
、

そ
の
高
さ
で
二

本
の
枝
に
分
岐
し
て
い
る

。

渡
辺
寿
美
氏
宅
に
は
目
通
り
六
〇
形
ほ
ど
の
チ
ョ
ウ
セ
ン
ゴ
ヨ
ウ
が
あ
り
、
そ
の
付
近
に
は
マ
メ
ガ
キ
(
ア
マ
ン
ド
ゥ
)
の
目
通
り
四

十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
も
の
が

見
う
け
ら
れ
る
。

②
大
嵐
と
の

境
付
近
(
大
田
和
部
落
)

○
鳴
沢
村
の
青
木
ヶ
原
溶
岩
流
近
く
で
は
ミ
ズ
ナ
ラ
、
ツ
ガ
、
ヒ
ノ
キ
、
モ
ミ
、
ク
ロ
モ
ジ
、
ウ
グ
イ
ス
カ
グ
ラ
(
ホ
ウ
キ
作
り
に
使
う

と
い
う
)
、

ツ
リ
バ
ナ
、
モ
ミ
ジ
イ
チ
ゴ
、
チ
ゴ
ユ
リ
・
タ
チ
ツ
ボ
ス
ミ
レ
、
コ
バ
ノ
ガ
マ
ズ
ミ
、

ア

ブ
ラ
チ
ャ
ン
、
コ
ゴ
メ
ウ
ツ
ギ
、
ノ
ダ
ケ
、
ミ
ツ
バ
ア
ケ
ビ
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、

カ
マ
ツ
カ
、
フ
ジ
ザ
ク

ラ
、
ア
ケ
ボ
ノ
ス
ミ
レ
、
ノ
ジ
ス
ミ
レ
、
ユ
キ
ザ
サ
、
カ
ラ
マ
ツ
(
植
林
)
、
オ
オ
バ
コ
、
キ
ン
ミ
ズ
ヒ
キ
、

ク
サ
ボ
ケ
、
ノ
イ
バ
ラ
、

ス
ス
キ
、

ヨ
モ
ギ
な
ど
が
あ
る
。

⑩
湖
台
付
近
(
鳴
沢
部
落
)

三
湖
台
か
ら
は
精
進
、
西
湖
、
本
栖
の
三
湖
が
よ
く
み
え
る
。

三
湖
台
か
ら
足
和
田
山
ま
で
は
ア
カ
マ
ツ
、
フ
ジ
イ
バ
ラ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、

カ
ラ
マ
ツ
、

ヨ
モ
ギ
、

キ
ン
ミ
ズ
ヒ
キ
、
ノ
イ
バ
ラ
、
ス
ス
キ
、
ア
ケ
ビ
、
マ
ユ
ミ
、
ノ
コ
ン
ギ
ク
、
ア
レ
チ
マ
ツ
ヨ
イ
グ

サ
、
イ
タ
ド
リ
、
ク
サ
ボ
ケ
、
ヂ
ャ
ケ
ツ
イ
バ
ラ
、
ク
リ
な
ど
が
あ
る
。



カナウツキ

シシウド
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3
紅
葉
台
(
一
・
一
〇
〇
材
、

鳴
沢
部
落
)

こ
こ
で
は
ア
カ
マ
ツ
、
コ
ナ
ラ
、
カ
ナ
ウ
ツ
ギ
、
マ
ユ
ミ
、
ミ
ズ
キ
、
ク
サ
ボ
ケ
、
シ
シ
ウ
ド
、
フ
ジ
ザ
ク
ラ
、
キ
ブ
シ
、
バ
ッ
コ
ヤ

ナ
ギ
、
ス
ス
キ
、
ズ
ミ
、
ア
ケ
ビ
、
イ
タ
ド
リ
、
イ
ヌ
ザ
ク
ラ
、
ガ
マ
ズ
ミ
、
ヒ
カ
ゲ
ス
ゲ
、
エ
ン
レ
イ
ソ
ウ
、
ア
ブ
ラ
チ
ャ
ン
、
ツ
ノ

ハ
シ
バ
ミ
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
ウ
ツ
ギ
、
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ
、
ヘ
ビ
ノ
ボ
ラ
ズ
、
ミ
ツ
バ
ア
ケ
ビ
、
シ
モ
ツ
ケ
、
タ
ラ
、
ヘ
ビ
ノ
ネ
コ
ザ
、
ア

カ
マ
ツ
、
ノ
イ
バ
ラ
、
ヨ
モ
ギ
な
ど
が
あ
り
、
こ
こ
は
鳴
沢
区
有
地
で
も
あ
る
。

⑥
国
道
一
三

九
号
線
ガ
ー
ド
付
近
(
鳴
沢
地
区
)

こ
の
付
近
で
は
ヒ
メ
コ
マ
ツ
、
ヒ
ノ
キ
、
ツ
ガ
、
、
ソ
ヨ

ゴ
、
ク
ロ
ソ
ヨ
ゴ
、
ヒ
ロ
ハ
ツ
リ
バ
ナ
な
ど
が
見
ら
れ
る
。

⑩
緑
の
休
暇
村
(
鳴
沢
地
区
)

緑
の
休
暇
村
付
近
で
は
ア
セ
ビ
、
コ
ケ
モ
モ
(
残
存
植

物
)、

ア
セ
ビ
、
ソ
ヨ
ゴ
、

ナ
ガ
ハ
グ

サ
、
ア
カ
マ
ツ
、
カ
モ
ガ
ヤ
、
セ
イ
ヨ
ウ

タ
ン
ポ
ポ
、
イ
タ
ド
リ
、
ヒ
メ
ジ
ョ
ン
、
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
、
フ
ジ
ザ

ク
ラ
な
ど
が
見
う
け
ら
れ
る
。

( )
鳴
沢
村
で
注
目
す
べ
き
植
物

鳴
沢
村
に
お
い
て
、
そ
の
分
布
、

形
質
等
の
点
か
ら
み
て
注
目
す

べ
き
植
物
を
以
下
紹
介
し
て

お
き
た
い
。

s
(

u
s

①
フ
ジ
ザ
ク
ラ P r u n

n c i
ah u n b .T

h
)

バ
ラ

科
)

(
iT

フ
ジ
ザ
ク
ラ
は
も
う
一
つ
の
呼
び
名
を
マ
メ
ザ
ク
ラ
と
も
い
う
。

フ
ジ
ザ
ク
ラ
と
い
う
名
称
は
本
県
の
富
士
山
に
多
い
と
こ
ろ
か
ら
、

マ
メ
ザ
ク
ラ
と
い
う
の
は
マ
メ
の
よ
う
に
小
型
の
サ
ク
ラ
で
あ
る
と
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こ
ろ
か
ら
き
た
も
の
で

あ
る
。

学
名
で
は
プ
ル
ヌ
ス
・
イ
ン
キ
サ
・
ツ
ン
ベ
ル
グ
「
プ
ル
ヌ
ス
」
は
サ
ク
ラ
属
を
示
し
、
「
イ
ン
キ

サ
」
は
き
れ
こ
み
の
意
味
で
、
葉
の
ふ
ち
に
の
こ
ぎ
り
の
歯
の
よ
う
な
ぎ
ざ
ぎ
ざ
、
つ
ま
り
鋸
歯
(
き
ょ

し)
が
著
し
い
こ
と
を
示
し
、
「
ツ
ン
ベ
ル
グ
」
は
こ
の
植
物
の
命
名
者
で
あ
る
ツ
ン
ベ
ル
グ
と
い
う
植

物
学
者
名
を
記
録
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
ツ
ン
ベ
ル
グ
は
カ
ー
ル
・
ペ
ー
タ
ー
・
ツ
ン
ベ
ル
グ
の
こ
と
で
あ
る
。

彼
は
博
物
学
者
で
安
永
五
年
(
一
七
七
六
)
に
江
戸
に
や
っ
て
き
た
人
で
植
物
分
類
学
者
で
あ
っ
た

リ
ン
ネ
の
高
弟
で
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ウ
プ
サ
ラ
大
学
の
教
授
と
な
っ
た
人
で
あ
る
。
ツ
ン
ベ
ル
グ
は

寛
政
五
年
(
一
七
九
四)
に

『
日
本
植
物
誌
』
を
著
し
て
お
り
、
そ
の
中
に
こ
の
フ
ジ
ザ
ク
ラ
は
公
表

さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
の
分
布
は
ご
承
知
の
よ
う
に
富
士
山
麓
の
塩
基
性
の
溶
岩
上
に
旺
盛
な
適
応
分
布
を
し
て
い
る
も
の
で
「
山
梨
県
の

花
」
に
指
定

さ
れ
て
い
る
。

K
こ
の
制
定
は
昭
和
二
十
九
年
三
月
二
十
二
日
で
、N H

甲
府
放
送
局
開
局
二
十
九
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
県
民
に
よ
る
投
票
に
よ

っ
て
そ
の
選
を
競
っ
た
結
果
、

「
山
梨
県
の

花」
と
し
て
全
国
に
発
表
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。

フジ
ザ
ク
ラ
は
背
の
低
い
も
の
は
、
わ
ず
か
二
〇
‒
三
〇
秒
ぐ
ら
い
で
も
や
さ
し
い
小
型
の
白
花
を
下
向
き
に
つ
け
、
そ
の
や
さ
し
い

風
情
は
県
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。

フ
ジ
ザ
ク
ラ
の
発
生
過
程
を
し
い
て
推
量
し
て
み
る
と
、

葉
の
鋸
歯
や
花
の
形
質
か
ら
し
て
、

高
山
に
多
い
タ
カ
ネ
ザ
ク
ラ
に
近
縁
の

も
の
か
ら
の
富
士
山
ろ
く
を
は
じ
め
と
す
る
火
山
地
域
に
お
け
る
新
し
い
分
化
の
よ
う
に
思
え
る
。
フ
ジ
ザ
ク
ラ
の
よ
う
な
分
化
過
程
を
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た
ど
っ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
に
は
、
フ
ジ
オ
ト
ギ
リ
、
フ
ジ
ア
カ
シ
ョ
ウ
マ
を
は
じ
め
と
す
る
も
の
が
あ
る
。

フ
ジ
ザ
ク
ラ
群
落
で
国
指
定
天
然
記
念
物
に
な
っ
て
い
る
も
の
に
は
富
士
吉
田
登
山
道
の
中
の
茶
屋
か
ら
大
石
茶
屋
の
間
の
も
の
が
あ

り
、
こ
れ
は
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
と
混
生
し
て
い
て
、

昭
和
三

年
三

月
三
日
に
国
の
天
然
記
念
物
と
し
て
指
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

m ()ou ni
)
kc aM)i on

フ
ジ
オ
ト
ギ
リ r

(
H

y
p

m a k i
f
u

j
s

e
s
e

(
(オ
ト
ギ
リ
ソ
ウ
科
)

Menn
(
asijuf(

黄
色
く
直
径

約
二
た
ば
か
り
の
五
弁
花
を
開
く
、
全
草
無
毛
の
多
年
草
で
、
高
山
や
亜
高
山
か
温
帯
林
の
へ
り
な
ど
の
日
当
た
り
の
よ

い
所
に
生
え
る
。
花
弁
に

は
、
黒
い
透
明
の
線
が
ま
じ
り
、
多
数
の
雄
し
べ
と
一
個
の
雌
し
べ
が
あ
り、

花
柱
は
五
本
に
わ
か
れ
、
子
房

よ
り
わ
ず
か
に
長
い
。
が
く
片
は
せ
ま
い
長
楕
円
形
で
、

黒
点
と
黒
線
が
あ
る
。
花
は
茎
の
先
の
方
が
少
し
枝
分
か
れ
し
て
数
個
咲
く
。

葉
は
細
長
い
楕
円
形
で
、
長
さ
一
・
五
～
三
形
で
柄
が
な
く
、
半
ば
茎
を
抱
き
、
黒
点
だ
け
が
あ
る
。
茎
は
円
く
、
根
株
か
ら
叢
生
し
、

高
さ
二
〇
～
三
〇
秒
、
大
き
な
株
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

()a iakl aN)
)
oe nik

フ
ジ
ベ
ニ
ウ
ツ
ギ g

( W ( M a
f
u

j
i
s

e
s
i
s

)
)
ス
イ
カ
ズ

i ine na
(
siju( f

ラ
科ニ
シ
キ
ウ
ツ
ギ
に
似
て
い
る

が
、
葉
が
や
や
細
長
く
と
が
り
、

葉
の
柄
が
短
く
、

長

さ
一五
ミ
リ
、
一
見
、
柄
が
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
花
の
色
が
さ
ま
ざ
ま
あ
っ
て
、
は

じ
め
か
ら
濃
い
紅
色
の
も
の
が
基
本
種
で
、

は
じ
め
か
ら
淡
紅
色
の
フ
ジ
ベ
ニ
ウ
ツ
ギ

を
は
じ
め
白
色
、

後
に
紅
色
に
変
わ
る
フ
ジ
ニ
シ
キ
ウ
ツ
ギ
、

白
色
で
変
化
し
な
い
フ

ジ
ク
リ
ー
ム
ウ
ツ
ギ
な
ど
が
区

別
さ
れ
る
。

花
期
は
五
～
六
月
で
分
布
は
本
州
(
丹
沢
山
塊
、
富
士
周
辺
)
で
あ
る
。

備
考

株
に
よ
っ
て
花
の
色
に
濃
淡が

あ
る
た
め
サ
ン
シ
キ
ウ
ツ
ギ
と
名
付
け
ら
れ
た
も
の
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で
あ
る
。

フM
A ジ
R ア
$ ザW

ミ/
(
C
i
r
s
i
u
m

p
u
r
p
u
r
a
t
u
m
(
M
a
k
i
n
o
)

M
a
t
s
u
m
.
)

(
< バ

ラ) 科

日
本
列
島
に
は
約
五
十
種
の
自
生
の
ア
ザ
ミ
が
分
布
す
る
が
、
フ
ジ
ア
ザ
ミ
は
そ
の
中
で
も
最

も
大
き
な
花
が
咲
く

種
類
で
、

頭
花
の
直
径
が
九
型
ぐ
ら
い
に
ま
で
な
る
。
富
士
山
に
多
い
た
め

フ
ジ
ア
ザ
ミ
の
名
が
あ
る
が
、
一
八
七
四
年
(
明
治
七
年)
に
帝
政
ロ
シ
ア
の
植
物
学
者
マ
キ
シ

)zc
モ
ウ
ィ
ッ
チ m o w i

(
M

a
x

が
富
士
山
の
標
本
で
記
載
命
名
し
た
も
の
で
、

関
東
地
方
及
び

iM(
中
部
地
方
の
山
中
に
生
え
、
特
に
富
士
山
で
は
ヤ
マ
ゴ
ボ
ウ
、
ス
バ
シ
リ
ゴ
ボ
ウ
、
ア
ザ
ミ
ゴ
ボ

ウ
、
フ
ジ
ゴ
ボ
ウ
な
ど
と
呼
び
、
根
を
掘
り
取
り
、

皮
を
は
い
だ
り
し
て
き
ん
ぴ
ら
と

し
て

食
べ

る
。

D
r

61

u
k
a

頭
花
は
筒
形
の
花
が
た
く
さ
ん
集
ま
っ
た

2
2
2
2
2
2

WI

も
の
で

紅
紫
色
を
帯
び
美
し
く
、

総
包
が
平

p
r
ic
e

た
い
球
形
で
幅
七
～
八
秒
、
総
苞
片
が
瓦
状

N

A

K

E

D

T

H

A
N

N

E

E
R
,

T
HE
T

H
E

N

A
T
I
O
N

F
O

C

R

L

I

N

A

S

n

C

O

p

I

o
ro

t

N

EH
T

T

t

E

e

FO

a

l

s

H

A
L
I

t

P
O

h

C
E
E
R

a

HT

e

N

me
A
H
T
E

t

h

R

B

C

e
H
T
O

a

f

o
l

.

l

.

o
w

に
な
ら
ん
で
そ
り
か
え
り
、

約
十
列
、
内
片

s

t

.

h
e

C

a
t

h

A

n

u

r

a

m
d

d

a

j

a j

は
先
が
と
が
り
、
外
片
及
び
中
片
は
長
楕
円

形
で
幅
六
～
九

『
’、
先
が
ま
が
り
、
へ
り
に

小
さ
な
針
が
列
に
な
っ
て
生
え
、
毛
が
な
く

革
質
で
紫
色
を
お
び
る
。
花
冠
は
五
裂
し
、
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0
管
形
で
長
さ
二
十
九
～
三
〇
" ㍉
)、
そ
う
果
は
狭
く
長
さ
四
’
"
、
幅
一
・

6

五
"
リば
か
り
、
冠
毛
は
よ
ご
れ
た
褐
色
で
長
さ
二
五
～
二
五
〇" ”

、
も

と
の
方
が

輪
に
な
っ
て
合
一
す
る
。

頭
花
は
、

柄
、

茎
及
び
枝
の
頂
に

3

一
個
ず
つ
下
向
き
に
咲
く
。
茎
の
上
部
の
葉
は
次
第
に
大
き
く
柄
が
な

く
、
半
ば
茎
を
抱
き
ま
た
ば は
、

根
生
葉
は
大
形
で
枝
が
長
く
、

狭
い
楕

円
形
羽
状
に
中
ほ
ど
ま
で
さ
け
、
幅
三
十
秒
に
及
び
長
さ
三
～
六
� 我
材

の
針
が
あ
っ
て
、
両
面
に
白
い
く
も
毛
を
か
ぶ
り
、

無
毛
と
な
る
。

茎
は
、
高
さ
一
緒
以
上
に
な
り
、
太
く
た
て
溝
が
あ
っ
て
白
い
く
も

毛
を
か
ぶ
り
枝
分
か
れ
し
て
、

茎
部
に
葉
を
密
に
互
生
し
、
花
時
も
根

生
葉
が
生
き
て
い
る
。
根
が
太
く
て
、
長
く
し
か
も
深
く
砂
れ
き
の
中

に
入
っ
て
い
る
。
白
花
品
を
シ
ロ
バ
ナ
フ
ジ
ア
ザ
ミ
と
呼
び
こ
れ
は
富

士
山
、

篭
坂
峠
、

夜
叉
神
峠
な
ど
に
目
立
つ
。

花
期
八
～
十
月
で
分
布
は
本
州
(
宮
城
県
以
南
、

中
部
日
本
に
多
く
加
賀
の
白
山
周
辺
が
分
布
の
西
限
)
の
特
産
。
似
た
種
類
に
サ
ワ

ア
ザ
ミ
が
あ
る
。

)
a
a
(

i
r
)

e
o

5 10
ウ
ラ
ジ
ロ
ヨ
ウ
ラ
ク z i

(
M

a i f lm
u

t i n oM
a
k

ツ
ツ
ジ

科
)

n
(

M e
u l
a

(
m
M

白
質
に
ロ
の
辺
が
紅
紫
色
を
お
び
る
鐘
形
の
花
が
垂
れ
て
咲
く
落
葉
低
木
、

花
冠
は
狭
い
鐘
形
で
長
さ
一
一
・
五
秒
、
先
が
少
し
せ
ば

ま
り
、
浅
く
五
裂
し
て
雄
し
べ
が
十
本
あ
り
、
花
糸
の
下
半
分
に
は
長
い
開
出
す
る
白
い
毛
が
密
生
し
、
花
柱
が
ま
っ
す
ぐ
で
一
本
、
子

房
に
は
ま
ば
ら
に
腺
毛
が
あ
る
。
が
く
は
深
く
五
裂
し
、

裂
片
は
線
形
で
、
長
さ
四
～
八
’”
、
へ
り
に
は
腺
毛
が
あ
る
。
果
実
は
直
立
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し
、
卵
円
形
で
長
さ
約
五
ミ
リ、

頂
に
は
一
秒
ば
か
り
の
枯
れ
た
花
柱
が
つ
い
て
い
る
。
花
序
に
は
短
い
軸 が

あ
っ
て
、
長
さ
二
～
三

㍉
リの

細
長
い
腺
毛
が
密
生
し
、
柄
が
あ
る
花
を
傘
形
に
つ
け
る
。
前
年
伸
び
た
枝
の
頂
に
花
芽
を
つ
く
り
、
葉
芽
は
そ
の
ま
わ
り
に
一
～
三
個

あ
っ
て
、
小
さ
い
。
葉
は
枝
先
に
集
ま
っ
て
互
生
し
、
さ
か
さ
卵
形
、
ま
た
は
、
さ
か
さ
卵
状
の
楕
円
形
で
長
さ
三
～
五
秒
、
裏
面
の
表

面
や
へ
り
に
荒
い
毛
が
あ
っ
て
、
主
脈
上
に
は
伏
せ
た
長
さ
二

い
ば
か
り
の
平
た
い
ま
ば
ら
な
毛
が
あ
る
。
輪
生
状
に
小
枝
を
分
か
ち
、

高
さ
二

ぐ
ら
い
に
な
る
。
変
異
が
著
し
く
、
特
に
が
く
裂
片
は
短
い
。
葉
の
形
は
楕
円
形
ま
た
は
半
円
形
で
、
が
く
片
は
長
さ
一
～
三

ミ
の
も
の
を
ツ
リ
ガ
ネ
ツ
ツ
ジ

(
ア
ズ
マ
ツ
リ
ガ
ネ
ツ
ツ
ジ
)
と
呼
び
、
ま
た
、
花
冠
の
紫
色
が
濃
く
、
が
く
の
裂
片
が
短
く
、
へ
り
や
花

の
柄
、
葉
の
表
面
に
腺
に
な
ら
な
い
長
い
毛
が
密
生
す
る
型
を
ム
ラ
サ
キ
ツ
リ
ガ
ネ
ツ
ツ
ジ
と
呼
び
、
箱
根
山
に
産
す
る
。
ま
た
、
葉
の

表
面
に
全
く
毛
の
な
い
型
が
富
士
山
を
中
心
に
見
か
け
る
が
、
こ
れ
を
フ
ジ
ッ
リ
ガ
ネ
ッ
ツ
ジ
と
呼
ん
で
区
別
す
る
。

そ
の

他
、

花
が
黄
色
い
キ
バ
ナ
ツ
リ
ガ
ネ
ツ
ツ
ジ
が
あ
る
。

花
期
は
五
～
六
月
で
分
布
は
北
海

道 、
本
州
(
ウ
ラ
ジ
ロ
ヨ
ウ
ラ
ク
は
東
北

地
方
か
ら
中
部
地
方
ま
で
、
ツ
リ
ガ
ネ
ツ
ツ
ジ
は
東
北
地
方
の
南
部
か
ら
近
畿
地
方
ま
で
)
で

あ
る
。

似
た
種
類
に
花
冠
が
四
裂
し
、

雄
し
べ

が
八
本
あ
る
ゴ
ヨ
ウ
ザ
ン
ョ
ウ
ラ
ク
及
び
九
州
産
の
ヨ
ウ
ラ
ク
ツ
ツ
ジ
、

ウ
ス
ギ
ョ
ウ
ラ
ク
が

あ
る
。

a
)

r
a
(

e
s
)

0
イ
ボ
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
ボ
ク n i c

(
L
o

a i s
d
e
m d .R

e
h

ス
イ
カ
ズ
ラ

科
)

(
(
d
R

淡
黄
色
で
長
さ
一
三
"

-ば
か
り
の
二
唇
形
の
花
が
二
個
並
ん
で
そ
の
年
に
伸
び
た
枝
の
葉
え
き
に
咲
く
落
葉
低
木
で
、
深
山
の
樹
林
の

ヘ
リ
に
生
え
る
。

花
冠
は
外
面
に
や
や
長
い
毛
が
あ
っ
て
上
唇
が
浅
く
四
裂
し
、
下
方
の
一
片
は
広
い
線
形
で
長
さ
七
ミ
リ
前
後
、

雄
し
べ
は
花
冠
よ
り

少
し
短
く
、
花
糸
の
下
部
に
は
花
枝
と
共
に
短
毛
が
あ
っ
て
、

筒
部
が
短
く
、

長
さ
約
三
㍉
リ、

下
方
が
ふ
く
れ
る
。

子
房
は
双
生
し
、

腺
点
が
あ
る
。
小
包
は
卵
状
円
形
で
離
生
し
、
ほ
ぼ
子
房
と
同
長
、
包
は
線
形
で
子
房
よ
り
二
～
三
倍
長
く
、
小
包
と
と
も
に
長
毛
を
密



果実
イボタヒョウタンボクの イボタヒョウタンボク
果実

164 .

生
す
る
。
花
の
柄
は
長
さ
一
～
一
・
五
秒
、
短
毛
と
腺
と
が
あ
る
。
果
実
は
双
生
し
紅
色
に

熟
す
。
葉
は
柄
が

短
く
、
狭
い
さ
か
さ
卵
形
で
長
さ
二
～
三
秒
、

幅
七
～
一
二

"
、
先
が
に

ふ
く
と
が
り
、
も
と
の
方
が
く
さ
び
形
で
、
両
面
に
伏
せ
た
短
毛
が
や
や
密
生
し
、
裏
面
が

多
少
白
っ
ぽ
く
、

脈
の
上
に
、

開
出
す
る
長
毛
が
密
生
す
る
。
枝
が
細
く
密
に
枝
分
か
れ
し

て
繁
り
、
高
さ
二
が
ぐ
ら
い
に
な
る

。

花
期
五
～
六
月
、
分

布 、
本
州
中
部
(
秩
父
か
ら
山

梨 、
長
野
両

県 、
大
井
川
上

流
)
の
特

産
、

北
上
山
系
に
分
布
す
る
変
種
キ
タ
カ
ミ
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
ボ
クv a r .b o r e a l i s
H a r a & .

.M .
K i -

ihk u c
i
は
、
葉
の
長
さ
三
～
八
�
、
花
冠
の
長
さ
一
秒
～
一
、
六
り
あ
る
。-. ofi

似
た
種
類
に
葉
だ
け
の
場
合
は
岩
手
県
に
産
す
る
ヤ
ブ
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
ボ
ク

L d e r
l

n
il

.l i aM a x i mM
.
(
花
冠
は
紅
紫
色
で
五
裂
し
て
唇
形
と
な
ら
ず
雄
し
べ
が
花
外
に
つ
き
出
て
長
さ
十" "

前

後
、

タ
イ
プ
標
本
は
早
池
峰
山
産
)
に
近
く
、

そ
の
変

種
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。

高
山
帯
に

.
iamr oy a

生
え
る
コ
ゴ
メ
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
ボ
ク av

. nk
i ) O k u

(
M

a
i
n
o

a
a
は
八
ヶ
岳
、
立
科

okM(
山
及
び
赤
石
山
系
に
分
布
す
る
。

m
m
・

m u
u

.
. m

)
e
i
h

⑦
ヒ
メ
マ
イ
ズ
ル
ソ
ウ M a i a n t hM

m
mb i f o l

b
m( L
) FW . S cW

(
ユ
リ
科
)

マ
イ
ズ
ル
ソ
ウ
に
よ
く
似
て
い
る
が
、
葉
が
ふ
つ
う
、
や
や
長
目
で
あ
っ
て
、
葉
縁
の
細
胞
が
ゆ
が
ん
だ
三
角
状
の
卵
形
ま
た
は
、
や

や
毛
状
に
長
く
、

花
の
柄
が
糸
状
で
細
く
、
葉
の
裏
面
、
花
軸
な
ど
に
柱
状
の
毛
が
散
生
す
る
。
深
山
の
針
葉
樹
林
の
下
に
生
え
富
士
山

に
目
立
つ

。

r aa n a
n o (

(
( 3

シ
コ
ク
ス
ミ
レ V i o

(h i k o k i
s
h

aa k iM
(別
名
)
ハ
コ
ネ
ス
ミ
レ)

ス
ミ
レ
科
)

(s
M
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白
色
で
唇
弁
に
紫
の
す
じ
が
あ
る
無
茎
の
多
年
草
で
、
深
山
の
樹
林
の
下
に
生
え
る
。
花
弁
は
幅
が

狭
く
、
側
弁
に
毛
が
な
く
、
距
は
円
く
極
め
て
短
く
、
長
さ
二
～
三
㍉
リに
過
ぎ
な
い
。
花
は
葉
よ
り
高

い
長
い
柄
が
あ
っ
て
普
通
一
株
に
一
花
を
つ
け
、
根
茎
の
頂
か
ら
一
～
二

葉
を
の
ば
し
、
広
い
卵
形
で

長
さ
二
～
四
階
、
裏
面
の
脈
の
上
に
毛
が
散
生
す
る
。
根
茎
が
や
や
太
く
、
細
い
地
下
茎
が
長
く
地
中

を
は
っ
て
繁
殖
す
る
。

花
期
は
四
～
五
月
で
分
布
は
本
州
(
関
東
地
方
の
西
南
部
か
ら

西
)、

四
国
、

九
州

の
特
産
。

似
た
種
類
と
し
て
は
、
コ
ミ
ヤ
マ
ス
ミ
レ
、
ヒ
メ
ヤ
マ
ス
ミ
レ
、
ヒ
メ
ス
ミ
レ
サ
イ
シ
ン
な
ど
が
あ

る
。

和
名
は
そ
れ
ぞ
れ
最
初
の
発
見
地
、
四
国
(
高
知
県
)
及
び
箱
根
を
記
念
し
た
名
で
、
は
じ
め
別

々
の
種
類
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、

後
に
同
一
種
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
稀
品
で
あ
る
。

s
a
i(

)
r
l. )ac k

9
キ
ス
ミ
レ
(
別
名
)い
ち
げ
き
す
み
れ V i o

(
a i e n t

o
r

s x i m . ) . B e
(
M

a
ス
ミ
レ
科
)

M
(
o (

黄
色
い
花
が
咲
く
多
年
草
で
、
花
弁
は
長
さ
一
・
三
～
一
・
五
彩
、
側
弁
に
毛
が
あ
っ
て
、
距
が
短

く
、
さ
く
果
に
は
毛
が
な

い
。

根
生
葉
は
長
い
柄
が
あ
る
が
、

茎
の
上
部
の
葉
が
短
く
、
普
通
三
枚

で
、
や
や
接
近
し
、
ま
た
は
一
枚
だ
け
離
れ
て
つ
く
心

臓
状
の
卵
形
で
、
幅
三
～
四
秒
、
茎
は
直
立
し

高
さ
一
秒
～
一
・
五
残
、
葉
や
花
の
柄
と
共
に
紫
色
を
お
び
、
根
茎
は
直
立
す
る
。

花
期
は
四
～
五
月

で
、
世
界
的
分
布
は
日
本
及
び
朝
鮮
半
島
、

中
国
大
陸
に
わ
た
る
大
陸
系
の
植
物
で
、
日
本
で
は
産
地

が
ま
れ
で
あ
る
。
富
士
ヶ
嶺
を
中
心
に
し
た
富
士
山
麓
に
は
こ
れ
が
見
ら
れ
る
。

似
た
種
類
と
し
て
の
キ
バ
ナ
ノ
コ
バ

ノ
ツ
メ
は
側
弁
に
毛
が
あ
る

高
山
植
物
で
あ
る
。

オ
オ
バ
キ
ス

ミ
レ
は
葉
が
大
き
く
幅
五
～
一
〇
秒
、
北
海
道
か
ら
本
州
の
中
部
ま
で
の
高
山
(
北
地
で
は
山
麓
な
ど
)
に
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生
じ
根
茎
が
は
う
。
そ
の

他
、
北
海
道
の
高
山
に
は
葉
が
腎
臓
形
で
先
が
広
く
凹
み
、
縁
が
深
く
切
れ
こ
む
ジ
ン
ョ
ウ
キ
ス
ミ
レ
を
産
す
る
。

a
(

a
n
)

)
l
a
o

0
ヒ
ナ
ス
ミ
レ V i o

(a k e d
t
a k i nM

(ス
ミ
レ
科
)

1
(
t
M

桜
色
の
美
し
い
花
を
つ
け
る
ス
ミ
レ
で
富
士
山
麓
に
多
い
。
花
弁
は
長
さ
一
三

～
一
五
’㍉
、
側
弁
に
は
普
通
毛
が
な
く
、
距
は
円
筒
形

で
長
さ
七
’㍉
、
さ
く
果
は
長
さ
七
～
八
ミ
リ
で
毛
が
な
い
。
葉
は
細
長
い
卵
形
で
花
の
頃
の
も
の
は
長
さ
三
～
六
我
、
質
が
や
や
厚
く
、
表

面
は
淡
緑
色
で
裏
面
は
紫
色
を
帯
び
る
。

フ
ジ
ス
ミ
レ
の
一
型
と
す
る
見
解
が
あ
る
。

表
面
に
美
し
い
白
斑
が
出
る
も
の
を
フ
イ
リ
ヒ
ナ
ス
ミ
レ
と
呼
ん
で
区
別
す
る
。
花
期
は

四
～
五
月
、
分
布
は
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
で
あ
る
。
似
た
種
類
の
フ
ジ
ス
ミ
レ
は
関
東
地
方
の
北
部
に
産
し
、
葉
は
卵
形
で
葉
面
の
白

斑
が
美
し
い
。

富
士
山
に
見
ら
れ
る
。

a
s

)
i
s i
)

l
n
o

テ
バ
コ
モ
ミ
ジ
ガ
サ a c a(

C a k o et
b
k i n
(
M

a
(

et
(

()ok i n
(
キ
ク

科
)

aM
4
3

筒
状
花
か
ら
で
き
た
頭
花
が
円
錐
花
序
に
集
ま
っ
て
咲
く
多
年
草

で
、
山
中
の
や
や
湿
っ
た
樹
木
の
下
に
生
え
る
。
総
包
は
筒
形
で
五
～

n
o

六
個
の
小
花
を
囲
み
、
長
さ
六
ミ
リ、

幅
三
"
い
ば
か
り
、
狭
い
長
楕
円
形

で
先
が
に
ぶ
く
と
が
り
、
そ
う
果
は
長
さ
約
五
” ’
、
頂
に
長
さ
五
ミ
リば

か

り
の
白
い
冠
を
も
つ
頭
花
に
は
長
さ
一
～
二

ミ
リの

柄
が
あ
っ
て
、
や
や

横
向
き
に
咲
き
、
上
部
の
葉
は
柄
が
短
く
、
深
く
三
～
五
裂
し
、
中
部
の

も
の
は
手
の
平
状
に
深
く
五
～
七
裂
し
、
裂
片
は
長
楕
円
形
で
上
半
部

に
切
れ
こ
み
状
の
あ
ら
い
き
ょ
歯
が
あ
る
。
ま
た
、
裏
面
の
脈
が
著
し
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く
、

乾
け
ば
網
状
の
脈
ま
で
は
っ
き
り
す
る
。

茎
は
高
さ
八
形
に

な
り
、

直
立
し
白
色
の
細
長
い
地
下
茎
を
ひ
い
て
繁
殖
す
る
。

花
期
は
八
～
十
月
で
分
布
は
本
州
(
関
東
地
方
)
で

あ
る
。

大

室
山
に
多
い
。

)147
ブ
ナ
(
別
名
シ
ロ
ブ
ナ
、
ホ
ン
ブ
ナ
、
ソ
バ
グ
リ
)

(s
a
)

u
t

g
F

a n a
c
r
e
.B

I
(
ブ
ナ
科
)

(
c

深
山
に
生
え
る
落
葉
高
木
で
果
実
は
食
べ
ら
れ
る
。
日
本
列
島

に
お
い
て
は
、
用
途
が
広
い
重
要
林
木
の
一
つ
で
あ
る
。

雌
雄
同

株
で
、

雄
花
の
穂
は
黄
色
で
短
い
柄
が
あ
っ
て
、

新
し
い
枝
の
下

方
の
葉
え
き
か
ら
垂
れ
さ
が
り
、
が
く
は
鐘
形
で
浅
く
四
～
八
裂

し
、
雌
花
の
柄
は
や
や
短
く
、
新
し
い
枝
の
葉
え
き
に
つ
き
、
果
実
は
軟ら

か
な
と
げ
が
あ
る
。
広
い
卵
形
の
か
く
と
(
殻
斗
)
に
包
ま

れ
、
熟
し
て
四
裂
し
、
三
稜
が
あ
る
。
長
さ
一
五
㍉
ば
か
り
の
く
り
色
の
果
実
が
普
通
二
個
ず
つ
入
っ
て
い
る
。
葉
は
互
生
し
短
枝
で
は

枝
先
に
三
枝
前
後
や
や
接
近
し
て
つ
き
、
柄
が
短
く
少
し
毛
が
あ
り
、
う
す
い
革
質
の
ゆ
が
ん
だ
卵
形
ま
た
は
菱
状
楕
円
形
で
長
さ
五
～

八
�
、
へ
り
に
波
形
の
に
ぶ
い
き
ょ
歯
が
あ
り
、
は
じ
め
両
面
に
長
い
毛
が
あ
る
が
後
に
表
面
は
滑
ら
か
と
な
り
裏
面
の
脈
の
上
に
少
し

毛
が
残
り
、
側
脈
は
七
～
十
一
対
あ
る
。
枝
が
よ
く
茂
り
、

樹
皮
は
滑
ら
か
で
灰
白
色
を
お
び
、
白
ブ
ナ
の
別
名
が
あ
る
。
幹
は
直
立
し

高
さ
三
〇
が
、
直
径
一
・
五
燃
以
上
に
な
る
。
花
期
は
四
～
五
月
で
果
実
は
秋
に
熟
す
。
分
布
は
北
海
道
の
南
部
、
本
州
、
四
国
、
九
州

の
特
産
で
あ
る
。

似
た
種
類
に
イ
ヌ
ブ
ナ
が
あ
る
。
こ
れ
の
樹
皮
は
暗
灰
色
、

葉
は
裏
面
に
長
い
絹
毛
が
多
く
側
脈
は
一
〇
～
一
四
対
、
果
実
の
柄
が
細
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長
く
三
～
四
形
あ
り
、
ブ
ナ
よ
り
低
い
山
地
に
生
え
る
。
表
日
本
の
ブ
ナ
は
葉
が
小
型
ゆ
え
に
コ
バ
ブ
ナ
と
も
呼
ぶ
。

a
a

. (
)

i
h
)

1
4

ヒ
メ
シ
ャ
ラ
(
別
名
)
サ
ル
ナ
メ
リ t e w a r t

(
S
n a d e l pm

o
i e bS

, Z u c c&
(ツ
バ
キ

科
)

(
( S
m

白
い
径
二
・
五
彩
ば
か
り
の
五
弁
花
が
咲
く
落
葉
高
木
、
花
弁
は
さ
か
さ
卵
形
で
長
さ
一
・
五
秒
、
へ
り
に
ぎ
ざ
ぎ
ざ
が
あ
っ
て
、
裏

面
に
は
絹
毛
が
密
生
し
、

多
数
の
雄
し
べ
と
柱
頭
が
五
裂
す
る
花
柱
が
あ
り
、
子
房
に
は
白
く
て
長
い
毛
を
密
生
し
、
が
く
は
五
片
あ
っ

て
卵
形
で
、
長
さ
約
五
”
、
果
実
は
円
く
一
形
ば
か
り
く
ち
ば
し
状
で
五
稜
が
あ
り
、
種
子
は
さ
か
さ
卵
形
で
長
さ
約
五
” ’
、
狭
い
翼
が

あ
る

。

花
の
下
に
著
し
い
緑
色
の
二
枚
の
包
が
あ
っ
て
、
が
く
片
よ
り
長
く
一
～
一
・
五
形
、
花
は
そ
の
年
伸
び
た
枝
の
下
方
の
葉
え
き
か
ら

出
て
、
柄
の
長
さ
一
～
二
秒
、
葉
は
卵
状
の
楕
円
形
で
長
さ
四
～
六
秒
、
幅
二
～
三
秒
、
先
が
鋭
く
と
が
り
、
へ
り
に
は
低
い
き
ょ
歯
が

あ
る
。

裏
面
の
脈
え
き
の
白
い
毛
が
著
し
い
。
枝
が
赤
か
っ
色
を
お
び
、

細
く
よ
く
枝
分
か
れ
し
、
木
の
は
だ
が
な
め
ら
か
で
赤
黄
色
を
お
び

て
い
る
。

高
さ
二
〇
燃
以
上
に
な
る
。
花
期
は
六
～
八
月
で
、

分
布
は
本
州
(
関
東
地
方
か
ら
西
)
四
国
、
九
州
、

済
州
島
で
あ
る
。

似
た
種
類
の
ヒ
コ
サ
ン
ヒ
メ
シ
ャ
ラ
は
花
が
大
き
く
径
三
・
五
～
四
秒
、
が
く
片
は
長
さ
約
一
五
" ’
、
子
房
や
果
実
は
無
毛
。

xk i
m .

.t a
. )
) (

)
e o
i

r u l a
m
o

1
ク
ロ
ソ
ヨ
ゴ
(
別
名
)
ウ
シ
カ
バ I lg e rS

u
ia xM

m
. avi p e d u n c

l
o

g
a x i
(
M
k i nM

a
モ
ナ チ
ノ
キ
科
)

S
Ml o g

(
M

白
色
の
径
五
"
ば
か
り
の
四
～
五
弁
の
花
が
咲
く
ア
カ
ミ
ノ
イ
ヌ
ツ
ゲ
に
似
た
常
緑
の
小
高
木
で
、

本
州
か
ら
西
の
山
地
に
生
え
富
士

山
麓
青
木
ヶ
原
に
多
い
。
雌
雄
の
株
が
ち
が
い
、
雄
花
は
三
個
ば
か
り
集
ま
っ
て
咲
く
が
、
雌
花
は
一
個
で
長
さ
二
～
三
秒
の
柄
が
あ

り
、
果
実
は
球
形
で
径
七" "

ば
か
り
、
柄
が
た
れ
る
。
葉
は
革
質
の
卵
形
～
楕
円
形
に
と
が
り
長
さ
三
～
四
秒
、
幅
二
秒
前
後
、
上
半

部
の
へ
り
に
は
少
数
の
き
ょ
歯
が
あ
っ
て
、
基
部
が
円
く
表
面
に
光
沢
が
あ
る
。
長
さ
五
形
ば
か
り
の
柄
が
あ
る
。
枝
が
細
く
密
に
枝
分

か
れ
し
て
、

高
さ
四
が
ぐ
ら
い
に
な
る
。
花
期
は
六
～
七

月
、

分
布
は
本
州
(
東
海
地
方
よ
り
西
)
四

国、
九
州
で
あ
る
。
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)
4 2

( 1
オ
オ
シ
ラ
ビ
ソ
(
別
名
)
ア
オ
モ
リ
ト
ド
マ
ツ
、

オ
オ
リ
ュ
ウ

セ
ン

(
A
b
i
e
s
m
a
r
i
e
s
i
i
M
a
s
t
.
)
(
マ
ツ

科)

暗
紫
色
の
楕
円
形
～
卵
状
楕
円
形
で
長
さ
六
～
一
〇
秒
、

幅
三
～
四

型
の
直
立
す
る
柄
の
な
い
球
果
を
つ
け
る
常
緑
高
木
で
、

高
山
帯
の
二

〇 ○
〇
〇 ○
所
以
上
の
森
林
限
界
ま
で
生
育
す
る
。
球
果
の
り
ん
片
は
扇
形

0

く
さ
び
形
の
柄
が
あ
り
、

露
出
す
る
部
分
は
青
紫
、
他
は
黄
か
褐
色
の

軟
毛
が
あ
る
。
包
り
ん
は
く
さ
び
形
で
長
さ
約
九
ミ

』、
先
が
円
く
、
へ

り
に
細
か
い
き
ょ
歯
が
あ
る
。

種
子
は
く
さ
び
形
で
長
さ
六
ミ
、
翼
は
広
い
く
さ
び
形
で
長
さ
約
八

√
く

0
0

ミ
、
種
子
よ
り
長

い
。
葉
は
線
形
で
球
果
を
つ
け
る
枝
の
も
の
は
長
さ

一
・
五
秒
、

幅
二
・
五
ミ
リ
前

後
、

先
が
わ
ず
か
に
凹
み
表
面
は
濃
い
緑

色
で
中
央
の
脈
が
凹
む
。

樹
脂
溝
は
左
右
の

両
端
に
近
い
下
表
に
存
在
す
る
(
シ
ラ
ビ
ソ
で
は
樹
脂
溝
が
葉
肉
内
に
あ
る
) 。

小
枝
に
は
か
っ
色
の
短
毛
が
密
生
し
、

枯
れ
て
も
葉
は
脱
落
し
な
い
。

樹
皮
は
灰
色
を
帯
び
、

滑
ら
か
で
あ
る
。
樹
冠
は
円
錐
形
で
、

幹
の
直
径
八
〇
秒
、

高
さ
二
五
秒
ぐ
ら
い
に
な
る
。
花
期
は
五
～
六
月
で
分
布
は
本
州
(
八
甲
田
山
か
ら

南)
静
岡
県
の
大
井
川
上
流
、
加

賀
の
白
山
ま
で
の

特
産
。

似
た
種
類
の
シ
ラ
ベ
の
葉
は
や
や
長
く
、
一
・
五
～
二
秒
(
球
果
を
つ
け
る
枝
)、
左
右
に
や
や
二
列
に
規
則
正
し
く
並
び
、
上
面
か
ら
茎

を
は
っ
き
り
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
球
果
の
包
り
ん
が
り
ん
片
よ
り
長
く
、
先
の
方
が
つ
き
出
て
そ
り
返
る
。
オ
オ
シ
ラ
ビ
ソ
の

葉
は
左
右
、
二
列
に
な
ら
ば
ず
、
や
や
短
い
葉
が
枝
の
上
面
を
お
お
っ
て
い
る
の
で
上
か
ら
は
茎
が
見
え
な
い
。
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0 )1
ウ
ラ
ジ
ロ
モ
ミ
(
別
名
)
ダ
ケ
モ
ミ
、
ニ
ッ
コ
ウ
モ
ミ b i e s

(
A o l e p i s

h
m
e b .
s

i

t
e c c . ) (Z

u
マ
ツ
科
)

h o
s
Z

青
紫
色
の
長
楕
円
状
柱
形
の
球
果
が
上
向
き
に
つ
く
モ
ミ
に
似
た
常
緑
の
高
木
で
、
一
〇
〇
〇
～
二
〇
〇
〇

の
高
山
に
生
え
る
。
球

果
は
柄
が
な
く
長
さ
八
～
十
二
秒
、
径
四
形
、
り
ん
片
は
扇
形
で
幅
二
～
二
・
五
秒
、
包
り
ん
は
や
や
く
さ
び
形
で
先
端
は
凸
形
を
な

し
、
へ
り
に
細
か
い
き
ょ
歯
が
あ
っ
て
長
さ
約
一
秒
、
外
か
ら
は
り
ん
片
に
か
く
れ
て
見
え
な
い
。
種
子
は
く
さ
び
形
で
先
端
は
凸
形
を

な
し
、
へ
り
に
細
か
に
き
ょ
歯
が
あ
っ
て
、
長
さ
約
一
秒
、
外
か
ら
は
り
ん
片
に
か
く
れ
て
見
え
な
い
。
種
子
は
く
さ
び
形
で
長
さ
八
ミ
リ

ば
か
り
、
葉
は
線
形
で
長
さ
一
・
五
～
二
・
五
’㍉
、
幅
二
"㍉
前
後
、
裏
面
に
は
白
色
を
し
た
二
条
の
気
孔
帯
が
あ
っ
て
、
球
果
を
つ
け
る

枝
の
葉
は
先
が
丸
い
か
、
少
し
若
木
の
も
の
は
先
が
と
が
る
。
冬
芽
は
円
錐
形
で
樹
脂
を
か
ぶ
り
、
若
枝
に
は
毛
が
な
く
光
沢
が
あ
り
、

横
枝
が
太
く
水
平
に
開
出
し
、

樹
冠
は
卵
状
と
な
る
。
樹
皮
は
灰
か
っ
色
を
帯
び
、
り
ん
片
状
に
さ
け
、

高
さ
三
〇
材
、
直
径
一
緒
、
と

き
に
二
版
に
及
ぶ
大
木
が
あ
る
。

花
期
は
五
～
六
月
で
(
種
子
は
十
月
に
熟

す)
分
布
は
本
州
(
中
部
)
お
よ
び
四
国
(
高
山)

の
特
産
で
あ
る
。
似
た
種
類
に
モ
ミ
、
シ
ラ

べ
な
ど
が
あ
る
。

)
e a
t a
b .

t . )
r .

( 17/
ハ
リ
モ
ミ
(
別
名
)
バ
ラ
モ
ミ
、
ト
ラ
ノ
オ
モ
ミ P i c

ap o l i
a
(S i e

eZ u c cZ
G a r
G

.(
マ
ツ
科
)

緑
色
で
後
に
か
っ
色
に
成
熟
す
る
長
さ
七
～
一
二
秒
、

径
三
・
五
形
の
卵
状
楕
円
形
の
球
果
が
枝
先
に
た
れ
る
常
緑
の
高
木
で
、
高
度

八
〇
〇
～
一
六
〇
〇
メ
の
山
中
に
生
え
る
。

球
果
は
柄
が
な
く
、
り
ん
片
は
さ
か
さ
卵
状
円
形
で
長
さ
二
階
、
幅
一
・
七
ゃ
あ
ま
り
、

密
に
瓦
状
に
か
さ
な
り
、
先
端
部
が
反
曲
し
な
い
。

種
子
は
黒
か
っ
色
で
長
さ
六
"”
、

翼
は
長
さ
一
三
～
一
五
’㍉
、

種
子
の
片
面
に
つ

く
。
葉
は
太
い
針
状
で
か
た
く
、
や
や
わ
ん
曲
し
、
先
が
鋭
く
と
が
り
、
長
さ
二
秒
前
後
、
幅
二
～
二
・
五
『

’、
断
面
は
四
角
形
で
四
面

に
気
孔
帯
が
あ
る
。
一
年
生
の
枝
は
太
く
、
黄
か
っ
色
を
お
び
光
沢
が
あ
り
毛
が
な
く
、
冬
芽
は
円
錐
形
で
樹
脂
に
お
お
わ
れ
、
著
し
く

ね
ば
る
。
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枝
が
や
や
水
平
に
開
出
し
、
円
錐
形
～
鐘
形
の
樹
冠
を
つ
く
る
。
樹
皮
は
灰
か

っ
色
で
薄
く
、
り
ん

片
状
に
は
げ
、

幹
は
直
立
し
高
さ
三
〇
ぶ
直
径
一
緒
ぐ
ら
い
に
な
る
。
花
期
は
六

月
(
球
果
は
十
月
に

熟
す
)
で
分
布
は
本
州
(
東
北
地
方
の
南
部
か
ら
西
)、

四
国
、

九
州
の
特
産
。

富
士
山
麓
山
中
の
ハ
リ
モ

ミ
の
純
林
は
そ
の
規
模
が
大
き
い
こ
と
で

有
名
で
あ
る
。

ハ
リ
モ
ミ
に
似
た
種
類
に
ヒ
メ
バ
ラ
モ
ミ
、
マ
ツ
ハ
ダ
、
ヤ
ツ
ガ
タ
ケ
ト
ウ
ヒ
、
ヒ
メ
マ
ツ
ハ
ダ
、

エ
ゾ

マ
ツ
、

ト
ウ
ヒ
、

マ
ツ
ハ
ダ
、

シ
ラ
ネ
マ
ツ
ハ
ダ
、
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
な
ど
が
あ
る
。

青
木
ヶ
原
に

も
ハ
リ
モ
ミ
が
多
い
。

注
目
す
べ
き
植
物
と
し
て
は
、
ム
ラ
サ
キ
モ
メ
ン
ジ
ル
、
フ
ジ
ハ
タ
ザ
オ
、
ア
オ
キ
ガ
ハ
ラ
ウ
サ
ギ

シ
ダ
、
フ
ジ
テ
ン
ニ
ン
ソ
ウ
、
タ
カ
ネ
ヨ
モ
ギ
、
フ
ガ
ク
ス
ズ
ム
シ
ソ
ウ
、
ダ
ン
ナ
イ
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
、

フ
カ
ギ
レ
ホ
タ
ル
ブ
ク
ロ
な
ど
に
つ
い
て
も
ふ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
ま
た
の
機
会
に
ゆ
ず
る
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
こ
の
報
告

文
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
奥
山
春
季
先
生
の
ご
著
書
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
、
末
尾
な
が
ら
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
て
お

き
た
い
と
思
う
。

(
植

松
春

雄
)

第
二

節
鳴
沢
村
の
き
の
こ

は
じ
め
に

鳴
沢
村
は
北
の
足
和
田
山
か
ら
、
南
は
雄
大
な
富
士
山
ま
で
の
広
い
地
域
に
位
置
す
る
の
で
、
ま
さ
に
日
本
の
き
の
こ
の
宝
庫
と
い
わ

れ
て
い
る
。
だ
が
日
本
で
は
、
き
の
こ
に
関
す
る
研
究
が
他
の
部
門
よ
り
は
だ
い
ぶ
遅
れ
て
い
る
た
め
、
ま
だ
和
名
の
な
い
も
の
も
た
く
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さ
ん
あ
る

。

こ
の
き
の
こ
は
、
い
ま
健
康
食
品
と
し
て
、

私
た
ち
の
食
生
活
に
深
く
か
か
わ
り
あ
い
を
持
っ
て
い
る
が
、

毒
き
の
こ
で
中
毒
す
る
例

も
多
く
あ
る
。
こ
れ
ら
は
ち
ょ
っ
と
し
た
見
分
け
方
を
お
ぼ
え
る
こ
と
に
よ
り
大
半
は
防
げ
る
は
ず
で
あ
る
。
現
在
日
本
で
知
ら
れ
て
い

る
毒
き
の
こ
は
三
十
数
種
類
で
あ
る
が
、

そ
の
う
ち
生
命
に
か
か
わ
る
よ
う
な
種
は
十
種
類
余
り
で
あ
る
。
最
近
は
き
の
こ
の
図
鑑
も
た

く
さ
ん
書
店
に
で
て
い
る
の
で
、
一
家
に
一
冊
は
そ
な
え
て
お
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

本
文
の
リ
ス
ト
は
日
本
菌
学
会
が
富
士
北
麓
で
、

昭
和
五
十
六
年
十
月
六
日
と
、

同
五
十
七
年
九
月
十
七
日
の
二

回
に
わ
た
り
調
査
し

た
も
の
を
主
に
し
て
あ
る
が
、

調
査
の
季
節
や
場
所
を
変
え
る
と
ま
だ
た
く
さ
ん
の

種
類
が
見
つ
か
る
と
思
う
。

本
文
を
書
く
に
当
た
り
山
梨
県
林
業
技
術
セ
ン
タ
ー
試
験
研
究
部
の
柴
田
尚
氏
に
は
、

特
に
貴
重
な
資
料
や
ご
助
言
を
い
た
だ
い
た
。

和
名
や
分
類
な
ど
に
つ
い
て
は
、

元
日
本
菌
学
会
会
長
の
今
関
六
也
先
生
に
大
変
ご
多
忙
の
と
こ
ろ
、
お
目
を
通
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
い

た
だ
い
た
。

鳴
沢
村
産
高
等
菌
類
(
き
の
こ
)

富
士
山
の
森
林
は
、

標
高
一
千
燐
前
後
の
ア
カ
マ
ツ

林、
一
千
四
百
脳
前
後
の
シ
ラ
カ
バ
・
ブ
ナ
林
、
二

千
燃
前
後
の
シ

ラ
ベ
・
コ
メ

ツ
ガ
・
カ
ラ
マ
ツ
林
、
二
千
三
百

前
後
の
カ
ラ
マ
ツ
・
ダ
ケ
カ
ン
バ
林
に
代
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
樹
木
の
影
響
を
う
け
て
、
そ

こ
に
発
生
す
る
高
等
菌
類
、
い
わ
ゆ
る
き
の
こ
の
種
類
も
豊
富
で
あ
る
。
以
下
、
村
内
で
み
ら
れ
る
主
な
き
の
こ
を
発
生
地
の
樹
種
別
に

挙
げ
る
。

ア
カ
マ
ツ
林
・
オ
オ
サ
ク
ラ
シ
メ
ジ
・
ド
ク
ツ
ル
タ
ケ
・
キ
シ
メ
ジ
・
マ
ツ
タ
ケ
・
ア
イ
シ
メ
ジ
・
キ
ア
ブ
ラ
シ
メ
ジ
・
カ
ワ
リ
ハ
ツ
・

ド
ク
ベ
ニ
タ
ケ
・
シ
ロ
ハ
ツ
・
ク
ロ
ハ
ツ
・
ハ
ツ
タ
ケ
・
ツ
チ
カ
ブ
リ
モ
ド
キ
・
キ
チ
チ
タ
ケ
・
オ
ウ
ギ
タ
ケ
・
ア
ミ
タ
ケ
・
ウ
ス
タ
ケ

な
ど

。
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ヒトヨタケ
ベニテングタケ

ジ
・

ジ タ マ
ケ

ン
タ
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シ
ラ
カ
バ
林
・
ベ
ニ
テ
ン
グ
タ
ケ
・
ヤ
マ
イ
グ

チ
な
ど
。

ブ
ナ

林
・
ド

ク
ツ

ル
タ

ケ
・

ツ
キ

ヨ
タ
ケ

・
ム
キ

タ
ケ
・

ク
リ
タ
ケ

・
ニ

カ
ク

リ
タ

ケ
・
ナ
メ
コ
・
ヌ
メ
リ
ス
ギ
タ
ケ
・
ツ
チ
カ
ブ

リ
・
ヤ
マ
ド

リ
タ

ケ
・
ヤ

マ
ブ
シ
タ

ケ
・
ブ
ナ
ハ
リ
タ
ケ
な
ど
。

シ
ラ
ベ
林

・
ド
ク
ツ

ル
タ
ケ
・
ベ

ニ
テ
ン
グ
タ
ケ
・
ア
イ
シ

メ
ジ

・
ヌ

メ
リ

サ
ガサ

ダタ

ケ
・
シ

ョ
ウ
ゲ
ン
ジ

・
コ
ゲ
イ
ロ
ハ
ツ
タ
ケ

・
カ

ワ
リ

ハ
ツ

・
ド

ク
ベ
ニ
タ
ケ

・
チ
シ

オ
ハ
ツ
・
キ
チ
チ
タ
ケ
・
カ
ラ
マ
ツ
ベ
ニ
ハ
ナ
イ
グ
チ
・
ウ
ス
タ
ケ
・
フ
ジ
ウ

ス
ダ

ケ
・

ホ
ウ
キ
タ
ケ
な
ど
。

カ
ラ
マ
ツ
林
・
キ
ヌ
メ
リ
ガ
サ
・
オ
ト
メ
ノ
カ
サ
・
ホ
テ
イ
シ
メ
ジ
・
カ
ラ
マ
ツ
ベ

ニ
ハ
ナ
イ
グ
チ
・
ア
ミ
ハ
ナ
イ
グ
チ
・
ハ
ナ
イ
グ
チ
・
シ
ロ
ヌ
メ
リ
イ
グ
チ
・
カ
ラ
マ

ツ
チ
チ
タ
ケ
な
ど
。

ダ
ケ
カ
ン
バ
林
・
ヤ
マ
イ
グ
チ
・
カ
ン
バ

タ
ケ
な
ど
で
あ
る
。

村
内
で
み
ら
れ
る
主
な
毒
き
の
こ

村
内
で
多
く
み
ら
れ
る
毒
き
の
こ
は
、
カ
キ
シ
メ
ジ
・
ツ
キ
ヨ
タ
ケ
・
ニ
ガ
ク
リ
タ

ケ
・
ド
ク

ル
タ
ケ
な
ど と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
以
外
に
も
ハ
ナ
ホ
ウ
キ
タ
ケ
・
ク
サ
ウ
ラ

ベベ
ニ
タ
ケ
・
ベ
ニ
テ
ン
グ
タ
ケ
・
テ
ン
グ
タ
ケ
な
ど
も
比
較
的
に
発
生
量
が
多
い
。
ま

た
、
フ
ジ
ウ
ス
タ
ケ
の
よ
う
に
、
人
に
よ
っ
て
は
中
毒
を
起
こ
す
き
の
こ
や
、
ホ
テ
イ

シ
メ
ジ
(
地
方
名
・
ち
ょ
こ
た
け) ・

ヒ
ト
ヨ
タ
ケ
な
ど
の
よ
う
に
ア
ル
コ
ー
ル
類
と
一



ツキヨタケ

‒-176‒‒‒

緒
に

食
べ
る
と
中
毒
症
状
の
み
ら
れ
る
き
の
こ
も
あ
る
。
次
に
主
な
毒
き
の
こ
を
紹
介
す
る
。

カ
キ
シ
メ
ジ
・
秋
に
ブ
ナ
林
、
雑
木
林
、
松
の
交
じ
っ
た
雑
木
林
な
ど
の
林
内
地
上
に
群
生
す
る
。
食
用
の
チ
ャ
ナ
メ
ツ
ム
タ
ケ
(
地
方
名

く
り
た
け
、
ご
み
っ
か
ぶ
り
な
ど
と
呼
ん
で
い
る
)
と
誤
食
さ
れ
る
場
合
が
多
く
、
富
士
北
麓
地
域
で
の
中
毒
例
は
多
い
。

両
者
を
区
別
す
る
要
点
は
、
カ
キ
シ
メ
ジ
の
ヒ
ダ
は
白
色
で
、
古
く
な
る
と
褐
色
の
シ
ミ
が
で
る
の
に
対
し
、
チ
ャ
ナ
メ
ツ
ム
タ
ケ
の

ヒ
ダ
は
若
い
う
ち
は
白
色
だ
が
、
古
く
な
る
と
全
体
が
一
様
に
黄
土
色
に
な
る
点
で
あ
る
。
カ
キ
シ

メ
ジ
の
中
毒
症
状
は
激
し
い
下
痢
と

お
ら
吐
、
腹
痛
・
悪
寒
・
脱

・

力
感
な
ど
で
、
こ
れ
ら
の
症
状
が
人
に
よ
っ
て
数
日
間
続
く
こ
と
も
あ
る
。

ツ
キ
ヨ
タ
ケ・ (

地
方
名
ひ
か
り
)
は
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
主
に
ブ
ナ
の
倒
木
や
立
ち
枯
れ
に
、

重
な
り
あ
っ
て
群
生
す
る
。
食
用
の
ム

キ
タ
ケ
(
地
方
名
・
か
わ
ふ
き
・
か
わ
む
き
)
に
似
て
い
る
が
、
見
分
け
方
は
裂
い
て
み
れ
ば
、

茎
の
つ
け
根
に
黒
紫
色
の
シ
ミ
が
あ
る
。

こ
れ
が
他
の
き
の
こ
に
は
な
い
一
番
の
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、
夜
に
は
ヒ
ダ
が
光
る
の
で
、
地
方
名
で
ひ
か
り
と
い
わ
れ
て
い
る
。
中
毒

症
状
は
激
し
い
お
う
吐
・
下
痢
・
腹
痛
・
と
き
に
は
幻
覚
症
状
も
あ
る
。

ニ
ガ
ク
リ
タ
ケ
・
晩
春
か
ら
秋
に
か
け
て
各

種
の
倒
木
や
切
り
株
上
に
群
生
す
る
。

食
用
の
ク
リ
タ
ケ
に
似
て
い
る
が
、

一
切
れ
を
か

ん
で
み
る
と
、
と
て
も
に
が
い
の
で
す
ぐ
わ
か
る
。
ど
ん
な
毒
き
の
こ
で
も
、

こ
れ
く
ら
い
な
ら
全
然
毒
に
は
な
ら
な
い
。
こ
の
き
の
こ
の
毒
性
は
猛
毒
で
、

激
し
い
お
う
吐
や
下
痢
、
悪
寒
、
け
い
れ
ん
な
ど
を
併
発
、
重
症
で
は
死
亡
例

も
あ
る
。

ド
ク
ツ
ル
タ
ケ
・
夏
か
ら
秋
雑
木
林
や
各
種
針
葉
樹
林
内
の
地
上
に

発
生
す

る
。
こ
れ
も
猛
毒
で
、
色
は
白
色
で
表
面
は
絹
の
よ
う
な
光
沢
が
あ
り
、
根
元

に
は
や
は
り
白
い
ツ
ボ
が
あ
り
、

ま
た
、

茎
に
も
ツ
バ

が
あ
る
。
テ
ン
グ
タ
ケ
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の
仲
間
で
こ
の
よ
う
な
き
の
こ
は
絶
対
に
食
べ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
中
毒
症
状
は
、

食
後
四
～
八
時
間
で
は
じ
ま
り
、

激
し
い
下
痢
や
お

う
吐
の
あ
と
脱
水
症
状
に
な
り
、

や
が
て

死
亡
す
る
。

き
の
こ
の
地
方
名

2

名
地

方
名

ア
カ
モ
ミ

タ
ケ

あ
か
は
つ
た
け
、

は
つ
た
け

ア
ミ
ガ
サ
タ
ケ

み
そ
ぬ
す
っ
と
、
み
そ
た
お
し

ア
ミ
タ
ケ

も
じ
、
あ
み
じ
こ
う

ア
ミ

ハ
ナ
イ
グ
チ

か
ら
ま
つ
じ
こ
う

イ
ヌ
ム
ラ
サ
キ
シ
メ
ジ

む
ら
さ
き
し
め
じ

ウ
ス
タ
ケ

ら
っ
ぱ
た
け

ウ
ラ
ベ

ニ
ホ
テ
イ
シ
メ
ジ

だ
い
こ
く
し
め
じ
、
う
す
ず
み

エ
ノ
キ
タ
ケ

ゆ
き
わ
り

エ
ブ
リ

コ
い
ぶ
き
こ

オ
オ
サ
ク
ラ
シ
メ
ジ

み
ね
ご
し
、
さ
く
ら
じ
こ
う

オ
オ
ツ
ガ
タ
ケ

あ
ぶ
ら
ぼ
う

オ
オ
モ
ミ

タ
ケ

さ
ま
つ

カ
ノ
シ

タ
ぬ
の
び

き

カ
ワ
ラ

タ
ケ

さ
る
た
け

キ
シ
メ
ジ

き
ん
し
め
じ
、

き
い
し
め
じ

キ
ツ
ネ
ノ
チ
ャ
ブ
ク

ロ
ほ
こ
り
、

き
つ
ね
の
ち
ゃ
ん
ぶ
く
ろ
、
き
つ
ね
の
だ
ん
ご

キ
ハ

ツ
ダ

ケ
は
っ
た
け

キ
ヌ
メ
リ
ガ
サ

こ
ん
き
た
け
、

か
ら
ま
つ
た
け
、
か
ら
ま
つ
し
め
じ
、
ご
み
っ
か
ぶ
り

ク
リ

タ
ケ

あ
か
ん
ぼ
う
、
や
ま
ど
り
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ク
ロ

カ
ワ

く
ろ
っ
と
、
ゆ
の
は
な

シ
モ
フ
リ
シ
メ
ジ

し
も
っ
ぷ
り

シ
ョ
ウ
ゲ
ン
ジ

し
ろ
ん
ぼ
う
、

お
お
つ
が
、
こ
む
そ
う

シ
ロ
ハ
ツ

ぬ
の
び
き

シ
ロ
ヌ
メ
リ
ガ
サ

か
ら
ま
つ
じ
こ
う
、
し
ろ
じ
こ
う

タ
ヌ
キ
ノ
チ
ャ
ブ
ク
ロ

た
ぬ
き
の
ち
ゃ
ん
ぶ
く
ろ
、
ほ
こ
り

チ
チ
ア
ワ
タ
ケ

あ
み
じ
こ
う
、
う
ら
む
き

チ
ャ
ナ
メ
ツ
ム
タ
ケ

く
り
た
け
、
ご
み
っ
か
ぶ
り
、
い
っ
ぽ
ん
く
り
た
け

ツ
キ
ヨ
タ
ケ

ひ
か
り
、
く
ま
べ
ら

ツ
バ
ア
ブ
ラ
シ
メ
ジ

ぬ
め
り
ん
ぼ
う
、

あ
め
ん
ぼ
う

ツ
チ
グ

リ
き
つ
ね
の
だ
ん
ご

ナ
ラ
タ
ケ

あ
し
な
が
、
つ
つ
え
、
つ
つ
い
、
つ
ち
い

ヌ
メ
リ
イ
グ
チ

じ
こ
う
ぼ
う
、
あ
み
じ
こ
う
、
う
ら
む
き

ヌ
メ
リ
サ
サ
タ
ケ

ぬ
め
り
ん
ぼ
う
、

あ
め
ん
ぼ
う

ヌ
メ
リ

ス
ギ
タ
ケ

な
め
た
け
、
あ
ぶ
ら
た
け

ハ
ツ
タ
ケ

ろ
く
し
ょ
う
た
け

ハ
ナ
イ
グ
チ

じ
こ
う
ぼ
う
、
か
ら
ま
つ
じ
こ
う
、
あ
み
じ
こ
う
、
う
ら
む
き

ハ
ナ
ビ
ラ
タ
ケ

か
ん
な
っ
く
ず
、

か
み
な
り
た
け

ヒ
ラ
タ
ケ

く
ろ
ふ
さ
、
う
す
ず
み

ブ
ナ
ハ
リ
タ
ケ

ね
こ
じ
た

ホ
ウ
キ
タ
ケ

ねず
み
た
け

ホ
テ
イ
シ
メ
ジ

ち
ょ
こ
た
け
、
ぬ
の
び
き

マ
ス
タ
ケ

む
せ
っ
た

ム
キ
タ
ケ

か
わ
ふ
き
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不
明

あ
お
え

だ
る
ま
た
け

ふ
じ
た
け

ゆ
う
れ
い

1 1
い
と
こ
ま
つ

高
等
菌
類
目
録

1
、

担
子
菌
類

ウ
ス
タ
ケ

ク
ジ
ラ
タ
ケ

イ
、

膠
質
菌
類

ウ
ツ
ギ
ノ
サ
ル
ノ
コ
シ
カ
ケ

ク
ロ
カ
ワ

ア
カ
キ
ク

ラ
ゲ

エ
ゴ
ノ
キ
タ
ケ

ク
ロ
ハ
リ
タ
ケ

キ
ク
ラ

ゲ
エ
ブ
リ
コ

ク
ロ
ラ
ッ
パ
タ
ケ

ツ
ノ
マ
タ
タ
ケ

オ
ツ

ネ
ン

タ
ケ
モ
ド
キ

ケ
ア
シ
ホ
ウ
キ
タ
ケ

ニ
カ
ワ
ジ
ョ
ウ
ゴ

タ
ケ

カ
カ
イ
ガ
ラ

タ
ケ

ケ
ロ
ウ
ジ

ニ
カ
ワ

タ
ケ

カ
イ

メ
ン

タ
ケ

サ
ザ
イ
モ
ク
タ
ケ

ニ
カ
ワ
ハ
リ
タ
ケ

カ
ノ
シ

タ
サ
ク
ラ
サ
ル
ノ
コ
シ
カ
ケ

ニ
カ
ワ

ホ
ウ
キ
タ
ケ

カ
ベ
ン
タ
ケ

サ
ジ

タ
ケ

ム
カ
シ
オ
オ
ミ

ダ
レ
タ
ケ

カ
レ
エ

ダ
タ
ケ

サ
ン
ゴ
ハ
リ
タ
ケ

ロ
、
ヒ
ダ
ナ
シ
タ
ケ
類

カ
ワ

ラ
タ
ケ

シ
シ
タ
ケ

ア
ア
オ
ゾ
メ
タ
ケ

カ
ン
バ
タ
ケ

シ
ハ

イ
タ

ケ

ア
シ
グ
ロ
タ
ケ

キ
ア

シ
グ
ロ

タ
ケ

シ
ミ
ガ
タ
セ
ン
ベ
イ
ダ
ケ

ア
ナ
タ
ケ

キ
ウ
ロ
コ
タ
ケ

シ
ミ

タ
ケ

ア
ラ
ゲ

カ
ワ
ラ

タ
ケ

キ
チ
リ
メ
ン
タ
ケ

シ
ュ
タ
ケ

ア
ラ
ゲ
カ
ワ
ラ
タ
ケ

モ
ド

キ
キ
ホ
ウ
キ
タ
ケ

シ
ロ
カ
イ
メ
ン
タ
ケ

ア
ン
ズ
タ
ケ

キ
ン
イ
ロ
ア
ナ
タ
ケ

シ
ロ
カ
ノ
シ
タ
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シ
ロ
ヒ
メ
ホ
ウ
キ
タ
ケ

ヒ
イ
ロ
ハ
リ
タ
ケ

ア
イ
バ
シ
ロ
ハ
ツ
タ
ケ

ス
ミ
レ

ウ
ロ
コ
タ
ケ

ビ
ス
ケ
ッ
ト
タ
ケ

ア
カ
ア
ザ
タ
ケ

ス
リ
コ
ギ
タ
ケ

ヒ
メ
シ
ロ
ア
ミ
タ
ケ

ア
カ
ジ
コ
ウ

タ
チ

ウ
ロ
コ
タ
ケ

フ
ジ

ウ
ス
タ
ケ

ア
カ
タ
ケ

チ
ウ
ロ
コ
タ
ケ
モ
ド
キ

ブ
ナ
ハ
リ
タ
ケ

ア
カ
チ
シ
オ
タ
ケ

チ
ャ

ウ
ロ
コ
タ

ケ
ベ
ッ
コ
ウ
タ
ケ

ア
カ
ツ
ム
タ
ケ

チ
ャ
カ

イ
ガ
ラ
タ
ケ

ヘ
ビ
ア
ミ

タ
ケ

ア
カ
ヌ
マ
ベ
ニ
タ
ケ

チ
ャ
ハ
リ
タ
ケ

ホ
ウ
キ
タ
ケ

ア
カ
ネ
タ
ケ

チ
ャ
ホ

ウ
キ
タ
ケ

マ
マ
ス
タ
ケ

ア
カ
ハ
ツ

ツ
ガ
サ
ル
ノ
コ
シ
カ
ケ

マ
ツ
ノ
ウ
ロ
コ
タ
ケ

ア
カ
ハ
テ
ン
グ
タ
ケ

ツ
リ
ガ
ネ
タ
ケ

マ
ツ
ノ

カ
タ
ワ
タ
ケ

ア
カ
ヒ
ダ
サ
サ
タ
ケ

ト
キ
イ
ロ
ラ
ッ
パ

タ
ケ

ミ
イ
ロ
ア
ミ
タ
ケ

ア
カ
モ
ミ
タ
ケ

ト
ド
マ
ツ
オ
オ
ウ
ロ
コ
タ
ケ

ミ
ヤ
ベ
オ
オ
ウ
ロ
コ
タ
ケ

ア
カ
ヤ
マ
タ
ケ

ナ
ミ
ダ
タ
ケ

ミ
ヤ
マ
シ
ロ
ア
ミ
タ
ケ

ア
キ
ヤ
マ
タ
ケ

ニ
オ
イ
ハ
リ
タ
ケ

モ
ミ

サ
ル
ノ
コ
シ
カ
ケ

ア
ケ
ボ
ノ
サ
ク
ラ
シ
メ
ジ

・
ニ
オ
イ
ハ
リ
タ
ケ
モ
ド
キ

ヤ
ヤ
キ
フ
タ
ケ

ア
ケ
ボ
ノ
ア
ワ

タ
ケ

ニ
ク
ウ
ス
バ

タ
ケ

ヤ
ケ
イ

ロ
タ
ケ

ア
シ
ナ
ガ
タ
ケ

ニ
セ
カ
イ
メ
ン
タ
ケ

ヤ
ニ

タ
ケ

ア
シ
ベ
ニ
イ
グ
チ

ニ
ッ
ケ
イ
タ
ケ

ヤ
マ
ブ

シ
タ
ケ

ア
シ
ボ
ソ
ク
リ
タ
ケ

ネ
ン
ド
タ
ケ

ラ N
レ
ン
ガ
タ
ケ

ア
セ
タ
ケ

ハ
ハ
ナ
ビ
ラ
タ
ケ

八
、
ハ

ラ
タ
ケ
類

ア
ブ
ラ
シ
メ
ジ

ハ
ナ
ホ
ウ
キ
タ
ケ

ア
ア
イ
シ
メ
ジ

ア
マ
タ
ケ

ヒ
イ

ロ
タ
ケ

ア
イ
ダ
ケ

ア
ミ
タ
ケ
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ア
ミ
ハ
ナ
イ
グ
チ

オ
キ
ナ
ク
サ
ハ
ツ

キ
チ
チ
タ
ケ

イ
イ
チ
ョ
ウ
タ
ケ

オ
シ
ロ
イ
シ
メ
ジ

キ
ツ

ネ
タ
ケ

イ
ッ
ポ
ン
シ
メ
ジ

オ
チ
バ

タ
ケ

キ
ナ
メ
ツ
ム
タ
ケ

イ
ヌ
セ
ン
ボ
ン
タ
ケ

オ
ト
メ
ノ

カ
サ

キ
ヌ
ハ
ダ
ト
マ
ヤ
タ
ケ

イ
ヌ
ム
ラ
サ
キ
シ
メ
ジ

オ
ニ
イ
グ
チ

キ
ヌ
メ
リ
ガ
サ

イ
ロ
カ
ワ
リ

カ
カ
キ
シ
メ
ジ

キ
ノ
ボ
リ
イ
グ
チ

イ
ロ

ガ
ワ
リ

シ
ロ
ハ
ツ

カ
ク
ミ
ノ

シ
メ
ジ

キ
ハ
ツ
タ
ケ

ウ
ウ
コ
ン
ガ
サ

カ
サ
ウ
ラ
ベ
ニ

タ
ケ

キ
ラ
ラ
タ
ケ

ウ
ス
キ
イ
ロ
カ
ワ
タ
ケ

カ
ブ
ベ
ニ
チ
ャ
タ
ケ

ク
カ
サ
ウ
ラ
ベ
ニ
タ
ケ

ウ
ス
ズ
ミ

チ
チ
タ
ケ

カ
ヤ
タ
ケ

ク
サ
ハ
ツ

ウ
ス
チ
ャ
ヌ
メ
リ
ガ
サ

カ
ラ
ハ
ツ
タ
ケ

ク
ダ
ア
カ
ゲ
シ
メ
ジ

ウ
ズ

ハ
ツ

カ
ラ
マ
ツ
チ
チ
タ
ケ

ク
リ

イ
ロ

イ
グ

チ

ウ
ラ
ベ
ニ
イ
グ
チ

カ
ラ
マ
ツ
ベ
ニ
ハ
ナ
イ
グ
チ

ク
リ
イ
ロ
カ
ラ
カ
サ
タ
ケ

ウ
ラ
ベ
ニ
イ
ロ
ガ
ワ
リ

ク
リ
イ
ロ
ム
ク
エ
タ
ケ

カ
レ
バ

タ
ケ

オ
オ
ウ
ギ
タ
ケ

ク
リ
タ
ケ

カ
ワ
リ
ハ
ツ

オ
オ
キ
ツ

ネ
タ
ケ

ク
ロ
サ
カ
ズ
キ
シ
メ
ジ

ガ
ン
タ

オ
オ
キ
ヌ
ハ
ダ
ト
マ
ヤ
タ
ケ

タ
ケ

ク
ロ
チ
チ
タ
ケ

オ
オ
キ
ノ
ボ
リ
イ
グ
チ

キ
キ
ア
ブ
ラ
シ
メ
ジ

ク
ロ
ハ
ツ

オ
オ
サ
ク
ラ
シ
メ
ジ

キ
イ
ロ
イ
グ
チ

ク
ロ
ハ
ツ
モ
ド
キ

オ
オ
ツ
ガ
タ
ケ

キ
オ
オ
ギ
タ
ケ

ク
ロ
ヤ
マ
イ
グ

チ

オ
オ
ヒ
メ
ノ
カ
サ

キ
カ
ラ
ハ
ツ
タ
ケ

ケ
ケ
シ
ロ
ハ
ツ

オ
オ

モ
ミ
タ
ケ

キ
サ
マ
ツ
モ
ド
キ

ケ
シ
ロ
ハ
ツ
モ
ド
キ

オ
オ
モ
リ
ノ
カ
サ
タ
ケ

キ
シ
メ
ジ

コ
コ
ウ
ジ
タ

ケ
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コ
ガ
ネ
タ
ケ

シ
ロ
ヌ
メ
リ

イ
グ
チ

ツ
キ
ヨ
タ
ケ

コ
ガ
ネ
フ
ウ
セ
ン
タ
ケ

シ
ロ
ヌ
メ
リ
ガ
サ

ッ
チ
カ
ブ
リ

コ
ゲ
イ
ロ
ハ
ツ
タ
ケ

シ
ロ
ハ
ツ

ツ
チ
カ
ブ
リ
モ
ド
キ

コ
タ
マ
ゴ
テ
ン
グ
タ
ケ

シ
ロ
モ
リ
ノ
カ
サ

ツ
ノ
カ
ラ

カ
サ
タ
ケ

コ
ベ
ニ
タ
ケ

シ
ワ
カ
ラ
カ
サ
タ
ケ

ツ
バ
ア
ブ
ラ
シ
メ
ジ

コ
ム
ラ
サ
キ
シ
メ
ジ

ス
ス
エ
ピ
ロ
タ
ケ

ツ
ル
タ
ケ

サ
サ
ク
ラ
シ
メ
ジ

ス
ギ
タ
ケ

ト
ド
ク
ツ
ル
タ
ケ

サ
ク
ラ
シ
メ
ジ
モ
ド
キ

ス
ギ
タ
ケ

モ
ド
キ

ド
ク
ベ
ニ
タ
ケ

サ
ク
ラ
タ

ケ
ス
ギ
ヒ
ラ
タ
ケ

ト
ビ
チ
ャ
チ
チ
タ
ケ

サ
サ
ク
レ
ヒ
ト
ヨ
ダ
ク ケ

ス
ミ
ゾ
メ
シ
メ
ジ

ナ
ナ
イ
ロ
ヌ
メ
リ
タ
ケ

サ
サ
タ
ケ

セ
セ
ン
ボ
ン
イ
チ
メ
ガ
サ

ナ
メ
ア
シ
タ
ケ

2

サ
マ
ツ
モ
ド
キ

タ
タ
マ
ゴ
タ
ケ

ナ
メ

Xコ
H

8

ザ
ラ
エ
ノ
ハ
ラ
タ
ケ

タ
マ
ツ
キ
カ
レ
バ
タ
ケ

ナ
ラ
ダ
ケ

シ
シ
カ
タ
ケ

チ
デ チ
ジ シ
オ
タ
ケ

ナ
ラ
タ
ケ
モ
ド
キ

シ
モ
フ
リ
シ
メ
ジ

チ
シ
オ
ハ
ツ

1ニ

1
ニ

オ
イ
ア
シ
ナ
ガ
タ
ケ

シ
モ
フ
リ
ヌ
メ
リ

ガ
サ

チ
チ
ア
ワ
タ
ケ

ニ
オ
イ
キ
シ
メ
ジ

シ
ャ
カ
シ
メ
ジ

チ
チ
ダ
ケ

ニ
オ
イ
コ
ベ
ニ
タ
ケ

シ
ョ

ウ
ゲ

ン
ジ

チ
ャ
オ
ビ
フ
ウ タ
セ
ン
タ
ケ

ニ
オ
イ
ベ
ニ
ハ
ッ ツ

シ
ロ
オ
オ
ハ
ラ
ダ タ
ケ

チ
ャ
ツ
ム
ダタ
グ ケ

ニ
ガ
イ
グ
チ

シ
ロ
タ
マ
ゴ

テ
ン
グ
タ
ケ

チ
ャ
ナ
メ
ツ
ム
タ
ケ

ニ
ガ
ク
リ
タ
ケ

シ
ロ
タ
モ
ギ
タ
ケ

チ
ャ
ヒモ
メ
オ
ニ
タ
ケ

ニ
セ
マ
ツ
カ
サ
ジシ
メ
ジ

シ
ロ
ト
マ
ヤ
ダ タ
ケ

チ
ャ
フ
ウ
セ
ン
タ
グ

ヌ
ヌ
メ
リ
イ
グ
チ

シ
ロ
ナ
メ
ジ
ム
タ
ケ

ツ
ツ
エ
タ
グ

ア ヌ
メ
リ
サ
サ
タ
ケ
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ヌ
メ
リ
ス
ギ
タ
ケ

フ
サ
ク
ギ
タ
ケ

モ
ミ
タ
ケ

ヌ
メ
リ

ス
ギ
タ
ケ

モ
ド
キ

ブ
ナ
シ
メ
ジ

モ
リ
ノ
カ
レ
バ

タ
ケ

ヌ
メ
リ
ツ
バ

タ
ケ

ブ
ナ
ヌ
メ
リ
ガ
サ

ヤ
ギ
タ
ケ

ヌ
メ
リ
ツ
バ

タ
ケ
モ
ド
キ

フ
ュ
ヤ
マ
タ
ケ

ヤ
グ
ラ
タ
ケ

ネ
ネ
ズ
ミ
シ
メ
ジ

へ
ベ
ニ
テ
ン
グ
タ
ケ

ヤ
マ
イ
グ
チ

ハ
ハ

タ
ケ
シ
メ
ジ

ベ
ニ
ハ
ナ
イ
グ
チ

ヤ
マ
ド
リ
タ
ケ

ハ
ツ
タ
ケ

ベ
ニ
ヤ
マ
タ
ケ

ワ
ワ
サ
ビ
カ
レ
バ
タ
ケ

ハ
ナ
イ
グ
チ

ホ
ホ
テ
イ
シ
メ
ジ

ワ
サ
ビ
タ
ケ

ハ
ナ
ガ
サ
タ
ケ

ホ
ソ

ネ
ヒ

ト
ヨ
タ
ケ

ワ
タ
カ
ラ
カ
サ

ハ
ラ
タ
ケ

モ
ド
キ

ホ
ン
シ
メ
ジ

ワ
タ
ゲ
ヌ
メ
リ

イ
グ
チ

ハ
リ
ガ
ネ
オ
チ
バ

タ
ケ

マ
マ
ツ
オ
オ
ジ

二
、

腹
菌
類

ヒ
ヒ
イ
ロ
ガ
サ

マ
ツ
カ
サ
モ
ド
キ
タ
ケ

キ
イ
ロ
ス
ッ
ポ
ン
タ
ケ

ヒ
ダ
ハ
タ

ケ
マ

ツ
タ
ケ

キ
ツ
ネ
ノ
チ
ャ
ブ
ク
ロ

ヒ
メ
オ
ニ
タ
ケ

マ
ン
ジ
ュ
ウ
ガ
サ
タ
ケ

キ
ヌ

ガ
サ
ダ
ケ

ヒ
メ
カ
バ
イ
ロ
タ
ケ

ミ
ズ
ゴ
ケ
タ
ケ

サ
ン
コ
タ
ケ

ヒ
メ
キ
ツ
ネ
タ
ケ
モ
ド
キ

ミ
ド
リ
シ
メ
ジ

ス
ッ
ポ
ン
タ
ケ

ヒ
メ
チ
チ
タ
ケ

ミ
ネ
シ
メ
ジ

タ
マ
ネ
ギ
モ
ド
キ

ヒ
ラ

タ
ケ

ム
ム
キ
タ
ケ

タ
ヌ
キ
ノ
チ
ャ
ブ
ク
ロ

ヒ
ロ
ハ
ウ
ス
ズ
ミ

チ
チ
タ
ケ

ム
サ
サ
ビ
タ
ケ

ツ
チ
グ
リ
(
ツ
チ
ガ
キ
)

ヒ
ロ
ハ
チ
チ
タ
ケ

ム
ジ
ナ
タ
ケ

ツ
ネ
ノ
チ
ャ
ダ
イ
ゴ
ケ

ヒ
ロ
ヒ
ダ
タ
ケ

ム
ラ
サ
キ
シ
メ
ジ

ノ
ウ
タ
ケ

フ
フ
ウ
セ
ン
タ
グ

ム
ラ
サ
キ
フ
ウ
セ
ン
タ
ケ

2
、
子
の
う
菌
類

フ
キ
サ
ク
ラ
シ
メ
ジ

モ
モ
エ
ギ
タ
ケ

ア
カ
コ
ブ
タ
ケ



No.

- 184-

ア
シ
ボ
ソ
ノ
ボ
リ
リ
ュ
ウ

シ
ロ
ス
ズ
メ
ノ
ワ
ン

ロ
ク
シ
ョ
ウ
グ

サ
レ
キ
ン

ア
ミ
ガ
サ
タ
ケ

ズ
キ
ン

タ
ケ

参
考
文
献

ア
ラ
ゲ
コ
ベ

ニ
チ
ャ
ワ
ン
タ
ケ

タ
イ
シ
ャ
コ
ブ
タ
ケ

1
、

古
川
久
彦
・
阿
部
恭
久
・
根
田
仁

編
集
に
よ
る

4
富
士
山
菌
類
目
録

日
本
菌
学
会
々
報M 2

オ
オ
チ
ャ
ワ
ン
タ
ケ

チ
ャ
コ
ブ
タ
ケ

2
、

今
関
六
也
・
本
郷
次
雄

正
・
続
原
色
日
本
菌

オ
オ
ミ
コ
ブ
タ
ケ

ナ
ガ
エ
ノ
チ
ャ
ワ
ン

タ
ケ

類
図
鑑

保
育
社

キ
チ
ャ
ワ
ン
タ
ケ

ニ
マ
イ
ガ
ワ
キ
ン

3
、

柴
田
尚

山
梨
の
き
の
こ

山
梨
日
日
新
聞
社

キ
ン
チ
ャ
ワ
ン
タ
ケ

ノ
ボ
リ
リ
ュ
ウ

4
、
柴
田
尚

富
士
山
麓
の
き
の
こ

林
試
情
報

ク
ロ

サ
イ
ワ
イ
タ
ケ

ハ
ン
ノ
キ
コ
ブプ
タ
ケ

o .0N1
ゴ
ム
タ
ケ
モ
ド
キ

ヒ
イ
ロ
チ
ャ
ワ
ン
タ
ケ

5
、

依
田
正
直

山
梨
県
に
お
け
る
菌
類
の
分
布
と

サ
ナ
ギ
タ
ケ

ビ
ョ
ウ
タ
ケ

生
態
(
そ
の
一)

富
士
国
立
公
園
博
物
館
研
究
報

サ
ビ
コ
ブ
タ
ケ

ベ
ニ
サ
ラ
タ
ケ

告

O
B1 3

C

シ
ト
ネ
タ
ケ

ホ
テ
イ
タ
ケ

シ
ャ
グ
マ
ア
ミ
ガ
サ
タ
ケ

モ
エ
ギ

ビビ
ョ
ウ
タ
ケ

(
平

山
重

雄
)

第
三
節

鳴
沢
村
の

動
物

概
説

富
士
の
裾
野
と
い
え
ば
か
つ
て
源
頼
朝
が
「
富
士
の
巻
狩
」
を
展
開
し
た
舞
台
で
あ
り
、

動
物
の
宝
庫
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
場
所
で

あ
る
。
ま
た
、
日
本
一
の
高
さ
を
誇
る
富
士
山
は
、

広
大
な
裾
野
を
も
つ
こ
と
で
も
他
に
類
を
見
な
い
し
、

植
生
の
豊
か
さ
で
も
随
一
で

あ
る
。
そ
れ
は
海
抜
九
百
二
十
筋
か
ら
三

千
七
百
七
十
六
燃
ま
で
の
標
高
差
や
、

想
像
を
超
え
た
広
が
り
を
も
つ
山
ろ
く
の
至
る
と
こ
ろ

に
、
針
葉
樹
林
を
は
じ
め
、
草
本
や
広
葉
樹
林
が
繁
茂
し
、
多
種
多
様
の
植
物
群
落
が
形
成
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
ら
に
依
存
し
て
生
活
す
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る
動
物
群
が
、
こ
の
地
域
に
特
有
な
生
物
社
会
を
構
成
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

国
道
よ
り
北
側
に
も
青
木
ヶ
原
の
原
生
林
に

続
く
紅
葉
台
・
足
和
田
山
が
ゆ
る
や
か
に
起
伏
し
、
西
湖
や
河
口
湖
に
豊
か
な
水
を
供
給

し
て
い
る
。

本
村
は
こ
の
地
域
の
中
に
八
九
・
三
九
平
方
キ
ロ
バ
の
土
地
を
占
有
し
人
々
は
昔
か
ら
動
植
物
と
共
に
調
和
を
保
ち
な
が
ら
暮
ら
し
て

き
た
。
ま
た
村
内
に
は
鳴
沢
氷
穴
を
は
じ

め
、
大
室
洞
穴
・
神
座
風
穴
・
蝙
蝠
穴
・
軽
水
洞
穴
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
洞
穴
が
点
在
し
、
こ

の
地
域
特
有
の
動
物
の
す
み
か
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、

地
形
・
植
生
の
面
か
ら
み
て
本
村
は
動
物
の
生
息
条
件
が
そ
ろ
っ
て
い
て
、
他
町
村
に
比
較
す
れ
ば
種
類
数
、

個
体
数

と
も
に
多
く
、

鳥
獣
類
だ
け
で
も
約
百
五
十
種
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
冬
季
に
は
気
温
が
か
な
り
低
下
す
る
た
め
に
一
部
の
も
の
は
温
暖
な
地
方
へ
移
動
し
て
生
活
し
、

四
、
五
月
こ
ろ
に
な
ら
な

い
と
戻
っ
て
こ
な
い
。
こ

れ
は
高
冷
地
特
有
の
現
象
で
、
本
村
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。

今
回
の
調
査
を
よ
り
確
か
な
も
の
に
す
る
た

め
に
、
村
内
在
住
の
狩
猟
家
で
あ
る
渡
辺
一
二
三
支
部
長
・
清
水
進
・
渡
辺
義
光
・
三
浦
忍
の
各
氏
か
ら
、
獣
類
の
生
息
状
況
に
つ
い
て

の
情
報
を
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

各
論

)◆
獣
類

獣
類
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
夜
行
性
で
あ
る
上
に
、
大
変
警
戒
心
が
強
く
、
感
覚
器
官
も
鋭
敏
な
た
め
、
日
中
確
認
す
る
こ
と

は
大
変
困
難
で
あ
る
。
従
っ
て
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
聞
き
こ
み
調
査
を
も
と
に
し
て
現
地
で
足
跡
・
ね
ぐ
ら
跡
・
食
痕
・
角
(
つ
の
)

こ
す
り
跡
な
ど
を
手
が
か
り
に
調
査
を
す
す
め
て
き
た
。

本
村
内
に
生
息
し
て
い
る
獣
類

は、
第
一
表
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
十
四
科
二
十
七
種
に
わ
た
っ
て
い
る
。

大
型
獣
に
な
る
と
個
体
数
が
少
な
い
上
に
行
動
圏
も
広
い
か
ら
、

本
村
内
に
定
住
し
て
い
る
も
の
は
少
な
く
、

生
息
密
度
は
低
く
な
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る
。
た
だ
し
、
高
冷
地
の
岩
場
な
ど
を
好
ん
で
生
活
す
る
カ
モ
シ
カ
な
ど
は
、
近
年
保
護
活
動
が
す
す
ん
だ
た
め
に
そ
の
数
は
増
え
つ
つ

あ
る
。
以
下
本
村
内
に
生
息
し
て
い
る
獣
類
に
つ
い
て
、
種
別
ご
と
に
記
述
し
て
み
た
い
。

)三①
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ

生
息
区
域
は
二
合
目
か
ら
四
合
目
に
か
け
て
が
多
く
、
餌
を
求
め
て
広
範
囲
に
移
動
し
て
い
る
。
昭
和
六
十
年
十
二
月
に
は
ハ
ン
タ
ー

に
追
わ
れ
た
ク
マ
が
恩
賜
林
の
二
十
林
班
か
ら
二
十
五
林
班
に
か
け
て
逃
げ
ま
わ
っ
た

こ
と
も
あ
る
。

夏
季
に
は
四
合
目
あ
た
り
で

生
活
し
て
い
た
も
の
が
、
冬
季
に
な
る
と

餌
不
足
の
た
め
村
里
近
く
ま
で
移
動
し
て
き
て
餌
を
あ
さ
る
。
厳
寒
期
に
は
冬
眠
に
入

の
る
が
、
溶
岩
洞
穴
が
い
た
る
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
、
冬
眠
場
所
に
は
事
欠
か
な
い
。
数

が
少
な
い
う
え
に
猟
期
に
捕
ら
え
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
の
で
減
り
つ
つ
あ
る
。

)( 1
イ
ノ
シ
シ

ク
マ
と
同
様
に
生
活
圏
が
広
く
、
一
つ
の
群
れ
が
八
十
平
方
キ
ロ
脳
を
な
わ
ば
り
と

し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
本
村
に
生
息
す
る
イ
ノ
シ
シ

は
、

十
一
月

か
ら
四
月
こ
ろ
ま
で
の
期
間
は
低
温
を
避
け
て
温
暖
な
地
方
へ
移
動
し
て
し
ま
う
の
で

周
年
す
み
つ
い
て
い
る
も
の
は
い
な
い
。

昭
和
三
十
四
～
三
十
五
年
頃
に
か
け
て
は
大
き
な
群
れ
が
い
く
つ
か
住
み
つ
い
て
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
畑
を
荒
ら
し
回
っ
た
の
で
檻
(
お
り
)
を
仕
掛
け
て
捕
獲
し
た
こ
と
も
あ
っ

た
。
そ
の
後
狩
猟
人
口
が
増
え
る
に
従
い
、
個
体
数
も
減
っ
て
き
て
い
る
。
現
在
で

は
、
長
尾
山
か
ら
大
室
山
に
か
け
て
数
頭
の
群
れ
が
生
息
し
て
い
る
が
、
十
月
頃
に
な
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る
と
静
岡
県
の
方
へ
移
動
し
て
し
ま
う
。

)( 3
ホ
ン
シ
ュ
ウ
ジ
カ

本
村
の
二
合
目
か
ら
五
合
目
に
か
け
て
生
息
し
て
い
る
が
数
は
多
く
な
い
。
イ
ノ
シ

シ
と
同
様
に
厳
冬
期
に
な
る
と
片
蓋
山
の
南
麓
を
通
っ
て
、

富
士
宮
方
面
に
移
動
し
て

し
ま
う
。
繁
殖
期
に
は
雌
が
仔
を
つ
れ
て
山
林
内
を
徘
徊
す
る
が
、
雄
は
こ
の
群
れ
に

は
加
わ
ら
ず
、

雄
同
志
の
群
れ
を
つ
く
っ
て
行
動
す
る
。
最
近
は
別
荘
地
の
拡
張
、

道

路
網
の
整
備
な
ど
に
よ
っ
て
人
の
流
入
が
多
く
な
っ
て
き
た
た
め
個
体
数
が
か
な
り

減
っ
て
き
て
い
る

。

)( 4
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ

カ
モ
シ
カ
は
天
然
記
念
物
獣
に
指
定
さ
れ
、
保
護
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
各

地
で
増
え
続
け
て
い
る
。
本
村
に
お
い
て
も
同
様
で
大
室
山
を
は
じ
め
、
片
蓋
山
・
弓

射
塚
な
ど
の
小
山
や
、
富
士
山
の
五
合
目
あ
た
り
ま
で
広
く
分
布
し
て
い
る
。
岐
阜
県

な
ど
で
は
個
体
数
が
増
え
す
ぎ
て
植
林
地
に
被
害
が
出
て
い
る
が
、

本
村
で
は
ま
だ
そ

う
し
た
状
況
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

保
護
を
受
け
て
い
る
せ
い
か
、
人
を
見
て
も
あ
ま

り
警
戒
し
な
い
の
で
、

悪
質
な
ハ
ン
タ
ー
に
狙
わ
れ
た
ら
最
後
、

そ
の
数
は
た
ち
ま
ち

減
っ
て
し
ま
う
運
命
に
あ
る
獣
で
あ
る
。

)
LO

ホ
ン
ド
キ
ツ
ネ

(キ
ツ
ネ
の
分
布
範
囲
は
広
く
、
村
落
付
近
か
ら
亜
高
山
帯
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
本
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村
で
は
五
湖
台
の
南
斜
面
に
多
く
の
巣
穴
が
あ
り
、
こ
こ
で
繁
殖
し
て
い
る
も
の
が
村
内
各
地
を

徘
徊
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
熔
岩
地
帯
で
も
姿
を
あ
ら
わ
す
が
、
繁

殖
の
た
め
の
巣
穴
は
自
力

で
掘
っ
て
造
る
の
で
、

比
較
的
軟
か
な
土
壌
の
あ
る
場
所
に
限
ら
れ
て
い
る
。
大
室
山
や
片
蓋
山

に
も
巣
穴
が
あ
り
、
少
数
が
繁
殖
し
て
い
る
。

キ
ツ
ネ
は
ど
こ
の
地
域
で
も
増
え
て
き
て
い
る
よ
う
で
、
目
撃
の
機
会
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

と
は
言
え
、

夜
行
性
だ
か
ら
日
中
見
か
け
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
。
天
神
峠
近
く
の
林
道
で
車
に
は

ね
ら
れ
て
死
ん
だ
キ
ツ
ネ
を
見
つ
け
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
夜
間
に
車
の
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
で
目
が

く
ら
み
、
方
向
を
失
っ
て
衝
突
し
た
も
の
ら
し
い
。

)( 6
ホ
ン
ド
タ
ヌ
キ

昔
に
比
べ
て
甲
種
狩
猟
免
許
(
わ
な

猟 )
を
持
っ

て
い
る
人
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

タ
ヌ
キ
が
増
え
て
き
た
と
言
わ
れ
て
い
る

が
、

本
村
で
も
そ
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

生
息
が
確
認
さ
れ
て
い
る
の
は
屋
坪
付
近
と
鳴
沢
村
総
合
セ
ン
タ
ー
一
帯
で
、
こ
こ
で
は

タ
ヌ
キ
の
糞

(
ふ
ん
)
や
巣
穴
も
見
つ
か
っ
て
い
る
。
タ
ヌ
キ
は
一
般
に
里
山
付
近
に
分
布

し
、
日
中
は
巣
穴
の
中
に
潜
ん
で
い
て
、

夜
間
か
ら
明
け
方
に
か
け
て
活
動
す
る
の
で
目
に

止
ま
る
機
会
は
少
な
い
が
、
人
家
近
く
ま
で
や
っ
て
き
て
残
飯
な
ど
を
あ
さ
る
も
の
も
い

る
。
雑
食
性
で
何
で
も
よ
く
食
う
が
、
モ
ロ
コ
シ
畑
で
未
熟
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
か
じ
っ
て

被
害
を
与
え
る
こ
と

も
あ
る
。
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1 )
キ
ュ
ウ
シ
ュ
ウ
ノ
ウ
サ
ギ

富
士
山
ろ
く
一
帯
に
は
、

森
林
や
草
原
が
各
地
に
広
が
っ
て
い
て
、
ノ
ウ
サ
ギ
の
か
っ
こ
う
な
住
み
か
と
な
っ
て
お
り
、
ど
こ
へ
行
っ

て
も
ノ
ウ
サ
ギ
の
糞
が
た
く
さ
ん
見
ら
れ
る
。
こ
こ
に
住
ん
で
い
る
ノ
ウ
サ
ギ
は
、
冬
に
な
っ
て
も
毛
の
色
が
褐
色
の
ま
ま
で
、
白
く
な

ら
な
い
キ
ュ
ウ
シ
ュ
ウ
ノ
ウ
サ
ギ
で

あ
る
。

日
中
は
藪
の
中
に
潜
ん
で
い
て
、

夜
間
活
動
す
る
が
、
日
中
で
も
姿
を
見
か
け
る
こ
と
も
あ
る
。

8 )
ホ
ン
ド
テ
ン

テ
ン
に
は
、
冬
に
な
る
と
毛
が
鮮
や
か
な
黄
色
に
な
る
キ
テ
ン
(
東
北

産)
と
汚
れ
た
黄
褐
色
に
な
る
ス
ス
テ
ン
(
本
州
南
西
部

産)
の

二
種
が
あ
る
。
本
村
で
は
ス
ス
テ
ン
が
生
息
し
て
い
る
が
、

数
が
あ
ま
り
多
く
な
い
上
に
夜
間
の
行
動
が
多
い
の
で
、

目
に
と
ま
る
こ
と

は
ま
れ
で

あ
る

。

テ
ン
の
主
食
は
ノ
ネ
ズ
ミ
・
イ
ヌ
・
ム
サ
サ
ビ
・
モ
モ
ン
ガ
、
ウ
サ
ギ
な
ど
の
獣
類
の
ほ
か
・
小
鳥
や
カ
エ
ル
・
ヘ
ビ
・
ト
カ
ゲ
な
ど

も
捕
食
す
る
。
そ
の
他
カ
キ
や
サ
ル
ナ
シ
・
マ
タ
タ
ビ
な
ど
の
実
も
好
ん
で
食
う
よ
う
で
あ
る
。

ふ
つ
う
低
山
か
ら
亜
高
山
に
か
け
て
生
活
し
て
い
る
が
、
夏
季
に
は
富
士
山
頂
ま

で
足
を
の
ば
し
、

残
飯
に
集
ま
る
ネ
ズ
ミ

を
捕
ら
え
る
も
の
も
あ
る
。

H
A

)(
ニ
ホ
ン
イ
タ
チ

本
村
の
全
域
に
住
ん
で
い
る
が
特
に
人
家
付
近
に
多
く
、

ネ
ズ
ミ
類
を
捕
ら
え
た

り
、
池
の
中
に
入
っ
て
魚
を
失
敬
し
た
り
、

時
と
し
て
留
守
中
の
お
勝
手
口
ま
で
忍

ん
で
き
て
お
か
ず
を
持
ち
去
る
こ
と
も
あ
る
。
日
中
は
穴
の
中
や
建
物
の
す
き
間
な

ど
に
潜
ん
で
い
て
、

夕
方
か
ら
活
動
す
る
が
、
繁
殖
期
の
四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
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は
、
子
育
て
の
た
め
に
昼
夜
の
別
な
く
餌
を
探
し
ま
わ
る
よ
う
に
な
る

。

イ
タ
チ
に
は
捕
ら
え
た
獲
物
や
集
め
た
餌
を
蓄
え
る
習
性
が
あ
る
ら
し
く
、

自
分
の
巣
の
ま
わ
り
に
た
く
さ
ん
の

魚
を
た
め
て
お
い
た

例
も
知
ら
れ
て
い
る
。

日
本
に
は
古
く
か
ら

住
み
つ
い
て
い
る
ニ
ホ
ン
イ
タ
チ
の
ほ
か
に
中
国
や
朝
鮮
か
ら

輸
入
さ
れ
て
繁
殖
し
た
タ
イ
リ
ク
イ
タ
チ
の

両
方

が
分
布
し
て
お
り
、
ニ
ホ
ン
イ
タ
チ
は
タ
イ
リ
ク
イ
タ
チ
に
住
み
か
を
奪
わ
れ
つ
つ
あ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
本
村
に
生
息
し
て
い
る
イ
タ

チ
は
、
雌
雄
で
体
の
大
き
さ
の
ち
が
う
ニ
ホ
ン
イ
タ
チ
で
あ
る
。

1 0
ホ
ン
ド
オ
コ
ジ
ョ

オ
コジ

ョ
は
イ
タ
チ
を
一
ま
わ
り
小
さ
く
し
た
く
ら
い
の
大
き
さ
で
、
頭
か
ら
背
中
に
か
け
て
は
茶
褐
色
で
、
尾
の
先
が
黒
く
、

胸
か

ら
腹
に
か
け
て
白
い
。
冬
に
な
る
と
、

尾
の
先
端
を
除
い
て
真
っ
白
に
変
わ
る
の
で
イ
タ
チ
と
の
区

別
は
容
易
に
で
き
る
。

主
に
亜
高
山
帯
に
生
息
し
て
い
て
、

ネ
ズ
ミ
類
を
は
じ
め
、

野
鳥
や
ノ
ウ
サ
ギ
な
ど
を
捕
食
し
て
い
る
。

第
一
表

鳴
沢
村
に
生
息
す
る
主
な
獣
類

1

主
な
生
息

地
域

ク
マ

ツ
キ

ノ
ワ

グ
マ

富
士
山
二
合
目
か
ら

四
合
目

イ
7

シ
イ

ノ

一
長
尾
山
、
大
室
山
周
辺

ホ 4
ン

シ
ュ
ウ

ジ
カ

富
士
山
二
合
目
か
ら
五
合
目

ニ

1
1ホ

ン
カ

モ
シ

カ
大
室
山
、
片
蓋
山
、

弓
射
塚
、

富
士
山
五
合
目

ホ
ン

ド
キ

ツ
ネ

五
湖
台
周
辺
、

大
室
山
、

片
蓋
山
周
辺

イ
ヌ

ホ
ン

ド
タ

ヌ
キ

屋
坪
周
辺

五
湖
台
南
斜
面
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ネ モ ウ

ズ グ マ タ サ

ス
モ チ

科 科 1科 科 科

ヤカ カ ヒ ア ホ フ コ ア ホ ム ホ ニ ホオ
ジ

チ ャ ゲ ン
サ

ユ ズ

ネ ウ ド ウ ア オ
モ

. ナ コ
ズ ズ ズ ズ テ

ズ グ ジ タ

ズ ラ ラ ラ ス ガ ビ チ ン

11 11
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ウ
ギ

キ
ュ
ウ
シ
ュ
ウ
ノ
ウ

サ
ギ

村
内
全
域
(
亜
高
山
帯
以
下
)

、
ド

テ
富
士
山
二

合
目
か
ら
四
合
目

1
ホ

ン
イ

村
落
周
辺

1
科

ン
ド

オ
コ

県
有
地
、

富
士
山
四
合
目
付
近

1 1
ホ
ン

ア
ナ

マ
大
田
和
地
区
周
辺

-

ム
サ

サ
"
ビ

春
日
神
社
・
大
田
和
周
辺

リ
ホ
シ
ン
ュ
ウ
モ
モ
ン
ガ

五
湖
台
・
樹
海

ホ
ン

ド
リ

ッ
村
内
全
域
(
亜
高
山
帯
以
下
)

ビ
ナ

コ
ウ

モ
リ

科
ウ

サ
ギ

コ
ウ

モ
リ

神
座
洞
穴

キ
ク
ガ
シ
ラ
コ

ウ
モ

リ
科

キ
ク

ガ
シ
ラ
コ
ウ
モ
リ

樹
海
内

ネ
科

マ
ネ

村
内
全
域
(
亜
高
山
帯
以
下
)

ア
ズ

マ
モ

ク
村
内
全
域

(
亜
高
山
帯
以
下
)

モ

モ
ラ

フ
ミ

ズ
ラ

モ
グ

ラ

ホ
ン

シ
ウ

ヒ
1ミ

カ
ネ

ズ
1
1

村
内
全
域
(
高
山
を
除
く
)

ビ
メ

ネ

ミ

ネ
ズ

ミ
科

カ
水

1
1
1

1
1
1

ネ
1
1
1

ト
ガ

リ
ネ

ズ
ミ

科
ト

u
l
e
r
on

e

ガ が
リ

ネ
ズ

ミ
樹
海
内
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体
が
小
さ
い
の
に
大
変
獰
猛
(
ど
う
も
う
)
で
、
自
分
よ
り
大
き
な
ノ
ウ
サ
ギ
で
も
、
す
ば
や
く
飛
び
か
か
っ
て
簡
単
に
殺
し
て
し
ま

う
。
本
村
で
は
主
に
県
有
林
に
生
息
し
て
い
る
が
、

数
が
少
な
い
上
に
溶
岩
の
す
き
間
を
敏
捷
に
動
き
ま
わ
り
人
前
に
姿
を
見
せ
る
こ
と

は
少
な
い
。

)1 0(
ニ
ホ
ン
ア
ナ
グ
マ

俗
に
サ
サ
グ
マ
と
か
ム
ジ
ナ
と
呼
ん
で
い
る
が
、
マ
ミ
と
呼
ぶ
地
方
も
あ
る
。
タ
ヌ
キ
に
よ
く
似
て
い
る
が
、
イ
タ
チ
科
の
動
物
で
あ

り、
肢

(
あ
し
)
に
は
巣
穴
を
掘
る
た
め
の
長
く
頑
丈
な
爪
が
あ
る
。

本
村
で
は
主
に
大
田
和
地
区
に
生
息
し
て
お
り
、
山
の
斜
面
に
穴
を
掘
っ
て
潜
ん
で
い
る
。
タ
ス
キ
と
同
様
に
夜
間
活
動
し
、
小
動
物

や
果
実
を
求
め
て
徘
徊
す
る
。
時
と
し
て
人
家
付
近
に
も
や
っ
て
き
て
、
残
飯
を
あ
さ
る
こ
と
も
あ
る
。
数
は
大
変
少
な
い
。

1 )
ム
サ
サ
ビ

昔
に
比
べ
て
社
寺
林
が
減
り
、
巨
木
が
少
な
く
な
っ
た
た
め
に
、
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
動
物
で
あ
る
。
リ
ス
の
仲
間
で
あ
る

が
四
肢
の
間
に
皮
ふ
が
ひ
ろ
が
っ
て
で
き
た
飛
膜
が
あ
り
、
こ
れ
を
使
っ
て
空
中
を
滑
空
す
る
。
日
本
で
は
最
高
百
八
十
燃
飛
ん
だ
と
い

う
記
録
も
あ
る
。
餌
は
植
物
質
が
主
で
、
若
芽
や
若
葉

、木
の
実
、
果
実
な
ど
を
好
ん
で
食
う
が
、
昆
虫
な
ど
の
動
物
質
を
も
餌
に
す
る
。

本
村
で
は
春
日
神
社
付
近
や
大
田
和
水
源
地
一
帯
に
出
没
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
数
が
少
な
い
う
え
に
夜
行
性
で
あ
る
た

め
、

人
目
に
ふ
れ
る
機
会
は
大
変
少
な
い
。

( 198
ホ
ン
シ
ュ
ウ
モ
モ
ン
ガ

体
の
大
き
さ
が
ム
サ
サ
ビ
よ
り
さ
ら
に
小
さ
く
、

頭
か
ら
胴
ま
で
二
十
�
く
ら
い
で
あ
る
。
飛
膜
も
狭
く
滑
空
距
離
も
ム
サ
サ
ビ
に
比

べ
る
と
は
る
か
に
短
い
。
ム
サ
サ
ビ
を
大
晩
(
お
お
ば
ん
)
と
言
う
と
き
、
モ
モ
ン
ガ
は
小
晩
と
呼
ば
れ
る
。

山
地
の
森
林
に
住
み
、
木
の
枝
上
や
う
ろ
に
巣
を
つ
く
っ
て
子
ど
も
を
育
て
る
。
日
中
は
巣
の
中
で
眠
っ
て
い
て
夜
に
な
る
と
活
動
を
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は
じ

め
、

木
か
ら
木
へ
と
飛
び
移
り
な
が
ら
木
の
実
や
堅
果
を
あ
さ
る
。
本
村
で
は
五
湖
台
付

近
で
生
息
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、

樹
海
の
な
か
で
も
少
数
が
繁
殖
し
て
い
る
。

4(1
ホ
ン
ド
リ
ス

本
村
内
で
は
、
林
の
あ
る
と
こ
ろ
で
は
大
抵
リ
ス
が
住
み
つ
い
て
い
る
。
最
近
、
天
敵
で
あ

る
猛
禽
類
が
減
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

昔
よ
り
は
個
体
数
が
増
え
て
き
て
い
る
。

リ
ス
は
三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
高
い
木
の
枝
に
小
枝
を
集
め
て
ボ
ー
ル
型
の

巣
を
つ
く

り、
内
部
に
杉
の
皮
な
ど
を
綿
状
に
し
た
も
の
を
つ
め
て
産
座
に
す
る
。
一
腹
で
三
～
五
匹
の

子
を
産
み
、
五
月
こ
ろ
に
な
る
と
子
は
巣
を
離
れ
て
生
活
し
は
じ
め
る
。

リ
ス
は
シ
マ
リ
ス
と
違
っ
て
冬
眠
し
な
い
の
で
、
冬
も
餌
を
求
め
て
林
の
中
を

移
り
あ
る

き
、

地
上
に
落
ち
た
木
の
実
な
ど

を
探
し
ま
わ
る

。

)5( 1
コ
ウ
モ
リ

本
村
内
に
は
ジ
ラ
ゴ
ン
ノ
の
蝙
蝠
穴

(
こ
う
も
り
あ
な
)
を
は
じ
め
、

神
座
風
穴
・
軽
水
洞

穴
・
氷
穴
・
め
が
ね
洞
穴
な
ど
、
数
多
く
の
風
穴
・
洞
穴
が
あ
り
、

か
つ
て
は
た
く
さ
ん
の
コ

ウ
モ
リ
が
生
息
し
て
い
た
。
古
い
記
録
に
よ
れ
ば
洞
窟
性
、
森
林
性
の
コ
ウ
モ
リ
が
二
科
十
三

種
類
あ
げ
ら

れ
て
い
る
が
、

現
在
で
は
ほ
ん
の
数
種
が
確
認
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
コ
ウ
モ
リ
類
が
減
っ
た
理

由
は
、

観
光
開
発
や
、

別
荘
地
、
ゴ
ル
フ
場
の
造
成
な
ど
に

よ
り
、
多
く
の
人
が
生
息
場
所
に
立
ち
入
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

筆
者
は
前
述
し
た
洞
穴
や
風
穴
を
つ
ぶ
さ
に
調
査
し
て
回
っ
た
が
、
コ
ウ
モ
リ
の
生
息
が
確



認
さ
れ
た
の
は
神
座
風
穴
だ
け
で
、
他
の
洞
穴
で
は
一
頭
も
発
見
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
確
認
さ
れ
た
種
類
は
ウ
サ
ギ

コ
ウ
モ
リ
と
キ
ク

ガ
シ
ラ
コ
ウ
モ
リ
の
二

種
で
あ
り
、

個
体
数
も
三
頭
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

ウ
サ
ギ
コ
ウ
モ
リ
は
耳
が
ウ
サ
ギ
の
よ
う
に
長
く
そ
れ
を
い
つ
も
ピ
ク
ピ
ク
動
か
し
て
い
る
。
昼
間
は
洞
穴
や
樹
洞
の
中
で
眠
っ
て
い

て
夕
方
に
な
る
と
穴
か
ら
飛
び
出
し
て
活
動
を
は
じ
め
る
。
餌
は
夜
活
動
を
す
る
蛾
(
が
)
や
、
ガ
ガ
ン
ボ
、
甲
虫
な
ど
で
、
空
中
を
飛

び
な
が
ら
こ
れ
を
捕
食
す
る
。

十
～
十
一
月
に
交
尾
し
、
翌
年
の
六

月
こ
ろ
に
子
を
産
む
。
秋
に
な
る
と
間
も
な
く
冬
眠
の
準
備
に
入
り
、

洞
窟
や
木
の
う
ろ
に
入
っ

て
単
独
で
冬
眠
に
は
い
る
。

本
村
で
は
神
座
風
穴
で
生
息
を
確
認
し
た
ほ
か
、

富
士
山
五
合
目
あ
た
り
ま
で
の
森
林
中
に
生
息
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

る
。キ
ク
ガ
シ
ラ
コ
ウ
モ
リ
は
、
顔
の
真
ん
中
に
あ
る
鼻
葉
が
菊
の
花
に
似
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
そ
の
名
が
つ
け
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ

の
コ
ウ
モ
リ
は
空
中
を
飛
ぶ
と
き
に
他
の
コ
ウ
モ
リ
の
よ
う
に
高
く
飛
ば
ず
、
せ
い
ぜ
い
地
上
二
～
三
緒
の
と
こ
ろ
し
か
飛
ば
な
い
。
そ

れ
は
彼
ら
の
餌
と
な
る
虫
の
生
息
場
所
と
関
係
が
あ
る
ら
し
く
、
時
に
は
地
上
の
草
に
止
ま
る
こ
と

も
あ
る
。
こ
の
コ
ウ
モ
リ
を
捕
ら
え

よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
水
た
ま
り
の
あ
る
地
上
に
霞
網
を
張
っ
て
お
け
ば
引
っ
か
か
っ
て
く
る
。

1 96
ヤ
マ
ネ

ヤ
マ
ネ
は
リ
ス
を
小
さ
く
し
た
よ
う
な
獣
で
、
背
中
に
一
条
の
黒
い
縞
(
し
ま
)
が
見
ら
れ
る
。
主
に
樹
上
生
活
を
し
て
い
る
が
、
時

と
し
て
地
上
に
お
り
る
こ
と
も
あ
る
。
日
中
は
樹
の
洞
や
リ
ス
の

古
巣
、

建
物
の
隙
間
な
ど
で
眠
っ
て
い
て
、

夜
に
な
る
と
活
動
を
始
め

る
。

餌
は
ド
ン
グ
リ
や
ク
リ
・
ナ
ラ
・
ブ
ナ
の
実
な
ど
で
、

時
に
若
芽
や
樹
皮
な
ど
の
ほ
か
昆
虫
や
カ
タ
ツ
ム
リ
も
捕
食
す
る
。

本
村
で
は
、
ほ
ぼ
全
域
に
生
息
し
て
お
り
、
冬
に
な
る
と
小
鳥
用
の
巣
箱
や
別
荘
の
建
物
の
隙

間、
山
小
屋
の
物
置
き
な
ど
に
入
っ
て
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冬
眠
す
る
。

)1 7
グ
ラ

(本
州
に
住
む
モ
グ
ラ
類
に
は
モ
グ
ラ
属
の
コ
モ
グ

ラ
、
ア
ズ
マ
モ
グ
ラ
、
コ
ウ
ベ
モ

グ
ラ
の
3

種
が
あ
る
。
こ
の
他
に
ヒ
ミ
ズ
亜
科
に
属
す
る
ヒ
ミ
ズ
モ
グ
ラ
ま
で
加
え
る

と
5
種
に
な
る
が
、

富
士
山
周
辺
に
は
ミ
ズ
ラ
モ
グ
ラ
属
の
フ
ジ
ミ

ズ
ラ
モ
グ
ラ
と
い

う
原
始
的
な
種
類
も
生
息
し
て
い
る
と
い
う
か
ら
、

本
村
な
ど
は
モ
グ
ラ
の
分
布
上
興

味
深
い
地
域
で
あ
る
。

こ
の
な
か
で
比
較
的
よ
く
見
ら
れ
る
種
類
は
、

ヒ
メ
ヒ
ミ
ズ
と
ホ
ン
シ
ュ
ウ
ヒ
ミ
ズ

で
、

登
山
道
な
ど
に
死
骸
が
こ
ろ
が
っ
て
い
る
の
を
何
度
か
目
撃
し
た
。

モ
グ
ラ
属
の
コ
モ
グ
ラ
や
ア
ズ
マ
モ
グ
ラ
は
、

数
の
上
で
は
多

い
の
だ
が
捕
ら
え
る
こ
と
が
困
難
な
の
で
、
ど
ち
ら
の
種
類
で
あ
る
か
を
判
定
す
る
の
が
む
ず
か
し
い
。

モ
グ
ラ
は
地
中
に
長
い
ト
ン
ネ
ル
を
掘
り
、
土
中
に
い
る
ミ
ミ
ズ
や
昆
虫
を
捕
食
し
て
い
る
が
、
そ
の
量
は
年
間
十
八
～
三
十
六
キ
ロ

に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
掘
っ
た
土
を
地
表
に
押
し
あ
げ
て
造
ら
れ
た
も
の
を
モ
グ
ラ
塚
と
呼
ん
で
い
る
。

( 418
ネ
ズ
ミ
類

ネ
ズ
ミ

類
に
は
種
類
が
多
く
イ
エ
ネ
ズ
ミ
の
仲
間
の
ほ
か
ク
マ
ネ
ズ
ミ
の
仲
間
、

ハ
ツ
カ
ネ
ズ
ミ
属
、
ア
カ
ネ
ズ
ミ

属
、

カ
ヤ
ネ
ズ
ミ

属
、

ハ
タ
ネ
ズ
ミ

属
、
カ
ゲ
ネ
ズ
ミ

属
、
ヤ
チ
ネ
ズ
ミ
属
な
ど
が
あ
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
ど
の
地
域
に
も
生
息
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
そ
の
地
域
の
ネ
ズ
ミ
類
を
詳
し
く
調
べ
る
に
は
、
ト
ラ
ッ
プ
を
た
く
さ
ん
仕
掛
け
て
、
か
か
っ
た
も
の
を
特
定
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
か
な
り
長
期
間
に
わ
た
っ
て
の
調
査
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
今
回
の
調
査
で
は
、
そ
こ
ま
で
詳
し
く

実
施
す
る
余
裕
が
な
か
っ
た
の
で
、
文
献
に
よ
っ
て
調
査
を
す
す
め
た
。



鳴沢、大田和林道の鳥類(黒田)
鳴 沢 林 道 大田和
1969 1969 1969 計

種 類 4.25 12.28 11.26
晴 晴 晴

96分
14:48～ 8:30～ 9:15～ 29

1. 123分 113分 60分

35 27
11 20
10 21

シジ ュ ウ カ
10

1

ハ

ガ

ソ サ ザ

ク イ タ ダ
センダイムシクイ

ゲ
7

ジ

ゴ ウ カ ラ

ツ

ウ ソ

カ シ ダ カ

ジ

3 ド リ

二

2

オ 2

シ

ル リ ビ タ

体 数 132 56 65 93

類 18 19 9
No./h 64.20 29.40 64.80 59.16

196-

今
泉
吉
晴
氏
が
、
昭
和
四
十
三
年
か
ら
五
カ
年
間
に
わ
た
っ
て
青
木
ヶ
原
で
行
っ
た
調
査
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
に
生
息
し
て
い
る
小
型
哺

乳
類
に
は
、
ア
カ
ネ
ズ
ミ
を
は
じ
め
、
ヒ
メ
ネ
ズ
ミ
、
カ
ゲ
ネ
ズ
ミ
、
ト
ガ
リ
ネ
ズ
ミ
な
ど
が
生
息
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て

い
る
。

二
鳥
類
富
士
山
ろ
く
は
、
古
く
か
ら
日
本
屈
指
の
野
鳥
の
宝
庫
と
し
て
知
ら
れ
、
国
内
は
も
と
よ
り
、
国
外
の
研
究
者
か
ら
も
注
目

さ
れ
て
き
た
場
所
で
あ
る
。
こ
の
場
所
で
最
初
に
鳥
類
の
調
査
を
し
た
の
は
ブ
ラ
キ
ス
ト
ン
と
プ
ラ
イ
ヤ
ー
で
あ
り
、

一
八
八
〇

年

(
明
治
十
三

年)
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
も
多
く
の
学
者
に
よ
っ
て
調
査
が
な
さ
れ
て
き
た
が
、
一
九
六
六
年
(
昭
和
四
十
一
年
)
か
ら
一
九

Th
e

2
3 8
3 8
1 5
1 0
1 0

9
0 8
0
7

7
7

6
6

6
L5
O
5
5

4
4
4
4
2

2
2

1
1

1
155229

7
2

1
2

3
2

1
9
4 .0
0

0
0
7

7
1 0
1 0

2
2

1 y
o
w

d
6

2
1

2
2

4
4

4
2

1

OL

1 1
6

9 (
)
5
5
7

4
6

4
5 0

1
0

4
2
2

1
1

ラ
ラ

ガ
ラ

メ
D
ラ
ス
ラ
ス
イ
キ

ラ
ジ

1ミ 1
1
ソ

1 1
リ

コ
スズ

ラ
ス

キ
ラ

ジ
数
数

類
ヒ

イ
ジ

ド
シ

ア
ラ

ダ

カ
ガ

Sナ
ー

ズ
ラ

5

R
Qオ

ラ
ガ

ビ
ゲ

体
類

カ
オ

�
オ

ワ
シ

シ
リ

ジ

ヒ
コ

エ
シ

ス
カ

ア
カ

ヤ

ウ

1
1
1

ア
メ

ッ
ウ

ホ
ビヒ

ベ
モ

ア
ホ
ル
コ
キ
|
個

種
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緑の休暇村(ジラゴンノ)周辺における鳥類(4年継続)
年月日 19837.2 19846.30 19857.1 19867.2

天候 くも り くもり くもり 晴
時間 1

15: 20～6:2015:30～ 6 :405 :30～ 6::305:30～
種 名 6:30
ホ オ ジ ロ

キ セ

ワ ヒ

ジ コ

グ ス

カ

コ

ホ ト ト ギ O

10 ケ

11 ゲ O

12 カ ゲ

13 シ ジ ウ カ ラ

14 ド リ O

15 ジ バ

16 ヒ ガ

17 センダイムシクイ
18 ヤ マ ガ

19 ミ ソ サ ザ イ

20 ズ

21 ハシブ ト ガ ラ ス
22 ヤ ブ サ O

23 ジ ウ イ チ

24 サンシ ョ ウ ク イ

25 ナ ガ

26 コ ル O

27 イ ワ ツ バ メ

28 セグロ セキ レ イ

29 イ カ ル

30 ト ラ ッ グ ミ

31 ビ
‒‒‒

種 類 数 計 19種 19 18 19
○ 確認されたものを示す。
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六
九
年
(
昭
和
四
十
四
年
)
に
か
け
て
、
富
士
急
行
株
式
会
社
が
富
士
山
総
合
学
術
調
査
を
実
施
し
、
野
鳥
調
査
に
お
い
て
も
こ

れ
ま
で

に
は
な
か
っ
た
大
規
模
の
継
続
的
な
研
究
調
査
を
行

い、
こ
の
期
間
中
に
十
四
目
四
十
一
科
百
二
十
種
の
鳥
類
を
確
認
し
て
い
る
。
こ
の

中
で
本
村
地
内
で
実
施
さ
れ
た
鳥
類
調
査
の
一
例
を
見
る
と
前
ペ
ー
ジ
の
表
の
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
表
か
ら
本
村
内
に
も
多
種
類
の
鳥
類
が
生
息
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
近
年
本
村
内
で
行
わ
れ
て
い
る
開
発
の

影
響

で
、
鳥
類
の
生
息
環
境
も
徐
々
に
変
化
し
て
き
て
い
る
の
で
、

鳥
類
の
種
類
数
や
個
体
数
が
減
っ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
す

る
声
も
あ
る
。
そ
こ
で
筆
者
は
、

本
村
地
内
の
同
一
場
所
で
、
同
じ
季
節
に
四
年
間
の
継
続
調
査
を
試
み
、

鳥
類
の
種
類
数
が
ど
う
変
化

し
た
か
を
調
査
し
て
み
た
。
そ
の
結
集
は
前
ペ
ー
ジ
の
表
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
表
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
本
村
内
で
は
通
常
二
十
種
程
度
の
鳥
類
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。
ま
た
夏
鳥
で
は
約
三

十
種
の
鳥
類
が
生
息
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
季
節
や
場
所
を
変
え
て
行
っ
た
調
査
結
果
を
加
え
て
み
る
と
本

村
内
で
も
富
士
急
行
株
式
会
社
の
調
査
に
近
い
鳥
類
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
以
下
こ
れ
ら
の
種
類
に
つ
い
て
科
別
に
分
布
状
況

や
生
態
に
つ
い
て
述
べ
る

。

(

)

1

サ
ギ
科
の
鳥

日
本
に
は
1 8
種
が
生
息
し
て
い
る
が
、
本
村
で
は
ミ
ゾ
ゴ
イ
と
ゴ
イ
サ
ギ
の
二
種
が

見
ら
れ
る
。

ミ
ゾ
ゴ
イ
は
夏
鳥
と
し
て
五
月
下
旬
こ
ろ
南
の
国
か
ら
渡
っ
て
き
て
、

谷
川
沿
い
の

森
林
中
に
住
み
つ
き
、
樹
枝
上
に
営
巣
し
て
雛
を
育
て
る
。
明
け
方
に
人
が
う
な
る
よ

う
な
低
い
声
で
「
ブ
オ
ー
・
ブ
オ
ー
」
と
鳴
く
。

餌
は
主
に
サ
ワ
ガ
ニ
や
カ
エ
ル
な
ど

の
小
動
物
で
、

夜
間
活
動
す
る
。
地
元
で
は
俗
に
イ
ブ
と
呼
ん
で
い
る
。
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ゴ
イ
サ
ギ
は
い
つ
も
集
団
生
活
を
し
て
い
る
鳥
で
小
さ
な
も
の
は
五
～
六
羽
、
大
き
な
も
の
に

な
る
と
数
百
羽
も
の
群
れ
を
つ
く
る
。
日
中
は
水
辺
に
近
い
森
林
中
に
潜
み
、
夕
方
か
ら
活
動
を

始
め
、
河
川
や
沼
な
ど
で
魚
や
カ
エ
ル
、
ザ
リ
ガ
ニ
な
ど
を
捕
食
す
る
。
時
に
人
家
の
庭
先
で

飼
っ
て
い
る
コ
イ
や
金
魚
な
ど
を
失
敬
し
た
り
、
ネ
ズ
ミ
や
ト
カ
ゲ
、
カ
ナ
ヘ
ビ
な
ど
の
小
動
物

ま
で
襲
っ
て
食
う
と
い
う
悪
食
で
も
あ
る
。

繁
殖
期
に
な
る
と
、
百
～
二
百
羽
く
ら
い
の
群
れ
と
な
り
、
集
団
営
巣
を
し
て
雛
を
育
て
る

。

こ
れ
は
コ
ロ
ニ
ー
と
呼
ば
れ
る
が
、
こ
れ
が
で
き
た
サ
ギ
山
で
は
、
サ
ギ
の
糞
の
た
め
に
木
が
枯

れ
た
り
、
鳴
き
交
う
声
が
や
か
ま
し
い
な
ど
の
理
由
で
、
山
の
持
ち
主
か
ら
追
い
出
さ
れ
る
こ
と

が
多
く
、
大
抵
は
一
年
で
他
の
場
所
に
移
っ
て
い
く
。
本
村
内
で
サ
ギ
山
が
で
き
た
と
い
う
記
録
は
ま
だ
な
い
。

)②
ガ
ン
・
カ
モ
科
の
鳥

(ガン
・
カ
モ
類
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
冬
鳥
と
し
て
十
月
こ
ろ
北
国
か
ら
渡
来
し
て
く
る
が
、
オ
シ
ド
リ
や
カ
ル
ガ
モ
は
渡
り
を
し
な

い
で
日
本
で
繁

殖
す
る
鳥
で
あ
る
。
日
本
に
渡
っ
て
く
る
ガ
ン
・
カ
モ
類
は
四
十
五
種
類
い
る
が
、
い
ず
れ
も
湖
沼
や
低
地
の
大
き
な
河

川
に
限
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
環
境
の
な
い
本
村
で
は
、
ガ
ン
・
カ
モ
類
の
渡
来
は
見
ら
れ
ず
、
渡
り
を
し
な
い
オ
シ
ド
リ
が
少
数
生

息
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

オ
シ
ド
リ
は
別
名
「
木
ガ
モ
」
と
呼
ば
れ
て
い
て
日
本
各
地
の
山
林
中
で
繁
殖
す
る
。
普
通
は
水
辺
に
近
い
林
や
、
少
し
離
れ
た
森
林

の
樹
洞
中
に
営
巣
し
地
上
か
ら
四
～
十
i
く
ら
い
の
高
さ
の
樹
洞
を
利
用
す
る
も
の
が
多
い
。
四
月
下
旬
か
ら
七
月
に
か
け
て
、

産
卵
育

雛
を
し
、

成
長
し
た
雛
は
樹
洞
か
ら
地
上
に
飛
び
下
り
て
水
辺
ま
で
た
ど
り
つ
く
。
本
村
内
で
繁
殖
し
た
も
の
は
冬
季
に
は
上
野
原
町
の

大
野
貯
水
池
な
ど
に
移
動
し
て
越
冬
す
る
も
の
が
多
い
。
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1 )
ワ
シ
タ
カ
科
の
鳥

か
つ
て
富
士
山
ろ
く
は
ワ
シ
タ
カ
類
の
生
息
地
と
し
て
世
界
的
に
も
有
名
で
あ
っ
た
が
、

近
年
の
急
激
な
開
発
に
よ
っ
て
そ
の
数
が
激

減
し
、
現
在
で
は
一
部
の
地
域
を
除
い
て
、
姿
を
見
る
こ
と
も
ま
れ
に
な
っ
て
き
た
。
こ
れ
に
加
え
て
禁

鳥
で
あ
る
こ
の
鳥
を
密
猟
し
、

剝
製
と
し
て
飾
り
物
に
す
る
風
潮
が
後
を
絶
た
な
い
た
め
に
種
数
に
よ
っ
て
は
絶
滅
に
追
い
や
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て

生
息
地
の
細
か
な
記
述
は
こ
の
よ
う
な
状

況
を
助
長
す
る
こ
と
に
連
な
る
心
配
も
あ
る
の
で
概
要
に
止
め
て
お
き
た
い
。

ハ
チ
ク
マ
は
夏
鳥
と
し
て
五
月
こ
ろ
南
国
か
ら
渡
来
す
る
。
標
高
五
百
餅
か
ら
千
五
百
脳
く
ら
い
の
山
林
に
住
み
つ
き
、
樹
枝
上
に
小

枝
を
積
み
重
ね
て
巣
を
つ
く
り
、
産
座
に
ナ
ラ
や
ク
リ
な
ど
の
青
葉
を
敷
く
。
こ
の
タ
カ
は
ジ
バ
チ
の
幼
虫
や
蛹
を
は
じ
め
、
ミ

ツ
バ
チ

・
ア
シ
ナ

ガ
バ
チ
な
ど
の
幼
虫
も
好
ん
で
食
う
習
性
が
あ
る
た
め
ハ
チ
ク
マ
の
名
が
つ
け
ら
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
他
の
タ
カ
の
よ
う
に
カ
エ

ル
や
へ
、
ビ
、
小
鳥
類
な
ど
も
捕
食
す
る
が
、
中
型
獣
な
ど
は
襲
う
こ
と
が
な
い
。
数
は
大
変
少
な
く
、
本
村
内
で
は
数
番
(
つ
が
い
)
が

見
ら
れ
る
程
度
に
す
ぎ
な
い
。

ト
ビ
は
ワ
シ
タ
カ
類
中
最
も
数
が
多
く
、
ど
こ
に
で
も
た
く
さ
ん
住
ん
で
い
る
。
山
深
い

森
林
よ
り
は
む
し
ろ
集
落
に
近
い
所
に
集
中
し
て
お
り
、
繁
殖
期
以
外
は
群
れ
で
い
る
こ
と

が
多
い
。
上
昇
気
流
に
乗
っ
て
大
空
を
旋
回
し
、
地
上
に
獲
物
を
見
つ
け
る
と
急
降
下
し
て

鋭
い
爪
で
こ
れ
を
捕
ら
え
、
樹
上
に
運
ん
で
か
ら
引
き
さ
い
て
食
う
。
餌
は
主
に
ネ
ズ
ミ

類
・
カ
エ
ル
・
ヘ
ビ
な
ど
で
あ
る
が
、
死
肉
も
好
ん
で
食
う
し
、
時
に
は
昆
虫
類
も
捕
食
す

る
。
本
村
で
は
全
域
に
分
布
し
て
い
て
、
数
も
多
い
。

オ
オ
タ
カ
は
夏
は
低
山
帯
か
ら
高
山
帯
に
か
け
て
生
息
し
て
い
る
が
、
冬
に
な
る
と
平
地

に
も
姿
を
見
せ
、

小
鳥
類
な
ど
を
襲
っ
て
生
活
す
る
よ
う
に
な
る
。
日
本
に
住
む
タ
カ
の
な
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か
で
は
気
も
荒
く
、
人
が
育
雛
中
の
巣
に
近
づ
く
と
襲
っ
て
く
る
こ
と
も
あ
る
。
飛
ぶ
力
が
強
い
の
で
遠
く
ま
で
獲
物
を
探
し
に
行
き
、

ノ
ウ
サ
ギ
や
キ
ジ
な
ど
の
大
型
の
鳥
獣
を
捕
ら
え
て
巣
に
持
ち
帰
る
こ
と
も
あ
る
。
巣
は
高
い
木
の
枝
上
に
枝
を
積
み
重
ね
て
、
外
径
七

十
秒
く
ら
い
の
大
き
な
も
の
を
つ
く
る
。
数
は
少
な
く
単
独
で
行
動
す
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
目
撃
の
機
会
は
極
め
て
少
な
い
。

ツ
ミ
は
ワ
シ
タ
カ
科
の
な
か
で
は
最
も
小
型
で
、
ハ
ト
く
ら
い
の
大
き
さ
で
あ
る
。
夏
は
亜
高
山
帯
や
低
山
の
広
葉
樹
林
に
生
息
し
、

小
鳥
類
や
ネ
ズ
ミ

類
、
昆
虫
な
ど
を
捕
食
し
て
い
る
。
巣
は
地
上
五
が
か
ら
十

く
ら
い
の
樹
枝
上
に
枝
を
重
ね
て
皿
型
に
し
、
産
座
に

ヒ
ノ
キ
な
ど
の
青
葉
を
敷
く
こ
と
が
多
い
。
敏
捷
な
動
き
を
す
る
の
で
注
意
し
て
見
て
い
な
い
と

気
づ
か
な
い
こ
と
も
あ
る
。

ハ
イ
タ
カ
は
ツ
ミ
を
少
し
大
き
く
し
た
く
ら
い
で
形
や
色
彩
は
ツ
ミ
に
よ
く
似
て
い
る
の
で
、
遠
く
か
ら
識
別
す
る
こ
と
が
む
ず
か
し

い
タ
カ
で
あ
る
。

夏
は
亜
高
山
か
ら
高
山
ま
で
広
い
範
囲
に
わ
た
っ
て
移
動
す
る
も
の
が
多
く
、

標
高
二
千
五
百
が
あ
た
り
で
も
飛
翔
し
て
い
る
も
の
を

見
か
け
る
。
巣
は
カ
ラ
マ
ツ
や
ス
ギ
林
な
ど
の
樹
枝
上
に
細
い
枝
を
積
み
重
ね
て
淡
青
色
の
地
に
赤
褐
色
の
斑
の
あ
る
卵
を
四
～
五
個
産

む
。
ハ
イ
タ
カ
の
餌
は
主
に
小
鳥
類
で
あ
り
、
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
や
エ
ナ
ガ
、
コ
ガ
ラ
な
ど
の
多
い
針
葉
樹
林
中
で
狩
り
を
す
る
こ
と
が

多
い
。
本
村
で
は
少
数
が
生
息
し
て
い
る
。

ノ
ス
リ
は
山
地
の
ア
カ
マ
ツ
林
や
雑
木
林
に
生
息
す
る
留
鳥
で
、

他
の
タ
カ
類
に
比
べ
る
と
顔
や
喉
・
胸
か
ら
腹
に
か
け
て
か
な
り
白

っ
ぽ
く
見
え
る
か
ら
、
一
見
し
て
区
別
で
き
る
。
ま
た
上
空
を
旋
回
し
て
い
る
時
は
ト
ビ
に
似
て
い
る
が
、
尾
の
形
が
角
型
で
は
な
く
円

み
を
も
っ
て
い
る
か
ら
間
違
え
る
こ
と
は
な
い
。
鳴
き
声
は
ピ
ィ
ー
ま
た
は
ピ
ィ

ョ
ー
と
や
さ
し
い
声
で
、
飛
ん
で
い
る
時
に
鳴
く
こ
と

が
多

い
。

五
月
～
六
月
に
か
け
て
、

樹
枝
上
に
営
巣
し
、
産
座
に
は
青
葉
の
小
枝
を
敷
く
。
餌
は
ネ
ズ
ミ
類
を
は
じ
め
小
鳥
・
カ
エ
ル
・
ヘ
ビ
な

ど
で
、
獲
物
を
見
つ
け
る
と
空
中
か
ら
急
降
下
し
て
こ
れ
を
捕
ら
え
る
。
地
方
に
よ
っ
て
は
「
ま
ぐ
そ
っ
た
か
」
な
ど
と
呼
ん
で
い
る
が
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こ
れ
は
体
の
色
か
ら
き
て
い
る
名
前
で
あ
ろ
う
。
本
村
内
に
も
数
番
が
住
ん
で
い

る
。サ
シ
バ
は
五
月
こ
ろ
南
の
国
か
ら
渡
っ
て
来
て
低
山
に
住
み
つ
く
タ
カ
で
あ

る
。
本
村
で
は
標
高
が
高
い
た
め
か
、
住
み
つ
い
て
営
巣
す
る
個
体
は
確
認
さ
れ

て
い
な
い
が
、

餌
を
求
め
て
飛
来
す
る
も
の
が
わ
ず
か
に
見
ら
れ
る
。

ク
マ
タ
カ
は
高
山
や
深
い
山
に
生
息
す
る
大
型
の
タ
カ
で
、
大
変
数
が
少

な

く
、

絶
滅
が
心
配
さ
れ
て
い
る
一
種
で
あ
る
。
富
士
山
周
辺
で
は
数
番
が
繁
殖
し

て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
近
づ
き
難
い
場
所
で
あ
る
。

夏
に
は
高
山
帯
に
も
出
現
し
ホ
シ
ガ
ラ
ス
や
オ
コ
ジ
ョ
な
ど
を
襲
う
こ
と
も
あ
る
が
、

冬
に
な
る
と
平
地
に
も
飛
来
し
、

カ
モ
な
ど
を

捕
ら
え
る
こ
と
が
多
い
。

他
に
キ
ジ
・
ヤ
マ
ド
リ
・
ウ
サ
ギ
な
ど
、
か
な
り
大
き
な
動
物
を
捕
食
す
る
。

)( 4
ハ
ヤ
ブ
サ
科
の
鳥

チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ
ウ
は
夏
の
間
に
は
高
冷
地
に
も
姿
を
現
し
、
冬
に
な
る
と
温
か
な
地
方
に
漂
行
す
る
タ
カ
で
、
か
つ
て
は
人
間
が
近
づ

け
な
い
断
崖
に
営
巣
し
て
い
た
が
、
近
年
に
な
っ
て
市
街
地
の
ビ
ル
で
も
繁
殖
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
本
村
で
の
繁
殖
は
確
認
さ
れ
て
い

な
い
が
、
夏
季
に
狩
り
の
た
め
飛
来
す
る
も
の
が
あ
る
。

餌
は
ネ
ズ
ミ
や
小
鳥
類
、
昆
虫
類
な
ど
で
、
空
中
で
停
空
飛
翔
(
ホ
バ
リ
ン
グ
)
を
し
な
が
ら
獲
物
を
探
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。

( )
キ
ジ
科
の
鳥

本
村
で
は
キ
ジ
・
ヤ
マ
ド
リ
・
コ
ジ
ュ
ケ
イ
の
三
種
が
生
息
し
て
い
る
。

キ
ジ
は
平
地
か
ら
標
高
千
二
百
餅
の
山
地
や
高
原
の
草
原
・
農
耕
地
・
雑
木
林
な
ど
に
住
み
つ
い
て
い
る
。
針
葉
樹
林
や
広
葉
樹
の
密
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林
中
に
は
少
な
く
、

開
け
た
場
所
に
多
い
。
狩
猟
鳥
で
あ
る
こ
と
と
、
キ
ツ
ネ
な
ど
に
捕
食
さ
れ
る

も
の
が
多
い
た
め
、
野
生
の
キ
ジ
は
年
ご
と
に
減
っ
て
い
る
が
、

養
殖
キ
ジ
が
放
鳥
さ
れ
て
絶
滅
だ

け
は
ま
ぬ
が
れ
て
い
る
。

本
村
で
は
山
ろ
く
の

畑
や
ス
ス
キ
原
で
声
が
聞
か
れ
る
。

ジ
ヤ
マ
ド
リ
も
キ
ジ
と
同
じ
く
ら
い
の
標
高
地
に
住
ん
で
い
る
が
、

針
葉
樹
の
密
林
や
シ
ダ
類
の
密

生
す
る
暗
い
林
に
も
生
息
し
て
い
る
。
昼
間
は
森
林
中
の
草
む
ら
の
中
や
、
山
頂
や
山
腹
の
藪
の
中

に
潜
ん
で
お
り
、

植
物
の
若
芽
や
種
子
・
果
実
な
ど
を
つ
い
ば
ん
だ
り
休
息
し
た
り
し
て
い
る
。

外
敵
が
近
づ
く
と
大
き
な
羽
音
を
立
て
て
舞
い
あ
が
り
一
気
に
滑
翔
し
て
遠
く
へ
飛
び
去
る
こ
と

が
多
い
。
本
村
で
は
山
林
・
原
野
に
生
息
し
て
い
る
が
、
キ
ツ
ネ
な
ど
に
捕
食
さ
れ
る
も
の
も
多

く
、

減
り
つ
つ
あ
る
鳥
で
あ
る
。

コ
ジ
ュ
ケ
イ
は
、
昭
和
初
期
に
中
国
か
ら
輸
入
し
た
も
の
が
自
然
に
増
殖
し
て
本
州
全
土
に
広
が
っ
た
帰
化
鳥
類
で
あ
る
。
狩
猟
の
対

象
に
な
っ
て
い
る
が
繁
殖
力
も
強
く
、

各
地
で
増
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

い
つ
も
五
～
六
羽
の
群
れ
に
な
っ
て
農
耕
地
や
草
む
ら
の
中
で
餌
を
つ
い
ば
ん
で
い
る
こ
と
が
多
い
。
地
上
で
の
生
活
が
多
く
、
よ
ほ

ど
驚
い
た
時
以
外
は
め
っ
た
に
飛
び
立
つ
こ
と
が
な
い
。
本
村
で
は
夏
季
に
少
数
が
生
活
し
て
い
る
が
、
冬
季
に
な
る
と
暖
地
移
動
し
て

い
な
く
な
る
。

( )
シ
ギ
科
の
鳥

シ
ギ
や
チ
ド
リ
の
仲
間
は
大
き
な
河
川
や
湖
沼
に
渡
来
す
る
も
の
が
多
く
、
日
本
で
は
五
十
八
種
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
高
冷
地
で

は
ほ
と
ん
ど
見
る
こ
と
が
な
く
ヤ
マ
シ
ギ
一
種
だ
け
が
生
息
す
る
。

ヤ
マ
シ
ギ
は
本
村
に
お
い
て
は
夏
鳥
で
、
冬
季
に
な
る
と
越
冬
の
た
め
に
、
暖
地
へ
移
動
し
て
い
く
。
五
月
こ
ろ
に
な
る
と

再
び
も
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ど
っ
て
来
て、

ア
カ
マ
ツ
林
や
雑
木
林
に
住
み
つ
き
、
木
の
根
元
や
藪
の
中
の
地
上
の
窪
み
に
枯
れ

草
や
枯
れ
葉
を
敷
い
て
営
巣
す
る
。
日
中
は
林
の
中
に
ひ
そ
み
、
日
没
後
に
舞
い
立
っ
て
水
田
や
沼

沢
地
で
ミ
ミ
ズ
や
昆
虫
類
を
探
し
て
食
う
。
地
上
に
ひ
そ
む
時
は
な
か
な
か
飛
び
立
た
ず
、
腹
を
地

上
に
ぴ
っ
た
り
と
つ
け
て
動
か
ず
に
い
る
の
で
、

見
つ
か
り
に
く
い
。

)( 1
7

ハ
ト
科
の
鳥

キ
ジ
バ
ト
は
最
近
に
な
っ
て
増
え
て
き
て
い
る
鳥
で
、

本
村
で
は
ヤ
マ
バ
ト
と
呼
ん
で
い
る
。
こ

の
鳥
の
繁
殖
期
は
他
の
鳥
に
比
べ
る
と
大
変
長
く
、
四
月
こ
ろ
か
ら
十
月
ま
で
続
き
、
森
林
の
樹
枝

上
や
人
家
の
庭
木
の
枝
に
粗
末
な
巣
を
つ
く
っ
て
雛
を
育
て
る
。
大
抵
は
番
で
行
動
し
、

農
耕
地
な

ど
に
舞
い
下
り
て
、
二
羽
で
仲
よ
く
餌
を
つ
い
ば
ん
だ
り
、

羽
づ
く
ろ
い
を
し
て
い
る
こ
と

が
多

い
。
本
村
で
は
全
域
に
住
ん
で
い
て
、
姿
を
よ
く
見
か
け
る
が
、
冬
季
は
暖
地
へ
移
動
し
て
少
な
く
な
る
。

ア
オ
バ
ト
は
キ
ジ
バ
ト
に
比
べ
る
と
数
も
少
な
く
分
布
域
も
狭
い
。
姿
を
見
る
機
会
は
少
な
い
が
、

無
気
味
な
声
で
「
ウ
ァ
オ
ー
・
ア

オ
ー
」
と
長
く
鳴
く
の
で
生
息
場
所
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
村
で
は
白
樺
台
別
荘
地
付
近
の
森
林
中
で
、
こ
の
鳴
き
声
を
何
回
か
耳

に
し
た
し
、
精
進
登
山
道
沿
い
で
も
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
十
二
月
こ
ろ
に
な
る
と
越
冬
の
た
め
に
暖
地
へ
移
動
し
て
し
ま
う
。

( )
ホ
ト
ト
ギ
ス
科
の
鳥

日
本
に
は
こ
の
科
に
属
す
る
種
類
が
四
種
い
る
が
、
本
村
に
お
い
て
も
四
種
と
も
生
息
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
夏
鳥
と
し
て

五
月
こ
ろ
南
の
国
か
ら
渡
っ
て
き
て
、
秋
に
は
渡
去
す
る
。
ま
た
、
ど
の
種
類
も
自
分
で
は
営
巣
・
抱
卵
・
育
雛
を
す
る
こ
と
が
な
く
、

他
の
鳥
に
托
卵

(
た
く
ら
ん
)
す
る
と
い
う
変
わ
っ
た
習
性
を
も
っ
て
い
る
。

ジ
ュ
ウ
イ
チ
は
、
そ
の
鳴
き
声
が
「
ジ
ュ
ウ
イ
チ
ー
」
と
聞
こ
え
る
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
の
名
が
つ
け
ら
れ
た
鳥
で、

別
名
「
慈
悲
心
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鳥
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
托
卵
す
る
鳥
(
仮
母
鳥
)
は
、
コ
ル
リ
・
オ
オ
ル
リ
・
コ
マ
ド

リ
な
ど
で
、
こ
れ
ら
の
鳥
が
多
く
生
息
す
る
場
所
に
住
み
つ
く
。
本
村
で
は
、

軽
水
林
道
沿

い
や
樹
海
の
中
で
鳴
き
声
が
よ
く
聞
か
れ
る
。

カ
ッ
コ
ウ
も
五
月
こ
ろ
渡
っ
て
き
て
、

山
地
や
平
地
の
林
に
住
み
つ

き
、

オ
オ
ョ
シ
キ
リ

を
は
じ

め
、

モ
ズ
・
ホ
オ
ジ
ロ
・
ア
オ
ジ
・
キ
セ
キ
レ
イ
・

ヒ
バ

リ
・
ビ
ン
ズ
イ
・
ノ
ビ
タ

キ
な
ど
の
巣
に
托
卵
す
る
。
渡
っ
て
来
て
間
も
な
い
こ
ろ
、

電
線
や
木
の

梢
に
止
ま
っ
て
、

尾
羽
を
広
げ
な
が
ら

「
ク
ッ
ッ
コ
ー
」
を
繰
り
返
し
、

雌
を
呼
ぶ
光
景
が
よ
く
見
ら
れ
る
。
カ
ッ
コ
ウ
の
餌
は
主
と
し
て
ス
ズ
メ
ガ
・
*

, i

ド

T

ク
ガ
・
ヤ
ガ
・
マ
ツ
ケ
ム
シ
な
ど
、

森
林
の
害
虫
で
あ
る

蛾
(
が
)
が
多
く
、

森
林
保
護
上
に
役
立
っ
て
い
る
面
も
あ
る
。

ツ
ツ
ド
リ
は
、
鳴
き
声
が
筒
を
た
た
い
た
時
に
出
る
音
の
よ
う
に
「
ポ
ッ
ポ
ン
・
ポ
ッ
ポ
ン
」
と
聞
こ
え
る
。
ホ
ト
ト
ギ
ス
科
の
鳥
の

中
で
は
最
も
早
く
渡
来
し
、
木
の
梢
に
止
ま
っ
て
よ
く
鳴
き
続
け
る
。
仮
母
鳥
と
し
て
は
、
セ
ン
ダ
イ
ム
シ
ク
イ
・
メ
ボ
ソ
・
ヤ
ブ
サ
メ

・
メ
ジ
ロ
・
キ
ビ
タ
キ
・
オ
オ
ル
リ
・
ウ
グ
イ
ス
・
モ
ズ
な
ど
で
あ
る
が
、
セ
ン
ダ
イ
ム
シ
ク
イ
に
托
卵
す
る
こ
と
が
多
い
。
カ
ッ
コ
ウ

に
比
べ
る
と
、
そ
の
数
は
は
る
か
に
少
な
い
。

ホ
ト
ト
ギ
ス
は
、
「
ホ
ッ
チ
ョ
カ
ケ
タ
カ
・
キ
ョ
ッ
キ
ョ
キ
ョ
ッ
キ
ョ
キ
ョ
」
と
鋭
い
声
で
よ
く
鳴
く
。
本
村
で
は
、
樹
海
や
五
湖
台

あ
た
り
で
さ
か
ん
に
鳴
く
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
声
が
に
ぎ
や
か
で
あ
る
。

木
に
止
ま
っ
て
鳴
く
場
合
も
あ
る
が
、

飛
び
な
が
ら
鳴
い
た
り
、

明
け
方
の
暗
い
空
で
鳴
く
こ
と
が
多
い
。
大
変
情
熱
的
に
鳴
く
と
い

う
こ
と
で
、
古
く
か
ら
文
学
の
素
材
と
し
て
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
名
が
用
い
ら
れ
て
き
て
い
る

。

)6
フ
ク
ロ
ウ
科
の
鳥

(フ
ク
ロ
ウ
の
仲
間
は
、
夜
の
覇
者
(
は
し
ゃ
)
と
し
て
ど
う
猛
な
鳥
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
も
た
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
ネ
ズ
ミ
を
捕
食
す



オオコノハズク

フクロウ

- 206--

る
お
と
な
し
い
鳥
で
あ
る
。
日
本
に
は
十
種
類
が
生
息
す
る
が
、
い
ず
れ
も
夜
行
性
で
、

昼
間
は
木
の

洞
や
葉
陰
に
ひ
そ
ん
で
お

り
、

夕

暮
れ
か
ら
活
動
す
る
。

ト
ラ
フ
ズ
ク
は
、
本
州
に
い
る
フ
ク
ロ
ウ
の
中
で
は
大
型
で
、
耳
羽
が
め
だ

つ
た
め
に
虎
の
顔
つ
き
を
思
わ
せ
る
鳥
で
あ
る
。
留
鳥
と

し
て
亜
高
山
帯
か
ら
平
地
に
か
け
て
の
林
に
生
息
し
、

針
葉
樹
林
中
に
ひ
そ
ん
で
い
る
こ
と
が
多
い
。
五
月
こ
ろ
に
な
る
と
樹
洞
や
タ
カ

の
古
巣
を
利
用
し
て
産
卵
育
雛
を
す
る
が
、
時
に
は
地
上
に
営
巣
す
る
こ
と
も
あ
る
。
餌
は
主
に
ネ
ズ
ミ
類
で
あ
る
が
、
モ
グ
ラ
や
小
鳥

類
も
捕
食
す
る
。
本
村
で
は
、

富
士
山
の
三

合
目
あ
た
り
に
生
息
し
て
い
る
が
、
数
は
大
変
少
な
い
。

コ
ノ
ハ
ズ
ク
は
、
声
の
仏
法
僧
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
た
鳥
で
、
日
本
に
は
五
月
初
旬
に

南
の
国
か
ら
渡
っ
て
来
る
。
よ
く
繁
っ
た
密
林

中
の
巨
木
に
住
み
つ
き
、
夜
に
な
る
と
「
ブ
ッ
ポ
ー
・
ブ
ッ
ポ
ー
」
と
さ
か
ん
に
鳴
く
。
声
の
大
き
い
割
に
体
は
小
さ
く
、
ム
ク
ド
リ
ほ

ど
し
か
な
い
。
日
中
は
巨
木
の
繁
み
に
ひ
そ
ん
で
眠
っ
て
お
り
、
夕
方
か
ら
活
動
を
は
じ
め
、
主
と
し
て
昆
虫
類
を
捕
食
す
る
。
本
村
で

は
、
富
士
の
二
合
目
、
三
合
目
あ
た
り
で
鳴
き
声
が
聞
か
れ
る
。

オ
オ
コ
ノ
ハ
ズ
ク
は
、
コ
ノ
ハ
ズ
ク
を
一
ま
わ
り
大
き
く
し
た
く
ら
い
の
大
き
さ
で
、
姿
や
形
は
大
変
よ
く
似
て
い
る
。
夏
の
間
は
山

地
の
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
林
に
生
息
し
て
お
り
、
寒
く
な
る
と
平
地
に
移
動
す
る
も
の
が
多
い
。
鳴
き
声
は
「
ポ
ウ
ポ
ウ
ポ
ウ
」
と
低
く
、
タ

暮
れ
か
ら
夜
半
こ
ろ
ま
で

鳴
き

続
け

る
。
餌
は
小
鳥
類
や
ネ
ズ
ミ

類
が
多
い

、
カ
エ
ル
や
昆
虫
類
も
好
ん
で

食

う
。
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
平
地
や
暖

地
に
移
動
し
て

越
冬
す
る

。

フ
ク
ロ
ウ
は
、

標
高
千
六
百
燃
く
ら
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い
ま
で
の
森
林
に
住
む
留
鳥
で
、
二
月
中
旬
こ
ろ
に
な
る
と
ゴ
ロ
ッ
ホ
・
ホ
ッ
ホ
ー
・
ゴ
ロ
ッ
ホ
・

ホ
ー
コ
」
な
ど
と
低
い
声
で

鳴
く
。

最
近
は
フ
ク
ロ
ウ
が
繁
殖
で
き
る
大
き
な
樹
洞
が
少
な
く
な
っ

て
い
る
た
め
か
、
数
が
大
変
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
夜
間
に
活
動
し
、
ネ
ズ
ミ
類
や
小
鳥
類
を

カ
捕
食
す
る
。
本
村
で
は
、

旧
学
林
あ
た
り
で
鳴
き
声
が
聞
か
れ
る
。

)0
ヨ
タ
カ
科
の
鳥

m
ヨ
タ
カ
は
一
科
一
種
の
鳥
で
、
日
本
に
は
四
月
下
旬
か
ら
五
月
に
か
け
て
渡
っ
て
く
る
。
朝
方
や

夕
暮
れ
時
に
、
木
魚
で
も
た
た
く
音
の
よ
う
に
「
キ
ョ
キ
ョ
キ
ョ
キ
ョ
キ
ョ
キ
ョ
キ
ョ… …

」
と
リ

ズ
ミ

カ
ル
に
長
く
鳴
く
。
暗
や
み
の
中
で
音
も
な
く
飛
び
ま
わ
り
、
空
中
で
蛾
を
捕
ら
え
て
食
う
習

性
が
あ
り
、

車
の
ラ
イ
ト
に
照
ら
さ
れ
る
と
、
ル
ビ
ー
の
よ
う
な
目
玉
が
大
き
く
光
っ
て

見
え
る
の

で
、
は
じ
め
て
出
会
っ
た
人
は
大
変
驚
く
こ
と
が
多
い
。

日
中
は
体
を
木
の
枝
に
平
行
に
し
て
止
ま
っ
て
お
り
、
じ
っ
と
し
て
い
る
の
で
見
つ
け
に
く
い
。

本
村
内
で
は
、

標
高
の
低
い
地
域
に

生
息
し
て
お
り
、
あ
ち
こ
ち
の
林
か
ら
鳴
き
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。

( 210
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
科
の

鳥

ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
は
一
科
一
種
の
夏
鳥
で
、
五
月
こ
ろ
日
本
に
渡
っ
て
く
る
。
全
身
が
鮮
や
か
な
青
緑
色
で
、
嘴
と
脚
は
深
紅
色
で
美
し

い
。
名
前
は
仏
法
僧
で
あ
る
が
、
コ
ノ
ハ
ズ
ク
の
よ
う
に
「
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ー
」
と
は
鳴
か
ず
に
「
ゲ
ェ
ッ
、
ゲ
ェ
ッ
」
と
濁
っ
た
悪
声
で

鳴
く
。

生
息
場
所
は
コ
ノ
ハ
ズ
ク
と

同
じ
で
、
巨
木
の
あ
る
社
寺
林
や
樹
齢
の
高
い
木
の
あ
る
森
林
で
あ
る
。
餌
に は
昆
虫
類
で
あ
る
が
、

特
に

甲
虫
類
を
好
ん
で
食
う
。
最
近
は
巨
木
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
た
め
に
渡
来

数
も
少
な
く
な
っ
て
い
る

。
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m )⑩
キ
ツ
ツ
キ
科
の
鳥

こ
の
科
に
属
す
る
も
の
は
ア
リ
ス
イ
を
除
く
他
は
留
鳥
で
、
一
年
中
同
じ
場
所
に
生

息
し
て
い
る
。

ア
オ
ゲ
ラ
は
、
低
山
帯
か
ら
亜
高
山
帯
に
か
け
て
の
森
林
に
生
息
す
る
キ
ッ

ツ
キ

で
、
体
は
ム
ク
ド
リ
を
一
ま
わ
り
大
き
く
し
た
程
の
大
き
さ
で
あ
る
。
体
の
色
は
明
る

い
緑
色
で
あ
り
、
腹
側
に
V
字
形
を
し
た
黒
い
斑
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
ま
た
雄
の
後
頭

部
は
鮮
や
か
な
紅
色
を
し
て
い
る
。

木
の
幹
を
く
る
く
る
回
り
な
が
ら
ア
リ
や
ハ
チ
、
ゴ
ミ
ム
シ
、
ク
モ
な
ど
を
つ
い
ば
ん
で
い
る
こ
と
が
多
い
。
本
村
内
で
は
富
士
山
四

合
目
以
下
の
林
に
住
み
、
人
が
近
づ
く
と
「
ケ
ラ
ケ
ラ
ケ
ラ
」
と
激
し
く
鳴
き
な
が
ら
遠
く
へ
飛
び
去
る
。

ア
カ
ゲ
ラ
は
、
ム
ク
ド
リ
ほ
ど
の
大
き
さ
で
体
の
背
面
は
青
み
が
か
っ
た
黒
色
で
、
そ
の
中
に
白
い
斑
点
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
雄
で
は

後
頭
に
紅
色
の
帯
が
見
ら
れ
る
ほ
か
、
下
尾
筒
(
下
腹
部
に
あ
た
る
部
分
)
に
も
紅
色
の
部
分
が
あ
る
。

木
の
幹
を
上
が
っ
た
り
下
が
っ
た
り
し
な
が
ら
、
ハ
チ
、
ア
リ
の
ほ
か
、

カ
ミ
キ
リ
の
幼
虫
、
ガ
の
幼
虫
を
頑
丈
な
嘴
で
捕
食
し
て
い

る
。
本
村
で
は
、
ど
の
林
道
沿
い
で
も
幹
を
た
た
く
ア
カ
ゲ
ラ
の
ド
ラ
ミ
ン
グ
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
。

コ
ゲ
ラ
は
、
ス
ズ
メ
程
の
大
き
さ
の
キ
ツ

キ
で
、
体
の
色
は
褐
色
や
黒
色
で
、
そ
の
中
に
白
の
幅
広
い
横
縞
が
た
く
さ
ん
あ
る
地
味

な
色
の
鳥
で
あ
る
。

ア
カ
マ
ツ
林
に
多
く
、
小
枝
か
ら
小
枝
へ
と
移
動
し
な
が
ら
ハ
チ
・
ア
リ
を
は
じ
め
ゾ
ウ
ム
シ
・
ガ
の
幼
虫
・
ク
モ
な
ど
の
小
動
物
を

捕
食
し
て
い
る
。
一
本
の
木
を
下
か
ら
上
ま
で
回
り
終
わ
る
と
、
次
の
木
へ
飛
び
移
る
が
、
そ
の
際
に
「
ギ
ー
ギ
ー
」
と
鳴
く
こ
と
が
多

い。
本
村
で
は
ど
こ
の
林
で
も
普
通
に
見
ら
れ
、
冬
季
に
は
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
や
メ
ジ
ロ
と
混
群
に
な
り
、
林
の
中
を
移
動
し
て
い
る
。
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)( 14
ツ
バ
メ
科
の
鳥

日
本
に
は
五
種
の
ツ
バ
メ
が
渡
っ
て
く
る
が
、

普
通
見
ら
れ
る
種
類
と
い
え
ば
、
ツ
バ
メ
と
イ
ワ

ツ
バ

メ
の
二

種
で

あ
る

。

イ
ワ
ツ
バ
メ
は
、
か
つ
て
亜
高
山
帯
の
岩
場
に
住
み
つ
い
て
繁
殖
し
て
い
た
が
、

近
年
は
低
地
へ

進
出
し
て
き
て
市
街
地
で
も
ツ
バ
メ
を
追
い
出
し
、

自
由
に
繁
殖
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ツ
バ
メ
に
比
べ
る
と
、

体
は
一
ま
わ
り
小
さ
く
、

尾
の
先
端
が
分
か
れ
て
い
な
い
で
凹
尾
型
を
し

て
い
る
。
飛
ん
で
い
る
時
に
は
、

腰
の
白
い
部
分
が
よ
く
目
立
つ
か
ら
容
易
に
区
別
で
き
る
。
本
村

で
は
、
大
き
な
建
物
の
あ
る
場
所
で
は
ど
こ
で
も
住
み
つ
い
て
い
て
、
壁
に
泥
を
主
材
と
し
た
ド
ン

ブ
リ
型
の
巣
を
つ
く

る
。

( 41
セ
キ
レ
イ
科
の
鳥

セ
キ
レ
イ
科
の
鳥
の
特
徴
は
、
い
つ
も
尾
を
ふ
る
こ
と
と
、

飛
翔
が
波
状
で
あ
る
こ
と
の
二
つ
で

あ
る
。

キ
セ
キ
レ
イ
は
そ
の
代
表
種
で
あ
り
、

長
い
尾
を
い
つ
も
振
っ
て
い
る
。

普
段
は
標
高
の
低
い
河

川
や
水
田
、
湖
沼
、
村
落
に
生
息
し
て
い
る
が
、
七
月
こ
ろ
か
ら
渓
流
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
高
冷
地
に

ま
で
移
動
す
る
。

そ
の
名
の
よ
う
に
胸
か
ら
腹
に
か
け
て
黄
色
で
あ
り
、
一
見
し
て
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

水

辺
に
い
る
こ
と
が
多
く
ガ
ガ
ン
ボ
や
ゴ
ミ
ム
シ
、
ヒ
メ
バ
エ
な
ど
の
昆
虫
を
捕
食
す
る
。

繁
殖
期
に
は
石
垣
の
間
、
屋
根
の
隙

間、
樹
木
の
凹
み
な
ど
に
営
巣
し
て
雛
を
育
て
る
。
本
村
で
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は
主
に
夏
季
に
低
地
か
ら
漂
行
し
て
き
た
も
の
を
多
く
見
か
け
る
。

セ
グ
ロ
セ
キ
レ
イ
は
、

背
面
は
黒
く
、

腹
側
が
白
い
と
い
う
ツ
ー
ト
ン
カ
ラ
ー
の
鳥
で
、

留
鳥
と
し
て
河
川
や
湖
沼
・
水
田
・
渓
流
・

湿
地
な
ど
に
生
息
す
る
。
こ
の
鳥
は
三

月
こ
ろ
か
ら
繁
殖
を
は
じ

め
、

水
辺
の
崖
地
、

土
手
の
凹
み
、

石
垣
の
間
な
ど
に
営
巣
す
る
が
、

時
に
は
駐
車
中
の
車
の
隙
間
や
大
勢
の
人
の
出
入
り
す
る
場
所
の
物
陰
に
も
営
巣
し
て
、
新
聞
を
に
ぎ
わ
す
こ
と
も
あ
る
。

餌
は
カ
ワ
ゲ
ラ
・
ト
ビ
ケ
ラ
・
ゴ
ミ

ム
シ
・
ミ
ズ
ス
マ
シ
・
ガ
ガ
ン
ボ
と
い
っ
た
水
生
昆
虫
が
多
い
。

本
村
で
は
、

村
落
付
近
や
ジ
ラ

ゴ
ン
ノ
地
内
で
よ
く
見
ら
れ
る
。

ビ
ン
ズ
イ
は
、

低
山
か
ら
亜
高
山
に
か
け
て
の
草
原
や
低
木
の
疎
生
す
る
林
、
登
山
道
沿
い
な
ど
で
よ
く
見
か
け
る
鳥
で
あ
る
。

繁
殖
期
に
な
る
と
高
い
木
の
梢
に
止
ま
っ
て
「
ビ
ン
・
ビ
ン
・
ビ
ン
ズ
イ
ー
ズ
イ
ー
」
な
ど
と
よ
く
鳴
き
、
時
々
舞
い
上
が
っ
て
は
ま

た
元
の
梢
に
戻
る
と
い
っ
た
し
ぐ
さ
を
繰
り
返 す

。

五
月
中
旬
こ
ろ
か
ら
七
月
に
か
け
て
、
地
上
の
凹
み
や
登
山
道
わ
き
の
か
げ
に
枯
れ
草
・
鮮
類
(
こ
け
)
な
ど
を
使
っ
て
お
椀
形
の
巣

を
つ
く
る
。
地
上
を
歩
い
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
よ
く
目
に
つ
く
鳥
で
、
本
村
で
は
比
較
的
多
く
見
ら
れ
る
。

( 41
サ
ン
シ
ョ
ウ
ク
イ
科
の
鳥

こ
の
科
の
鳥
の
名
は
、
そ
の
鳴
き
声
が
「
ヒ
リ
ヒ
リ
ン
、
ヒ
リ
ヒ
リ
ン
」
と
聞
こ
え
る
た
め
に
鳥
が
辛
い
サ
ン
シ
ョ
ウ
を
食
っ
て
、

ヒ

リ
ヒ
リ
鳴
く
と
い
う
意
味
か
ら
つ
け
ら
れ
た
と

言
わ
れ
て
い
る
。

サ
ン
シ
ョ
ウ
ク
イ
は
、
モ
ズ
く
ら
い
の
大
き
さ
で
夏
鳥
と
し
て
四
月
下
旬
こ
ろ
南
の
国
か
ら
渡
っ
て
く
る
。
こ
の
鳥
は
木
の
梢
近
く
に

い
る
こ
と
が
多
く
、

餌
を
と
る
場
合
や
巣
の
材
料
を
集
め
る
時
以
外
は
、
い
つ
も
高
い
枝
に
い
る
。

数
が
少
な
く
分
布
も
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、

見
る
機
会
の
少
な
い
鳥
で
あ
る
。

餌
は
ハ
ム
シ
や
ゴ
ミ
ム
シ
、
テ
ン
ト
ウ
ム
シ
な
ど
の
昆
虫
が
主
で
、
繁
殖
期
に
は
番
で
行
動
す
る
が
、
渡
り
の
時
に
は
大
群
で
い
る
こ
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と
が
多
い
。

( 1宮
ヒ

ヨ
ド
リ
科
の
鳥

最
近
に
な
っ
て
増
え
て
来
た
鳥
の
一
種
で
、
山
地
か
ら
村
落
付
近
ま
で
、
ど
こ
で
も
普
通
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

ヒ
ヨ
ド
リ
の
名
の
お
こ
り
は
、
そ
の
鳴
き
声
が
、
「
ヒ

ィ
ー

ヨ
、
ヒ

ィ
ー
ヨ
」
と
聞
こ
え
る
と
こ
ろ

か
ら
名
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
夫
婦
仲
の
よ
い
鳥
で
い
つ
も
二
羽
で
行
動
し
て
い
る
こ
と
が
多

い
。
ま
た
一
羽
が
梢
で
甲
高
く
鳴
く
と
周
囲
に
い
た
仲
間
が
寄
っ
て
き
て
群
れ
に
な
り
、
に
ぎ
や
か
に

鳴
き
交
う
こ
と

も
あ
る

。

本
村
で
は
夏
季
に
は
数
も
多
い
が
、
冬
に
な
る
と
暖
地
へ
漂
行
す
る
た
め
極
端
に
少
な
く
な
る
。

1 69
い

モ
ズ
科
の

鳥
(普
通
見
ら
れ
る
も
の
に
は
、
モ
ズ
の
ほ
か
ア
カ
モ
ズ
と
チ
ゴ
モ
ズ
が
い
る
。

モ
ズ
は
夏
に
は
山
地
に
多
い
が
、

寒
く
な
る
と
平
地
へ
漂
行
す
る
も
の
が
多
い
。

モ
ズ
の
繁
殖
期
は
早
く
三
月
下
旬
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
五
月
に
は
雛
が
巣
立
つ
。
肉
食
性
で
あ
る
た
め
に
カ
エ
ル
や
ト
カ
ゲ
、
バ
ッ
タ
な

ど
の
ほ
か
に
ス
ズ
メ
や
カ
ワ
ラ
ヒ
ワ
、
ア
オ
ジ
な
ど
の
小
鳥
を
襲
う
こ
と
も
あ
る
。
夏
の
終
わ
り
ご
ろ
か
ら
家
族
生
活
を
解
き
、
そ
れ
ぞ

れ
分
散
し
て
な
わ
ば
り
を
持
つ
よ
う
に
な
る
が
、
こ
の
時
の
な
わ
ば
り
宣
言
が
“
モ
ズ
の
高
鳴
き

"
で
あ
る
。
本
村
で
は
、
夏
季
に
は
疎

林
や
草
原
、

村
落
付
近
で
生
活
し
て
い
る
が
、
冬
季
に
は
暖
地
へ
移
動
し
て
少
な
く
な
る
。

( 17/
ミ
ソ
サ
ザ
イ
科
の
鳥

ミ
ソ
サ
ザ
イ
は
、
俗
に
ミ
ソ
ッ
チ
ョ
と
か
ミ
ソ
ク
グ
リ
と
か
言
わ
れ
て
い
る
小
型
の
鳥
で
、

夏
は
亜
高
山
帯
に
生
息
し
て
お
り
、

冬
に
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な
る
と
平
地
へ
漂
行
し
て
越
冬
す
る

。

本
村
で
は
、

樹
海
内
や
よ
く
繁
っ
た
密
林
中
に
多
く
、
四
月
こ
ろ
か
ら
繁
殖
の
た
め
に
囀
(
さ
え
ず
)

る
声
を
よ
く
聞
く
。
大
変
美
声

で
「
チ
チ
、
チ
チ
ッ
、
チ
ョ
ッ
、
チ
ョ
ッ
・
チ
チ
・
チ
チ
・

•チ
チ
・
チ
ョ
ツッ
・
チ
ョ
ツ
・
チ

チ
チ
ョ
ロ
・
チ
チ
チ
ョ
ロ
・
チ
ョ
ロ
リ
・
チ
イ
チ
ョ
ロ
ロ
…

･」
な
ど
と

長
く

鳴
き
続
け
る
。

高
木
の
根
本
や
溶
岩
の
岩
陰
に
蘚
(
こ
け
)
を
使
っ
て
球
形
の
巣
を
つ
く
り
、
一
度
に
四

～
五
羽
の
雛
を
育
て
る
。
六
月
こ
ろ
巣
立
ち
す
る
若
鳥
を
捕
ら
え
て
飼
う
密
猟
者
が
後
を
絶

た
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。

)( 1
イ
ワ
ヒ
バ
リ
科
の
鳥

富
士
山
頂
の
よ
う
に
標
高
が
高
く
な
る
と
、

植
物
も
ほ
と
ん
ど

生
育
し
な
く
な
る
た
め
、

2
鳥
類
は
住
ま
な
く
な
る
が
、
そ
れ
で
も
二
～
三

種
類
の
鳥
が
姿
を
見
せ
る
。
そ
の
一
つ
が
イ

2

ワ
ヒ
バ
リ
で

あ
る

。

こ
の
鳥
は
、

夏
の
間
、
高
山
の
登
山
道
沿
い
に
群
れ
て
い
て
、

岩
礫
(
れ
き
)
の
間
や

お

花
畑
の
中
で
餌
を
あ
さ
る
。

富
士
山
で
は
五
合
目
か
ら
八
合
目
あ
た
り
に
多
く
、

登
山
者
の

近
く
に
も
寄
っ
て
き
て
、

残
パ
ン
を
つ
い
ば
む
こ
と
も
あ
る
。
岩
頭
か
ら
岩
峰
へ
と
飛
び
移

り
な
が
ら
、

美
声
で
囀
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

冬
季
に
な
る
と
平
地
へ
移
動
し
て
来
て
越
冬
す
る
。

)1 9
ヒ
タ
キ
科
の
鳥

こ
の
科
に

属
す
る
鳥
は
五
十
二

種
と

最
も
多
く
、

大
別
す
る
と
、

ツ
グ
ミ

亜
科
、
ウ
グ

イ

ス
亜
科
、
ヒ
タ
キ
亜
科
な
ど
に
分
け
ら
れ
る
。
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本
村
に
生
息
す
る
ツ
グ
ミ
亜
科
の
鳥
に
は
、
コ
マ
ド
リ
を
は
じ
め
、
コ
ル
リ
・
ル
リ
ビ
タ

キ
な
ど
の
小
型
の
鳥
と
、
マ
ミ
ジ
ロ
、
ト
ラ
ツ
グ
ミ
な
ど
の
中
型
の
鳥
と
が
あ
り
、
合
わ
せ

て
十

種
類
で

あ
る

。

コ
ル
リ
は
、
ス
ズ
メ
く
ら
い
の
大
き
さ
で
、
背
面
が
る
り
色
を
し
て
い
る
。
夏
鳥
と
し
て

五
月
こ
ろ
渡
来
し
、
低
山
帯
か
ら
亜
高
山
帯
に
か
け
て
の
密
林
中
に
住
み
つ
く
。
大
変
美
声

で
「
チ
ッ
チ
ッ
チ
ッ
チ
ッ
・
チ
ル
ー
チ
ル
ー
チ
ル
ー
、
ジ

ョ
リ
、
ジ
ョ
リ
、

ジ
ョ
リ
」
と

よ

く
鳴
く
。

警
戒
心
が
強
く
、

薮
の
中
に
潜
ん
で
い
て
、
め
っ
た
に
姿
を
見
せ
る
こ
と
が
な
い
。
本
村

で
は
、
林
道
沿
い
の
叢
林
中
で
鳴
き
声
を
耳
に
す
る
。

ル
リ
ビ
タ
キ
は
、

亜
高
山
帯
か
ら

高
山
帯
に
か
け
て
生
息
し
て
い
る
漂
鳥
で
、
冬
季
に
は
低
山
や
平
地
に
移
動
し
て
生
活
す
る
。
雄
の

頭
部
や
背
面
は
暗
い
あ
い
色
で
、
目
の
上
の
白
い
眉
斑
(
び
は
ん
)
が
よ
く
目
立
つ
。

富
士
山
の
四
合
目
か
ら
五
合
目
に
か
け
て
は
、
数
も
多
く
て
繁
殖
期
に
こ
こ
を
訪
れ
る
と
「
ヒ

ョ
ロ
ロ
ヒ

ョ
ロ
ロ
・
ヒ
ョ
ロ
ロ
・
ヒ
ョ

ロ
ロ
ロ
」
と
い
う
涼
し
げ
な
囀
り
が
、
に
ぎ
や
か
に
聞
こ
え
て
く
る
。

コ
マ
ド
リ
は
、
鳴
き
声
が
特
に
美
し
く
、
日
本
三
名
鳥
の
一
種
に
数
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
鳴
き
声
は
駒
の
い
な
な
き
に
似
て
い
て
張

り
が
あ
り
つ
や
や
か
で
あ
る
。
こ
の
鳥
は
沢
沿
い
の
密
林
中
に
生
息
し
て
雛
を
育
て
る
が
、
美
声
で
あ
る
た
め
に
密
猟
者
に
捕
ら
え
ら
れ

て
小
鳥
屋
に
売
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
、

そ
の
た
め
に
数
が
少
な
く
、
よ
ほ
ど
山
奥
に
行
か
な
い
と
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
な
い
。

ジ
ョ
ウ
ビ
タ
キ
は
、
冬
鳥
と
し
て
十
月
下
旬
こ
ろ
北
国
か
ら
渡
っ
て
く
る
。
雄
で
は
頭
が
銀
白
色
で
、
背
中
が
黒
く
、

腹
側
は
鮮
や
か

な
橙
色
を
し
て
お
り
、

風
切
羽
に
一
対
の
白
い
斑
が
見
ら
れ
る
。
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あ
ま
り
寒
い
地
域
に
は
姿
を
見
せ
な
い
が
、
日
だ
ま
り
の
暖
か
な
場
所
に
は
毎
冬
訪
れ
て
、
春
ま
で
住
み
つ
く
。
い
つ
も
単
独
で
生
活
し

て
お
り
生
け
垣
や
低
い
枝
に
止
ま
っ
て
、
地
上
の
餌
を
見
つ
け
て
い
る
。
時
々
頭
を
ピ

ョ
コ
と
下
げ
た
り
、
体
を
ピ
ク
ッ
と
ふ
る
わ
せ
る

し
ぐ
さ
を
す
る
。
本
村
で
は
村
落
付
近
や
開
け
た
林
で
見
ら
れ
る
。

ノ
ビ
タ
キ
は
、
夏
鳥
と
し
て
高
冷
地
の
草
原
な
ど
に
渡
っ
て
く
る
。
雄
は
頭
と
背
面
が
黒
く
、

腹
側
が
白
い
ツ
ー
ト
ン
カ
ラ
ー
で
低
木

の
頂
な
ど
に
止
ま
っ
て
「
ヒ
ッ
ヒ
ッ
、
チ
ャ
ッ
チ
ャ
ッ
」
と
体
を
動
か
し
な
が
ら
鳴
い

て
い
る
。
本
村
で
は
、

富
士
山
三
合
目
の
草
原
で
見
ら
れ
る
。

マ
ミ
ジ
ロ
は
、
ム
ク
ド
リ
ほ
ど
の
大
き
さ
で
、
雄
で
は
全
身
が
黒
く
、
眉
の
上
に
白

く
て
よ
く
目
立
つ
眉
斑
が
あ
る
鳥
で
あ
る
。

夏
鳥
と
し
て
四
月
下
旬
か
ら
五
月
に
か
け
て
渡
来
し
、

主
に
亜
高
山
帯
の
密
林
中
に

住
み
つ
く
。
地
上
に
い
る
こ
と
が
多
く
、
木
の
枝
に
止
ま
る
こ
と
が
少
な
い
鳥
で
落
ち

葉
を
ひ
っ
く
り
返
し
て
昆
虫
を
啄
ん
で
い
る
。
警
戒
心
が
強
く
、
め
っ
た
に
姿
を
見
せ

な
い
。
本
村
で
は
、
富
士
山
四
合
目
の
密
林
中
で
声
を
聞
く
。

ト
ラ
ツ
グ
ミ
は
、

全
身
に
虎
の
模
様
に
似
た
斑
の
あ
る
鳥
で
、
主
に
低
山
帯
か
ら
亜

高
山
帯
に
か
け
て
生
息
し
て
い
る
。
大
変
無
気
味
な
声
で
鳴
く
鳥
と
し
て
、
古
く
か
ら

「
鶴
」
(
ぬ
え
)
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
鳴
き
声
は
「
ヒ

ョ
ー

ッ 、
ヒ
ョ
ー
ツッ

」

と
消
え
て
し
ま
う
よ
う
な
淋
し
い
感
じ
の
も
の
で
主
に
夜
明
け
に
鳴
く
こ
と
が
多
い
。

冬
に
な
る
と

越
冬
の
た
め
に
低
地
へ
移
動
し
、

人
家
近
く
の
ゴ
ミ
場
な
ど
に
も
姿
を

見
せ
る
よ
う
に
な
る
。
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ク
ロ
ツ
グ
ミ
は
、
夏
鳥
と
し
て
五
月
こ
ろ
渡
っ
て
く
る
鳥
で
、
低
山
帯
か
ら
亜
高
山
帯
に
か
け

て
の
広
葉
樹
林
中
に
住
み
つ
く
。

森
一
番
の
歌
い
手
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
の
鳴
き
上
手
な
鳥
で
、
キ
ョ
ロ
・
キ
ョ
ロ
・
キ

イ
・

キ
ョ
イ
・
キ #
ョ
キ
ョ
・
キ
ョ
コ
・
キ
ョ
コ
ピ
ィ
な
ど
と
変
化
に
富
ん
だ
美
し
い
声
で
鳴
く
。
本
村

で
は
林
道
沿
い
の
密
林
中
に
生
息
し
て
い
る
。

ア
カ
ハ
ラ
は
、

名
の
よ
う
に
腹
が
橙
赤
色
で
背
中
が
オ
リ
ー
ブ
褐
色
を
し
て
い
る

漂
鳥
で

あ

る
。
本
村
で
は
数
も
多
く
、
各
地
の
森
林
中
に
住
み
早
朝
よ
り
「
キ
ョ
ロ
ン
・
キ
ョ
ロ
ン
チ
ュ

リ
ー
」
と
に
ぎ
や
か
に
鳴
く
声
が
よ
く
聞
か
れ
る
。

地
上
で
餌
を
あ
さ
る
こ
と
が
多
く
、
ひ
ょ
こ
ひ
ょ
こ
歩
い
て
は
立
ち
止
ま
る
と
い
う
し
ぐ
さ
を

I
繰
り
返
す
。
餌
は
昆
虫
類
が
主
で
、
コ
ガ
ネ
ム
シ
の
仲
聞
や
ハ
ネ
カ
ク
シ
・
ハ
ン
ミ
ョ
ウ
な
ど
を

捕
食
す
る
。

シ
ロ
ハ
ラ
は
、
背
面
は
オ
リ
ー
ブ
褐
色
だ
が
、
腹
側
は
汚
白
色
を
し
て
い
る
。
冬
鳥
と
し
て
シ

ベ
リ
ヤ
や
ウ
ス
リ
ー
地
方
か
ら
渡
っ
て
来
て
日
本
で
越
冬
す
る
。
大
変
警
戒
心
の
強
い
鳥
で
、
日

中
は
薮
の
中
で
餌
を
と
り
、
日
没
こ
ろ
に
な
る
と
開
け
た
場
所
に
出
て
く
る
。
単
独
で
い
る
こ
と

が
多
く
、
地
上
で
ゴ
ミ
ム
シ
や
ハ
サ
ミ
ム
シ
な
ど
の
昆
虫
の
ほ
か
、
ノ
イ
バ
ラ
や
サ
ル
ト
リ
イ
バ
ラ
な
ど
の
実
も
食
う
。
本
村
で
は
、
ジ

ラ
ゴ
ン
ノ
付
近
で
見
ら
れ
る
。

ツ
グ
ミ
は
、
冬
鳥
と
し
て
十
月
下
旬
こ
ろ
、
大
群
で
渡
っ
て
く
る
。
晩
秋
に
熟
れ
た
柿
の
実
に
集
ま
る
ツ
グ
ミ
の
群
れ
を
見
る
こ
と
が

多
い
。

厳
冬
期
に
な
る
と
分
散
し
て
農
耕
地
や
草
原
に
出
て
餌
を
あ
さ
る
よ
う
に
な
る
。
雑
食
性
で
あ
り
、

昆
虫
類
を
は
じ
め
雑
草
の

種
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子
、
木
の
漿
果
や
果
実
な
ど
も
好
ん
で
食
う
。
外
敵
が
近
づ
く
と
「
ク

ェ
ッ
、
ク

ェ
ッ
」
と
二
声
鳴
い
て
飛
び
立
つ
こ
と
が
多
い
。
本
村

で
は
村
落
付
近
や
開
け
た
草
原
、
農
耕
地
な
ど
に
多
く
、
俗
に
チ
ョ
ウ
マ
と
呼
ん
で
い
る
。

2 0
ウ
グ
イ
ス
亜
科
の
鳥

こ
の
鳥
の
グ
ル
ー
プ
は
、
体
の
色
が
い
わ
ゆ
る
ウ
グ
イ
ス
色
で
、
ど
の
種
類
も
よ
く
似
て
い
る
が
、
鳴
き
声
は
大
き
く
違
っ
て
い
て
区

別
が
つ
き
や
す
い
。

ヤ
ブ
サ
メ
は
、

夏
鳥
と
し
て
四
月
下

旬
こ
ろ
南
の
国
か
ら
渡
っ
て
く
る
。

体
が
小
さ
い
う
え
に
、
い
つ
も
藪
の
中
に
い
る
か
ら
姿
を
見

る
機
会
は
少
な
い
が
、
「
シ
イ
・
シ
イ
・
シ
イ
・
シ
イ
・
シ
イ
・
シ
イ
」
と
い
う
虫
の
声
に
似
た
か
細
い
声
で
よ
く
鳴
く
の
で
、
住
み
場

所
が
容
易
に
わ
か
る
。
六
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
の
繁
殖
期
に
は
、
各
地
の
林
で
こ
の
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
。

ウ
グ
イ
ス
は
、

冬
の
間
低
地
へ
移
動
し
て
い
た
も
の
が
、

初
夏
に
な
る
と
だ
ん
だ
ん
高
冷
地
に
移
っ
て
来
る
。
平
地
で
は
五
月
こ
ろ
が

囀
り
の
最
盛
期
で
あ
る
が
、
本
村
で
は
少
し
ず
れ
て
六
月
ご
ろ
に
な
る
。

こ
の
鳥
は
四
季
を

通
じ
て
雌
雄
が
単
独
で
生
活
す
る
が
、

巣
づ
く
り
や
育
雛
は
、
二

羽
が
協
力

し
て
行
う
。
繁
殖
期
以
外
は
い
つ
も
森
林
中
の
下
生
え
の
中
や
繁
み
を
移
り
歩
き
、
小
虫
な
ど
を

つ
い
ば
ん
で
い
る

。

メ
ボ
ソ
ム
シ
ク
イ
は
、
夏
季
に
亜
高
山
帯
に
渡
っ
て
く
る
夏
鳥
で
、
渡
っ
て
く
る
と
間
も
な
く

「
チ
ョ
リ
・
チ
ョ
リ
・
チ
ョ
リ
・
チ
ョ
リ
・
チ
ョ
リ
」
と
涼
し
げ
な
声
で
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
囀
る

よ
う
に
な
る
。

体
は
大
き
さ
も
色
彩
も
ウ
グ
イ
ス
に
よ
く
似
て
お
り
、
鳴
き
声
を
出
さ
な
い
と
見
違
え
て
し
ま

う
ほ
ど
で
あ
る
。
六
月
ご
ろ
、

森
林
中
の
崖
や
草
間
に
蘚
類
を
使
っ
て
球
形
の
巣
を
つ
く
り
雛
を
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育
て
る
。
本
村
で
は
特
に
富
士
山
五
合
目
あ
た
り
に
多
く
生
息
し
て
い
る
。

セ
ン
ダ
イ
ム
シ
ク
イ
は
、

四
月
下
旬
か
ら
五
月
に
か
け
て
渡
っ
て
来
る
夏
鳥
で
、
低
山
帯
か
ら

標
高
千
四
百
が
あ
た
り
の
森
林
に
住
み
つ
き
、
ま
だ
新
し
い
若
葉
が
伸
び
切
ら
な
い
木
の
枝
で

「
チ
ィ
チ
ョ
チ
ィ
チ
ョ
・
ビ
ィ
ー
」
な
ど
と

鳴
き
出
す
。

囀
る
の
は
専
ら
雄
で
、

雌
は
巣
づ
く
り

や
抱
卵
、

育
雛
な
ど
を
担
当
す
る
。

大
き
さ
や
形
、
色
彩
な
ど
は
、
ウ
グ
イ
ス
に
酷
似
し
て
い
る
が
、
目
の
上
の
眉
斑
が
ウ
グ
イ
ス

よ
り
白
っ
ぽ
い
の
で
区
別
は
つ
く
。
本
村
で
は
、
ジ
ラ
ゴ
ン
ノ
周
辺
の
林
に
は
比
較
的
多
い
。

キ
ク
イ
タ
ダ
キ
は
、
日
本
に
住
む
鳥
の
な
か
で
は
最
も
小
さ
い
鳥
で
、

夏
季
に
は
亜
高
山
帯
か

ら
高
山
帯
に
か
け
て
生
息
し
て
い
る
。
そ
の
名
の
よ
う
に
頭
頂
に
キ
ク
の
花
を
思
わ
せ
る
黄
色
の

斑
が

あ
る
。

五
月
下
旬
こ
ろ
シ
ラ
ビ
ソ
や
コ
メ
ツ
ガ
な
ど
の
枝
に
ク
モ
の
糸
で
つ
り
下
げ
た
巣
を
つ
く

り
、

雛
を
育
て
る
。
冬
期
に
な
る
と
低
地
へ
移
動
し
て
、
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
や
コ
ガ
ラ
と
交
じ
っ
て
、
林

の
中
を
巡
回
す
る
よ
う
に
な
る
。
本
村
で

は
、

四
合
目
か
ら

五
合
目
に
か
け
て
分
布
し
て
お
り
、

冬
季
に
は
平
地
へ
下
る
。

( 4
7

ヒ
タ
キ
亜
科
の
鳥

キ
ビ
タ
キ
は
、

夏
鳥
と
し
て
五
月
こ
ろ
渡
っ
て
く
る
。
低
山
帯
の
広
葉
樹
林
や
針
広
葉
混
交
林
に
住
み
つ
き
「
ピ
ー
ピ
ー
・
ピ
ョ
コ
ピ

ー
・
ピ
リ
ヒ
ョ
コ
ピ
ー
・
チ
ッ
チ
リ
リ
・
ツ
ク
・
ツ
ク
・
オ
ー
シ
ー
シ
ク
シ
ク
」
な
ど
と
複
雑
な
美
声
で
鳴
く
。

雄
の
頭
部
は
黒
く
、
目
の
上
に
鮮
黄
色
の
眉
斑
が
あ
る
。
背
面
は
黒
色
で
あ
る
が
、

喉
や
胸
、

腰
は
鮮
や
か
な
橙
黄
色
を
し
て
い
る
。
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本
村
で
は
富
士
山
に
通
ず
る
富
士
山
各
登
山
道
沿
い
の
林
で
鳴
き
声
が
聞
か
れ
る
。

オ
オ
ル
リ
は
、
声
の
三
名
鳥
の
一
種
で
あ
る
上
に
、
色
彩
も
美
し
い
鳥
で
、
雄
は
頭
か
ら
背

に
か
け
て
は
コ
バ
ル
ト
色
で
、

顔
や
喉
、
胸
は
黒
色
、

腹
側
は
白
い
。
夏
鳥
と
し
て
五
月
こ
ろ

渡
っ
て
来
て
、
高
く
突
き
出
た
梢
に
止
ま
っ
て
「
ピ
キ
ー
リ
、
ポ
ペ
ー
レ
・
ポ
ピ
ル
・
ピ
ル
・
リ

リ… …
･
･
」
な
ど
と
美
声
を
張
り
上
げ
て
終
日
囀
る
。
平
坦
な
林
に
は
住
ま
ず
、
崖
や
渓
谷
に
沿
っ

た
林
を
好
み
、

崖
の
窪
み
や
木
の
根
元
に
蘚
を
使
っ
て
皿
型
の
巣
を
つ
く
る
。
本
村
で
は
富
士
山

四
合
目
付
近
に
た
く
さ
ん
渡
っ
て
き
た
が
、

飼
鳥
と
し
て
売
買
す
る
密
猟
者
の
横
行
で
大
変
減
っ

て
き
て
い
る
。

コ
サ
メ
ビ
タ
キ
は
、
目
立
た
な
い
色
彩
の
鳥
で
、
ス
ズ
メ
を
一
ま
わ
り
小
さ
く
し
た
く
ら
い
の
大
き
さ
で
あ
る
。

夏
鳥
と
し
て
四
月
下
旬
こ
ろ
渡
来
し
、

雑
木
林
や
落
葉
広
葉
樹
林
に
住
み
つ
く
、
六
月
こ
ろ
木
の
梢
近
く
や
、
長
く
横
に
の
び
た
枝
上

に
、
ウ
メ
ノ
キ
ゴ
ケ
を
使
っ
て
お
椀
型
の
巣
を
つ
く
る
。
巣
は
木
の
こ
ぶ
の
よ
う
に
し
か
見
え
な
い
の
で
発
見
す
る
こ
と
が
む
ず
か
し

い
。
本
村
で
は
、
標
高
千
燃
付
近
の
林
の
林
縁
で
繁
殖
し
て
い
る
。

2
エ
ナ
ガ
科
の
鳥

こ
の
科
に
属
す
る
も
の
と
し
て
は
エ
ナ
ガ
一
種
だ
け
で
あ
る
。

こ
の
鳥
は、

真
綿
を
丸
め
て
作
っ
た
ぬ
い
ぐ
る
み
の
よ
う
な
愛
ら
し
い
鳥
で
体
は
白
っ
ぽ
く
、

背
中
や
眉
斑
は
黒
い
が
、

背
面
は
ブ
ド

ウ
色
を
し
て
い
る
。
特
徴
と
し
て
は
尾
が
長
く
、
そ
れ
が
柄
杓
(
ひ
し
ゃ
く
)
の
形
を
思
わ
せ
る
と
こ
ろ
か
ら
柄
長
(
え
な
が
)
と
名
づ
け

ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
鳥
の
繁
殖
は
四
月
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、

蘚
を
使
っ
て
長
楕
円
形
の
球
型
の
巣
を
つ
く
り
、

内
部
に
た
く
さ
ん
の

鳥
の
羽
毛
を
敷
き
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つ
め
る
。
巣
づ
く
り
に
は
、
親
鳥
以
外
の
仲
間
の
エ
ナ
ガ
も
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
協
力
す
る
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
る
。
本
村
で
は
、
標
高
千
五
百
脳
以
下
の
林
な
ら
、
ど
こ
で
も
住
み
つ
い
て
お
り
、

「ジ
ュ
リ
・
ジ
ュ
リ
」
と
濁
っ
た
声
で
鳴
き
交
い
な
が
ら
、

餌
を
探
し
て
い
る
群
れ
を
見
る
こ
と

が
で

き
る
。

4X
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
科
の
鳥

(こ
の
科
に
属
す
る
鳥
の
名
前
は
、
ど
れ
も
〇
〇
カ
ラ
で
終
わ
る
こ
と
か
ら
、

俗
に
カ
ラ
類
と
も

呼
ば
れ
て
い
る
。

コ
ガ
ラ
は
、
カ
ラ
類
の
中
で
は
体
が
小
さ
い
と
い
う
こ
と
で
、
小
雀
(
こ
が
ら
)
と
呼
ば
れ
る

の
だ
が
、
留
鳥
と
し
て
低
山
帯
か
ら

亜
高
山
帯
に
か
け
て
生
息
し
て
い
る
。

頭
は
黒
く
ベ
レ
ー
帽

を
か
ぶ
っ
た
よ
う
に
見
え
、
胸
か
ら
腹
に
か
け
て
は
白
色
で
、
喉
に
は
蝶
ネ
ク
タ
イ
を
つ
け
た
よ

う
な
黒
い
模
様
が
見
ら
れ
る
。

繁
殖
期
に
な
る
と
「
フ
チ
ー
・
フ
チ
ー
・
フ
チ
ー
」
と
金
属
的
な
声
で
囀
る
。
冬
季
に

な
る

と
、
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
や
エ
ナ
ガ
に
交
じ
っ
て

群
れ
を
つ
く
り
、
各
地
の
林
を
ま
わ
り
あ
る
く
。

ヒ
ガ
ラ
は
、

体
の
色
彩
が
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
に
よ
く
似
て
い
る
が
、
体
が
小
さ
く
、

頭
に
小
さ
な
冠
羽
が
あ
る
こ
と
や
、

喉
の
模
様
が
三

角
形
の

蝶
ネ
ク
タ
イ
型
で
あ
る
こ
と
な
ど
で
区
別
が
で
き
る
。

ま
た
鳴
き
声
も
「
ツピ

ン
・
ツ
ピ
ン
」
と
か
「
チ
ペ
チ
ペ
チ
ペ
」
な
ど
と
早
口
で
、
か
な
り
違
っ
て
い
る
。
主
に
低
山
帯
か
ら
亜
高
山

帯
に
か
け
て
の
針
葉
樹
林
や
混
合
林
に
住
ん
で
い
て
、

森
林
の
害
虫
を
捕
食
し
て
い
る
。
本
村
で
は
、

比
較
的
数
の
多
い
鳥
で
あ
る
。

ヤ
マ
ガ
ラ
は
、
カ
ラ
類
の
中
で
は
体
が
最
も
大
き
く
、
色
彩
も
豊
か
で
、
頭
や
喉
が
黒
い
。
額
や
頬
は
淡
い
褐
色
で
、

腹
側
や
肩
の
あ
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た
り
は
栗
色
で
美
し
い
。

鳴
き
声
は
「
ツ
ー
ツ
ー
ピ
ィ
ー
ツ
ー
ツ
ー
ピ
ィ
ー
」
と
少
し
濁
っ
た
感

じ
に

聞
こ
え
る
。

主
に
低
山
帯
の
広
葉
樹
林
に
住
み
、

木
の
幹
を
く
る
く
る
回
り
な
が
ら
餌
を
と
っ
て
い
る
。

餌

は
ゴ
ミ
ム
シ
や
ガ
の
幼
虫
が
多
い
が
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
や
ツ
ル
マ
サ
キ
の
実
、
マ
ツ
や
ス
ギ
の
種
子

な
ど
も
食
う
。

キ
ツ
ツ
キ
の
古
巣
や
樹
洞
に
蘚
を
運
び
入
れ
て
巣
を
つ
く
る
が
、
巣
箱
を
か
け
て
や
る
と
よ
く

利
用
す
る
。

本
村
で
は
樹
海
内
に
特
に
多
い
。

シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
は
、

亜
高
山
帯
以
下
の
林
な
ら
ど
こ
で
も
見
ら
れ
る
鳥
で
、

森
の
レ
ン
ジ
ャ
ー

と
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
森
林
の
害
虫
を
駆
除
す
る
の
に
大
き
く
役
立
っ
て
い
る
。
一
年
間
に

シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
が
雛
に
与
え
る
害
虫
の
数
は
十
万
匹
に
も
な
る
と
い
う
。

こ
の
鳥
の
背
面
は
青
灰
色
で
、
腹
は
白
く
、
喉
か
ら
腹
に
か
け
て
黒
の
ネ
ク
タ
イ
を
つ
け
て
い
る
よ
う
な
模
様
が
目
立
つ
。
春
に
な
る

と
い
ち
早
く
木
の
枝
で
「
ツ
ツ
ピ
ィ
ー
・
ツ
ツ
ピ
ィ
ー
」
と
声
を
張
り
あ
げ
て
囀
り
始
め
る
。

巣
箱
を
か
け
て
や
る
と
よ
く
利
用
し
、

中
に
た
く
さ
ん
の
蘚
を
運
び
入
れ
て
巣
づ
く
り
を
す
る
。
繁
殖
期
以
外
は
群
れ
で
い
る
こ
と
が

多
く
、
冬
季
に
な
れ
ば
、
ヒ
ガ
ラ
や
メ
ジ
ロ
、
コ
ゲ
ラ
な
ど
と
一
緒
の
混
群
を
つ
く
る
。

( 42/
ゴ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
科
の
鳥

ゴ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
は
一
科
一
種
で
、
山
地
の
落
葉
広
葉
樹
林
に
多
く
見
ら
れ
る
鳥
で
あ
る
。
平
地
の
林
に
は
住
ま
ず
、
ブ
ナ
や
ミ
ズ
ナ
ラ

の
林
を
好
み
、

太
い
幹
の
周
囲
を
上
っ
た
り
下
り
た
り
し
な
が
ら
、
幹
に
つ
い
て
い
る
虫
を
探
し
て
い
る
。
背
面
は
青
灰
色
で
腹
側
は
白

く
、
下
尾
筒
(
腹
の
側
で
尾
に
近
い
部
分
)
は
栗
色
を
し
て
い
る
。
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春
先
に
な
る
と
、
大
き
な
声
で
「
フ
ィ
ー
・
フ
ィ
ー
・
フ
ィ
ー
・
フ
ィ
ー
・
フ
ィ
ー

ッ
」
と
何

度
も
続
け
て
囀
る
。
本
村
で
は
、
富
士
山
の
三
合
目
か
ら
四
合
目
あ
た
り
に
多
い
。

51
メ
ジ
ロ
科
の
鳥

こ
の
科
に
属
す
る
種
は
メ
ジ
ロ
一
種
で
あ
る
。

目
の
ま
わ
り
に
は
っ
き
り
し
た
白
い
輪
が
あ
り
、

遠
く
か
ら
で
も
よ
く
目
立
つ
。

主
に
常
緑
広

葉
樹
林
や
落
葉
広
葉
樹
林
に
住
ん
で
お
り
、

樹
木
に
つ
く
虫
を
捕
食
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、

甘

い
も
の
が
好
き
で
、
ツ
バ
キ
や
サ
ク
ラ
の
花
の
蜜
を
吸
っ
た
り
、
よ
く
熟
れ
た
柿
の
実
や
イ
チ
ジ

ク
に
集
ま
っ
た
り
す
る
。

五
月
こ
ろ
、
低
木
の
小
枝
に
鮮
や
イ
ネ
科
の
茎
や
穂
、
鳥
の
羽
毛
な
ど
を
綴
っ
て
、
ハ
ン
モ
ッ

ク
式
の
巣
を
つ
く
る
。
冬
は
平
地
に
移
動
し
、

シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
や
ヒ
ガ
ラ
な
ど
に
交
じ
っ
て
、

林

を
ま
わ
り
あ
る
く
。

)( 2 6
ホ
オ
ジ
ロ
科
の
鳥

こ
の
科
に
属
す
る
鳥
は
、

大
き
さ
や
形
が
ス
ズ
メ
に
よ
く
似
て
い
て
、
餌
も
育
雛
期
以
外
は
植

物
質
が
主
な
も
の
に
な
る
。

ホ
オ
ジ
ロ
は
、
名
の
よ
う
に
頬
に
あ
た
る
部
分
(
頬
線
)
が
白
く
、

全
身
は
赤
み
が
か
っ
た
褐
色
で
、

尾
が
長
く
、

尾
の
外
側
の
白
い

羽
が
、
飛
び
立
つ
時
に
よ
く
目
立
つ
。
繁
殖
期
以
外
に
は
群
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
農
耕
地
や
草
原
、
よ
く
開
け
た
林
な
ど
に
住
ん
で

い
る
。
春
先
に
な
る
と
、
木
の
梢
や
電
線
に
止
ま
っ
て
「
チ
ョ
ン
・
チ
ン
・
ピ
ー
ツ
ッ
・
チ
ョ
ン
・
チ
ュ
リ
ー
チ
ョ
ン
」

な
ど
と
、
よ
く

通
る
声
で
囀
り
始
め
る
。
そ
れ
ま
で
は
、
地
味
な
色
で
目
立
た
な
か
っ
た
の
に
、
こ
の
季
節
に
な
る
と
、
に
わ
か
に
人
々
の
注
目
を
あ
び
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る
よ
う
に
な
る
。
本
村
で
は
俗
に
セ
ッ
ト
ウ
と
呼
ん
で
お
り
、
普
通
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

ホ
オ
ア
カ
は
、
頬
が
赤
い
ほ
か
は
、
色
彩
が
ホ
オ
ジ
ロ
に
似
て
お
り
、
区
別
し
に
く
い
が
、
鳴
き
声
が
大
き
く
違
っ
て
い
る
こ
と
と
、

住
ん
で
い
る
場
所
が
山
地
の
高
原
や
低
木
草
原
な
ど
で
あ
る
こ
と
か
ら
判
別
で
き
る
。
鳴
き
声
は
「
チ
ョ
ン
・
ピ
チ
ー
、
チ
ョ
ン
・
ピ
チ

ー
」
と
短
く
、
ホ
オ
ジ
ロ
の
よ
う
に
声
を
張
り
上
げ
な
い
。

夏
の
間
は
主
に
昆
虫
類
を
食
っ
て
い
る
が
、
冬
季
に
は
雑
草
の
種
子
な
ど
を
つ
い
ば
む
。
ホ
オ
ジ
ロ
に
比
べ
る
と
、
数
も
少
な
く
、
住

ん
で
い
る
範
囲
も
広
く
は
な
い
。

カ
シ
ラ
ダ
カ
は
、
姿
・
形
・
色
彩
が
ホ
オ
ジ
ロ
に
酷
似
し
て
い
て
、
近
づ
い
て
見
な
い
と
誤
認
す
る
こ
と
も
あ
る
。
た
だ
し
、

ホ
オ
ジ

ロ
や
ホ
オ
ア
カ
が
留
鳥
・
漂
鳥
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
カ
シ
ラ
ダ
カ
は
冬
鳥
で
あ
り
、
晩
秋
に
な
ら
な
い
と
姿
を
見
せ
な
い
こ
と
や
、
必

ず
大
き
な
群
れ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
識
別
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。
ま
た
頭
の
上
に
は
、

短
い
冠
羽
が
あ
り
、

驚
い
た
時
な
ど
に

は
、
こ
れ
を
立
て
る
習
性
が
あ
る
。

主
に
農
耕
地
や
休
耕
田
に
群
れ
て
い
て
、
雑
草
の
種
子
や
落
穂
な
ど
を
探
し
て
い
る
が
、
警
戒
心
の
強
い
鳥
で
、
一
羽
が
飛
び
立
つ
と

次
々
に
舞
い
上
が
り
、
「
チ
ッ
・
チ
ッ
・
チ
ッ
」
と
鳴
き
交
い
な
が
ら
遠
く
へ
飛
び
去
っ
て
し
ま
う
。

ミ
ヤ
マ
ホ
オ
ジ
ロ
は
、
冬
鳥
と
し
て
北
国
か
ら
十
二
月
こ
ろ
渡
っ
て
く
る
。
四
～
五
羽
か
ら
数
十
羽
の
群
れ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多

く
「
チ
チ
ッ
・
チ
ッ
」
と
小
声
で
鳴
き
な
が
ら
、
地
上
に
こ
ぼ
れ
た
雑
草
の
種
子
や
木
の
実
を
啄
ん
で
い
る
。

ホ
オ
ジ
ロ
と
の
区
別
は
、

頭
に
冠
羽
の
あ
る
こ
と
と
、
顔
に
淡
い
黄
色
の
部
分
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
カ
シ
ラ
ダ
カ
に
比
べ
る
と
数
は

少
な
く
、
見
る
機
会
も
少
な
い
。
本
村
で
は
別
荘
地
帯
に
少
数
の
も
の
が
姿
を
見
せ
る
。

ア
オ
ジ
は
、
頭
が
暗
緑
色
で
、
背
面
は
緑
褐
色
、
腹
側
は
淡
黄
色
の
中
に
黒
い
斑
点
の
あ
る
鳥
で
あ
る
。
漂
鳥
と
し
て
、
夏
は
高
原
や

標
高
の
高
い
草
原
な
ど
に
住
ん
で
い
る
が
、

冬
に
は
平
地
に
下
っ
て
冬
を
越
す
。
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繁
殖
期
に
は
高
原
の
低
木
や
木
の

頂
で
「
ツ
・
ツ
・
ツ
・
ツ
ピ
ー
ツ
リ
・
チ
ョ
チ
ョ
ピ
ィ
ー

チ
ョ
チ

ョ
ピ
ー
ツ
リ
ー
」
と
、
も
の
静
か
に
規
則
正
し
く
鳴
く
。
本
村
で
は
富
士
山
三
合
目
か
ら

四
合
目
あ
た
り
に
か
け
て
繁
殖
し
て
い
る
も
の
が
多
く
、
夏
季
に
林
の
中
か
ら
ア
オ
ジ
の
囀
り
が

響
い
て
く
る
。

)( 1 4
ア
ト
リ
科
の
鳥

ヒ
タ
キ
科
の
鳥
に
次
い
で
多
く
見
ら
れ
る
の
が
、
こ
の
科
の
鳥
で
、
日
本
で
は
十
六
種
類
が
生

息
す
る
が
、
本
村
で
も
こ
の
中
の
十
二

種
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

ア
ト
リ
は
、

冬
鳥
と
し
て
十
月
こ
ろ
北
国
か
ら
渡
っ
て
く
る
。

最
初
は
大
き
な
群
れ
で
や
っ
て
く
る
が
次
第
に
分
散
し
て
数
羽
く
ら
い

の
群
れ
に
な
る
。

寒
さ
が
厳
し
く
な
る
と
標
高
の
低
い
場
所
や
暖
地
へ
移
動
し
て
し
ま
う
も
の
が
多
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
村
の
場
合
は

厳
冬
期
に
は
ほ
と
ん
ど
い
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

ス
ズ
メ
く
ら
い
の
大
き
さ
で
、
黒
と
茶
と
白
の
模
様
の
あ
る
カ
ラ
フ
ル
な
色
彩
の
鳥
で
あ
る
。
こ
の
鳥
は
飛
び
な
が
ら
「
キ
ョ
ッ
キ
ョ

ツ
」
と
短
く
鳴
く
の
で
、
近
く
に
寄
ら
な
く
て
も
識
別
で
き
る
。

カ
ワ
ラ
ヒ
ワ
は
、
ス
ズ
メ
に
次
い
で
多
い
鳥
で
、
山
林
に
も
草
原
に
も
、
ま
た
人
家
付
近
に
も
た
く
さ
ん
い
る
。
全
身
が
褐
色
が
か
っ

た
緑
色
で
、

嘴
が
太
く
ピ
ン
ク
色
を
し
て
い
る
。

飛
ぶ
時
に
、

翼
に
あ
る
黄
色
の
色
帯
が
よ
く
目
立
つ
、

群
れ
で
生
活
す
る
こ
と
が
多

く
、

飛
翔
中
に
「
キ
リ
キ
リ
・
コ
ロ
コ
ロ
」
と
よ
く
鳴
く
。
本
村
で
は
富
士
山
二
合
目
以
下
の
山
林
や
農
耕
地
で
見
ら
れ
る
が
、
冬
季
に

は
数
が
少
な
く
な
る

。

マ
ヒ
ワ
は
、
冬
季
に
北
国
か
ら
群
れ
で
渡
っ
て
く
る
冬
鳥
で
あ
る
。

雄
で
は
全
体
が
淡
緑
色
と
黄
色
の
混
っ
た
色
彩
を
し
て
お
り
、

胸

や
腰
は
鮮
や
か
な
黄
色
で
あ
る
。
警
戒
心
の
強
い

鳥
で
、

群
れ
の
そ
ば
に
近
寄
る
こ
と
は
難
し
い
。
梢
か
ら
梢
に
渡
る
と
き
に
「
チ
ュ
イ
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ー
ン
・
チ
ュ
ィ
ー
ン
」
と
鳴
き
交
う
こ
と
が
多
い
。

四
月
こ
ろ
に
な
る
と
、
い
く
つ
か
の
群
れ
が
寄
り
集
ま
っ
て
大
群
を
つ
く
り
、
北
国
へ
戻
っ
て
い
く
。

ハ
ギ
マ
シ
コ
は
、
冬
鳥
と
し
て
十
一
月
こ
ろ
北
国
か
ら
渡
っ
て
く
る
。
雄
は
全
身
が
黒
っ
ぽ
く
、
背
や
腰
・
肩
羽
な
ど
が
暗
紫
色
で
、

腹
に
は
ハ
ギ
の
花
の
よ
う
な
模
様
が
見
ら
れ
る
。

渡
っ
て
来
た
時
か
ら
群
れ
で
生
活
し
、
雑
草
類
の
種
子
を
つ
い
ば
ん
で
い
る
こ
と
が
多
い
。
あ
ま
り
人
を
恐
れ
ず
餌
を
探
し
て
い
る
時

は
、
か
な
り
近
く
ま
で
や
っ
て
く
る
、
本
村
で
は
、
富
士
山
三
合
目
か
ら
四
合
目
あ
た
り
の
よ
く
開
け
た
林
や
草
原
に
飛
来
す
る
。

オ
オ
マ
シ
コ
は
、
ハ
ギ
マ
シ
ュ
を
一
ま
わ
り
大
き
く
し
た
く
ら
い
の
大
き
さ
で
、
雄
は
体
全
体
が
ピ
ン
ク
が
か
っ
た
赤
色
。
翼
と
尾
は

濃
い
褐
色
で
腹
は
白
っ
ぽ
い
。
背
中
に
は
黒
の
縦
斑
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

山
地
の
雑
木
林
や
林
縁
の
草
原
に
、
五
～
六
羽
の
群
れ
で
や
っ
て
き
て
、
地
上
に
こ
ぼ
れ
た
雑

草の
種
子
な
ど
を
つ
い
ば
ん
で
い
る
。

数
は
大
変
少
な
く
、
警
戒
心
も
強
い
の
で
、
め
っ
た
に
見
ら
れ
な
い
鳥
で
あ
る
。

ベ
ニ
マ
シ
コ
は
、
ス
ズ
メ
よ
り
や
や
小
さ
め
で
、
雄
で
は
、
胸
や
腰
、
額
が
バ
ラ
色
で
、
頭
や
喉
は
赤
味
が
か
っ
た
銀
白
色
の
美
し
い

鳥
で
あ
る
。
冬
鳥
と
し
て
北
国
か
ら
や
っ
て
く
る
が
、
北
海
道
で
も
繁
殖
の
知
ら
れ
て
い
る
鳥
で

あ
る
。

い
つ
も
五
～
六
羽
の
群
れ
で
藪
の
中
を
く
ぐ
り
な
が
ら
雑
草
の
種
子
を
つ
い
ば
ん
で
い
る
。
中

で
も
イ
ノ
コ
ジ
チ
の
実
が
大
好
物
で
、
こ
の
鳥
を
探
す
場
合
に
は
イ
ノ
コ
ジ
チ
の
あ
る
場
所
で

待
っ
て
い
る
と
よ
い
。
警
戒
心
の
強
い
鳥
で
、
人
が
近
づ
く
と
「
ピ
ィ
ピ
ッ
、
ピ
イ
ピ
ッ
」
と
甘

い
鳴
き
声
を
出
し
な
が
ら
、
遠
く
へ
飛
び
去
っ
て
し
ま
う
。
本
村
で
は
富
士
山
の
二
合
目
か
ら
三

合
目
に
か
け
て
の
草
原
や
雑
木
林
の
中
で
姿
を
見
か
け
る
。
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ウ
ソ
は
、
亜
高
山
帯
を
す
み
か
と
し
て
い
る
漂
鳥
で
、
頭
が
や
や
大
き
く
、
嘴
が
太
め
で
ブ
ン
チ
ョ
ウ
に
似
た
体
つ
き
を
し
て
い
る
。

雄
で
は
体
が
青
灰
色
で
、
頭
・
翼
・
尾
は
黒
く
、
頬
と
喉
が
赤
い
。
鳴
き
声
が
人
の
吹
く
口
笛
に
よ
く
似
て
お
り
「
フ
ィ
ー
・
フ
ィ
ー
」

と
聞
こ
え
る
。
口
笛
の
古
語
は
オ
ソ
だ
か
ら
、
こ
の
言
葉
が
な
ま
っ
て
ウ
ソ
と
名
づ
け
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
鳥
は
春
先
に
、
サ
ク
ラ
の
花
芽
を
好
ん
で
食
う
と
い
う
習
性
が
あ
り
、
被
害
を
与
え
る
こ
と
も
あ
る
。
冬
に
な
る
と
低
山
や
平
地

の
山
に
移
動
す
る
。
本
村
で
は
、
富
士
山
の
三
合
目
か
ら
四
合
目
に
多
く
住
む
。

イ
カ
ル
は
、
体
が
ず
ん
ぐ
り
し
て
い
て
、
黄
色
の
大
き
な
嘴
を
も
っ
て
い
る
。
頭
は
黒
く
、
翼
と
尾
が
紺
色
を
し
て
い
る
。
低
山
帯
の

広
葉
樹
林
を
す
み
か
と
す
る
が
、

亜
高
山
帯
に
も
姿
を
見
せ
る
こ
と
も
あ
る
。
よ
く
澄
ん
だ
声
で

「
キ
イ
ー
コ
・
キ
ィ
ー
」
と
鳴
き
、

二
～
三
羽
で
群
れ
を
つ
く
り
、
高
木
の
梢
を
渡
り
あ
る
い
て
い
る
。

冬
に
な
る
と
平
地
に
移
動
し
、
学
校
や
公
園
の
樹
に
も
姿
を
見
せ
る
。
本
村
で
は
、

樹
海
内
に
少
数
が
生
息
し
て
い
る
。

シ
メ
は
、
イ
カ
ル
に
よ
く
似
た
ず
ん
ぐ
り
型
の
鳥
で
あ
る
が
、

体
は
二
ま
わ
り
ほ
ど
小
さ
く
、

尾
も
短
い
。
冬
鳥
と
し
て
十
月
こ
ろ
渡

っ
て
く
る
が
、
群
れ
て
い
る
こ
と
は
な
く
、
い
つ
も
単
独
で
あ
る
。
体
は
褐
色
を
し
て
お
り
ピ
ン
ク
色
の
大
き
な
嘴
を
も
っ
て
い
る
。

マツ
や
モ
ミ
ジ
・
エ
ゴ
ノ
キ
・
ム
ク
ノ
キ
な
ど
の
種
子
を
つ
い
ば
む
ほ
か
、
ブ
ド
ウ
の
枯
れ
葉
な
ど
も
食
う
。
「
チ
ッ
チ
ッ
」
と
鋭
い

声
で
鳴
き
、

枝
上
か
ら
飛
び
去
る
こ
と
が
多
い
。

2 81/
ハ
タ
オ
リ
ド
リ
科
の
鳥

か
つ
て
こ
の
科
は
キ
ン
パ
ラ
科
と
な
っ
て
い
た
が
、

近
年
に
な
っ
て
名
称
が
現
在
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
。

ス
ズ
メ
は
、
こ
の
科
を
代
表
す
る
鳥
で
、

人
間
と
の
か
か
わ
り
も
深
く
、

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
で
記
述
は
省
略
す
る
。

(2)
ム
ク
ド
リ

科
の

鳥

こ
の
科
の
鳥
は
日
本
に
は
二

種
類
が
い
る

が
、

本
村
に
お
い
て
も
、

次
の
二

種
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
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コ
ム
ク
ド
リ
は
、
本
州
中
部
以
北
の
山
地
に
夏
鳥
と
し
て
渡
っ
て
く
る
。
背
面
は
黒
褐
色
を
し

て
い
る
が
、
頭
か
ら
胸
に
か
け
て
と
、
腰
の
部
分
が
汚
白
色
で
あ
る
。
ま
た
雄
の
頬
に
は
赤
褐
色

の
斑
が
あ
る
。
繁
殖
期
に
は
樹
洞
や
キ
ッ
ツ
キ
の
古
巣
な
ど
を
使
っ
て
営
巣
し
、
一
回
に
五
～
六

羽
の
雛
を
育
て
る
。
本
村
で
は
数
は
少
な
い
が
、

夏
季
に
小
さ
な
群
れ
が
見
ら
れ
る
。

ム
ク
ド
リ

は
、
山
地
よ
り
も
平
地
に
多
い
鳥
で
、

繁
殖
期
に
は
人
家
の
屋
根
や
建
物
の
隙
間
な

ど
に
、
た
く
さ
ん
の
薬
や
羽
毛
を
運
び
入
れ
て
営
巣
す
る
。
八
月
こ
ろ
に
な
る
と
、

巣
立
ち
し
た

雛
が
親
と
と
も
に
大
群
を
つ
く
り
、
空
い
っ
ぱ
い
に
乱
舞
す
る
。

秋
に
は
果
樹
に
食
害
を
与
え
る
の
で
、
農
家
か
ら
は
害
鳥
と
し
て
追
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
本

村
で
は
、
平
地
よ
り
数
は
少
な
い
が
、

小
さ
な
群
れ
が
、
三

三
、
五
五
と
飛
び
ま
わ
っ
て
い
る
。

3 0 )6
カ
ラ
ス
科
の
鳥

(こ
の
科
の
鳥
は
、

環
境
へ
の
適
応
性
が
強
い
上
に
、

他
の
小
鳥
の
巣
を
襲
っ
て
、

卵
や
雛
を
食
う
な
ど
性
質
の
荒
い
面
も
あ
る
。

カ
ケ
ス
は
、
平
地
か
ら
亜
高
山
帯
に
か
け
て
生
息
し
て
い
る
漂
鳥
で
、

繁
殖
期
以
外
は
群
れ
で
生
活
し
て
い
る
。
雑
食
性
の
鳥
で
、
ナ

ラ
・
ク
ヌ
ギ
の

実
の
ほ
か
、

昆 此
虫
類
、
両
生
類
な
ど
も
好
ん
で
食
う
。

秋
に
な
る
と
、
冬
の
餌
不
足
に
備
え
て
ド
ン
グ
リ
や
ナ
ラ
の
実
を
蓄
え
る
習
性
が
あ
り
、
樹
の
洞
や
土
中
に
「
埋
め
ぐ
り
」
を
す
る
。

冬
季
に
な
る
と
平
地
へ
移
動
し
、
社
寺
林
や
雑
木
林
に
群
れ
で
生
活
す
る
よ
う
に
な
る
。
本
村
で
は
、
ど
こ
の
林
に
も
生
息
し
て
い
る

が
、
十
二

月
こ
ろ
か
ら
低
地
へ
移
動
し
て
、
数
が
少
な
く
な
る
。

オ
ナ
ガ
は
、
近
年
に
な
っ
て
数
が
増
え
て
き
た
鳥
で
、
主
に
村
落
付
近
に
生
息
す
る
も
の
が
多
い
。

頭
が
黒
く
、
ベ
レ
ー
帽
を
か
ぶ
っ
た
よ
う
で
、
背
面
は
青
灰
色
を
し
て
お
り
、
腹
側
が
白
い
。
長
い
尾
を
い
つ
も
動
か
し
て
お
り
、
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五
～
六
羽
の
群
れ
で
「
ゲ
ェ
ー
イ
・
ゲ
ェ
ー
イ
」
と
鳴
き
交
っ
て
い
る
の
を
よ
く
見
か
け
る
。
本

村
で
は
、

夏
の
間
姿
を
見
か
け
る
が
、

冬
季
に
は
暖
地
へ
移
動
し
て
し
ま
う
よ
う
で
あ
る
。

ホ
シ
ガ
ラ
ス
は
、

高
山
帯
に
住
む
鳥
で
黒
褐
色
の
地
に
白
い
斑
点
が
体
全
体
に
見
ら
れ
る
。
夏

の
間
は
五
合
目
付
近
に
多
く
、
梢
で
「
ガ
ァ
ー
・
ガ
ァ
ー
」
と
、
し
わ
が
れ
声
で
よ
く
鳴
い
て
い

る
。
シ
ラ
ビ
ソ
・
コ
メ
ツ
ガ
・
ト
ウ
ヒ
な
ど
の
種
子
を
主
食
と
し
て
い
る
が
、
昆
虫
類
や
両
生
類

な
ど
も
食
う
。

時
と
し
て
登
山
者
の
捨
て
た
残
飯
を
あ
さ
る
こ
と
も
あ
る
。
秋
の
終
わ
り
ご
ろ
か

ら
山
を
下
り
、
低
山
や
平
地
の
林
に
飛
来
し
、
マ
ツ
の
種
子
や
ナ
ラ
の
実
を
探
し
て
食
う
。

ハ
シ
ボ
ソ
ガ
ラ
ス
・
ハ
シ
ブ
ド
ガ
ラ
ス
は
、
嘴
の
太
さ
で
区
別
す
る
が
、

前
者
は
嘴
が
細
く
、

後
者
は
太
い
。
生
息
場
所
は
同
じ
で
、

農
耕
地
や
山
林
の
ど
こ
に
で
も
住
ん
で
い
る
。

時
に
両
者
が
入
り
交
じ
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
両
者
の
間
に
は
っ
き
り
し
た
「
す
み
わ

け
」
は
見
ら
れ
な
い
。

ど
ち
ら
も
雑
食
性
で
生
活
力
が
強
く
、
外
敵
も
少
な
い
と
こ
ろ
か
ら
各
地
で
増
え
続
け
て
い
る
。
し
ば
し
ば
農
作
物
を
荒
し
、
人
間
の

ひ
ん
し
ゅ
く
を
買
っ
て
い
る
。
本
村
で
も
、
い
た
る
場
所
に
現
れ
、

ゴ
ミ
箱
を
あ
さ
っ
た
り
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に
被
害
を
与
え
た
り
す

る
。両
生
類

両
生
類
に
は
有
尾
目
(
イ
モ
リ
・
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
)
と
無
尾
目

(
カ
エ
ル
)
と
が
あ
る
が
、
本
村
で
は
イ
モ
リ
や
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
生

息
に
つ
い
て
は
情
報
も
な
い
の
で
、

カ
エ
ル
類
に
つ
い
て
の
み
記
述
す
る
こ
と
と
す
る
。
カ
エ
ル
の
生
活
は
水
に
大
き
く
依
存
し
て
い
る

が
本
村
の
場
合
、
常
時
水
を
た
た
え
た
沼
や
流
れ
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
、
種
類
数
・
個
体
数
と
も
に
少
な
い
。

1(
ヒ
キ
ガ
エ
ル
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湿
気
の
多
い
森
林
中
に
生
息
し
て
お
り
、
雨
天
の
時
や
雨
上
が
り
に
よ
く
林
道
に
姿
を
現

す
。
詳
し
く
は
ア
ズ
マ
ヒ
キ
ガ
エ
ル
で
あ
る
が
、
繁
殖
期
以
外
は
水
に
入
ら
ず
、
陸
上
で
生
活

し
て
い
る
。

日
中
は
草
む
ら
や
倒
木
の
下
な
ど
に
ひ
そ
み
、

夕
方
か
ら
夜
に
か
け
て
活
動
を
は
じ
め
、

昆

虫
や
小
動
物
を
捕
食
し
て
い
る
。

( )4
ヤ
マ
ア
カ
ガ
エ
ル

個
体
数
は
大
変
少
な
い
が
、

山
沿
い
の
地
域
に
生
息
す
る
種
類
で
、

晩
春
か
ら
秋
ま
で
は
主

と
し
て
森
林
の
地
上
で
生
活
し
て
い
て
、
雨
上
が
り
に
は
林
道
で
も
よ
く
見
ら
れ
る
。
産
卵
場

所
は
ど
こ
か
不
明
だ
が
、

日
当
た
り
の

良
い
水
田
や
湿
原
な
ど
が
選
ば
れ
る
。

⑤
ア
マ
ガ
エ
ル

標
高
の
低
い
山
や
村
落
付
近
で
普
通
に
見
ら
れ
る
種
類
で
、
低
木
や
草
の
上
で
生
活
し
て
い
る
。
五
～
七
月
に
か
け
て
水
田
な
ど
の
浅

い
上
水
に
産
卵
し
、
ふ
化
し
た
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
は
夏
に
は
子
ガ
エ
ル
に
な
っ
て
上
陸
す
る
。
ア
マ
ガ
エ
ル
の
体
色
は
、
周
囲
の
色
に
合

わ
せ
て
変
化
し
、
保
護
色
に
な
る
。
雨
が
降
り
出
す
時
に
は
「
ク
ァ
ク
ァ
ッ
」
と
一
斉
に
鳴
き
出
す
。
本
村
で
は
集
落
付
近
に
生
息
し
て

い
る
。

は
虫
類

こ
の
仲
間
に
は
、
ヘ
ビ
類
・
ト
カ
ゲ
類
・
カ
メ
類
が
含
ま
れ
る
が
、

本
村
で
は
野
生
の
カ
メ
は
生
息
し
て
お
ら
ず
、
ト
カ
ゲ
類
も
大
変

少
な
い
。
ヘ
ビ
類
で
は
ア
オ
ダ
イ
シ
ョ
ウ
を
は
じ

め
、
シ
マ
ヘ
ビ
・
ヤ
マ
カ
ガ
シ
・
ジ
ム
グ
リ
・
マ
ム
シ
な
ど
が
生
息
し
て
い
る
。

( )
ア
オ
ダ
イ
シ
ョ
ウ
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人
家
の
周
囲
、

農
耕
地
、
草
原
な
ど
ど
こ
で
も
住
ん
で
い
る
。
大
き
な
も
の
に
な
る
と
全
長
一
・
五
～
一
・
八
メ
ー
ト
ル
に
も
な

る
。餌
は
ネ
ズ
ミ
類
や
鳥
類
が
主
で
、

農
家
の
天
井
裏
や

高
い
木
に
の
ぼ
っ
て
獲
物
を
と
る
。
寒
く
な
る
と
冬
眠
に
入
る
が
、

本
村
は
高
冷

地
で
あ
る
た
め
平
地
よ
り
早
く
冬
ご

も
り
す
る
。

1 )24
シ
マ
ヘ
ビ

麦
わ
ら
色
の
体
に
四
本
の
黒
い
条
が
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
縞
ヘ
ビ
と
名
づ
け
ら
れ
た
。
敏
捷
な
へ
ヘ
ビ
で
、
外
敵
に
合
う
と
す
ば
や
く

逃
げ
て
姿
を
く
ら
ま
す
。

主
食
は
両
生
類
、

鳥
類
、

小
型
ほ
乳
類
な
ど
だ
が
他
種
の
小
型
の
ヘ
ビ
ま
で
食
う
。

気
が
荒

く
、

人
間
に
対
し
て
も
攻
撃
ポ
ー
ズ
を
と
っ
て
か
み
つ
く
こ
と
も
あ
る
。

村
内
の
低
地
に
分
布
し

て
い
る
が
、

数
は
少
な
い
。

)( 3
ヤ
マ
カ
ガ
シ

体
長
は
六
〇
～
一
二
〇
セ
ン
チ
く
ら
い
に
な
る
。
主
に
水
田
や
河
川
の
周
辺
に
い
て
、
カ
エ
ル

や
小
魚
を
食
う
。
時
に
水
中
に
も
ぐ
り
、
獲
物
を
捕
え
る
こ
と
も
あ
る
。
シ
マ
ヘ
ビ
の
よ
う
に
人

を
攻
撃
す
る
こ
と
は
な
い
が
、

追
い
つ
め
ら
れ
る
と
頸
の
部
分
を
広
げ
て
頭
を
下
げ
威
嚇
態
勢
を

と
る
。

ヤ
マ
カ
ガ
シ
は
毒
へ
ビ
扱
い
を
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
深
く
か
み
つ
い
た
場
合
に
は
頸
部
に
あ

る
毒
腺
か
ら
奥
歯
に
沿
っ
て
毒
が
注
入
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
咬
症
被
害
に
よ
っ
て
死
亡
し
た
例

も
あ
る
。
本
村
内
で
は
、
カ
エ
ル
の
多
い
地
域
に
分
布
し
て
い
る
が
数
は
多
く
な
い
。
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)( 4
マ
ム
シ

毒
ヘ
ビ
と
し
て
恐
れ
ら
れ
て
い
る
半

面、
強
壮
薬
と
し
て
珍
重
す
る
習
慣
が
あ
る
た

め
、

発
見

w
f
o

s

さ
れ
た
も
の
は
ほ
と
ん
ど
捕
獲
さ
れ
て
薬
に
さ
れ
て
し
ま
う
。

マ
ム
シ
は
見
つ
か
っ
て
も
他
の
ヘ
ビ
の
よ
う
に
逃
げ
足
が
早
く
な
い
し
、
逃
げ
な
い
で
う
ず
く

ま
る
も
の
も
い
る
。
鼻
孔
と

眼
の
間
に
あ
る
ピ
ッ
ト
器
官
で
外
敵
の
体
温
を
感
じ
と
る
と
、

す
ば

8
2

く
か
み
つ
い
て
毒
を
注
入
す
る

。
や

と
ぐ
ろ
を
巻
い
て
攻
撃
態
勢
を
と
っ
た
時
は
危
険
で
あ
る
。
村
内
で
は
溶
岩
地
帯
に
多
く
分
布

し
て
い
る

。

( )

5

ジ
ム
グ
リ

日
陰
の
や
や
湿
っ
た
所
を
好
ん
で
住
ん
で
い
る
。
臆
病
な
ヘ
ビ
で
人
を
見
る
と
す
ぐ
も
の
か
げ

に
隠
れ
た
り
、
地
中
に
も
ぐ
っ
た
り
す
る
。
ハ
タ
ネ
ズ
ミ
や
ヒ
ミ
ズ
が
主
食
で
夜
間
活
動
す
る
こ

と
が
多
い

。

山
地
帯
で
は
体
の
色
が
赤
っ
ぽ
い
ア
カ
ジ
ム
グ
リ
が
見
つ
か
る
こ
と
が
あ
る
が
、

こ
れ
は
ジ
ム
グ
リ
の
個
体
変
異
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
ジ
ム
グ
リ
は
暗
い
森
林
中
に
分
布
し
て
い
る
。

⑥
シ
ロ
マ
ダ
ラ

ぞ
く

背
中
に
あ
る
黒
褐
色
の
横
斑
が
マ
ム
シ
の
斑
と
ま
ち
が
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
俗
に
ニ
タ
リ
(
マ
ム
シ
に
似
た
)
と
も
呼
ば
れ
て
い

る
。
数
は
大
変
少
な
い
が
分
布
は
広
く
、

各
地
で
発
見
さ
れ
て
い
る
。
本
村
で
も
魔
王
神
社
の
周
辺
で
は
何
匹
か
が
捕
え
ら
れ
た
と
の
報

告
が
あ
る
。
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こ
の
蛇
は
夜
行
性
で
も
の
か
げ
に
潜
ん
で
い
る
こ
と
が
多
く
、

餌
は
主
と
し
て
ト
カ
ゲ
類
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

)7(1
ト
カ
ゲ

日
当
た
り
の
よ
い
ガ
レ
場
や
石
垣
、
土
手
な
ど
に
住
み
つ
い
て
い
て
、
日
光
浴
を
し
て
い
る
も
の
を
よ
く
見
か
け
る
。
背
中
の
鱗
が
細

か
く
滑
ら
か
で
よ
く
光
る
。

幼
体
は
黒
地
の
背
中
に
黄
白
色
の
五
本
の
条
が
あ
り
、
尾
の
つ
け
根
か
ら
先
端
に
か
け
て
鮮
や
か
な
青
色
を
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
斑

や
色
彩
は
成
長
す
る
に
従
っ
て
消
失
し
、
や
が
て
明
る
い
茶
色
に
変
わ
る
。

ト
カ
ゲ
の
餌
は
ミ
ミ
ズ
や
小
昆
虫
で
、
物
か
げ
に
か
く
れ
て
い
て
近
づ
い
た
獲
物
に
飛
び
か
か
っ
て
こ
れ
を
捕
食
す
る
。
本
村
内
で
は

低
地
で
普
通
に

見
ら
れ
る
。

(
依

田
正

直
)

0
0

2
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第
四
節

鳴
沢

村
の
昆
虫
類

昆
虫
類
は
、
国
内
に
お
い
て
も
、
毎
年
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
新
種
が
発
見
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ま
だ
ま
だ
未
解
明
の
部
分
が
多
い
。

そ
れ
は
、
そ
の
種
類
が
あ
ま
り
に
も
多
く
、
調
査
が
追
い
つ
か
な
い
の
が
大
き
な
要
因
で
あ
る
。

鳴
沢
村
に
限
っ
て
み
て
も
同
じ
こ
と
が
い
え
、
比
較
的
調
べ
ら
れ
て
い
る
蝶
類
や
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
類
で
さ
え
も
、
ま
だ
確
認
さ
れ
る
可

能
性
の
あ
る
種
も
多
い
。
他
の
昆
虫
に
い
た
っ
て
は
一
部
が
記
録
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
こ
で
こ
こ
で
は
、
蝶
類
・
カ
ミ
キ
リ
ム

)
シ
類
を
中
心
と
し
て
、

他
は
記
録
の
あ
る
も
の
の
み
を
ま
と
め
て
お
く
こ
と
と
す
る
。
*
印
は
未
が
発
表
記
録
で
、( M

は
宮
下
泰
典
氏

の
記
録
を
、
無
記
入
は
筆
者
の
記
録
を
表
わ
す
。
な
お
、
富
士
山
の
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
相
に
つ
い
て
ご

教
示
頂
き
ま
し
た
山
梨
大
学
の
池
田

清
彦
助
教
授
、
甲
虫
類
の
未
発
表
記
録
を
教
え
て
頂
い
た
宮
下
泰
典
氏
を
は
じ
め
、
い
つ
も
お
世
話
頂
い
て
い
る
甲
州
昆
虫
同
好
会
の
会

員
諸
氏
に
深
謝
し
た
い
。

1
蝶
類

本
村
の
蝶
相
は
大
き
く
分
け
る
と
、
足
和
田
山
塊
と
富
士
山
北
部
一
帯
に
分
け
る
こ
と
が
出
来
る
。

足
和
田
山
塊
は
、
地
質
的
に
は
新
第
三

紀
の
地
層
で
、
御
坂
山
系
の
出
島
的
色
彩
が
強
い
。
そ
れ
は
、
富
士
山
の
一
部
に
し
か
分
布
し

て
い
な
い
ツ
マ
ジ
ョ
ウ
ラ
ジ
ャ
ノ
メ
や
ウ
ス
バ
シ
ロ
チ
ョ
ウ
が
分
布
し
て
い
る
こ
と
に
も
現
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
種
類
組
成
を
み

る
と
す
べ
て
富
士
山
の
蝶
相
と
一
致
し
、
そ
の
分
布
が
御
坂
山
脈
ま
た
は
天
子
山
脈
に
達
し
て
い
る
が
、
富
士
山
に
お
よ
ん
で
い
な
い
も
の

と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
キ
バ
ネ
セ
セ
リ
・
ス
ジ
グ
ロ
チ
ャ
バ
ネ
セ
セ
リ
・
ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ
ウ
・
ウ
ラ
ミ
ス
ジ
シ
ジ
ミ
・
ウ
ラ
ク
ロ
シ
ジ

ミ
・
ジ
ョ
ウ
ザ
ン
ミ
ド
リ
シ
ジ
ミ
・
ク
ロ
ツ
バ
メ
シ
ジ
ミ
・
コ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
モ
ド
キ
・
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
モ
ド
キ
・
コ
ヒ
オ
ド
シ
・
ウ
ラ
ジ
ャ
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ノ
メ
・
ク
ロ
ヒ
カ
ゲ
モ
ド
キ
の
1 2
種
(
高
橋
真
弓
・
一
九
七
一
よ
り、

ス
ギ
タ
ニ
ル
リ
シ
ジ
ミ
を
除
く
)
は
、
富
士
山
同
様
ま
だ
に
記
録
が

な
い
。

そ
う
し
た
点
で
は
、
御
坂
系
要
素
と
富
士
山
的
要
素
が
互
い
に
影
響
し
合
っ
て
い
る
地
域
と
も
い
え
興
味
深
い
。

富
士
山
は
、

日
本
一
の
高
山
で
あ
る
が
、
地
質
的
な
新
し
さ
か
ら
高
山
性
の
蝶
(
い
わ
ゆ
る
高
山
蝶
)
は
分
布
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、

蝶
相
は
豊
か
で
特
に
標
高
一
千
六
百
材
以
下
の
地
域
は
豊
富
な
蝶
相
を
持
つ
。
富
士
山
の
蝶
相
の
特
徴
と
し
て
は
、
温
帯
非
森
林
性
の
蝶

類
が
多
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の

種
の
ほ
と
ん
ど
は
御
坂
山
系
に
も
分
布
す
る
が
、

富
士
山
に
お
け
る
個
体
数
の
多
さ
は
特
筆

さ
れ
る
。
ま
た
富
士
山
の
鳴
沢
村
地
域
だ
け
で
百
種
に
近
い
種
が
分
布
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
山
梨
県
内
で
の
百
四
十
六
種
の
約
三
分
の

二
に
あ
た
り
、
こ
れ
か
ら
も
富
士
山
の
蝶
相
は
山
梨
県
を
代
表
す
る
蝶
相
と
い
え
よ
う
。

以
下
、
鳴
沢
村
内
で
記
録
さ
れ
た
種
名
と
そ
の
分
布
の
概
略
に
つ
い
て
述
べ
る

。

セ
セ
リ
チ
ョ
ウ
科

3
ダ
イ
ミ
ョ
ウ
セ
セ
リ

部
落
付
近
を
中
心
に
、
標
高
一
千
梵
以
下

1
チ
ャ
マ
ダ
ラ
セ
セ
リ

標
高
一
千
七
百
が
以
下
に
広
く
分
布
す
る

に
普
通
に
み
ら
れ
る
。

が
、
個
体
数
は
少
な

4
ア
オ
バ
セ
セ
リ

一
千
三
百
が
以
下
に
広
く
分
布
す
る
と
思
わ
れ

い
。

春
型
と
夏
型
が
あ

る
が
、

富
士
桜
高
原
と
大
田
和
に
記
録
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

る
が
、
夏
型
は
標
高
の

ン
ギ
ン
イ
チ
モ
ン
ジ
セ
セ
リ

標
高
一
千
五
百

以
下
に
広
く
分

低
い
所
だ
け
で
発
見
さ

布
。
春
型
の
み
で
夏
型
は
み
ら
れ
な
い
。

れ
て
お
り
、

数
も
非
常

6
ホ
シ
チ
ャ
バ

ネ
セ
セ
リ

足
和
田
山
塊
で
記
録
さ
れ
て
い
る
の
み
。

に
少
な
い
。

7
コ
チ
ャ
バ
ネ
セ
セ
リ

標
高
一
千
七
百
が
以
下
の
サ
サ
類
の
み
ら

2
ミ
ヤ
マ
セ
セ
リ

亜
れ
る
所
に
多
い
。
春
型
が
多
く
夏
型
は
少
な
い
。

高
山
帯
以
上
を
除
く
全

8
ヘ
リ
グ
ロ
チ
ャ
バ
ネ
セ
セ
リ

標
高
一
千
五
百
燃
以
下
に
分
布
。

域
に
広
く
分

布
。
足
和

数
は
多
く
な
い
。

田
山
塊
は
特
に
多
い
。

9
ア
カ
セ
セ
リ

記
録
は
少
な
く
軽
水
林
道
と
大
沢

(二
千
九
百 燃
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地
点
)
か
ら
記
録
さ
れ
て
い
る
程
度
。
大
沢
の
も
の
は
下
か
ら
吹
き

出
来
る
。

上
げ
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ア
ゲ
ハ

標
高
一
千
六
百
所
以
下
に
広
く
分
布
。

1 0
コ
キ
マ
ダ
ラ
セ
セ
リ

標
高
一
千
五
百
所
以
下
の
草
地
に
普
通
に

2 0
モ
ン
キ
ア
ゲ
ハ

暖
地
系
の

種
で
、

鳴
沢
林
道
と
富
士
林
道
に
記

見
ら
れ
る
。

録
が
あ
る
の
み
。

1 1
ヒ
メ
キ
マ
ダ
ラ
セ
セ
リ

標
高
一
千
七
百
が
以
下
の
森
林
周
辺
に

2 1
ク
ロ
ア
ゲ
ハ

標
高
一
千
ぶ
以
下
の
部
落
付
近
に
分
布
。
本
村
で

み
ら
れ
る

。
は
数
は
少
な
い
。

1
キ
マ
ダ
ラ
セ
セ
リ

部
落
周
辺
の
み
に
み
ら

れ
る
。

2
オ
ナ
ガ
ア
ゲ
ハ

標

1 3
オ
オ
チ
ャ
バ
ネ
セ
セ
リ

富
士
山
西
部
二
ッ
山
周
辺
に
多
く
み
ら

高
一
千
七
百
M
以
下
の

れ
た
。
他
で
は
少
な
い
。

森
林
地
帯
に
広
く

分

1 4
チ
ャ
バ
ネ
セ
セ
リ

静
岡
方
面
か
ら
飛
来
し
た
個
体
の
み
が
見
ら

布
。
富
士
桜
高
原
付
近

れ
る
よ
う
で
、

九
月
～
十
月
に
部
落
周
辺
で
み
か
け
る
。

に
多
い
。

4

1 5
イ
チ
モ
ン
ジ
セ
セ
リ

全
域
に
広
く
分
布
し
、
個
体
数
も
多
い
。

3
カ
ラ
ス
ア
ゲ
ハ

標

移
動
性
も
強
く
、

亜
高
山
帯
上
部
の
お
花
畑
で
も
見
ら
れ
、
富
士
山

高
一
千
七
百
M
以
下
の

頂
で
も
記

録
が

あ
る
。

森
林
地
帯
に
広
く

分

ア
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ
科

布
。
ア
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ
科

1 6
ウ
ス
バ
シ
ロ
チ
ョ
ウ

大
田
和
～
鳴
沢
の
足
和
田
山
塊
の
山
裾
に

で
は
最
も
普
通
に
み
ら
れ
る

。

生
息
し
て
い
る
。
以
前
は
富
士
山
に
は
分
布
し
て
い
な
か
っ
た
が
、

2 4
ミ
ヤ
マ
カ
ラ
ス
ア
ゲ
ハ

前
種
と
同
様
に
広
く
分
布
す
る
が
、

前

富
士
桜
高
原
で
発
見
さ
れ
る
な
ど
、

分
布
を
広
げ
て
い
る
。

種
よ
り
少
な
く
低
標
高
地
で
は
稀
と
な
る

。

1 7
ア
オ
ス
ジ
ア
ゲ
ハ

暖
地
系
の
種
で
静
岡
方
面
か
ら
飛
来
し
た
と

シ
ロ
チ
ョ
ウ
科

考
え
ら
れ
る
個
体
が
大
田
和
で
目
撃
さ
れ
て
い
る
の
み
。

2 5
ヒ
メ
シ
ロ
チ
ョ
ウ

標
高
一
千
四
百
M
以
下
に
分
布
す
る
が
、

局

1 8
キ
ア
ゲ
ハ

草
原
に
広
く
分
布
。
雄
は
小
高
い
丘
に
集
ま
る
性
質

所
的
で
あ
ま
り
大
き
な
移
動
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

が
あ
り
、

足
和
田
山
頂
や
紅
葉
台
な
ど
に
集
ま
る
の
を
見
る
こ
と
が

2 6
モ
ン
キ
チ
ョ
ウ

各
地
の
草
原
に
広
く
分
布
す
る
が
、
耕
作
地
周
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辺
に
多
い
。
移
動
性
も
強
く
富
士
山
五
合
目
付
近
で
も
確
認
さ
れ
て

3 3
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ

鳴
沢
・
大
田
和
両
部
落
周
辺
の
耕
作
地
に
集

い
る

。
中
し
て
み
ら

れ
、

他
で
は
少
な
い
が
、
富
士
山
頂
で
も
記
録
が
あ

2 7
ツ
マ
グ
ロ
キ
チ
ョ
ウ

暖
地
系
の

種
で
、

秋
型
の
み
が
大
田
和
付

る
。

近
で
記
録
さ
れ
て
い
る
。

3 48
ツ
マ
キ
チ
ョ
ウ

標
高
一
千
六
百
燃
以
下
の

林
縁
に
み
ら
れ
る
。

2
3

キ
チ
ョ
ウ

標
高
一
千
五
百
M
以
下
に
広
く
分
布
す
る
。
富
士
山

シ
ジ
ミ

チ
ョ
ウ
科

頂
で
も
記
録
が

あ
る
。

3 5
ウ
ラ
ゴ
マ
ダ
ラ
シ
ジ

32 8
ヤ
マ
キ
チ
ョ
ウ

春
に
は
越
冬
個
体
が
標
高
一
千
七
百
㎡
以
下
に

!
標
高
一
千
六
百
燃
以

広
く
見
ら
れ
る
が
、
夏
型
は
あ
ま
り
み
ら
れ
な
い
。

下
の
落
葉
広
葉
樹
林
帯
に

3 0
ス
ジ
ボ
ソ
ヤ
マ

広
く
分
布
す
る
が
、
数
は

キ
チ
ョ
ウ

標
高

あ
ま
り
多
く
な
い
。

一
千
九
百
財
以
下

965
ウ
ラ
キ
ン
シ
ジ
ミ

前

に
広
く
分
布
し
、

種
と
同
様
な
地
域
に
分
布

個
体
数
も
多
い
。

す
る
と
思
わ
れ
る
が
、

軽

3 1
エ
ゾ

ス
ジ
グ
ロ

水
林
道
で
記
録
さ
れ
て
い

シ
ロ
チ
ョ
ウ

次
る
だ
け
で
、

数
は

少
な

の
二
種
を
含
む
シ

1 0

ロ
チ
ョ
ウ
属
の
中

3 7
ア
カ
シ
ジ
ミ

標
高
一
千
百
が
以
下
で
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
分

で
最
も
個
体
数
が

布
は
も
う
少
し
広
い
と
思
わ
れ
る
。

多
く
、

ほ
ぼ
全
域

3 8
ミ
ズ
イ
ロ
オ
ナ
ガ
シ
ジ
ミ

前
種
と
同
様
な
範
囲
に
分
布
し
、
前

に
分
布
。
富
士
山
御
中
道
付
近
で
見
ら
れ
る
の
は
ほ
と
ん
ど
本
種
。

種
よ
り
個
体
数
は
多
い
。

3 2
ス
ジ
グ
ロ
シ
ロ
チ
ョ
ウ

前
種
に
つ
い
で
多
く
、

標
高
一
千
七
百

3 98
ミ
ド
リ
シ
ジ
ミ

標
高
一
千
二
百
燃
以
下
の
ハ
ン
ノ
キ
類
の
林
周

脳
以
下
に
普
通
に
み
ら
れ
る
。
耕
作
地
周
辺
で
は
前
種
よ
り
多
い
。

辺
に
み
ら
れ
る
。
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4 0
ア
イ
ノ
ミ
ド
リ
シ
ジ
ミ

ミ
ズ
ナ
ラ
を
主
と
す
る
落
葉
広
葉
樹
林

4 8
コ
ツ
バ
メ

標
高
一
千
七
百
燃
以
下
の
落
葉
広
葉
樹
林
に
広
く
分

に
広
く
分
布
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
大
田
和
林
道
二
合
目
付
近
に
記

布
す
る

。

録
が
あ
る
の
み
。

48
ベ
ニ
シ
ジ
ミ

耕
作
地
周
辺
に
多
い
が
、
精
進
口
一
合
目
な
ど
の

4 1
メ
ス
ア
カ
ミ
ド
リ
シ
ジ
ミ

標
高
一
千
七
百
燃
以
下
の
落
葉
広
葉

草
地
で
も
少
数
み
ら
れ
る
。

樹
林
に
広
く
分

布
。
ミ
ド
リ
シ
ジ
ミ

類
の
中
で
は
最
も
良
く
み
ら
れ

5 0
ゴ
イ
シ
シ
ジ
ミ

落
葉
広
葉
樹
林
の
サ
サ
類
が
生
え
る
所
に
生
息

る
。
フ
ジ
ザ
ク
ラ
か
ら
も
幼
虫
が
見
つ
か
っ
て
い
る

。
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
個
体
数
は
少
な
く
、

精
進
口
二
合
目、
鳴嗚

4
エ
ゾ
ミ
ド
リ
シ
ジ
ミ

ミ
ズ
ナ
ラ
を
主
と
す
る
落
葉
広
葉
樹
林
に

沢
林
道
、
大
田
和
で
記
録
が
あ
る
。

広
く
分
布
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
数
は
少
な
く
精
進
口
二
～
一
合
目

5 1
ウ
ラ
ナ
ミ
シ
ジ
ミ

伊
豆
半
島
な
ど
の
暖
地
で
越
冬
し
た
も
の
が

と
富
士
桜
高
原
付
近
に
記
録
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。

北
上
し
な
が
ら
繁
殖
し
て
い
る
も
の
と
考
えら

れ
、
本
村
で
確
認
さ

4
オ
オ
ミ
ド
リ
シ
ジ
ミ

落
葉
広
葉
樹
林
に
広
く
分
布
す
る
と
考
え

れ
る
も
の
は
移
動
個
体
か
二
次
的
に
発
生
し
た
も
の
と

思
う
。

移
動

ら
れ
、
精
進
口
三
合
目
、
大
田
和
付
近
な
ど
で
確
認
さ
れ
て
い
る
。

性
が
強
い
の
で
全
域
に
分
布
し
、

富
士
山
の
五
合
目
付
近
で
も
見
る

特
に
紅
葉
台
付
近
の
カ
シ
ワ
林
で
み
ら
れ
る
ミ
ド
リ
シ
ジ
ミ
類
は
ほ

こ
と
が
あ
る
が
、
耕
作
地
付
近
(
特
に
マ
メ
類
の
畑
)
に
多
い
。

と
ん
ど
が
本

種
。

5 2
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ

部
落
周
辺
の
耕
作
地
に
集
中
し
て
み
ら
れ
る

4
フ
ジ
ミ
ド
リ
シ
ジ
ミ

日
本
国
内
に
お
い
て
富
士
山
で
は
じ
め
て

が
、
精
進
口
二
合
目
で
も
記
録
が
あ
る
。

発
見
さ
れ
た
種
。
ブ
ナ
林
に
広
く
分
布
す
る
と
思
わ
れ
る
が
数
は
少

3
ゴ
マ
シ
ジ
ミ

標
高
一
千
五
百
済
以
下
の
ワ
レ
モ
コ
ウ
を
含
む
草

な
く
、
精
進
口
二
合
目
付
近
で
二
例
の
記
録
が
あ
る
の
み
。

地
に
点
々
と
分
布
。
部
落
付
近
に
多
い
。

4 5
カ
ラ
ス
シ
ジ
ミ

軽
水
林
道
入
口
の
ハ
ル
ニ
レ
数
本
か
ら
卵
が
発

54
ル
リ
シ
ジ
ミ

標
高
一
千
六
百
が
以
下
の
林
の
周
辺
に
広
く
分

見
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
非
常
に
少
な
い
。

布
。

4 6
5
ミ
ヤ
マ
カ
ラ
ス
シ
ジ
ミ

標
高
一
千
六
百
単
以
下
の
陽
地
に
広
く

5 6
ス
ギ
タ
ニ
ル
リ
シ
ジ
ミ

以
前
は
本
村
付
近
に
は
分
布
し
な
い
と

分
布
。
ヒ
ヨ
ド
リ
バ
ナ
で
吸
蜜
す
る
個
体
を
よ
く
見
る
。

考
え
ら
れ
て
い
た
が
、

紅
葉
台
か
ら
足
和
田
山
に
か
け
て
の
尾
根
で

4 7
ト
ラ
フ
シ
ジ
ミ

前
種
と
以
た
環
境
に

見
ら
れ
る
が
、

数
は
前
種

発
見
さ
れ
た
。
最
近
で
は
富
士
山
西
部
か
ら
も
見
つ
か
っ
て
い
る
。

よ
り
少
な
い
。

5 0
ツ
バ
メ
シ
ジ
ミ

標
高
一
千
八
百

以
下
の
陽
地
に
広
く
分
布
し
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て
い
る
。
耕
作
地
付
近
に
多
い
。

の
多
産
地
で
あ
る
。

5 7
ヒ
メ
シ
ジ
ミ

標
高
二
千
百
M
以
下
の
草
地
に
分
布
す
る

。
6 5

メ
ス
グ
ロ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン

数
が
少
な
く
鳴
沢
林
道
で
記
録
が
あ
る

ス
バ
ル
ラ
イ
ン
四
合
目
駐
車
場
上
の
草
地
(
標
高
二
千
六
十
勝

)
の
み

。

が
、
現
在
ま
で
の
県
下
最
高
標
高
地
点
と
な
っ
て
い
る
。

6 6
ク
モ
ガ
タ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン

標
高
一
千
七
百
材
以
下
に
広
く
分
布
す

8
ミ
ヤ
マ
シ
ジ
ミ

標
高
一
千
が
以
下
の
コ
マ
ツ
ナ
ギ
を
含
む
草
地

る
が
個
体
数
は
少
な
い
。
移
動
性
も
強
い
よ
う
で
、
御
中
道
で
も
記

に
分
布
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
大
田
和
付
近
で
記
録
が
あ
る
の
み

。
録
さ
れ
て
い
る
。

58
ア
サ
マ
シ
ジ
ミ

標
高
一
千
五
百
が
以
下
の
草
地
に
広
く
分
布
。

75
ミ
ド
リ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン

標
高
二
千

以
下
に
広
く
分
布
。
個
体
数

テ
ン
グ
チ
ョ
ウ
科

も
多
い
。

6 0
テ
ン
グ
チ
ョ
ウ

亜
高
山
帯
以
下
の
全
域
に
分
布
す
る
が
個
体
数

8 6
ギ
ン
ボ
シ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン

ヒ
ョ
ウ
モ
ン
類
の
中
で
最
も
個
体
数
が

は
多
く
な
い
。

多
く
、

亜
高
山
帯
以
下
の
ほ
ぼ
全
域
に
広
く
分
布
す
る
が
、

草
地
に

マ
ダ
ラ
チ
ョ
ウ
科

多
い
。
移
動
性
も
強
く
、

富
士
山
頂
に
も
記
録
が
あ
る
。

6 1
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ

標
高
一
千
二
百
材
か
ら
亜
高
山
帯
に
か
け
て
広

6 0
ウ
ラ
ギ
ン
ヒ
ョ
ウ
モ
ン

前
種
同
様
に
広
く
分
布
す
る

が
、

前
種

く
見
ら
れ
、

特
に
中
腹
に
多
い
。
山
麓
で
見
か
け
る
の
は

稀
で

あ
よ
り
個
体
数
は
少
な
い
。

る
。
ヒ
ヨ
ド
リ
バ

ナ
に
好
ん
で
吸
蜜
に
来
る
。

ペ 7
ア
サ
マ
イ
チ
モ
ン
ジ

標
高
一
千
四
百
が
以
下
の
森
林
周
辺
に
分

タ
テ
ハ
チ
ョ
ウ
科

布
す
る
が
、
数
は
少
な
い
。

6 28
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
チ
ョ
ウ

ゴ
マ
シ
ジ
ミ
と
同
様
な
草
地
に
み
ら
れ
る

7
イ
チ
モ
ン
ジ
チ
ョ
ウ

標
高
一
千
五
百
ぶ
以
下
の

森
林
周
辺
に
広

が
、
ゴ
マ
シ
ジ
ミ
よ
り
個
体
数
は
多
い
。

紅
葉
台
付
近
や
天
神
峠
に

く
分
布
。

個
体
数
は
普
通
。

多
く
み
ら

れ
る

。
2

コ
ミ
ス
ジ

標
高
一
千
四
百
然
以
下
の
森
林
周
辺
に
普
通
に
み
ら

6
ウ
ラ
ギ
ン
ス
ジ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン

標
高
一
千
七
百
材
以
下
に
広
く
分

れ
る
。

布
す
る
が
、

次
種
よ
り
数
は
少
な
い
。

7 3
オ
オ
ミ
ス
ジ

ウ
メ
の
木
で
発
生
し
て
い
る
よ
う
で
、
部
落
付
近

6 4
オ
オ
ウ
ラ
ギ
ン
ス
ジ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン

前
種
と
同
様
な
地
域
に
分
布

に
み
ら
れ
る
。

し
、
個
体
数
も
普
通
で
あ
る
。
県
内
に
お
い
て
は
、
富
士
山
は
本
種

で 4
ホ
シ
ミ
ス
ジ

標
高
一
千
六
百

以
下
の
森
林
周
辺
に
広
く
分
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布
。

14
キ
ベ
リ
タ
テ
ハ

亜
高
山
帯
を
中
心
に
分
布
し
、
低
標
高
地
で
は

7 5
フ

タ
ス
ジ
チ
ョ
ウ

稀
で
あ
る
。

標
高
九
百
八
十
勝
～
一

8
ヒ
オ
ド
シ
チ
ョ
ウ

亜
高
山
帯
以
下
の
ほ
ぼ
全
域
に

分
布
す
る

千
六
百
材
の
範
囲
に
広

が
、
数
は
多
く
な
い
。

く
分
布
。
中
腹
に
特
に

8 8
ク
ジ
ャ
ク
チ
ョ
ウ

前
種
と
同
様
の
地
域
に
、
普
通
に
み
ら
れ
る

多
い
。
足
和
田
山
塊
か

が
、
低
標
高
地
で
は
少
な
い
。

ら
は
未
発

見
。

8 4
ヒ
メ
ア
カ
タ
テ
ハ

標
高
一
千
七
百
が
以
下
に
記
録
が
あ
る
が
、

16
サ
カ
ハ
チ
チ
ョ
ウ

数
は
少
な
い
。

標
高
一
千
七
百
材
以
下

8 5
ア
カ
タ
テ
ハ

標
高
一
千
七
百
燃
以
下
に
広
く
分
布
。
数
は
多
く

に
広
く
分

布
。

な
い
。

7
キ
タ
テ
ハ

標
高
一
千
六
百
財
以
下
に
分
布
す
る
が
、

耕
作
地
周

9 58
ス
ミ
ナ
ガ
シ

亜
高
山
帯
以
下
に
広
く
分
布
す
る
と
思
わ
れ
る

辺
に
多
い
。

が
、
数
は
少
な
い
。
御
中
道
で
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。

7 8
シ
ー
タ
テ
ハ

亜
高
山
帯
以
下

の
コ
ム
ラ
サ
キ

標
高

に
広
く
分
布
す
る
が
、

数
は
多
く

一
千
七
百
財
以
下
に
広

な
い
。

く
分
布
す
る
が
、
数
は

7 )
エ
ル
タ
テ
ハ

亜
高
山
帯
以
下

多
く
な
い
。

に
広
く
分
布
す
る
が
、

前
種
よ
り

8
オ
オ
ム
ラ
サ
キ

標

更
に
数
は
少
な
い
。

高
一
千
が
以
下
の
鳴

8 0
ル
リ
タ
テ
ハ

亜
高
山
帯
以
下

沢
・
大
田
和
両
部
落
付

に
広
く
分
布
し
、

中
腹
で

は
普

近
に
少
数
み
ら
れ
る
。

通
。
夕
方
、

林
道
上
に
ナ
ワ
バ
リ

鳴
沢
の
エ
ノ
キ
か
ら
越

を
形
成
す
る
性
質
を
持
つ
。

冬
幼
虫
が
見
つ
か
っ
て
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い
る

。
は
多
く
、
特
に
ニ
ッ
山

ジ
ャ
ノ
メ
チ
ョ
ウ
科

周
辺
に
は
多
産
す
る
。

8 9
ヒ
メ
ウ
ラ
ナ
ミ
ジ

ャ
ノ

メ
標
高
一
千
七
百
燃
以
下
の
森
林
周
辺

% 6
ヤ
マ
キ
マ
ダ
ラ
ヒ
カ

に
普
通
に
み
ら
れ
る
。

ゲ
標
高
一
千
八
百

09 3
ジ
ャ
ノ
メ
チ
ョ
ウ

標
高
一
千
五
百
財
以
下
の
草
地
に
普
通
に
み

以
下
の
サ
サ
類
の
群
落

ら
れ
る
。

周
辺
に
み
ら
れ
る
。

9
ツ
マ
ジ
ロ
ウ
ジ
ャ
ノ
メ

足
和
田
山
頂
付
近
と
大
田
和
で
記
録
さ

9 7
サ
ト
キ
マ
ダ
ラ
ヒ

カ

れ
て
い
る
の
み
。

ゲ
前
種
と
同
様
の
地

9 2
ヒ
メ
キ
マ
ダ
ラ
ヒ
カ
ゲ

標
高
一
千
七
百
M
以
下
の
落
葉
広
葉
樹

域
に
み
ら
れ
る
が
、
大

林
に
広
く
分

布
。
特
に
精
進
口
登
山
道
等
の
サ
サ
類
の
群
落
に
は
多

田
和
部
落
な
ど
の

低
標

産
す
る
。

高
地
で
も
記
録
さ
れ
て

い
る
。

9 3
キ
マ
ダ
ラ
モ
ド
キ

数
が
少
な
く
、
大
田
和
付
近
の
落
葉
広
葉
樹

8 9
ヒ
メ
ジ
ャ
ノ
メ

標
高
一
千
が
以
下
に
分
布
す
る
よ
う
で
、
大
田

林
内
で
の
記
録
が
あ
る
の
み
。

和
付
近
で
記
録
さ
れ
て
い
る
。

.
4

ク
ロ
ヒ
カ
ゲ

落
葉
広
葉
樹
林
帯
に
広
く
分

布
。

3 9
コ
ジ
ャ
ノ
メ

前
種
同
様
標
高
一
千

以
下
に
分
布
す
る
よ
う

965
ヒ
カ
ゲ
チ
ョ
ウ

落
葉
広
葉
樹
林
帯
に
広
く
分

布
。

前
種
よ
り
数

で
、
大
田
和
～

鳴
沢
で
記
録
さ
れ
て
い
る
。

Ⅱ
カ
ミ
キ
リ
ム
シ

類

富
士
山
の
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
相
の
特
徴
は
、
山
梨
大
学
の
池
田
助
教
授
に
よ
る
と
、

紀
伊
半
島
か
ら
南
ア
ル
プ
ス
を
へ
て
富
士
山
ま
で
分

布
を
の
ば
し
、
富
士
山
が
そ
の
北
限
に
近
い
よ
う
な
種

(
コ
ウ
ヤ
ホ
ソ
ハ
ナ
カ
ミ
キ
リ
・
タ
ケ
ウ
チ
ホ
ソ
ハ
ナ
カ
ミ
キ
リ
・
イ

ガブ
チ
ヒ
ゲ
ハ
ナ

カ
ミ
キ
リ
・
ヒ
メ
ヨ
ツ
ス
ジ
ハ
ナ
カ
ミ
キ
リ
・
ソ
ボ
リ
ン
ゴ
カ
ミ
キ
リ
な
ど
)
と
、
北
方
か
ら
分
布
を
の
ば
し
、
富
士
山
が
そ
の
南
限
に
近
い
よ

う
な
種
(
ア
ラ
メ
ハ
ナ
カ
ミ
キ
リ
・
カ
ラ
マ
ツ
カ
ミ
キ
リ
・
キ
ジ
マ
ト
ラ
カ
ミ
キ
リ
な
ど
)
と
の
両
方
が
見
ら
れ
、

そ
れ
ら
が
カ
ミ
キ
リ
ム
シ

相

を
豊
富
に
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
フ
ジ
ヒ
メ
ハ
ナ
カ
ミ
キ
リ
の
よ
う
に
、
分
布
が
ほ
と
ん
ど
富
士
山
に
集
中
す
る
よ
う
な
種
が
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み
ら
れ
る
こ
と
も
、
さ
ら
に
複
雑
な
も
の
と
し
て
い
る
。

そ
れ
に
、

周
辺
地
域
に
も
分
布
す
る
が
、

富
士
山
に
そ
の
個
体
数
が
特
に
多
い
も
の
と
し
て
、
フ
ジ
コ
ブ
ヤ
ハ
ズ
カ
ミ
キ
リ
・
オ
オ
ト

ラ
カ
ミ

キ
リ
・
ケ
ブ

カ
マ
ル
ク
ビ
カ
ミ

キ
リ
・
ヤ
ツ
ボ
シ
カ
ミ

キ
リ
・
エ
ゾ
ト
ゲ
ム
ネ
カ
ミ

キ
リ
・
ミ
ヤ
マ
モ
モ
ブ
ト

カ
ミ

キ
リ

等
が
あ

り
、

全
国
的
に
み
て
も
珍
し
い
も
の
と
し
て
、

サ
ド
チ
ビ
カ
ミ
キ
リ
・
ヒ
ゲ
ブ
ト
ハ
ナ
カ
ミ
キ
リ
が
挙
げ
ら
れ
る
と
い
う
。

加
え
て
、

他
地
域
に
比
べ
特
化
し
て
い
る
も
の
が
多
い
こ
と
も
特
徴
で
、
フ
タ
ス
ジ
ハ
ナ
カ
ミ

キ
リ
(
黒
化
し
た
も
の
は
ハ
ス
ジ
ハ
ナ

ai
カ
ミ
キ
リ
と
も
呼
ば
れ
る
)
や
、
ヤ
ツ
ボ
シ
ハ
ナ
カ
ミ
キ
リ
は
特
に
黒
化
し
た
も
の
が
多
い
。
ま
た
、 d o n

p
a
属
に
も
特
化
し
て
い
る
も

ip
の
が
多
い
と
い
う
。
種
数
か
ら
み
て
も
一
つ
の
地
域
だ
け
で
百
八
十
一
(
百
八
十
六
)

種
と
い
う
の

は
、

池
田
助
教
授
の
指
摘
す
る
よ
う

に
、
奥
日
光
の
二

百
三
十
～
二
百
四
十

種、
高
尾
山
の
百
九
十
九
種
に
ひ
け
を
取
ら
な
い
豊
か
な
カ
ミ
キ
リ
相
を
持
っ
て
い
る
と
い
え
よ

う ち
。こ
の
よ
う
に
豊
か
な
カ
ミ
キ
リ
相
を
持
つ
富
士
山
は
、

県
内
で
も
大
菩
薩
嶺
と

並
ん
で
、

最
も
調
査
者
の
入
っ
て
い
る
地
域
で
あ
る
。

し
か
し
、

県
内
だ
け
で
も
三
百
種
と
い
う
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
類
の
種
数
の
多
さ
と
、
こ
れ
ま
で
の
記
録
が
、
富
士
山
・
青
木
ヶ
原
・
富
士
林

道
と
い
っ
た
広
域
的
な
記
載
が
多
く
、
調
査
も
特
定
地
域
に
集
中
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
詳
し
い
分
布
は
ま
だ
よ
く
わ
か
っ
て
い
な

い
。
そ
こ
で
こ
こ
で
は
、
鳴
沢
村
と
明
記
さ
れ
た
記
録
以
外
に
、

富
士
山
(
山
梨
県

側 )
あ
る
い
は
青
木
ヶ
原
と
記
載
さ
れ
た
種
も
含
め
、

種
名
と
記
録
地
を
挙
げ
て
リ
ス
ト
と
し
た
。

足
和
田
山
塊
に
つ
い
て
は
、

ま
だ
ほ
と
ん
ど
調
査
さ
れ
て
お
ら
ず
、
今
後
ど
の
よ
う
な
記
録
が
出
る
か
楽
し
み
な
地
域
で
あ
る
。

カ
ミ
キ
リ
ム
シ

科
ク
ロ
カ
ミ
キ
リ
亜
科

ノ
コ
ギ
リ
カ
ミ
キ
リ
亜
科

2
ク
ロ
カ
ミ
キ
リ

富
士
山

1
ノ
コ
ギ
リ
カ
ミ
キ
リ

富
士
山
、

*
大
田
和
林
道

マ
ル
ク
ビ
カ
ミ
キ
リ
亜
科
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3
サ
ビ
カ
ミ
キ
リ

富
士
桜
高
原
、

富
士
山

チ
ャ
イ
ロ
ヒ
メ
コ
ブ
ハ
ナ
カ
ミ
キ
リ

富
士
林
道

4
ツ
シ
マ
ム
ナ
ク
ボ
カ
ミ
キ
リ

富
士
山

ホ
ソ
ガ
タ
ヒ
メ
ハ
ナ
カ
ミ
キ
リ

富
士
林

道、
精
進
口
三
合
目

5
オ
オ
ク
ロ
カ
ミ
キ
リ

富
士
林
道

カ
ク
ム
ネ
ヒ
メ
ハ
ナ
カ
ミ
キ
リ

富
士
林
道

6
ヒ
メ
マ
ル
ク
ビ
ヒ
ラ
タ
カ
ミ

キ
リ

富
士
林
道

ヒ
メ
ハ
ナ
カ
ミ
キ
リ

富
士
林
道

7
ト
ド
マ
ツ
カ
ミ
キ
リ

富
士
林
道

ミ
ヤ
マ
ヒ
メ
ハ
ナ
カ
ミ
キ
リ

富
士
山

8
ケ
ブ
カ
マ
ル
ク
ビ
カ
ミ
キ
リ

富
士
山

ナ
ガ
バ
ヒ
メ
ハ
ナ
カ
ミ

キ
リ

青
木
ヶ
原

ホ
ソ
カ
ミ
キ
リ
亜
科

25
キ
ベ
リ
ク
ロ
ヒ
メ
ハ
ナ
カ
ミ
キ
リ

富
士
山

9
ホ
ソ
カ
ミ
キ
リ

富
士
山

30
オ
オ
ヒ
メ
ハ
ナ
カ
ミ
キ
リ

富
士
山
、

精
進
口
三

合
目
、

※
大
田

ハ
ナ
カ
ミ

キ
リ
亜
科

和
林
道

10
テ
ツ
イ
ロ
ハ
ナ
カ
ミ
キ
リ

青
木
ケ
原

ヨ
コ
モ
ン
ヒ
メ
ハ
ナ
カ
ミ
キ
リ

富
士
林
道

ニ
セ
ハ
イ
イ
ロ
ハ
ナ
カ
ミ
キ
リ

富
士
林
道
、

富
士
桜
高
原

3
ム
ネ
ア
カ
ヨ
コ
モ
ン
ヒ
メ
ハ
ナ
カ
ミ
キ
リ

富
士
林
道

1
ア
ラ
メ
ハ
ナ
カ
ミ
キ
リ

富
士
林

道
3
3

ニ
セ
ヨ
コ
モ
ン
ヒ
メ
ハ
ナ
カ
ミ
キ
リ

富
士
山

フ
タ
コ
ブ
ル
リ
ハ
ナ
カ
ミ

キ
リ

富
士
山
、

*
大
田
和
林
道
、

緑
3

セ
ス
ジ
ヒ
メ
ハ
ナ
カ
ミ
キ
リ

富
士
山

の
休
暇
村

53
オ
ヤ
マ
ヒ
メ
ハ
ナ
カ
ミ
キ
リ

富
士
林
道

41
モ
モ
グ
ロ
ハ
ナ
カ
ミ
キ
リ

紅
葉
台

365
フ
ジ
ヒ
メ
ハ
ナ
カ
ミ
キ
リ

富
士
林
道

キ
ベ
リ
カ
タ
ビ
ロ
ハ
ナ
カ
ミ

キ
リ

富
士
林
道
*
大
田
和
林
道

3
チ
ャ
イ
ロ
ヒ
メ
ハ
ナ
カ
ミ
キ
リ

富
士
山
、
精
進
口
三
合
目

フ
タ
ス
ジ
カ
タ
ビ
ロ
ハ
ナ
カ
ミ
キ
リ

富
士
山

368
フ
タ
オ
ビ
ノ
ミ
ハ
ナ
カ
ミ
キ
リ

富
士
林
道
、

青
木
ヶ
原

カ
ラ
カ
ネ
ハ
ナ
カ
ミ
キ
リ

富
士
山
、
富
士
林
道

ニ
セ
フ
タ
オ
ビ
ノ
ミ
ハ
ナ
カ
ミ
キ
リ

富
士
林
道

ク
ビ
ア
カ
ハ
ナ
カ
ミ
キ
リ

鳴
沢
林
道
、
富
士
(
山
)
林
道

40
チ
ビ
ハ
ナ
カ
ミ
キ
リ

富
士
林
道

キ
バ
ネ
ニ
セ
ハ
ム
シ
ハ
ナ
カ
ミ
キ
リ

富
士
山

ヒ
ゲ
ブ
ト
ハ
ナ
カ
ミ
キ
リ

青
木
ヶ
原

ピ
ッ
ク
ニ
セ
ハ
ム
シ
ハ
ナ
カ
ミ
キ
リ

富
士
山

ム
ナ
ミ
ゾ
ハ
ナ
カ
ミ
キ
リ

富
士
林
道
、
青
木
ヶ
原

ア
カ
イ
ロ
ニ
セ
ハ
ム
シ
ハ
ナ
カ
ミ
キ
リ

富
士
山

マ
ル
ガ
タ
ハ
ナ
カ
ミ
キ
リ

富
士
山
、
富
士
林

道
、

*
大
和
田
林

2
ヒ
ナ
ル
リ
ハ
ナ
カ
ミ
キ
リ

富
士
山

道
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4
ヌ ス
バ
ダ
マ
ハ
ナ
カ
ミ
キ
リ

青
木
ヶ
原
、

富
士
林
道

4 5
チ
ャ
ボ
ハ
ナ
カ
ミ
キ
リ

富
士
林
道
、

軽
水
林
道
、

精
進
口
三

合

目ミ
ヤ
マ
ル
リ
ハ
ナ
カ
ミ
キ
リ

富
士
山

ク
ロ
ル
リ
ハ
ナ
カ
ミ
キ
リ

富
士
山

ル
リ
ハ
ナ
カ
ミ
キ
リ

富
士
山

ヒ
メ
ア
カ
ハ
ナ
カ
ミ

キ
リ

富
士
山

50
ツ
ヤ
ケ
シ
ハ
ナ
カ
ミ
キ
リ

富
士
林
道
、
ス
バ
ル
ラ
イ
ン
三
合

目
、
*
大
田
和
林
道

5
ア
カ
ハ
ナ
カ
ミ
キ
リ

青
木
ヶ
原
、
※
大
田
和
林
道

5
ブ
チ
ヒ
ゲ
ハ
ナ
カ
ミ
キ
リ

珍
木
林
道

3
イ
ガ
ブ
チ
ヒ
ゲ
ハ
ナ
カ
ミ
キ
リ

富
士
林
道
、

珍
木
林
道
、

青
木

セ
ア
カ
ハ
ナ
カ
ミ
キ
リ

富
士
林
道

ケ
原

ヒ
ゲ
ジ
ロ
ハ
ナ
カ
ミ

キ
リ

青
木
ヶ
原

45 4
ク
ロ
ハ
ナ
カ
ミ

キ
リ

富
士
林
道
、

緑
の
休
暇
村
付
近

ア
オ
バ
ホ
ソ
ハ
ナ
カ
ミ
キ
リ

富
士
山

53
ヤ
ツ
ボ
シ
ハ
ナ
カ
ミ
キ
リ

富
士
林
道

6 6
ニ
ョ
ウ
ホ
ウ
ホ
ソ
ハ
ナ
カ
ミ
キ
リ

富
士
林
道
、
青
木
ヶ
原

0568
ヨ
ツ
ス
ジ
ハ
ナ
カ
ミ
キ
リ

青
木
ヶ
原
、

*
大
田
和
林
道

ホ
ソ
ハ
ナ
カ
ミ
キ
リ

青
木
ヶ
原

5
ヤ
マ
ト
ヨ
ツ
ス
ジ
ハ
ナ
カ
ミ
キ
リ

青
木
ヶ

原
、

富
士
林
道

タ
テ
ジ
マ
ホ
ソ
ハ
ナ
カ
ミ
キ
リ

青
木
ケ
原

5 5
ヒ
メ
ヨ
ツ
ス
ジ
ハ
ナ
カ
ミ
キ
リ

珍
木
林
道
、
富
士
林
道

6
ニ
ン
フ
ホ
ソ
ハ
ナ
カ
ミ
キ
リ

青
木
ヶ
原
、
鳴
沢
村
、

*
大
田
和

5 89
ハ
ネ
ビ
ロ
ハ
ナ
カ
ミ
キ
リ

富
士
林
道

フ
タ
ス
ジ
ハ
ナ
カ
ミ
キ
リ

富
士
林
道
、

珍
木
林

道
、

青
木
ケ

林
道

原
、

*
大
田
和
林
道

7 0
ミ
ヤ
マ
ホ
ソ
ハ
ナ
カ
ミ
キ
リ

富
士
林

道
、
青
木
ヶ
原

6
カ
タ
キ
ハ
ナ
カ
ミ
キ
リ

青
木
ヶ
原

7
ハ
コ
ネ
ホ
ソ
ハ
ナ
カ
ミ
キ
リ

富
士
林
道

6
オ
オ
ヨ
ツ
ス
ジ
ハ
ナ
カ
ミ
キ
リ

富
士
林
道
、
青
木
ヶ
原

2
ウ
コ
ヤ
ホ
ソ
ハ
ナ
カ
ミ
キ
リ

珍
木
林
道
、
青
木
ヶ
原
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73
タ
ケ
ウ
チ
ホ
ソ

ハ
ナ
カ
ミ
キ
リ

青
木
ヶ ケ
原
、

98
シ
ラ
ケ
ト
ラ

カ
ミ
キ
リ

青
木
ヶ
原

74
ジ
ャ
コ
ウ
ホ
ソ
ハ
ナ
カ
ミ
キ
リ

富
士
林
道
、
青
木
ヶ
原

94
ア

カ
ネ
ト

ラ
カ
ミ

キ
リ

富
士
山

165
ベ
ニ
バ

ハ
ナ
カ
ミ
キ
リ

富
士
林
道

5
キ
ス
ジ

ト
ラ
カ
ミ

キ
リ

*
大
田
和

林
道

16
キ
ヌ
ツ
ヤ
ハ
ナ
カ
ミ
キ
リ

青
木
ヶ
原

965
ハ
セ
ガ
ワ
ト
ラ
カ
ミ
キ
リ

富
士
林
道
、

青
木
ヶ
原

7
ク
ロ
ホ
ソ
コ
バ
ネ
カ
ミ
キ
リ

富
士
山
ス
バ
ル
ラ
イ
ン

エ
グ
リ
ト
ラ
カ
ミ
キ
リ

富
士
林
道
、

*
大
田
和
林
道

18
ト
ガ
リ
バ
ホ
ソ
コ
バ
ネ
カ
ミ
キ
リ

青
木
ヶ
原

8
5

グク
ロ
ト
ラ
カ
ミ
キ
リ

富
士
山

カ
ミ

キ
リ

亜
科

195
ホ
ソ
ト
ラ
カ
ミ
キ
リ

富
士
林
道
、

青
木
ヶ

原
、

*
大
田
和
林
道

7
ト
ビ
イ
ロ
カ
ミ
キ
リ

青
木
ヶ
原

ヒ
メ
ク
ロ
ト
ラ
カ
ミ
キ
リ

富
士
山

サ
ド
チ
ビ
ア
メ
イ
ロ
カ
ミ
キ
リ

青
木
ヶ
原

10
キ
イ
ロ
ト
ラ
カ
ミ

キ
リ

ス
バ

ル
ラ
イ
ン
三

合
目
付
近

コ
ジ
マ
ヒ
ゲ
ナ
ガ
コ
バ

ネ
カ
ミ
キ
リ

青
木
ヶ

原
、

富
士
山

ト
ゲ
ヒ
ゲ
ト
ラ
カ
ミ
キ
リ

青
木
ケ
原

8
ク
ス
ベ
ニ

カ
ミ

キ
リ

青
木
ケ
原

シ
ロ
ト
ラ
カ
ミ
キ
リ

富
士
山

c
o

ル
リ
ボ
シ
カ
ミ
キ
リ

青
木
ヶ
原
～
精
進
口
三
合
目

ア
カ
ジ
マ
ト
ラ
カ
ミ

キ
リ

富
士
山

86
ア
オ
カ
ミ
キ
リ

青
木
ケヶ
原

マ
ツ
シ
ダ
ト
ラ
カ
ミ
キ
リ

軽
水
林
道

5 56
チ
ャ
イ
ロ
ホ
ソ
ヒ
ラ
タ
カ
ミ
キ
リ

富
士
山

1
エ
ゾ
ト
ラ
カ
ミ
キ
リ

富
士
林
道)

ホ
タ
ル
カ
ミ
キ
リ

*
奥
八
軒 M

(

オ
オ
ト
ラ
カ
ミ
キ
リ

富
士
林
道
、

軽
水
林
道

フ
ト
カ
ミ

キ
リ
亜
科

ト
ラ
フ

カ
ミ
キ
リ

富
士
山

ゴ
マ
フ
カ
ミ
キ
リ

富
士
山

8 8
キ
ジ
マ
ト
ラ
カ
ミ
キ
リ

富
士
林

道
、

ス
バ
ル
ラ
イ
ン
二
～
三

合
10

キ
ク
ス
イ
モ
ド
キ
カ
ミ
キ
リ

青
木
ケ
原

目
ク
ビ
ジ
ロ
カ
ミ

キ
リ

富
士
林
道

ブ
ド
ウ
ト
ラ
カ
ミ
キ
リ

鳴
沢
村

ビ
ジシ
カ
ミ
キ
リ

富
士
山

90
ウ
ス
イ
ロ
ト
ラ
カ
ミ
キ
リ

軽
水
林
道

ク
リ
チ
ビ
カ
ミ

キ
リ

青
木
ヶ

原
、

富
士
林
道

ツ
マ
キ
ト
ラ
カ
ミ
キ
リ

富
士
山

キ
ボ
シ
チ
ビ
カ
ミ
キ
リ

富
士

林
道

9
ム
ネ
マ
ダ
ラ
ト
ラ
カ
ミ
キ
リ

青
木
ヶ
原

シ
ロ
オ
ビ
チ
ビ
カ
ミ

キ
リ

青
木
ヶ
原
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ア
ト
ジ
ロ
サ
ビ
カ
ミ
キ
リ

大
田
和

セ
ミ
ス
ジ
コ
ブ
ヒ
ゲ
カ
ミ
キ
リ

富
士
山

1
ヒ
メ
ナ
ガ
サ
ビ
カ
ミ

キ
リ

富
士
山

フ
タ
モ
ン
ア
ラ
ゲ
カ
ミ
キ
リ

青
木
ヶ
原

エ
ゾ
サ
ビ
カ
ミ
キ
リ

富
士
林
道

18
フ
タ
オ
ビ
ア
ラ
ゲ
カ
ミ
キ
リ

富
士
山

ア
ト
モ
ン
サ
ビ
カ
ミ
キ
リ

富
士
林
道

ヒ
ト
オ
ビ
ア
ラ
ゲ
カ
ミ
キ
リ

富
士
山

)
ク
ワ
サ
ビ
カ
ミ
キ
リ

*
奥
八
軒( M

ジ
ュ
ウ
ジ
ク
ロ
カ
ミ
キ
リ

富
士
林
道

0
セ
ダ
カ
コ
ブ
ヤ
ハ
ズ
カ
ミ
キ
リ

富
士
林
道

カ
ッ
コ
ウ
カ
ミ
キ
リ

富
士
山

フ
ジ
コ
ブ
ヤ
ハ
ズ
カ
ミ
キ
リ

富
士
林
道

チ
ビ
コ
ブ
カ
ミ

キ
リ

富
士

林
道

1
イ
タ
ヤ
カ
ミ
キ
リ

青
木
ヶ
原

ク
モ
ノ
ス
モ
ン
サ
ビ

カ
ミ

キ
リ

富
士
山

シ
ラ
フ
ヒ
ゲ
ナ
ガ
カ
ミ
キ
リ

富
士
山

ク
リ
イ
ロ
チ
ビ
ケ
ブ

カ
カ
ミ
キ
リ

富
士
林
道

14
ヒ
ゲ
ナ
ガ
カ
ミ

キ
リ

紅
葉
台

ホ
ソ
ヒ
ゲ
ケ
ブ
カ
カ
ミ
キ
リ

富
士
山

カ
ラ
フ
ト
ヒ
ゲ
ナ
ガ
カ
ミ
キ
リ

青
木
ヶ
原
、

富
士
林
道

ハ
イ
イ
ロ
ツ
ツ
ク
ビ

カ
ミ

キ
リ

青
木
ヶ

原

マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ

紅
葉
台
、

富
士
山

シ
ロ
オ
ビ
ド
イ
カ
ミ
キ
リ

富
士
林
道

ゴ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ

富
士
山

ド
イ
カ
ミ
キ
リ

精
進
口
登
山
道

セ
ン
ノ
キ
カ
ミ

キ
リ

青
木
ヶ
原

エ
ゾ
ト
ゲ
ム
ネ
カ
ミ
キ
リ

富
士
林
道

ビ
ロ
ウ
ド
カ
ミ
キ
リ

富
士
林
道

ネ
ジ
ロ
カ
ミ
キ
リ

青
木
ヶ
原
、
富
士
林
道

03
ニ
セ
ビ
ロ
ウ
ド
カ
ミ
キ
リ

富
士
林

道
、

青
木
ヶ
原

ゴ
イ
シ
モ
モ
ブ
ト
カ
ミ
キ
リ

青
木
ヶ
原

3
ヒ
メ
ビ
ロ
ウ
ド
カ
ミ
キ
リ

富
士
林
道

ス
ジ
マ
ダ
ラ
モ
モ
ブ
ト
カ
ミ
キ
リ

富
士
山

1
ヤ
ハ
ズ
カ
ミ
キ
リ

富
士
山

ナ
カ
バ

ヤ
シ
モ
モ
ブ
ト
カ
ミ

キ
リ

富
士
林
道

ゴ
マ
フ
キ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ

富
士
林
道

ゴ
マ
ダ
ラ
モ
モ
ブ
ト
カ
ミ
キ
リ

富
士
林
道
、

青
木
ヶ
原

チ
ャ
ボ
ヒ
ゲ
ナ
ガ
カ
ミ
キ
リ

青
木
ヶ
原

19506)
ミ
ヤ
マ
モ
モ
ブ
ト
カ
ミ
キ
リ

富
士
林
道

ク
リ
イ
ロ
シ
ラ
ホ
シ
カ
ミ
キ
リ

富
士
林
道

ト
ゲ
バ
カ
ミ
キ
リ

青
木
ヶ
原

156
ヒ
ゲ
ナ
ガ
ゴ
マ
フ
カ
ミ
キ
リ

富
士
林
道

1 5
ホ
ウ
ノ
キ
ト
ゲ
バ
カ
ミ
キ
リ

鳴
沢
村
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15
キ
ッ
コ
ウ
モ
ン
ケ
ジ
カ
ミ
キ
リ

富
士
山

シ
ラ
ホ
シ
カ
ミ
キ
リ

富
士
山

10
ガ
ロ
ア
ケ
シ
カ
ミ
キ
リ

青
木
ヶ
原

セ
ミ
ス
ジ
ニ
セ
リ
ン
ゴ
カ
ミ
キ
リ

富
士
山

ア
ト
モ
ン
マ
ル
ケ
シ
カ
ミ
キ
リ

富
士
山

ヒ
ゲ
ナ
ガ
シ
ラ
ホ
シ
カ
ミ
キ
リ

富
士
山

ク
モ
ガ
タ
ケ
シ
カ
ミ
キ
リ

富
士
山

ク
ロ
ニ
セ
リ
ン
ゴ
カ
ミ
キ
リ

富
士
山

ヘ
リ
グ
ロ
ア
オ
カ
ミ
キ
リ

富
士
山

カ
ツ
ラ
カ
ミ
キ
リ

富
士
山

ヤ
ツ
ボ
シ
カ
ミ

キ
リ

富
士

山
ヨ
ツ
キ
ボ
シ
カ
ミ
キ
リ

青
木
ヶ
原

シ
ナ
カ
ミ
キ
リ

富
士
山

ヘ
リ
グ
ロ
リ
ン
ゴ
カ
ミ
キ
リ

富
士
山

ヤ
ツ
メ
カ
ミ
キ
リ

富
士
山

20
ヒ
メ
リ
ン
ゴ
カ
ミ
キ
リ

富
士
山

ハ
ン
ノ
ア
オ
カ
ミ
キ
リ

富
士
林
道

ソ
ボ
リ
ン
ゴ
カ
ミ
キ
リ

青
木
ヶ
原

88
ニ
セ
シ
ラ
ホ
シ
カ
ミ
キ
リ

富
士
山

記
録
は
な
い
が
分
布
し
て
い
る
可
能
性
の
大
き
い
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
類

ハ
ン
ノ
キ
カ
ミ
キ
リ

富
士
山

(
宮
下
氏
の
御
教
示
に
よ
る
)

10
キ
モ
ン
カ
ミ
キ
リ

富
士
山

ヒ
ラ
ヤ
マ
コ
ブ
ハ
ナ
カ
ミ
キ
リ
、
マ
ル
ク
ビ
ケ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
、

ジ
ュ
ウ
ニ
キ
ボ
シ
カ
ミ
キ
リ

富
士
山

ヒ
メ
ス
ギ
カ
ミ
キ
リ
、
ヒ
メ
ヒ
ゲ
ナ
ガ
カ
ミ
キ
リ
、
シ
ロ
ス
ジ
カ
ミ
キ

2
カ
ス
ガ
キ
モ
ン
カ
ミ

キ
リ

青
木
ヶ
原

リ

Ⅲ
蛾
類

富
士
山
に
は
、

高
山
蛾
と
し
て
ソ
ウ
ン
ク
ロ
オ
ビ
ナ
ミ
シ
ャ
ク
が
分
布
す
る
と

さ
れ
て
い
た
が
、
さ
ら
に
、

日
本
で
は
赤
石
山
脈
北
岳

以
外
で
採
集
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
ア
ト
ジ
ロ
ア
ル
プ
ス
ヤ
ガ
の
一
〇

が
、
一
九
八
四
年
七
月
二
十
四
日
、

白
川
邦
臣
氏
に
よ
っ
て
山
梨
県

側
富
士
山
五
合
目
(
標
高
二
千
四
百
材
)
で
採
集
さ
れ
た
(
雄
と
し
て
は
日
本
初
記
録)
こ
と
に
よ
っ
て
、
富
士
山
は
高
山
蛾
の
分
布
上
注
目

さ
れ
る
地
域
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
他
、
富
士
山
五
合
目
付
近
で
は
、
富
士
山
の
特
産
と
さ
れ
る
フ
ジ
シ
ロ
ミ

ャ
ク
ヨ
ト
ウ
の
他
、
ア
オ
バ
ヤ
ガ
・
ミ
ヤ
マ
ア
カ
ヤ
ガ

・
ウ
ス
イ
ロ
カ
バ
ス
ジ
ヤ
ガ
・
キ
ン
タ
ギ
ン
ウ
ワ
バ

・
シ
ロ
ジ
マ
シ

ャ
チ
ホ
コ
・
ホ
シ
ナ
カ
グ
ロ
モ
ク
メ
シ
ャ
チ
ホ
コ
な
ど
が
記

録
さ
れ
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て
い
る

。

Ⅱ
そ
の
他

こ
こ
で
は
、
こ

れ
ま
で
に
記
録
が
あ
る
も
の
の
み
、

科
ご
と
に
種
名
だ
け
挙
げ
て
お
く
。

a
鞘
翅
目

オ
サ
ム
シ
科

)
)

ホ
ソ
ヒ
メ
ク
ロ
オ
サ
ム
シ
、
ク
ロ
ナ
ガ
オ
サ
ム
シ
、

ッ
コ
ク
ロ
ナ
ガ
(
フ
ジ
ク
ロ
ナ
ガ
)
オ
サ
ム
シ( M

*
ホ
ソ
ア
カ
ガ
ネ
オ
サ
ム
シ( M

)
)

*
ル
イ
ス
オ
サ
ム
M
(

*
ヒ
メ
マ
イ
マ
イ
カ
ブ
リ M

(

ゴ
ミ
ム
シ
科

※
ク
ロ
ズ
ジ
ュ
ウ
ジ
ア
ト
キ
リ
ゴ
ミ
ム
シ
、
オ
オ
ミ
ツ
ア
チ ナ
ア
ト
キ
リ
ゴ
ミ
ム
シ
、
ホ
ソ
ア
ト
キ
リ
ゴ
ミ
ム
シ
、
ヤ
ホ
シ
ゴ
ミ
ム
シ
、
カ
ロ ワ
チ
マ

ル
ク
ビ
ゴ
ミ
ム
シ

ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
科

コ
ル
リ
ク
ワ
ガ
タ
、
ホ
ソ
ツ
ヤ
ル
リ
ク
ワ
ガ
タ
、

*
ノ
コ
ギ
リ
ク
ワ
ガ
タ
、

*
ミ
ヤ
マ
ク
ワ
ガ
タ
、

メ
コ
ク
ワ
ガ
タ
、

*
ヒ
メ
オ
オ
ク
ワ
ガ
タ

コ
ガ
ネ
ム
シ
科

ヒ
メ
ス
ジ
コ
ガ
ネ
、

ツ
ヤ
コ
ガ

ネ
、

ア
オ
ハ
ナ
ム
グ
リ
、
ヒ
メ
ハ
ナ
ム
グ
リ
、
オ
オ
チ
ャ
イ
ロ
ハ
ナ
ム
グ
リ
、

ハ
イ
イ
ロ
ビ
ロ
ウ
ド
コ
ガ

ネ
、
ア

カ
ビ
ロ
ウ
ド
コ
ガ
ネ
、

*
セ
マ
ダ
ラ
コ
ガ
ネ
、

*
オ
オ
ト
ラ
フ
コ
ガ
ネ
、

*
カ
ブ
ト
ム
シ

セ
ン
チ
コ
ガ
ネ
科

セ
ン
チ
コ
ガ

ネ

コ
メ
ツ
キ
ム
シ
科

ヒ
メ
シ
モ
フ
リ
コ
メ
ツ
キ

ホ
タ
ル
科

オ
バ

ボ
タ
ル

ジ
ョ
ウ
カ
イ
ボ
ン
科
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ジ
ョ
ウ
カ
イ
ボ
ン
、

ウ
ス
イ
ロ
ク
ビ
ボ
ソ
ジ
ョ
ウ
カ
イ

ベ
ニ
ボ
タ
ル
科

ム
ネ
ア

カ
ホ
ソ
ベ
ニ
ボ
タ
ル

テ
ン
ト
ウ
ム
シ
科

ル
イ
ス
テ
ン
ト
ウ
、
ベ
ニ
ヘ
リ
テ
ン
ト
ウ

テ
ン
ト
ウ
ダ
マ
シ
科

ル
リ
テ
ン
ト
ウ
ダ
マ
シ

カ
ツ
オ
ブ
シ
ム
シ
科

ア
カ
オ
ビ
カ
ツ
オ
ブ
シ
ム
シ

ク
ビ
ナ
ガ
ム
シ
科

ク
ビ
ナ
ガ
ム
シ

ハ
ム
シ
科

ア
ザ
ミ
ク
ビ
ボ
ソ
ハ
ム
シ
、
ト
ホ
シ
ハ
ム
シ
、
キ
ム
ネ
ア
オ
ハ
ム
シ
、
ヒ
ゲ
ナ
ガ
ル
リ
マ
ル
ノ
ミ
ハ
ム
シ
、
チ
ャ
バ
ネ
ツ
ヤ
ハ
ム
シ
、
キ
ボ
シ
ナ

ガ
ッ
ツ
(
キ
ボ
シ
ル
リ
)
ハ
ム
シ
、
ヨ
ツ
ボ
シ
ナ
ガ
ツ

ハ
ム
シ
、
ア
オ
カ
メ
ノ
コ
ハ
ム
シ
、

*
ア
ザ
ミ
ハ
ム
シ

オ
ト
シ
ブ
ミ
科

カ
シ
ル
リ
オ
ト
シ
ブ
ミ
、
ベ
ニ
ボ
シ
ハ
マ
キ
チ
ョ
ッ
キ
リ

ゾ
ウ
ム
シ
科

オ
オ
ゾ
ウ
ム
シ
、
イ
チ
ゴ
ハ
ナ
ゾ
ウ
ム
シ
、
リ
ン
ゴ
コ
フ
キ
ゾ
ウ
ム
シ

島
ト
ン
ボ
目

ト
ン

ボ
科

ア
キ
ア
カ

ネ
、

ウ
ス
バ
キ
ト
ン
ボ

カ
ワ

ト
ン

ボ
科

*ミ
ヤ
マ
カ
ワ
ト
ン
ボ
、
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